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7� 右の図は，気温などをはかるための箱を表したものです。これに

ついて，次の問いに答えなさい。

　⑴　この箱を何といいますか。� （　　　　　　）

　⑵　この箱は何色をしていますか。次から選
えら

び，記号で答えなさい。

� （　　　）

　　ア　白色　　　イ　黒色　　　ウ　赤色　　　エ　青色

　⑶　この箱のとびらは，どの方角を向いていますか。次から選び，

記号で答えなさい。� （　　　）

　　ア　東　　　イ　西　　　ウ　南　　　エ　北

　⑷　この箱のとびらが，⑶で答えた方角を向いているのはなぜです

か。理由をかんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑸　この箱の中の温度計の球部は，地面からどのくらいの高さになるように入れられていますか。次から

選び，記号で答えなさい。� （　　　）

　　ア　０．６〜０．９　　　イ　１．２〜１．５　　　ウ　１．８〜２．１　　　エ　２．４〜２．７

　⑹　次の文中の空らんに入るもっとも適
てき

切
せつ

なことばをそれぞれ答えなさい。

� ①（　　　　　　　）　②（　　　　　　　）

　　�　この箱がしばふの上に置
お

かれているのは，（　①　）からの熱がはね返るのをふせぐためです。また，

この箱のかべがすき間のあるよろいどになっているのは，（　②　）をよくするためです。

8� ふたの部分がガラスでできているプラスチックの箱を４つ用意し，それぞれの箱に同じ量の土を入れた

あと，土がこぼれないようにふたをし，それぞれの箱にあなをあけて温度計をさしこみました。これらを

次のア〜エのように，かたむきをいろいろと変
か

えて置きました。これについて，あとの問いに答えなさい。

　⑴　それぞれの箱の真上から電球の光をあてたとき，土の温度がもっとも高くなるのはどれですか。記号

で答えなさい。� （　　　）

　⑵�　よく晴れた日の正午ごろ，それぞれの箱の温度計が北を向くようにして，校庭の日なたに１０分間置き

ました。太陽の高さが６０度のとき，温度がもっとも高くなるのはどれですか。記号で答えなさい。
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　　天気の変化1
春のようす　�

1�〈春のころ〉　次の文のうち，春の生物のようすを表した文に○を，そうでない

ものには×を書きなさい。

　⑴　アブラナの花が，畑一面にさいている。� （　　　）

　⑵　池で，ヒキガエルがたまごを産んでいる。� （　　　）

　⑶　野原に，タンポポやスミレがさいている。� （　　　）

　⑷　緑色だった木の葉が，黄色くなって落ち始めた。� （　　　）

　⑸　モンシロチョウが，コブシの花のまわりを飛
と

んでいる。� （　　　）

　⑹　ムギの穂
ほ

が，黄色くうれている。� （　　　）

　⑺　ウメやジンチョウゲの花がさきだした。� （　　　）

　⑻　ハクチョウが，日本から北の国に向かってわたっていく。� （　　　）

　⑼　雑
ぞう

木
き

林の中で，カタクリやフクジュソウがさいている。� （　　　）

　⑽　ヘチマの実がじゅくして，たねができている。� （　　　）

2�〈春の植物〉　下の 　 は，春のころに花がさく植物です。次の⑴〜⑶にあて

はまるものに分け，３つずつ記号で答えなさい。

　⑴　木にさく花� （　　　）・（　　　）・（　　　）

　⑵　花だんにさく花� （　　　）・（　　　）・（　　　）

　⑶　野原にさく花� （　　　）・（　　　）・（　　　）

　ア　サクラ　　　　イ　クロッカス　　　　ウ　モクレン

　エ　スミレ　　　　オ　タンポポ　　　　　カ　チューリップ

　キ　モモ　　　　　ク　レンゲソウ　　　　ケ　ヒヤシンス

3�〈春の動物〉　次の文は，春のころの動物のようすを表しています。（　　）にあ

てはまるものを下の 　 から選
えら

び，記号で答えなさい。

　⑴　アブラナの花のみつをすいに（　　　）が集まってくる。

　⑵　川ではうまれたばかりの（　　　）が，むれで泳いでいる。

　⑶　空の高いところでは，（　　　）がさえずっている。

　⑷　のき下に（　　　）がどろで，すをつくっている。

　⑸　トンボになる（　　　）が，水草につかまっている。

　⑹　ツツジの花に（　　　）が，みつをすいに集まっている。

　ア　ツバメ　　　　イ　アメンボ　　　　　ウ　メダカ

　エ　ヒバリ　　　　オ　ザリガニ　　　　　カ　ヤゴ

　キ　ウグイス　　　ク　アゲハチョウ　　　ケ　ミツバチ

・葉が緑から黄，赤
に変

か

わるのは秋の
ころである。

・ムギの穂が見られ
るのは初夏である。

・身のまわりの花だ
んや野原には，ど
んな花がさいてい
るだろうか。図か
んなどで調べてみ
よう。

・夏によく見られる
こん虫は，春のう
ちはまだ成虫にな
っていないものが
多い。

　　問題基本

�

　⑵　オタマジャクシ

　　�　たまごからかえったオタマジャクシは水中で

生活し，えらでこきゅうする。オタマジャクシ

がカエルになるまでの日数は，水温やえさ，カ

エルの種類によってちがう。ヒキガエルでは水

温が１３℃〜１５℃のときは，およそ７０日くらいで

カエルになる。カエルは水中と陸
りく

上
じょう

の両方で生

活し，肺
はい

やしめった皮
ひ

ふでこきゅうする。

4　春に見られる魚，鳥
　⑴　メダカ

　　�　メダカは，水温が２０℃以上で昼の長さが１３時間をこえると産卵を始め

る。関東地方では５月の初めごろであるが，水温が２５℃くらいのときも

っとも活動がさかんになる。たまごは直
ちょっ

径
けい

１．５㎜くらいの球形で，水温

が２５℃くらいのときは，１０〜１２日でふ化する。

　⑵　サケ

　　�　秋に川の上流でふ化したサケの稚
ち

魚
ぎょ

は，川を下って海に向かい，春の

終わりごろに河
か

口
こう

にたどりつき，海へ出る。そして，数年後にふたたび

もとの川にもどり，その川の上流でたまごを産
う

む。

　⑶　わたり鳥

　　�　ツバメ・カッコウなど，春になり南の国から日本へわたってくる

わたり鳥を夏
なつ

鳥
どり

という。また，ハクチョウ・ガン・カモのように，

日本で冬をこして春に北の国にわたる鳥を冬鳥という。

　⑷　ウグイス・ヒバリなど

　　�　冬の間，山から平地に下りてくるが，春になると山にもどり，産

卵をしてひなを育てる。

5　春の天気
　⑴　春の天気

　　�　１月〜２月は５℃くらいであった気温は，４月には１０℃〜１５℃くらい

にまで上がる。晴れの日と天気の悪い日が数日おきにくり返され，気温

の変化も大きい。

　⑵　気温・地温・水温をはかる

　　①�　気温……地上１．２〜１．５くらいの風通しのよい場所で，温度計に直

しゃ日光があたらないようにしてはかる。

　　②�　地温……温度計の液
えき

だめがかくれるくらいに土をかけて，温度計に

直しゃ日光があたらないようにしてはかる。

　　③�　水温……温度計を水中につけたままではかる。
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天気と気温の変化　15

9� 晴れた日に同じ場所で，地面，地面から３０の

深さの土の中，地面から６０の深さの土の中の温

度をそれぞれはかり，右の図のようなグラフに表

しました。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴�　地面から６０の深さの土の中の温度の変
へん

化
か

を

表しているのは，ア，イのどちらですか。

� （　　　）

　⑵�　地面の温度の変化のしかたがいちばん大きい

のはなぜですか。理由をかんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

10� よく晴れた日に，１日の気温，地温，太陽

の高さをはかり，右のようなグラフに表しまし

た。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴�　Ａ〜Ｃのうち，太陽の高さの変化を表して

いるのはどれですか。� （　　　）

　⑵�　地温がもっとも高くなっているのは何時ご

ろですか。� （　　　）

　　ア　１１時ごろ

　　イ　１２時ごろ

　　ウ　１３時ごろ

　　エ　１４時ごろ

　⑶　１０時の気温は何℃ですか。� （　　　　　　　　）

　⑷�　太陽の高さがもっとも高くなる時こくと，地温がもっとも高くなる時こくには，何時間のずれがあり

ますか。次から選び，記号で答えなさい。� （　　　）

　　ア　約１時間　　　イ　約２時間　　　ウ　約３時間　　　エ　約４時間

　⑸�　太陽の高さがもっとも高くなる時こくと，気温がもっとも高くなる時こくには，何時間のずれがあり

ますか。次から選び，記号で答えなさい。� （　　　）

　　ア　約１時間　　　イ　約２時間　　　ウ　約３時間　　　エ　約４時間

　⑹�　太陽の高さがもっとも高くなる時こくと，気温がもっとも高くなる時こくにずれがある理由として，

もっとも適切なものはどれですか。次から選び，記号で答えなさい。� （　　　）

　　ア　空気が太陽の光によって直
ちょく

接
せつ

あたためられるのに時間がかかるから。

　　イ　空気は，太陽の光によってあたためられた地面からの熱によってあたためられるから。

　　ウ　太陽が少し低い位
い

置
ち

にあるほうが，空気はよくあたためられるから。

　　エ　太陽の高さの変化と気温の変化にはまったく関係がないから。

　⑺�　晴れた日の気温の変化は，くもりや雨の日とくらべるとどのようになっていますか。次から選び，記

号で答えなさい。� （　　　）

　　ア　気温の変化は大きくなる。

　　イ　気温の変化は小さくなる。

　　ウ　気温は同じように変化する。
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天気と気温の変化　13

・3⑵太陽高度と地
面のあたたまり方

4�〈太陽の高さと地温〉　右の図は，

太陽の高さと地面が太陽からの熱を

受ける面積との関係を表したもので

す。この図について説明した，次の

文の①〜③の｛　　｝の中から正しい

ことばを選び，それぞれ記号で答え

なさい。

� ①（　　　）　②（　　　）　③（　　　）

　　太陽の高さが高いほど，一定量の光のたばが地面をてらす面積が ①｛ア　大き

く　　イ　小さく｝�なる。そのため，一定の面積の地面が受ける熱の量が ②｛ウ　

多く　　エ　少なく｝�なり，温度も ③｛オ　高く　　カ　低く｝�なる。

5�〈気温と地温のグラフ〉

　　ある晴れた日に，太陽の高さ，

気温，地温を１時間おきにはかっ

てグラフにしました。次の問いに

答えなさい。

　⑴�　太陽が南
なん

中
ちゅう

したときの高さは

およそ何度ですか。次から選び，

記号で答えなさい。�（　　　）

　　ア　４０度　　　イ　４８度　　　ウ　５０度　　　エ　５５度　　　オ　６２度

　⑵�　地温の変化を表すグラフは，ア，イのどちらですか。� （　　　）

　⑶�　気温がもっとも高くなっているのは何時ごろですか。�（　　　　　　　　）

　⑷�　地温がもっとも高くなったとき，地面が受ける熱の量と地面から出ていく熱

の量には，どのような関係がありますか。かんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6�〈天気と気温の変化〉

　　ある連続する２日間の気温

の変化を調べたところ，右の

図のようなグラフになりまし

た。この２日間のうち，１日

は晴れ，もう１日は雨だった

ことがわかっています。

　⑴�　晴れていたのは１日目，

２日目のどちらですか。

� （　　　　　　　　）

　⑵�　⑴で，そのように答えた

のはなぜですか。理由をかんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�）

・南中…真南にくる
こと。

・地温は１３時ごろに，
気温はそのあと１
時間後くらいにも
っとも高くなる。

・4天気と１日の気
温の変化

光のたば
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12

1�〈雲と天気〉　雲と天気について説
せつ

明
めい

した次の文のうち，正しいものをすべて選
えら

び，記号で答えなさい。� （　　　　）

　ア　雲
うん

量
りょう

が８のとき，天気は晴れである。

　イ　快晴とは，空にまったく雲がないときだけである。

　ウ　くもりとは，空全体が雲におおわれているときだけである。

　エ　雲量を決めるときには，雲のあつみは考えなくてもよい。

2�〈気温のはかり方〉　右の図は，気温などを正しくはか

るためのそう置
ち

です。次の問いに答えなさい。

　⑴　このそう置を何といいますか。�（　　　　　　　）

　⑵�　このそう置の中に温度計を入れるとき，温度計の球

部は，地面から何くらいの高さにすればよいですか。

� （　　　　　　　）

　⑶�　このそう置は，どのような場所に置
お

かれていますか。

次から選び，記号で答えなさい。� （　　　）

　　ア　コンクリートの上　　　イ　砂
すな

場
ば

の上　　　ウ　しばふの上

　⑷�　このそう置のとびらは，どの向きについていますか。次から選び，記号で答

えなさい。� （　　　）

　　ア　東向き　　　イ　西向き　　　ウ　南向き　　　エ　北向き

　⑸�　このそう置全体が白色にぬられているのはなぜですか。理由をかんたんに書

きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑹�　このそう置のまわりがよろいどになっているのはなぜですか。理由をかんた

んに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3�〈太陽の高さと地温〉　右の図のように，２つ

の温度計の球部に同じ量の土を同じあつさ，同

じ面積になるようにおおい，日光にあてて温度

の変
へん

化
か

を調べました。折
お

れ線
せん

グラフは，その結
けっ

果
か

を表したものです。次の問いに答えなさい。

　⑴�　太陽から受ける熱の量は，ア，イのどちら

が多いですか。

� （　　　）

　⑵�　折れ線グラフのＡは，ア，イのどちらの結

果を表したものですか。

� （　　　）

・雲量によって天気
は決められている。

・とびらを開けたと
き，日光がさしこ
まないようにつく
られている。

・日光に直角に置い
たほうが，熱の量
は多くなる。

白いペンキ

よろい戸

日光に直角
に置く

温度計
フォーム
ポリスチレン

水平に置く

土

Ａ

Ｂ

ア

イ

温
度（
℃
）
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　　問題基本

天気と気温　39

MJ小学理科まとめ_上巻_本体_初校.indd			39 2021/02/15			9:08

春のようす　�

1�〈春のころ〉　次の文のうち，春の生物のようすを表した文に○を，そうでない

ものには×を書きなさい。

　⑴　アブラナの花が，畑一面にさいている。� （　　　）

　⑵　池で，ヒキガエルがたまごを産んでいる。� （　　　）

　⑶　野原に，タンポポやスミレがさいている。� （　　　）

　⑷　緑色だった木の葉が，黄色くなって落ち始めた。� （　　　）

　⑸　モンシロチョウが，コブシの花のまわりを飛
と

んでいる。� （　　　）

　⑹　ムギの穂
ほ

が，黄色くうれている。� （　　　）

　⑺　ウメやジンチョウゲの花がさきだした。� （　　　）

　⑻　ハクチョウが，日本から北の国に向かってわたっていく。� （　　　）

　⑼　雑
ぞう

木
き

林の中で，カタクリやフクジュソウがさいている。� （　　　）

　⑽　ヘチマの実がじゅくして，たねができている。� （　　　）

2�〈春の植物〉　下の 　 は，春のころに花がさく植物です。次の⑴〜⑶にあて

はまるものに分け，３つずつ記号で答えなさい。

　⑴　木にさく花� （　　　）・（　　　）・（　　　）

　⑵　花だんにさく花� （　　　）・（　　　）・（　　　）

　⑶　野原にさく花� （　　　）・（　　　）・（　　　）

　ア　サクラ　　　　イ　クロッカス　　　　ウ　モクレン

　エ　スミレ　　　　オ　タンポポ　　　　　カ　チューリップ

　キ　モモ　　　　　ク　レンゲソウ　　　　ケ　ヒヤシンス

3�〈春の動物〉　次の文は，春のころの動物のようすを表しています。（　　）にあ

てはまるものを下の 　 から選
えら

び，記号で答えなさい。

　⑴　アブラナの花のみつをすいに（　　　）が集まってくる。

　⑵　川ではうまれたばかりの（　　　）が，むれで泳いでいる。

　⑶　空の高いところでは，（　　　）がさえずっている。

　⑷　のき下に（　　　）がどろで，すをつくっている。

　⑸　トンボになる（　　　）が，水草につかまっている。

　⑹　ツツジの花に（　　　）が，みつをすいに集まっている。

　ア　ツバメ　　　　イ　アメンボ　　　　　ウ　メダカ

　エ　ヒバリ　　　　オ　ザリガニ　　　　　カ　ヤゴ

　キ　ウグイス　　　ク　アゲハチョウ　　　ケ　ミツバチ

・葉が緑から黄，赤
に変

か

わるのは秋の
ころである。

・ムギの穂が見られ
るのは初夏である。

・身のまわりの花だ
んや野原には，ど
んな花がさいてい
るだろうか。図か
んなどで調べてみ
よう。

・夏によく見られる
こん虫は，春のう
ちはまだ成虫にな
っていないものが
多い。

　　問題基本

�

　⑵　オタマジャクシ

　　�　たまごからかえったオタマジャクシは水中で

生活し，えらでこきゅうする。オタマジャクシ

がカエルになるまでの日数は，水温やえさ，カ

エルの種類によってちがう。ヒキガエルでは水

温が１３℃〜１５℃のときは，およそ７０日くらいで

カエルになる。カエルは水中と陸
りく

上
じょう

の両方で生

活し，肺
はい

やしめった皮
ひ

ふでこきゅうする。

4　春に見られる魚，鳥
　⑴　メダカ

　　�　メダカは，水温が２０℃以上で昼の長さが１３時間をこえると産卵を始め

る。関東地方では５月の初めごろであるが，水温が２５℃くらいのときも

っとも活動がさかんになる。たまごは直
ちょっ

径
けい

１．５㎜くらいの球形で，水温

が２５℃くらいのときは，１０〜１２日でふ化する。

　⑵　サケ

　　�　秋に川の上流でふ化したサケの稚
ち

魚
ぎょ

は，川を下って海に向かい，春の

終わりごろに河
か

口
こう

にたどりつき，海へ出る。そして，数年後にふたたび

もとの川にもどり，その川の上流でたまごを産
う

む。

　⑶　わたり鳥

　　�　ツバメ・カッコウなど，春になり南の国から日本へわたってくる

わたり鳥を夏
なつ

鳥
どり

という。また，ハクチョウ・ガン・カモのように，

日本で冬をこして春に北の国にわたる鳥を冬鳥という。

　⑷　ウグイス・ヒバリなど

　　�　冬の間，山から平地に下りてくるが，春になると山にもどり，産

卵をしてひなを育てる。

5　春の天気
　⑴　春の天気

　　�　１月〜２月は５℃くらいであった気温は，４月には１０℃〜１５℃くらい

にまで上がる。晴れの日と天気の悪い日が数日おきにくり返され，気温

の変化も大きい。

　⑵　気温・地温・水温をはかる

　　①�　気温……地上１．２〜１．５くらいの風通しのよい場所で，温度計に直

しゃ日光があたらないようにしてはかる。

　　②�　地温……温度計の液
えき

だめがかくれるくらいに土をかけて，温度計に

直しゃ日光があたらないようにしてはかる。

　　③�　水温……温度計を水中につけたままではかる。

黒色
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季節と生き物　7

基　本　問　題
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植物の発芽と成長　17

9 ダイズの種子を発芽させたあと，次の３つのも

のをつくり，育ち方のちがいを調べました。

　①　子葉を２まいとも切り取ったもの

　②　子葉を１まいだけ切り取ったもの

　③　子葉を切り取らず，そのままのもの

　 　それぞれ，①～③の結果を示すグラフを，ア～

ウから１つずつ選びなさい。

 ①（　　　）　②（　　　）　③（　　　）

10 次の図１，２は，インゲンマメの成長のようすを示したものです。これについて，あとの問いに答え

なさい。

　⑴　図１のＡ，Ｂについて，正しく説明しているものを，次から選びなさい。 （　　　）

　　ア　Ａの種皮には，養分が多くふくまれている。

　　イ　Ａの子葉には，ほとんど養分がふくまれていない。

　　ウ　Ｂの種皮には，養分が少しふくまれている。

　　エ　Ｂの子葉には，養分が少しふくまれている。

　⑵　図２の点線でえがかれた部分には，何がありましたか。 （　　　　　　　）

　⑶　図２のＣの部分は，種子のはいのよう芽や何が成長したものですか。 （　　　　　　　）

　⑷　右の図３は，エンドウの発芽のようすを示したものです。

この図から，インゲンマメとエンドウの発芽するときの共通

するところは，何であるといえますか。次から選びなさい。

 （　　　）

　　ア　芽よりも根が先に出る。

　　イ　根よりも芽が先に出る。

　　ウ　発芽するとき，子葉は地上に出る。

　　エ　発芽するとき，子葉は地中に残る。

　⑸　図３のＤのとき，どのように成長していきますか。次から選びなさい。 （　　　）

　　ア　種皮にたくわえた養分を使って成長する。

　　イ　はいにゅうにたくわえた養分を使って成長する。

　　ウ　子葉にたくわえた養分を使って成長する。

ア

イ

ウ

せ
の
高
さ

子葉を切り取ってからの日数

図１ 図２

Ａ

Ｂ

Ｃ

図３ Ｄ

16

6 右の図１はインゲンマメ，図２はカキの種子のつくり

を示したものです。これについて，次の問いに答えなさ

い。

　⑴　図１のＣ，図２のＤの部分を，それぞれ何といいま

すか。

 Ｃ（　　　　　　　）　Ｄ（　　　　　　　）

　⑵　図１のＡ～Ｃで，はいにあたる部分はどこですか。　

すべて選びなさい。 （　　　　　　　）

　⑶　図２のＤ～Ｆで，はいにあたる部分はどこですか。すべて選びなさい。

 （　　　　　　　）

　⑷　図１の種子を土の中にまいて発芽させたとき，Ｃの部分はどうなりますか。次から選びなさい。

　　ア　発芽するとき，土中に残り，芽ばえが成長するにつれてしだいに小さくなる。 （　　　）

　　イ　発芽するとき，地上に出てきて，芽ばえが成長しても，大きさはほとんど変わらない。

　　ウ　発芽するとき，地上に出てきて，芽ばえが成長するにつれて，しだいに大きくなる。

　　エ　発芽するとき，地上に出てきて，芽ばえが成長するにつれて，しだいに小さくなる。

　⑸　Ｃの部分が⑷で選んだ答えのようになるのはなぜですか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7 植物の種子の養分について，次の問いに答えなさい。

　⑴　右の図１，図２は，イネとダイズの種子にふくま

れている養分の割
わり

合
あい

をグラフに表したものです。

　　①　イネに多くふくまれる養分Ａは何ですか。

 （　　　　　）

　　②　ダイズに多くふくまれる養分Ｂは何ですか。

 （　　　　　）

　⑵　種子がしぼうを多くふくむ植物を次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　トウモロコシ　　　イ　ヒマワリ　　　ウ　ムギ　　　エ　アズキ

　⑶　イネとダイズの種子は，発芽に必要な養分をそれぞれ何とよばれる部分にたくわえていますか。

 イネ（　　　　　），ダイズ（　　　　　）

8 右の図は，トウモロコシの種子の断面のスケッチです。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　トウモロコシの種子と，子葉のまい数が同じである植物を，次から選びな

さい。 （　　　）

　　ア　ムギ

　　イ　ダイコン

　　ウ　ジャガイモ

　　エ　アブラナ

　⑵　発芽して，根や芽になって成長していく部分を，黒くぬりつぶしなさい。

図１ 図２

Ａ
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Ｅ

Ｆ

図１ 図２

イネ ダイズ
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春のようす　�

1�〈春のころ〉　次の文のうち，春の生物のようすを表した文に○を，そうでない

ものには×を書きなさい。

　⑴　アブラナの花が，畑一面にさいている。� （　　　）

　⑵　池で，ヒキガエルがたまごを産んでいる。� （　　　）

　⑶　野原に，タンポポやスミレがさいている。� （　　　）

　⑷　緑色だった木の葉が，黄色くなって落ち始めた。� （　　　）

　⑸　モンシロチョウが，コブシの花のまわりを飛
と

んでいる。� （　　　）

　⑹　ムギの穂
ほ

が，黄色くうれている。� （　　　）

　⑺　ウメやジンチョウゲの花がさきだした。� （　　　）

　⑻　ハクチョウが，日本から北の国に向かってわたっていく。� （　　　）

　⑼　雑
ぞう

木
き

林の中で，カタクリやフクジュソウがさいている。� （　　　）

　⑽　ヘチマの実がじゅくして，たねができている。� （　　　）

2�〈春の植物〉　下の 　 は，春のころに花がさく植物です。次の⑴〜⑶にあて

はまるものに分け，３つずつ記号で答えなさい。

　⑴　木にさく花� （　　　）・（　　　）・（　　　）

　⑵　花だんにさく花� （　　　）・（　　　）・（　　　）

　⑶　野原にさく花� （　　　）・（　　　）・（　　　）

　ア　サクラ　　　　イ　クロッカス　　　　ウ　モクレン

　エ　スミレ　　　　オ　タンポポ　　　　　カ　チューリップ

　キ　モモ　　　　　ク　レンゲソウ　　　　ケ　ヒヤシンス

3�〈春の動物〉　次の文は，春のころの動物のようすを表しています。（　　）にあ

てはまるものを下の 　 から選
えら

び，記号で答えなさい。

　⑴　アブラナの花のみつをすいに（　　　）が集まってくる。

　⑵　川ではうまれたばかりの（　　　）が，むれで泳いでいる。

　⑶　空の高いところでは，（　　　）がさえずっている。

　⑷　のき下に（　　　）がどろで，すをつくっている。

　⑸　トンボになる（　　　）が，水草につかまっている。

　⑹　ツツジの花に（　　　）が，みつをすいに集まっている。

　ア　ツバメ　　　　イ　アメンボ　　　　　ウ　メダカ

　エ　ヒバリ　　　　オ　ザリガニ　　　　　カ　ヤゴ

　キ　ウグイス　　　ク　アゲハチョウ　　　ケ　ミツバチ

・葉が緑から黄，赤
に変

か

わるのは秋の
ころである。

・ムギの穂が見られ
るのは初夏である。

・身のまわりの花だ
んや野原には，ど
んな花がさいてい
るだろうか。図か
んなどで調べてみ
よう。

・夏によく見られる
こん虫は，春のう
ちはまだ成虫にな
っていないものが
多い。

　　問題基本

�

　⑵　オタマジャクシ

　　�　たまごからかえったオタマジャクシは水中で

生活し，えらでこきゅうする。オタマジャクシ

がカエルになるまでの日数は，水温やえさ，カ

エルの種類によってちがう。ヒキガエルでは水

温が１３℃〜１５℃のときは，およそ７０日くらいで

カエルになる。カエルは水中と陸
りく

上
じょう

の両方で生

活し，肺
はい

やしめった皮
ひ

ふでこきゅうする。

4　春に見られる魚，鳥
　⑴　メダカ

　　�　メダカは，水温が２０℃以上で昼の長さが１３時間をこえると産卵を始め

る。関東地方では５月の初めごろであるが，水温が２５℃くらいのときも

っとも活動がさかんになる。たまごは直
ちょっ

径
けい

１．５㎜くらいの球形で，水温

が２５℃くらいのときは，１０〜１２日でふ化する。

　⑵　サケ

　　�　秋に川の上流でふ化したサケの稚
ち

魚
ぎょ

は，川を下って海に向かい，春の

終わりごろに河
か

口
こう

にたどりつき，海へ出る。そして，数年後にふたたび

もとの川にもどり，その川の上流でたまごを産
う

む。

　⑶　わたり鳥

　　�　ツバメ・カッコウなど，春になり南の国から日本へわたってくる

わたり鳥を夏
なつ

鳥
どり

という。また，ハクチョウ・ガン・カモのように，

日本で冬をこして春に北の国にわたる鳥を冬鳥という。

　⑷　ウグイス・ヒバリなど

　　�　冬の間，山から平地に下りてくるが，春になると山にもどり，産

卵をしてひなを育てる。

5　春の天気
　⑴　春の天気

　　�　１月〜２月は５℃くらいであった気温は，４月には１０℃〜１５℃くらい

にまで上がる。晴れの日と天気の悪い日が数日おきにくり返され，気温

の変化も大きい。

　⑵　気温・地温・水温をはかる

　　①�　気温……地上１．２〜１．５くらいの風通しのよい場所で，温度計に直

しゃ日光があたらないようにしてはかる。

　　②�　地温……温度計の液
えき

だめがかくれるくらいに土をかけて，温度計に

直しゃ日光があたらないようにしてはかる。

　　③�　水温……温度計を水中につけたままではかる。
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ステップアップシート　理科５

3

春のようす　�

1�〈春のころ〉　次の文のうち，春の生物のようすを表した文に○を，そうでない

ものには×を書きなさい。

　⑴　アブラナの花が，畑一面にさいている。� （　　　）

　⑵　池で，ヒキガエルがたまごを産んでいる。� （　　　）

　⑶　野原に，タンポポやスミレがさいている。� （　　　）

　⑷　緑色だった木の葉が，黄色くなって落ち始めた。� （　　　）

　⑸　モンシロチョウが，コブシの花のまわりを飛
と

んでいる。� （　　　）

　⑹　ムギの穂
ほ

が，黄色くうれている。� （　　　）

　⑺　ウメやジンチョウゲの花がさきだした。� （　　　）

　⑻　ハクチョウが，日本から北の国に向かってわたっていく。� （　　　）

　⑼　雑
ぞう

木
き

林の中で，カタクリやフクジュソウがさいている。� （　　　）

　⑽　ヘチマの実がじゅくして，たねができている。� （　　　）

2�〈春の植物〉　下の 　 は，春のころに花がさく植物です。次の⑴〜⑶にあて

はまるものに分け，３つずつ記号で答えなさい。

　⑴　木にさく花� （　　　）・（　　　）・（　　　）

　⑵　花だんにさく花� （　　　）・（　　　）・（　　　）

　⑶　野原にさく花� （　　　）・（　　　）・（　　　）

　ア　サクラ　　　　イ　クロッカス　　　　ウ　モクレン

　エ　スミレ　　　　オ　タンポポ　　　　　カ　チューリップ

　キ　モモ　　　　　ク　レンゲソウ　　　　ケ　ヒヤシンス

3�〈春の動物〉　次の文は，春のころの動物のようすを表しています。（　　）にあ

てはまるものを下の 　 から選
えら

び，記号で答えなさい。

　⑴　アブラナの花のみつをすいに（　　　）が集まってくる。

　⑵　川ではうまれたばかりの（　　　）が，むれで泳いでいる。

　⑶　空の高いところでは，（　　　）がさえずっている。

　⑷　のき下に（　　　）がどろで，すをつくっている。

　⑸　トンボになる（　　　）が，水草につかまっている。

　⑹　ツツジの花に（　　　）が，みつをすいに集まっている。

　ア　ツバメ　　　　イ　アメンボ　　　　　ウ　メダカ

　エ　ヒバリ　　　　オ　ザリガニ　　　　　カ　ヤゴ

　キ　ウグイス　　　ク　アゲハチョウ　　　ケ　ミツバチ

・葉が緑から黄，赤
に変

か

わるのは秋の
ころである。

・ムギの穂が見られ
るのは初夏である。

・身のまわりの花だ
んや野原には，ど
んな花がさいてい
るだろうか。図か
んなどで調べてみ
よう。

・夏によく見られる
こん虫は，春のう
ちはまだ成虫にな
っていないものが
多い。

　　問題基本

�

　⑵　オタマジャクシ

　　�　たまごからかえったオタマジャクシは水中で

生活し，えらでこきゅうする。オタマジャクシ

がカエルになるまでの日数は，水温やえさ，カ

エルの種類によってちがう。ヒキガエルでは水

温が１３℃〜１５℃のときは，およそ７０日くらいで

カエルになる。カエルは水中と陸
りく

上
じょう

の両方で生

活し，肺
はい

やしめった皮
ひ

ふでこきゅうする。

4　春に見られる魚，鳥
　⑴　メダカ

　　�　メダカは，水温が２０℃以上で昼の長さが１３時間をこえると産卵を始め

る。関東地方では５月の初めごろであるが，水温が２５℃くらいのときも

っとも活動がさかんになる。たまごは直
ちょっ

径
けい

１．５㎜くらいの球形で，水温

が２５℃くらいのときは，１０〜１２日でふ化する。

　⑵　サケ

　　�　秋に川の上流でふ化したサケの稚
ち

魚
ぎょ

は，川を下って海に向かい，春の

終わりごろに河
か

口
こう

にたどりつき，海へ出る。そして，数年後にふたたび

もとの川にもどり，その川の上流でたまごを産
う

む。

　⑶　わたり鳥

　　�　ツバメ・カッコウなど，春になり南の国から日本へわたってくる

わたり鳥を夏
なつ

鳥
どり

という。また，ハクチョウ・ガン・カモのように，

日本で冬をこして春に北の国にわたる鳥を冬鳥という。

　⑷　ウグイス・ヒバリなど

　　�　冬の間，山から平地に下りてくるが，春になると山にもどり，産

卵をしてひなを育てる。

5　春の天気
　⑴　春の天気

　　�　１月〜２月は５℃くらいであった気温は，４月には１０℃〜１５℃くらい

にまで上がる。晴れの日と天気の悪い日が数日おきにくり返され，気温

の変化も大きい。

　⑵　気温・地温・水温をはかる

　　①�　気温……地上１．２〜１．５くらいの風通しのよい場所で，温度計に直

しゃ日光があたらないようにしてはかる。

　　②�　地温……温度計の液
えき

だめがかくれるくらいに土をかけて，温度計に

直しゃ日光があたらないようにしてはかる。

　　③�　水温……温度計を水中につけたままではかる。
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　　植物の発芽と成長2

花と実　59

9	 右の図は，アサガオの花を示しています。これについて，次の問いに答えなさ

い。

　⑴　おしべは何本ありますか。

	 （　　　　　　）

　⑵　アサガオのように，花のもとのほうがつつのようになってくっついている花

を何といいますか。

	 （　　　　　　　　　　）

10	 次の図１は，植物を花のつくりの特ちょうによって分類したものです。また，下の 　 は，植物群
ぐん

をまとめたものです。これについて，あとの問いに答えなさい。

　ａ　コムギ，イネ　　ｂ　カボチャ，ヘチマ　　ｃ　ウメ，サクラ　　ｄ　ダイコン，アブラナ

　ｅ　マツ，スギ　　　ｆ　タンポポ，ノゲシ

　⑴　図１の①にあてはまる植物群を， 　 のａ〜ｆから選びなさい。	 （　　　）

　⑵　図１の②，④で「花びらとがくがない」以外の共通点を，次から選びなさい。	 （　　　）

　　ア　発芽するとき，子葉が１まいである。

　　イ　みつせんがある。

　　ウ　子ぼうがある。

　　エ　はいしゅがある。

　⑶　図２は，図１の③にあてはまる花を示しています。図２のＡの

部分は何ですか。次から選びなさい。	 （　　　）

　　ア　１まいの花びら

　　イ　何まいかの花びらがくっついたもの

　　ウ　１つの花

　　エ　がく

　⑷　図２の花と，同じつくりをもつものを， 　 のａ〜ｆから選

びなさい。	 （　　　）

図１ め花とお花の
区別がある

花びらやがくがある……（ 　①　 ）

花びらとがくがない……（ 　②　 ）
花びらやがくがある

花びらとがくがなく，えいがある……（ 　④　 ）

花びらは全体がくっついてろうと
じょう

状

花びらは５まいではなればなれ

花びらは４まいではなればなれ

１つの花がたくさん集まっている……（ 　③　 ）

１つの花にめ
しべとおしべ
がある

Ａ
図２

58

6 右の図１，２は，ある花のつくりをスケッチした

ものです。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　花粉は，図１のア～オのどの部分でつくられま

すか。

 （　　　）

　⑵　図２のつくりは，図１のア～オのどの部分が変

わったものですか。

 （　　　）

　⑶　種子ができるために，花のはたらきで最も大切なはたらきは何ですか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7 右の図は，タンポポの花のつくりを観察してかいたものです。

これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　おしべは，図のＡ～Ｅのどれですか。 （　　　）

　⑵　タンポポの花のつくりについて，正しく説明したものを，次

から選びなさい。 （　　　）

　　ア　タンポポは，小さな多数の花が集まってできている。

　　イ　10本のおしべがある。

　　ウ　がくはない。

　　エ　花びらは１まいである。

　⑶　次のア～オから，花のつくりがタンポポと同じようなものを，

２つ選びなさい。 （　　　）（　　　）

　　ア　ヒマワリ　　イ　サクラ　　ウ　コスモス　　エ　ツツジ　　オ　アジサイ

8 次の図１はトウモロコシのお花とめ花，図２はマツのお花とめ花を示しています。これについて，あと

の問いに答えなさい。

　⑴　図１，２で，お花はそれぞれどれですか。次から選びなさい。 （　　　）

　　ア　ＡとＣ　　イ　ＡとＤ

　　ウ　ＢとＣ　　エ　ＢとＤ

　⑵　図のＡ～Ｄのうち，子ぼうをもっているのはどれですか。 （　　　）

図１ 図２ア
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6 右の図１，２は，ある花のつくりをスケッチした
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7 右の図は，タンポポの花のつくりを観察してかいたものです。

これについて，次の問いに答えなさい。
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から選びなさい。 （　　　）
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　　ウ　がくはない。

　　エ　花びらは１まいである。
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２つ選びなさい。 （　　　）（　　　）

　　ア　ヒマワリ　　イ　サクラ　　ウ　コスモス　　エ　ツツジ　　オ　アジサイ

8 次の図１はトウモロコシのお花とめ花，図２はマツのお花とめ花を示しています。これについて，あと

の問いに答えなさい。

　⑴　図１，２で，お花はそれぞれどれですか。次から選びなさい。 （　　　）

　　ア　ＡとＣ　　イ　ＡとＤ

　　ウ　ＢとＣ　　エ　ＢとＤ

　⑵　図のＡ～Ｄのうち，子ぼうをもっているのはどれですか。 （　　　）
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植物の発芽と成長　17

9 ダイズの種子を発芽させたあと，次の３つのも

のをつくり，育ち方のちがいを調べました。

　①　子葉を２まいとも切り取ったもの

　②　子葉を１まいだけ切り取ったもの

　③　子葉を切り取らず，そのままのもの

　 　それぞれ，①～③の結果を示すグラフを，ア～

ウから１つずつ選びなさい。

 ①（　　　）　②（　　　）　③（　　　）

10 次の図１，２は，インゲンマメの成長のようすを示したものです。これについて，あとの問いに答え

なさい。

　⑴　図１のＡ，Ｂについて，正しく説明しているものを，次から選びなさい。 （　　　）

　　ア　Ａの種皮には，養分が多くふくまれている。

　　イ　Ａの子葉には，ほとんど養分がふくまれていない。

　　ウ　Ｂの種皮には，養分が少しふくまれている。

　　エ　Ｂの子葉には，養分が少しふくまれている。

　⑵　図２の点線でえがかれた部分には，何がありましたか。 （　　　　　　　）

　⑶　図２のＣの部分は，種子のはいのよう芽や何が成長したものですか。 （　　　　　　　）

　⑷　右の図３は，エンドウの発芽のようすを示したものです。

この図から，インゲンマメとエンドウの発芽するときの共通

するところは，何であるといえますか。次から選びなさい。

 （　　　）

　　ア　芽よりも根が先に出る。

　　イ　根よりも芽が先に出る。

　　ウ　発芽するとき，子葉は地上に出る。

　　エ　発芽するとき，子葉は地中に残る。

　⑸　図３のＤのとき，どのように成長していきますか。次から選びなさい。 （　　　）

　　ア　種皮にたくわえた養分を使って成長する。

　　イ　はいにゅうにたくわえた養分を使って成長する。

　　ウ　子葉にたくわえた養分を使って成長する。
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6 右の図１はインゲンマメ，図２はカキの種子のつくり

を示したものです。これについて，次の問いに答えなさ

い。

　⑴　図１のＣ，図２のＤの部分を，それぞれ何といいま

すか。

 Ｃ（　　　　　　　）　Ｄ（　　　　　　　）

　⑵　図１のＡ～Ｃで，はいにあたる部分はどこですか。　

すべて選びなさい。 （　　　　　　　）

　⑶　図２のＤ～Ｆで，はいにあたる部分はどこですか。すべて選びなさい。

 （　　　　　　　）

　⑷　図１の種子を土の中にまいて発芽させたとき，Ｃの部分はどうなりますか。次から選びなさい。

　　ア　発芽するとき，土中に残り，芽ばえが成長するにつれてしだいに小さくなる。 （　　　）

　　イ　発芽するとき，地上に出てきて，芽ばえが成長しても，大きさはほとんど変わらない。

　　ウ　発芽するとき，地上に出てきて，芽ばえが成長するにつれて，しだいに大きくなる。

　　エ　発芽するとき，地上に出てきて，芽ばえが成長するにつれて，しだいに小さくなる。

　⑸　Ｃの部分が⑷で選んだ答えのようになるのはなぜですか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7 植物の種子の養分について，次の問いに答えなさい。

　⑴　右の図１，図２は，イネとダイズの種子にふくま

れている養分の割
わり

合
あい

をグラフに表したものです。

　　①　イネに多くふくまれる養分Ａは何ですか。

 （　　　　　）

　　②　ダイズに多くふくまれる養分Ｂは何ですか。

 （　　　　　）

　⑵　種子がしぼうを多くふくむ植物を次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　トウモロコシ　　　イ　ヒマワリ　　　ウ　ムギ　　　エ　アズキ

　⑶　イネとダイズの種子は，発芽に必要な養分をそれぞれ何とよばれる部分にたくわえていますか。

 イネ（　　　　　），ダイズ（　　　　　）

8 右の図は，トウモロコシの種子の断面のスケッチです。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　トウモロコシの種子と，子葉のまい数が同じである植物を，次から選びな

さい。 （　　　）

　　ア　ムギ

　　イ　ダイコン

　　ウ　ジャガイモ

　　エ　アブラナ

　⑵　発芽して，根や芽になって成長していく部分を，黒くぬりつぶしなさい。
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　　ア　種皮にたくわえた養分を使って成長する。
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　　ウ　子葉にたくわえた養分を使って成長する。
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すべて選びなさい。 （　　　　　　　）

　⑶　図２のＤ～Ｆで，はいにあたる部分はどこですか。すべて選びなさい。

 （　　　　　　　）
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　　ア　発芽するとき，土中に残り，芽ばえが成長するにつれてしだいに小さくなる。 （　　　）
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　⑶　イネとダイズの種子は，発芽に必要な養分をそれぞれ何とよばれる部分にたくわえていますか。
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8 右の図は，トウモロコシの種子の断面のスケッチです。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　トウモロコシの種子と，子葉のまい数が同じである植物を，次から選びな

さい。 （　　　）
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 イネ（　　　　　），ダイズ（　　　　　）
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10 次の図１，２は，インゲンマメの成長のようすを示したものです。これについて，あとの問いに答え
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 （　　　）
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　　ア　種皮にたくわえた養分を使って成長する。

　　イ　はいにゅうにたくわえた養分を使って成長する。

　　ウ　子葉にたくわえた養分を使って成長する。

ア

イ

ウ

せ
の
高
さ

子葉を切り取ってからの日数

図１ 図２

Ａ

Ｂ

Ｃ

図３ Ｄ

16

6 右の図１はインゲンマメ，図２はカキの種子のつくり

を示したものです。これについて，次の問いに答えなさ

い。

　⑴　図１のＣ，図２のＤの部分を，それぞれ何といいま

すか。

 Ｃ（　　　　　　　）　Ｄ（　　　　　　　）

　⑵　図１のＡ～Ｃで，はいにあたる部分はどこですか。　

すべて選びなさい。 （　　　　　　　）

　⑶　図２のＤ～Ｆで，はいにあたる部分はどこですか。すべて選びなさい。

 （　　　　　　　）

　⑷　図１の種子を土の中にまいて発芽させたとき，Ｃの部分はどうなりますか。次から選びなさい。

　　ア　発芽するとき，土中に残り，芽ばえが成長するにつれてしだいに小さくなる。 （　　　）

　　イ　発芽するとき，地上に出てきて，芽ばえが成長しても，大きさはほとんど変わらない。

　　ウ　発芽するとき，地上に出てきて，芽ばえが成長するにつれて，しだいに大きくなる。

　　エ　発芽するとき，地上に出てきて，芽ばえが成長するにつれて，しだいに小さくなる。

　⑸　Ｃの部分が⑷で選んだ答えのようになるのはなぜですか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7 植物の種子の養分について，次の問いに答えなさい。

　⑴　右の図１，図２は，イネとダイズの種子にふくま

れている養分の割
わり

合
あい

をグラフに表したものです。

　　①　イネに多くふくまれる養分Ａは何ですか。

 （　　　　　）

　　②　ダイズに多くふくまれる養分Ｂは何ですか。

 （　　　　　）

　⑵　種子がしぼうを多くふくむ植物を次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　トウモロコシ　　　イ　ヒマワリ　　　ウ　ムギ　　　エ　アズキ

　⑶　イネとダイズの種子は，発芽に必要な養分をそれぞれ何とよばれる部分にたくわえていますか。

 イネ（　　　　　），ダイズ（　　　　　）

8 右の図は，トウモロコシの種子の断面のスケッチです。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　トウモロコシの種子と，子葉のまい数が同じである植物を，次から選びな

さい。 （　　　）

　　ア　ムギ

　　イ　ダイコン

　　ウ　ジャガイモ

　　エ　アブラナ

　⑵　発芽して，根や芽になって成長していく部分を，黒くぬりつぶしなさい。

図１ 図２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

図１ 図２

イネ ダイズ

しぼう
19

その他その他 1
しぼう3

510

水分

13
水分
16

Ａ
Ａ

Ｂ
Ｂ

70％

35％

28

練習問題

植物の発芽と成長　107

MJ小学理科まとめ_上巻_本体_初校.indd			107 2021/02/15			9:08

ステップアップシート　理科５

4

天気と気温の変化　13

・3⑵太陽高度と地
面のあたたまり方

4�〈太陽の高さと地温〉　右の図は，

太陽の高さと地面が太陽からの熱を

受ける面積との関係を表したもので

す。この図について説明した，次の

文の①〜③の｛　　｝の中から正しい

ことばを選び，それぞれ記号で答え

なさい。

� ①（　　　）　②（　　　）　③（　　　）

　　太陽の高さが高いほど，一定量の光のたばが地面をてらす面積が ①｛ア　大き

く　　イ　小さく｝�なる。そのため，一定の面積の地面が受ける熱の量が ②｛ウ　

多く　　エ　少なく｝�なり，温度も ③｛オ　高く　　カ　低く｝�なる。

5�〈気温と地温のグラフ〉

　　ある晴れた日に，太陽の高さ，

気温，地温を１時間おきにはかっ

てグラフにしました。次の問いに

答えなさい。

　⑴�　太陽が南
なん

中
ちゅう

したときの高さは

およそ何度ですか。次から選び，

記号で答えなさい。�（　　　）

　　ア　４０度　　　イ　４８度　　　ウ　５０度　　　エ　５５度　　　オ　６２度

　⑵�　地温の変化を表すグラフは，ア，イのどちらですか。� （　　　）

　⑶�　気温がもっとも高くなっているのは何時ごろですか。�（　　　　　　　　）

　⑷�　地温がもっとも高くなったとき，地面が受ける熱の量と地面から出ていく熱

の量には，どのような関係がありますか。かんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6�〈天気と気温の変化〉

　　ある連続する２日間の気温

の変化を調べたところ，右の

図のようなグラフになりまし

た。この２日間のうち，１日

は晴れ，もう１日は雨だった

ことがわかっています。

　⑴�　晴れていたのは１日目，

２日目のどちらですか。

� （　　　　　　　　）

　⑵�　⑴で，そのように答えた

のはなぜですか。理由をかんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�）

・南中…真南にくる
こと。

・地温は１３時ごろに，
気温はそのあと１
時間後くらいにも
っとも高くなる。

・4天気と１日の気
温の変化

光のたば

光のたば

地面

太陽の
高さ温

度（
℃
）

太
陽
の
高
さ（
度
）

時こく（時）

35
30
25
20
15
10
5
0
6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

70
60
50
40
30
20
10
0

ア

イ

30

25

20

15

10

5

0 120 24 12 24
１日目

時こく（時）

温
度（
℃
）

２日目
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1�〈雲と天気〉　雲と天気について説
せつ

明
めい

した次の文のうち，正しいものをすべて選
えら

び，記号で答えなさい。� （　　　　）

　ア　雲
うん

量
りょう

が８のとき，天気は晴れである。

　イ　快晴とは，空にまったく雲がないときだけである。

　ウ　くもりとは，空全体が雲におおわれているときだけである。

　エ　雲量を決めるときには，雲のあつみは考えなくてもよい。

2�〈気温のはかり方〉　右の図は，気温などを正しくはか

るためのそう置
ち

です。次の問いに答えなさい。

　⑴　このそう置を何といいますか。�（　　　　　　　）

　⑵�　このそう置の中に温度計を入れるとき，温度計の球

部は，地面から何くらいの高さにすればよいですか。

� （　　　　　　　）

　⑶�　このそう置は，どのような場所に置
お

かれていますか。

次から選び，記号で答えなさい。� （　　　）

　　ア　コンクリートの上　　　イ　砂
すな

場
ば

の上　　　ウ　しばふの上

　⑷�　このそう置のとびらは，どの向きについていますか。次から選び，記号で答

えなさい。� （　　　）

　　ア　東向き　　　イ　西向き　　　ウ　南向き　　　エ　北向き

　⑸�　このそう置全体が白色にぬられているのはなぜですか。理由をかんたんに書

きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑹�　このそう置のまわりがよろいどになっているのはなぜですか。理由をかんた

んに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3�〈太陽の高さと地温〉　右の図のように，２つ

の温度計の球部に同じ量の土を同じあつさ，同

じ面積になるようにおおい，日光にあてて温度

の変
へん

化
か

を調べました。折
お

れ線
せん

グラフは，その結
けっ

果
か

を表したものです。次の問いに答えなさい。

　⑴�　太陽から受ける熱の量は，ア，イのどちら

が多いですか。

� （　　　）

　⑵�　折れ線グラフのＡは，ア，イのどちらの結

果を表したものですか。

� （　　　）

・雲量によって天気
は決められている。

・とびらを開けたと
き，日光がさしこ
まないようにつく
られている。

・日光に直角に置い
たほうが，熱の量
は多くなる。

白いペンキ

よろい戸

日光に直角
に置く

温度計
フォーム
ポリスチレン

水平に置く

土

Ａ

Ｂ

ア

イ

温
度（
℃
）

30

20

10

 0
5 10 15 20（分）

　　問題基本
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・口から底までの太

さがいちような形

の容器を使うと，

水の深さがそのま

ま雨量を表す。

・冬のシベリア大陸

上の空気のかたま

りは，冷たくて，

かわいている。

・６～７月ごろは，

東西に梅雨前線が

長くのび，日本付

近に雨がふりやす

くなる。

・偏
へん

西
せい

風
ふう

の影響であ

る。

・雲の動きにした

がって，天気も変

化する。

4	〈雨と雨量計〉　次の問いに答えなさい。
⑴　次のような形をした容

よう

器
き

を使って，雨量をはかりました。容器の中にたまっ

た雨水の深さが，雨量を表しているのはどれですか。� （　　　　　）

　　　

⑵　雨量が20㎜であったとき， １㎤あたりにふった雨の量は何㎤になりますか。

� （　　　　　）

5	〈季節と天気〉　右の図は，日本の天
気にえいきょうをおよぼす，性

せい

質
しつ

のち

がった空気のかたまりＡ，Ｂを表して

います。次の問いに答えなさい。

⑴　冬の季節風は，Ａ，Ｂのどちらか

らふいてきますか。

� （　　　　）

⑵　夏のしめったあたたかい風は，Ａ，

Ｂのどちらからふいてきますか。

� （　　　　）

⑶　日本では，６月の初めごろから，7月の半ばごろまで，小雨が毎日ふりつづ

くことが多くなります。このように雨がふりつづく時期を何とよんでいますか。

� （　　　　　　）

6	〈天気の変化〉　右の図は，気象衛星から
の雲画像です。次の問いに答えなさい。

⑴　雲画像の白い部分には何がありますか。

� （　　　　　　）

⑵　この雲画像をとったときのＰ地点の天

気は，晴れですか。雨ですか。

� （　　　　　　）

⑶　このあと，Ｐ地点の天気は，どのように変化すると考えられますか。かんた

んに説明しなさい。

　（� ）

⑷　日本の天気は，およそどの方位からどの方位へ変化しますか。

� （　　　　　　　　　　）

天気の変化　9

4 〈雨と雨量計〉　次の問いに答えなさい。

　⑴ 　次のような形をした容
よう

器
き

を使って，雨量をはかりました。容器の中にたまっ

た雨水の深さが，雨量を表しているのはどれですか。 （　　　）

　⑵　雨量が20 であったとき，１ あたりにふった雨の量は何 になりますか。

 （　　　　　　　）

5 〈季節と天気〉　右の図は，日本

の天気にえいきょうをおよぼす，

性
せい

質
しつ

のちがった空気のかたまりＡ，

Ｂを表しています。

　⑴ 　冬の季節風は，Ａ，Ｂのどち

らからふいてきますか。

 （　　　）

　⑵ 　夏のしめったあたたかい風は，

Ａ，Ｂのどちらからふいてきま

すか。 （　　　）

　⑶ 　日本では，６月の初めごろか

ら，７月の中ばごろまで，北東風がふいて，小雨が毎日ふりつづくことが多く

なります。このように雨がふりつづく時期を何とよんでいますか。 （　　　　）

6 〈天気の変化〉　日本の天気について，次の問いに答えなさい。

　⑴ 　日本の天気は，およそどの方

位からどの方位へ変化しますか。

 （　　　　　）

　⑵ 　右の写真は，ある季節の気象

えい星の雲写真です。Ａを中心

とした雲の集まりは何によるも

のですか。 （　　　　　）

　⑶　⑵は何が発達したものですか。

 （　　　　　）

　⑷ 　⑵が日本列島に最もよくやっ

てくるのはいつごろですか。次

から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　３～４月　　　イ　５～６月　　　ウ　８～９月　　　エ　11～12月

・口から底までの太
さがいような形の
容器を使うと，水
の深さがそのまま，
雨量を表す。

・冬のシベリア大陸
上の空気のかたま
りは，冷たくて，
かわいている。

・６～７月ごろは，
東西に梅雨前線が
長くのび，日本付
近に雨がふりやす
くなる。

・偏
へん

西
せい

風
ふう

のえいきょ
うである。

・白く見えるのが雲
である。

Ａ

Ｂ

円すい形

雨水

ア イ ウ エ半球 直方体 三角すいの下半分

Ａ

天気の変化　9

4 〈雨と雨量計〉　次の問いに答えなさい。

　⑴ 　次のような形をした容
よう

器
き

を使って，雨量をはかりました。容器の中にたまっ

た雨水の深さが，雨量を表しているのはどれですか。 （　　　）

　⑵　雨量が20 であったとき，１ あたりにふった雨の量は何 になりますか。

 （　　　　　　　）

5 〈季節と天気〉　右の図は，日本

の天気にえいきょうをおよぼす，

性
せい

質
しつ

のちがった空気のかたまりＡ，

Ｂを表しています。

　⑴ 　冬の季節風は，Ａ，Ｂのどち

らからふいてきますか。

 （　　　）

　⑵ 　夏のしめったあたたかい風は，

Ａ，Ｂのどちらからふいてきま

すか。 （　　　）

　⑶ 　日本では，６月の初めごろか

ら，７月の中ばごろまで，北東風がふいて，小雨が毎日ふりつづくことが多く

なります。このように雨がふりつづく時期を何とよんでいますか。 （　　　　）

6 〈天気の変化〉　日本の天気について，次の問いに答えなさい。

　⑴ 　日本の天気は，およそどの方

位からどの方位へ変化しますか。

 （　　　　　）

　⑵ 　右の写真は，ある季節の気象

えい星の雲写真です。Ａを中心

とした雲の集まりは何によるも

のですか。 （　　　　　）

　⑶　⑵は何が発達したものですか。

 （　　　　　）

　⑷ 　⑵が日本列島に最もよくやっ

てくるのはいつごろですか。次

から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　３～４月　　　イ　５～６月　　　ウ　８～９月　　　エ　11～12月

・口から底までの太
さがいような形の
容器を使うと，水
の深さがそのまま，
雨量を表す。

・冬のシベリア大陸
上の空気のかたま
りは，冷たくて，
かわいている。

・６～７月ごろは，
東西に梅雨前線が
長くのび，日本付
近に雨がふりやす
くなる。

・偏
へん

西
せい

風
ふう

のえいきょ
うである。

・白く見えるのが雲
である。

Ａ

Ｂ

円すい形

雨水

ア イ ウ エ半球 直方体 三角すいの下半分

Ａ

P
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花と実　59

9	 右の図は，アサガオの花を示しています。これについて，次の問いに答えなさ

い。

　⑴　おしべは何本ありますか。

	 （　　　　　　）

　⑵　アサガオのように，花のもとのほうがつつのようになってくっついている花

を何といいますか。

	 （　　　　　　　　　　）

10	 次の図１は，植物を花のつくりの特ちょうによって分類したものです。また，下の 　 は，植物群
ぐん

をまとめたものです。これについて，あとの問いに答えなさい。

　ａ　コムギ，イネ　　ｂ　カボチャ，ヘチマ　　ｃ　ウメ，サクラ　　ｄ　ダイコン，アブラナ

　ｅ　マツ，スギ　　　ｆ　タンポポ，ノゲシ

　⑴　図１の①にあてはまる植物群を， 　 のａ〜ｆから選びなさい。	 （　　　）

　⑵　図１の②，④で「花びらとがくがない」以外の共通点を，次から選びなさい。	 （　　　）

　　ア　発芽するとき，子葉が１まいである。

　　イ　みつせんがある。

　　ウ　子ぼうがある。

　　エ　はいしゅがある。

　⑶　図２は，図１の③にあてはまる花を示しています。図２のＡの

部分は何ですか。次から選びなさい。	 （　　　）

　　ア　１まいの花びら

　　イ　何まいかの花びらがくっついたもの

　　ウ　１つの花

　　エ　がく

　⑷　図２の花と，同じつくりをもつものを， 　 のａ〜ｆから選

びなさい。	 （　　　）

図１ め花とお花の
区別がある

花びらやがくがある……（ 　①　 ）

花びらとがくがない……（ 　②　 ）
花びらやがくがある

花びらとがくがなく，えいがある……（ 　④　 ）

花びらは全体がくっついてろうと
じょう

状

花びらは５まいではなればなれ

花びらは４まいではなればなれ

１つの花がたくさん集まっている……（ 　③　 ）

１つの花にめ
しべとおしべ
がある

Ａ
図２

58

6 右の図１，２は，ある花のつくりをスケッチした

ものです。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　花粉は，図１のア～オのどの部分でつくられま

すか。

 （　　　）

　⑵　図２のつくりは，図１のア～オのどの部分が変

わったものですか。

 （　　　）

　⑶　種子ができるために，花のはたらきで最も大切なはたらきは何ですか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7 右の図は，タンポポの花のつくりを観察してかいたものです。

これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　おしべは，図のＡ～Ｅのどれですか。 （　　　）

　⑵　タンポポの花のつくりについて，正しく説明したものを，次

から選びなさい。 （　　　）

　　ア　タンポポは，小さな多数の花が集まってできている。

　　イ　10本のおしべがある。

　　ウ　がくはない。

　　エ　花びらは１まいである。

　⑶　次のア～オから，花のつくりがタンポポと同じようなものを，

２つ選びなさい。 （　　　）（　　　）

　　ア　ヒマワリ　　イ　サクラ　　ウ　コスモス　　エ　ツツジ　　オ　アジサイ

8 次の図１はトウモロコシのお花とめ花，図２はマツのお花とめ花を示しています。これについて，あと
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天気と気温の変化　13

・3⑵太陽高度と地
面のあたたまり方

4�〈太陽の高さと地温〉　右の図は，

太陽の高さと地面が太陽からの熱を

受ける面積との関係を表したもので

す。この図について説明した，次の

文の①〜③の｛　　｝の中から正しい

ことばを選び，それぞれ記号で答え

なさい。

� ①（　　　）　②（　　　）　③（　　　）

　　太陽の高さが高いほど，一定量の光のたばが地面をてらす面積が ①｛ア　大き

く　　イ　小さく｝�なる。そのため，一定の面積の地面が受ける熱の量が ②｛ウ　

多く　　エ　少なく｝�なり，温度も ③｛オ　高く　　カ　低く｝�なる。

5�〈気温と地温のグラフ〉

　　ある晴れた日に，太陽の高さ，

気温，地温を１時間おきにはかっ

てグラフにしました。次の問いに

答えなさい。

　⑴�　太陽が南
なん

中
ちゅう

したときの高さは

およそ何度ですか。次から選び，

記号で答えなさい。�（　　　）

　　ア　４０度　　　イ　４８度　　　ウ　５０度　　　エ　５５度　　　オ　６２度

　⑵�　地温の変化を表すグラフは，ア，イのどちらですか。� （　　　）

　⑶�　気温がもっとも高くなっているのは何時ごろですか。�（　　　　　　　　）

　⑷�　地温がもっとも高くなったとき，地面が受ける熱の量と地面から出ていく熱

の量には，どのような関係がありますか。かんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6�〈天気と気温の変化〉

　　ある連続する２日間の気温

の変化を調べたところ，右の

図のようなグラフになりまし

た。この２日間のうち，１日

は晴れ，もう１日は雨だった

ことがわかっています。

　⑴�　晴れていたのは１日目，

２日目のどちらですか。

� （　　　　　　　　）

　⑵�　⑴で，そのように答えた

のはなぜですか。理由をかんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�）

・南中…真南にくる
こと。

・地温は１３時ごろに，
気温はそのあと１
時間後くらいにも
っとも高くなる。

・4天気と１日の気
温の変化
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1�〈雲と天気〉　雲と天気について説
せつ

明
めい

した次の文のうち，正しいものをすべて選
えら

び，記号で答えなさい。� （　　　　）

　ア　雲
うん

量
りょう

が８のとき，天気は晴れである。

　イ　快晴とは，空にまったく雲がないときだけである。

　ウ　くもりとは，空全体が雲におおわれているときだけである。

　エ　雲量を決めるときには，雲のあつみは考えなくてもよい。

2�〈気温のはかり方〉　右の図は，気温などを正しくはか

るためのそう置
ち

です。次の問いに答えなさい。

　⑴　このそう置を何といいますか。�（　　　　　　　）

　⑵�　このそう置の中に温度計を入れるとき，温度計の球

部は，地面から何くらいの高さにすればよいですか。

� （　　　　　　　）

　⑶�　このそう置は，どのような場所に置
お

かれていますか。

次から選び，記号で答えなさい。� （　　　）

　　ア　コンクリートの上　　　イ　砂
すな

場
ば

の上　　　ウ　しばふの上

　⑷�　このそう置のとびらは，どの向きについていますか。次から選び，記号で答

えなさい。� （　　　）

　　ア　東向き　　　イ　西向き　　　ウ　南向き　　　エ　北向き

　⑸�　このそう置全体が白色にぬられているのはなぜですか。理由をかんたんに書

きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑹�　このそう置のまわりがよろいどになっているのはなぜですか。理由をかんた

んに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3�〈太陽の高さと地温〉　右の図のように，２つ

の温度計の球部に同じ量の土を同じあつさ，同

じ面積になるようにおおい，日光にあてて温度

の変
へん

化
か

を調べました。折
お

れ線
せん

グラフは，その結
けっ

果
か

を表したものです。次の問いに答えなさい。

　⑴�　太陽から受ける熱の量は，ア，イのどちら

が多いですか。

� （　　　）

　⑵�　折れ線グラフのＡは，ア，イのどちらの結

果を表したものですか。

� （　　　）

・雲量によって天気
は決められている。

・とびらを開けたと
き，日光がさしこ
まないようにつく
られている。

・日光に直角に置い
たほうが，熱の量
は多くなる。
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　　花から実へ3



花と実　59

9	 右の図は，アサガオの花を示しています。これについて，次の問いに答えなさ

い。

　⑴　おしべは何本ありますか。

	 （　　　　　　）

　⑵　アサガオのように，花のもとのほうがつつのようになってくっついている花

を何といいますか。

	 （　　　　　　　　　　）

10	 次の図１は，植物を花のつくりの特ちょうによって分類したものです。また，下の 　 は，植物群
ぐん

をまとめたものです。これについて，あとの問いに答えなさい。

　ａ　コムギ，イネ　　ｂ　カボチャ，ヘチマ　　ｃ　ウメ，サクラ　　ｄ　ダイコン，アブラナ

　ｅ　マツ，スギ　　　ｆ　タンポポ，ノゲシ

　⑴　図１の①にあてはまる植物群を， 　 のａ〜ｆから選びなさい。	 （　　　）

　⑵　図１の②，④で「花びらとがくがない」以外の共通点を，次から選びなさい。	 （　　　）

　　ア　発芽するとき，子葉が１まいである。

　　イ　みつせんがある。

　　ウ　子ぼうがある。

　　エ　はいしゅがある。

　⑶　図２は，図１の③にあてはまる花を示しています。図２のＡの

部分は何ですか。次から選びなさい。	 （　　　）

　　ア　１まいの花びら

　　イ　何まいかの花びらがくっついたもの

　　ウ　１つの花

　　エ　がく

　⑷　図２の花と，同じつくりをもつものを， 　 のａ〜ｆから選

びなさい。	 （　　　）

図１ め花とお花の
区別がある

花びらやがくがある……（ 　①　 ）

花びらとがくがない……（ 　②　 ）
花びらやがくがある

花びらとがくがなく，えいがある……（ 　④　 ）

花びらは全体がくっついてろうと
じょう

状

花びらは５まいではなればなれ

花びらは４まいではなればなれ

１つの花がたくさん集まっている……（ 　③　 ）

１つの花にめ
しべとおしべ
がある

Ａ
図２
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6 右の図１，２は，ある花のつくりをスケッチした

ものです。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　花粉は，図１のア～オのどの部分でつくられま

すか。

 （　　　）

　⑵　図２のつくりは，図１のア～オのどの部分が変

わったものですか。

 （　　　）

　⑶　種子ができるために，花のはたらきで最も大切なはたらきは何ですか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7 右の図は，タンポポの花のつくりを観察してかいたものです。

これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　おしべは，図のＡ～Ｅのどれですか。 （　　　）

　⑵　タンポポの花のつくりについて，正しく説明したものを，次

から選びなさい。 （　　　）

　　ア　タンポポは，小さな多数の花が集まってできている。

　　イ　10本のおしべがある。

　　ウ　がくはない。

　　エ　花びらは１まいである。

　⑶　次のア～オから，花のつくりがタンポポと同じようなものを，

２つ選びなさい。 （　　　）（　　　）

　　ア　ヒマワリ　　イ　サクラ　　ウ　コスモス　　エ　ツツジ　　オ　アジサイ

8 次の図１はトウモロコシのお花とめ花，図２はマツのお花とめ花を示しています。これについて，あと

の問いに答えなさい。

　⑴　図１，２で，お花はそれぞれどれですか。次から選びなさい。 （　　　）

　　ア　ＡとＣ　　イ　ＡとＤ

　　ウ　ＢとＣ　　エ　ＢとＤ

　⑵　図のＡ～Ｄのうち，子ぼうをもっているのはどれですか。 （　　　）

図１ 図２ア

イ

ウ
エ

オ

種子

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｄ

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｄ

図１ 図２

去年のめ花
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6

天気と気温の変化　13

・3⑵太陽高度と地
面のあたたまり方

4�〈太陽の高さと地温〉　右の図は，

太陽の高さと地面が太陽からの熱を

受ける面積との関係を表したもので

す。この図について説明した，次の

文の①〜③の｛　　｝の中から正しい

ことばを選び，それぞれ記号で答え

なさい。

� ①（　　　）　②（　　　）　③（　　　）

　　太陽の高さが高いほど，一定量の光のたばが地面をてらす面積が ①｛ア　大き

く　　イ　小さく｝�なる。そのため，一定の面積の地面が受ける熱の量が ②｛ウ　

多く　　エ　少なく｝�なり，温度も ③｛オ　高く　　カ　低く｝�なる。

5�〈気温と地温のグラフ〉

　　ある晴れた日に，太陽の高さ，

気温，地温を１時間おきにはかっ

てグラフにしました。次の問いに

答えなさい。

　⑴�　太陽が南
なん

中
ちゅう

したときの高さは

およそ何度ですか。次から選び，

記号で答えなさい。�（　　　）

　　ア　４０度　　　イ　４８度　　　ウ　５０度　　　エ　５５度　　　オ　６２度

　⑵�　地温の変化を表すグラフは，ア，イのどちらですか。� （　　　）

　⑶�　気温がもっとも高くなっているのは何時ごろですか。�（　　　　　　　　）

　⑷�　地温がもっとも高くなったとき，地面が受ける熱の量と地面から出ていく熱

の量には，どのような関係がありますか。かんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6�〈天気と気温の変化〉

　　ある連続する２日間の気温

の変化を調べたところ，右の

図のようなグラフになりまし

た。この２日間のうち，１日

は晴れ，もう１日は雨だった

ことがわかっています。

　⑴�　晴れていたのは１日目，

２日目のどちらですか。

� （　　　　　　　　）

　⑵�　⑴で，そのように答えた

のはなぜですか。理由をかんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�）

・南中…真南にくる
こと。

・地温は１３時ごろに，
気温はそのあと１
時間後くらいにも
っとも高くなる。

・4天気と１日の気
温の変化

光のたば

光のたば

地面

太陽の
高さ温

度（
℃
）

太
陽
の
高
さ（
度
）

時こく（時）

35
30
25
20
15
10
5
0
6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

70
60
50
40
30
20
10
0

ア

イ

30

25

20

15

10

5

0 120 24 12 24
１日目

時こく（時）

温
度（
℃
）

２日目

12

1�〈雲と天気〉　雲と天気について説
せつ

明
めい

した次の文のうち，正しいものをすべて選
えら

び，記号で答えなさい。� （　　　　）

　ア　雲
うん

量
りょう

が８のとき，天気は晴れである。

　イ　快晴とは，空にまったく雲がないときだけである。

　ウ　くもりとは，空全体が雲におおわれているときだけである。

　エ　雲量を決めるときには，雲のあつみは考えなくてもよい。

2�〈気温のはかり方〉　右の図は，気温などを正しくはか

るためのそう置
ち

です。次の問いに答えなさい。

　⑴　このそう置を何といいますか。�（　　　　　　　）

　⑵�　このそう置の中に温度計を入れるとき，温度計の球

部は，地面から何くらいの高さにすればよいですか。

� （　　　　　　　）

　⑶�　このそう置は，どのような場所に置
お

かれていますか。

次から選び，記号で答えなさい。� （　　　）

　　ア　コンクリートの上　　　イ　砂
すな

場
ば

の上　　　ウ　しばふの上

　⑷�　このそう置のとびらは，どの向きについていますか。次から選び，記号で答

えなさい。� （　　　）

　　ア　東向き　　　イ　西向き　　　ウ　南向き　　　エ　北向き

　⑸�　このそう置全体が白色にぬられているのはなぜですか。理由をかんたんに書

きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑹�　このそう置のまわりがよろいどになっているのはなぜですか。理由をかんた

んに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3�〈太陽の高さと地温〉　右の図のように，２つ

の温度計の球部に同じ量の土を同じあつさ，同

じ面積になるようにおおい，日光にあてて温度

の変
へん

化
か

を調べました。折
お

れ線
せん

グラフは，その結
けっ

果
か

を表したものです。次の問いに答えなさい。

　⑴�　太陽から受ける熱の量は，ア，イのどちら

が多いですか。

� （　　　）

　⑵�　折れ線グラフのＡは，ア，イのどちらの結

果を表したものですか。

� （　　　）

・雲量によって天気
は決められている。

・とびらを開けたと
き，日光がさしこ
まないようにつく
られている。

・日光に直角に置い
たほうが，熱の量
は多くなる。

白いペンキ

よろい戸

日光に直角
に置く

温度計
フォーム
ポリスチレン

水平に置く

土

Ａ

Ｂ

ア

イ

温
度（
℃
）

30

20

10

 0
5 10 15 20（分）

　　問題基本
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・口から底までの太

さがいちような形

の容器を使うと，

水の深さがそのま

ま雨量を表す。

・冬のシベリア大陸

上の空気のかたま

りは，冷たくて，

かわいている。

・６～７月ごろは，

東西に梅雨前線が

長くのび，日本付

近に雨がふりやす

くなる。

・偏
へん

西
せい

風
ふう

の影響であ

る。

・雲の動きにした

がって，天気も変

化する。

4	〈雨と雨量計〉　次の問いに答えなさい。
⑴　次のような形をした容

よう

器
き

を使って，雨量をはかりました。容器の中にたまっ

た雨水の深さが，雨量を表しているのはどれですか。� （　　　　　）

　　　

⑵　雨量が20㎜であったとき， １㎤あたりにふった雨の量は何㎤になりますか。

� （　　　　　）

5	〈季節と天気〉　右の図は，日本の天
気にえいきょうをおよぼす，性

せい

質
しつ

のち

がった空気のかたまりＡ，Ｂを表して

います。次の問いに答えなさい。

⑴　冬の季節風は，Ａ，Ｂのどちらか

らふいてきますか。

� （　　　　）

⑵　夏のしめったあたたかい風は，Ａ，

Ｂのどちらからふいてきますか。

� （　　　　）

⑶　日本では，６月の初めごろから，7月の半ばごろまで，小雨が毎日ふりつづ

くことが多くなります。このように雨がふりつづく時期を何とよんでいますか。

� （　　　　　　）

6	〈天気の変化〉　右の図は，気象衛星から
の雲画像です。次の問いに答えなさい。

⑴　雲画像の白い部分には何がありますか。

� （　　　　　　）

⑵　この雲画像をとったときのＰ地点の天

気は，晴れですか。雨ですか。

� （　　　　　　）

⑶　このあと，Ｐ地点の天気は，どのように変化すると考えられますか。かんた

んに説明しなさい。

　（� ）

⑷　日本の天気は，およそどの方位からどの方位へ変化しますか。

� （　　　　　　　　　　）

天気の変化　9

4 〈雨と雨量計〉　次の問いに答えなさい。

　⑴ 　次のような形をした容
よう

器
き

を使って，雨量をはかりました。容器の中にたまっ

た雨水の深さが，雨量を表しているのはどれですか。 （　　　）

　⑵　雨量が20 であったとき，１ あたりにふった雨の量は何 になりますか。

 （　　　　　　　）

5 〈季節と天気〉　右の図は，日本

の天気にえいきょうをおよぼす，

性
せい

質
しつ

のちがった空気のかたまりＡ，

Ｂを表しています。

　⑴ 　冬の季節風は，Ａ，Ｂのどち

らからふいてきますか。

 （　　　）

　⑵ 　夏のしめったあたたかい風は，

Ａ，Ｂのどちらからふいてきま

すか。 （　　　）

　⑶ 　日本では，６月の初めごろか

ら，７月の中ばごろまで，北東風がふいて，小雨が毎日ふりつづくことが多く

なります。このように雨がふりつづく時期を何とよんでいますか。 （　　　　）

6 〈天気の変化〉　日本の天気について，次の問いに答えなさい。

　⑴ 　日本の天気は，およそどの方

位からどの方位へ変化しますか。

 （　　　　　）

　⑵ 　右の写真は，ある季節の気象

えい星の雲写真です。Ａを中心

とした雲の集まりは何によるも

のですか。 （　　　　　）

　⑶　⑵は何が発達したものですか。

 （　　　　　）

　⑷ 　⑵が日本列島に最もよくやっ

てくるのはいつごろですか。次

から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　３～４月　　　イ　５～６月　　　ウ　８～９月　　　エ　11～12月

・口から底までの太
さがいような形の
容器を使うと，水
の深さがそのまま，
雨量を表す。

・冬のシベリア大陸
上の空気のかたま
りは，冷たくて，
かわいている。

・６～７月ごろは，
東西に梅雨前線が
長くのび，日本付
近に雨がふりやす
くなる。

・偏
へん

西
せい

風
ふう

のえいきょ
うである。

・白く見えるのが雲
である。

Ａ

Ｂ

円すい形

雨水

ア イ ウ エ半球 直方体 三角すいの下半分

Ａ

天気の変化　9

4 〈雨と雨量計〉　次の問いに答えなさい。

　⑴ 　次のような形をした容
よう

器
き

を使って，雨量をはかりました。容器の中にたまっ

た雨水の深さが，雨量を表しているのはどれですか。 （　　　）

　⑵　雨量が20 であったとき，１ あたりにふった雨の量は何 になりますか。

 （　　　　　　　）

5 〈季節と天気〉　右の図は，日本

の天気にえいきょうをおよぼす，

性
せい

質
しつ

のちがった空気のかたまりＡ，

Ｂを表しています。

　⑴ 　冬の季節風は，Ａ，Ｂのどち

らからふいてきますか。

 （　　　）

　⑵ 　夏のしめったあたたかい風は，

Ａ，Ｂのどちらからふいてきま

すか。 （　　　）

　⑶ 　日本では，６月の初めごろか

ら，７月の中ばごろまで，北東風がふいて，小雨が毎日ふりつづくことが多く

なります。このように雨がふりつづく時期を何とよんでいますか。 （　　　　）

6 〈天気の変化〉　日本の天気について，次の問いに答えなさい。

　⑴ 　日本の天気は，およそどの方

位からどの方位へ変化しますか。

 （　　　　　）

　⑵ 　右の写真は，ある季節の気象

えい星の雲写真です。Ａを中心

とした雲の集まりは何によるも

のですか。 （　　　　　）

　⑶　⑵は何が発達したものですか。

 （　　　　　）

　⑷ 　⑵が日本列島に最もよくやっ

てくるのはいつごろですか。次

から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　３～４月　　　イ　５～６月　　　ウ　８～９月　　　エ　11～12月

・口から底までの太
さがいような形の
容器を使うと，水
の深さがそのまま，
雨量を表す。

・冬のシベリア大陸
上の空気のかたま
りは，冷たくて，
かわいている。

・６～７月ごろは，
東西に梅雨前線が
長くのび，日本付
近に雨がふりやす
くなる。

・偏
へん

西
せい

風
ふう

のえいきょ
うである。

・白く見えるのが雲
である。

Ａ

Ｂ

円すい形

雨水

ア イ ウ エ半球 直方体 三角すいの下半分

Ａ

P
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メダカのたんじょう　37

8 水そうにメダカのおすとめすを数ひきずつ入れて飼いました。数日後，水草にたまごが産みつけられて

いたので，たまごが育つようすを観察しました。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　下の図１は，メダカのおすとめすをスケッチしたものです。

　　①　めすは，Ａ，Ｂのどちらですか。 （　　　）

　　②　①の理由を，かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑵　下の図２のＡ～Ｅは，メダカのたまごが変化するようすを示しています。変化していく順序を正しく

ならべるとどうなりますか。あとから選びなさい。 （　　　）

　　ア　Ａ→Ｄ→Ｃ→Ｂ→Ｅ　　　　イ　Ｄ→Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｅ

　　ウ　Ｃ→Ｄ→Ａ→Ｂ→Ｅ　　　　エ　Ｄ→Ａ→Ｃ→Ｂ→Ｅ

　⑶　図２において，次の①，②のことがわかるのは，それぞれどの段
だん

階
かい

ですか。

　　①　目のようなものがわかる。 （　　　）

　　②　血管ができあがり，血液
えき

が流れ始める。 （　　　）

　⑷　図２のように，ふ化直後のメダカには，大きなふくろがついていますが，これはやがて小さくなり，

なくなってしまいます。このふくろは何のためのものですか。かんたんに説明しなさい。

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑸　下の表は，６月，７月，８月のある日に産みつけられたたまごが，ふ化するまでの日数を調べたもの

です。この表をもとにして，次の文の（　　）に適することばや数字を入れなさい。

　　　メダカのたまごは，水温が（　　　　）いほど，早く育ちます。しかし，ふ化の割
わり

合
あい

と，ふ化し始める

までの日数からみて，メダカのたまごを育てるのに適切な温度は18℃，24℃，30℃のうちでは

（　　　　）℃ぐらいであると考えられます。

産卵日 産卵数
産卵後の日数とふ化した数 死んだ

たまご
の数　

観察期間
中の平均
水温　　６日目 ７日目 ８日目 ９日目 10日目 11日目 12日目 13日目 14日目

６月２日 42 ８ 12 15 １ ６ 18℃

７月５日 67 ３ 28 29 ２ ５ 24℃

８月３日 31 ４ 19 ３ ５ 30℃

　⑹　メダカが水中で泳いだり，止まったり，方向を変えたりするときは，どのようなつくりを使いますか。

 （　　　　　　　　）

　⑺　メダカを飼っている水そうの水を取りかえるときは，どのようにしますか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

図１
Ａ

図２
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

Ｂ

36

7 次の問いに答えなさい。

　⑴ 　右の図１は，メダカを飼
か

う水そうです。

図の①～④を何といいますか。次からそれ

ぞれ選びなさい。

　　ア　エアポンプ　　　イ　水温調節器

　　ウ　ヒーター　　　　エ　水温計

 ①（　　　）　②（　　　）

 ③（　　　）　④（　　　）

　⑵　メダカを水そうに飼って観察する場合，

水そうに入れる水，水そうを置く場所はそ

れぞれどれが正しいですか。下からそれぞ

れ選びなさい。

　　・水そうに入れる水 （　　　）

　　　ア　１日ぐらいくみ置いた水道水

　　　イ　消どく薬（塩
えん

素
そ

）を少し入れた井戸水

　　　ウ　水道水のまま

　　・水そうを置く場所 （　　　）

　　　ア　日光がよく当たる窓ぎわ　　　　　　　イ　日光が直接当たらない明るいところ

　　　ウ　日光があまり当たらない北側のすみ　　エ　光がまったく当たらないところ

　⑶　やがて，メダカはたまごを産みました。たまごを観察する場合，かいぼうけんび鏡
きょう

の倍
ばい

率
りつ

はどのくら

いがいいですか。次から選びなさい。 （　　　）

　　ア　２倍　　　 イ　20倍

　　ウ　100倍　　　エ　200倍

　⑷　メダカのたまごと植物の種子のつくりを比べると，よく似ています。

右の図２で，メダカのたまごの矢印→の部分は，インゲンマメでは，

どこに相当しますか。

 （　　　　　　）

　⑸　次の図のＡ～Ｅは，たまごが変化するようすをスケッチしたもので

す。正しい順にならべなさい。

 （　　→　　→　　→　　→　　）

図１

①

③

②

④

図２

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
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7

天気と気温の変化　13

・3⑵太陽高度と地
面のあたたまり方

4�〈太陽の高さと地温〉　右の図は，

太陽の高さと地面が太陽からの熱を

受ける面積との関係を表したもので

す。この図について説明した，次の

文の①〜③の｛　　｝の中から正しい

ことばを選び，それぞれ記号で答え

なさい。

� ①（　　　）　②（　　　）　③（　　　）

　　太陽の高さが高いほど，一定量の光のたばが地面をてらす面積が ①｛ア　大き

く　　イ　小さく｝�なる。そのため，一定の面積の地面が受ける熱の量が ②｛ウ　

多く　　エ　少なく｝�なり，温度も ③｛オ　高く　　カ　低く｝�なる。

5�〈気温と地温のグラフ〉

　　ある晴れた日に，太陽の高さ，

気温，地温を１時間おきにはかっ

てグラフにしました。次の問いに

答えなさい。

　⑴�　太陽が南
なん

中
ちゅう

したときの高さは

およそ何度ですか。次から選び，

記号で答えなさい。�（　　　）

　　ア　４０度　　　イ　４８度　　　ウ　５０度　　　エ　５５度　　　オ　６２度

　⑵�　地温の変化を表すグラフは，ア，イのどちらですか。� （　　　）

　⑶�　気温がもっとも高くなっているのは何時ごろですか。�（　　　　　　　　）

　⑷�　地温がもっとも高くなったとき，地面が受ける熱の量と地面から出ていく熱

の量には，どのような関係がありますか。かんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6�〈天気と気温の変化〉

　　ある連続する２日間の気温

の変化を調べたところ，右の

図のようなグラフになりまし

た。この２日間のうち，１日

は晴れ，もう１日は雨だった

ことがわかっています。

　⑴�　晴れていたのは１日目，

２日目のどちらですか。

� （　　　　　　　　）

　⑵�　⑴で，そのように答えた

のはなぜですか。理由をかんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�）

・南中…真南にくる
こと。

・地温は１３時ごろに，
気温はそのあと１
時間後くらいにも
っとも高くなる。

・4天気と１日の気
温の変化
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1�〈雲と天気〉　雲と天気について説
せつ

明
めい

した次の文のうち，正しいものをすべて選
えら

び，記号で答えなさい。� （　　　　）

　ア　雲
うん

量
りょう

が８のとき，天気は晴れである。

　イ　快晴とは，空にまったく雲がないときだけである。

　ウ　くもりとは，空全体が雲におおわれているときだけである。

　エ　雲量を決めるときには，雲のあつみは考えなくてもよい。

2�〈気温のはかり方〉　右の図は，気温などを正しくはか

るためのそう置
ち

です。次の問いに答えなさい。

　⑴　このそう置を何といいますか。�（　　　　　　　）

　⑵�　このそう置の中に温度計を入れるとき，温度計の球

部は，地面から何くらいの高さにすればよいですか。

� （　　　　　　　）

　⑶�　このそう置は，どのような場所に置
お

かれていますか。

次から選び，記号で答えなさい。� （　　　）

　　ア　コンクリートの上　　　イ　砂
すな

場
ば

の上　　　ウ　しばふの上

　⑷�　このそう置のとびらは，どの向きについていますか。次から選び，記号で答

えなさい。� （　　　）

　　ア　東向き　　　イ　西向き　　　ウ　南向き　　　エ　北向き

　⑸�　このそう置全体が白色にぬられているのはなぜですか。理由をかんたんに書

きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑹�　このそう置のまわりがよろいどになっているのはなぜですか。理由をかんた

んに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3�〈太陽の高さと地温〉　右の図のように，２つ

の温度計の球部に同じ量の土を同じあつさ，同

じ面積になるようにおおい，日光にあてて温度

の変
へん

化
か

を調べました。折
お

れ線
せん

グラフは，その結
けっ

果
か

を表したものです。次の問いに答えなさい。

　⑴�　太陽から受ける熱の量は，ア，イのどちら

が多いですか。

� （　　　）

　⑵�　折れ線グラフのＡは，ア，イのどちらの結

果を表したものですか。

� （　　　）

・雲量によって天気
は決められている。

・とびらを開けたと
き，日光がさしこ
まないようにつく
られている。

・日光に直角に置い
たほうが，熱の量
は多くなる。

白いペンキ

よろい戸

日光に直角
に置く

温度計
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Ｂ
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メダカのたんじょう　37

8 水そうにメダカのおすとめすを数ひきずつ入れて飼いました。数日後，水草にたまごが産みつけられて

いたので，たまごが育つようすを観察しました。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　下の図１は，メダカのおすとめすをスケッチしたものです。

　　①　めすは，Ａ，Ｂのどちらですか。 （　　　）

　　②　①の理由を，かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑵　下の図２のＡ～Ｅは，メダカのたまごが変化するようすを示しています。変化していく順序を正しく

ならべるとどうなりますか。あとから選びなさい。 （　　　）

　　ア　Ａ→Ｄ→Ｃ→Ｂ→Ｅ　　　　イ　Ｄ→Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｅ

　　ウ　Ｃ→Ｄ→Ａ→Ｂ→Ｅ　　　　エ　Ｄ→Ａ→Ｃ→Ｂ→Ｅ

　⑶　図２において，次の①，②のことがわかるのは，それぞれどの段
だん

階
かい

ですか。

　　①　目のようなものがわかる。 （　　　）

　　②　血管ができあがり，血液
えき

が流れ始める。 （　　　）

　⑷　図２のように，ふ化直後のメダカには，大きなふくろがついていますが，これはやがて小さくなり，

なくなってしまいます。このふくろは何のためのものですか。かんたんに説明しなさい。

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑸　下の表は，６月，７月，８月のある日に産みつけられたたまごが，ふ化するまでの日数を調べたもの

です。この表をもとにして，次の文の（　　）に適することばや数字を入れなさい。

　　　メダカのたまごは，水温が（　　　　）いほど，早く育ちます。しかし，ふ化の割
わり

合
あい

と，ふ化し始める

までの日数からみて，メダカのたまごを育てるのに適切な温度は18℃，24℃，30℃のうちでは

（　　　　）℃ぐらいであると考えられます。

産卵日 産卵数
産卵後の日数とふ化した数 死んだ

たまご
の数　

観察期間
中の平均
水温　　６日目 ７日目 ８日目 ９日目 10日目 11日目 12日目 13日目 14日目

６月２日 42 ８ 12 15 １ ６ 18℃

７月５日 67 ３ 28 29 ２ ５ 24℃

８月３日 31 ４ 19 ３ ５ 30℃

　⑹　メダカが水中で泳いだり，止まったり，方向を変えたりするときは，どのようなつくりを使いますか。

 （　　　　　　　　）

　⑺　メダカを飼っている水そうの水を取りかえるときは，どのようにしますか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

図１
Ａ

図２
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

Ｂ
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7 次の問いに答えなさい。

　⑴ 　右の図１は，メダカを飼
か

う水そうです。

図の①～④を何といいますか。次からそれ

ぞれ選びなさい。

　　ア　エアポンプ　　　イ　水温調節器

　　ウ　ヒーター　　　　エ　水温計

 ①（　　　）　②（　　　）

 ③（　　　）　④（　　　）

　⑵　メダカを水そうに飼って観察する場合，

水そうに入れる水，水そうを置く場所はそ

れぞれどれが正しいですか。下からそれぞ

れ選びなさい。

　　・水そうに入れる水 （　　　）

　　　ア　１日ぐらいくみ置いた水道水

　　　イ　消どく薬（塩
えん

素
そ

）を少し入れた井戸水

　　　ウ　水道水のまま

　　・水そうを置く場所 （　　　）

　　　ア　日光がよく当たる窓ぎわ　　　　　　　イ　日光が直接当たらない明るいところ

　　　ウ　日光があまり当たらない北側のすみ　　エ　光がまったく当たらないところ

　⑶　やがて，メダカはたまごを産みました。たまごを観察する場合，かいぼうけんび鏡
きょう

の倍
ばい

率
りつ

はどのくら

いがいいですか。次から選びなさい。 （　　　）

　　ア　２倍　　　 イ　20倍

　　ウ　100倍　　　エ　200倍

　⑷　メダカのたまごと植物の種子のつくりを比べると，よく似ています。

右の図２で，メダカのたまごの矢印→の部分は，インゲンマメでは，

どこに相当しますか。

 （　　　　　　）

　⑸　次の図のＡ～Ｅは，たまごが変化するようすをスケッチしたもので

す。正しい順にならべなさい。

 （　　→　　→　　→　　→　　）

図１

①

③

②

④

図２

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
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8

天気と気温の変化　13

・3⑵太陽高度と地
面のあたたまり方

4�〈太陽の高さと地温〉　右の図は，

太陽の高さと地面が太陽からの熱を

受ける面積との関係を表したもので

す。この図について説明した，次の

文の①〜③の｛　　｝の中から正しい

ことばを選び，それぞれ記号で答え

なさい。

� ①（　　　）　②（　　　）　③（　　　）

　　太陽の高さが高いほど，一定量の光のたばが地面をてらす面積が ①｛ア　大き

く　　イ　小さく｝�なる。そのため，一定の面積の地面が受ける熱の量が ②｛ウ　

多く　　エ　少なく｝�なり，温度も ③｛オ　高く　　カ　低く｝�なる。

5�〈気温と地温のグラフ〉

　　ある晴れた日に，太陽の高さ，

気温，地温を１時間おきにはかっ

てグラフにしました。次の問いに

答えなさい。

　⑴�　太陽が南
なん

中
ちゅう

したときの高さは

およそ何度ですか。次から選び，

記号で答えなさい。�（　　　）

　　ア　４０度　　　イ　４８度　　　ウ　５０度　　　エ　５５度　　　オ　６２度

　⑵�　地温の変化を表すグラフは，ア，イのどちらですか。� （　　　）

　⑶�　気温がもっとも高くなっているのは何時ごろですか。�（　　　　　　　　）

　⑷�　地温がもっとも高くなったとき，地面が受ける熱の量と地面から出ていく熱

の量には，どのような関係がありますか。かんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6�〈天気と気温の変化〉

　　ある連続する２日間の気温

の変化を調べたところ，右の

図のようなグラフになりまし

た。この２日間のうち，１日

は晴れ，もう１日は雨だった

ことがわかっています。

　⑴�　晴れていたのは１日目，

２日目のどちらですか。

� （　　　　　　　　）

　⑵�　⑴で，そのように答えた

のはなぜですか。理由をかんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�）

・南中…真南にくる
こと。

・地温は１３時ごろに，
気温はそのあと１
時間後くらいにも
っとも高くなる。

・4天気と１日の気
温の変化
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12

1�〈雲と天気〉　雲と天気について説
せつ

明
めい

した次の文のうち，正しいものをすべて選
えら

び，記号で答えなさい。� （　　　　）

　ア　雲
うん

量
りょう

が８のとき，天気は晴れである。

　イ　快晴とは，空にまったく雲がないときだけである。

　ウ　くもりとは，空全体が雲におおわれているときだけである。

　エ　雲量を決めるときには，雲のあつみは考えなくてもよい。

2�〈気温のはかり方〉　右の図は，気温などを正しくはか

るためのそう置
ち

です。次の問いに答えなさい。

　⑴　このそう置を何といいますか。�（　　　　　　　）

　⑵�　このそう置の中に温度計を入れるとき，温度計の球

部は，地面から何くらいの高さにすればよいですか。

� （　　　　　　　）

　⑶�　このそう置は，どのような場所に置
お

かれていますか。

次から選び，記号で答えなさい。� （　　　）

　　ア　コンクリートの上　　　イ　砂
すな

場
ば

の上　　　ウ　しばふの上

　⑷�　このそう置のとびらは，どの向きについていますか。次から選び，記号で答

えなさい。� （　　　）

　　ア　東向き　　　イ　西向き　　　ウ　南向き　　　エ　北向き

　⑸�　このそう置全体が白色にぬられているのはなぜですか。理由をかんたんに書

きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑹�　このそう置のまわりがよろいどになっているのはなぜですか。理由をかんた

んに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3�〈太陽の高さと地温〉　右の図のように，２つ

の温度計の球部に同じ量の土を同じあつさ，同

じ面積になるようにおおい，日光にあてて温度

の変
へん

化
か

を調べました。折
お

れ線
せん

グラフは，その結
けっ

果
か

を表したものです。次の問いに答えなさい。

　⑴�　太陽から受ける熱の量は，ア，イのどちら

が多いですか。

� （　　　）

　⑵�　折れ線グラフのＡは，ア，イのどちらの結

果を表したものですか。

� （　　　）

・雲量によって天気
は決められている。

・とびらを開けたと
き，日光がさしこ
まないようにつく
られている。

・日光に直角に置い
たほうが，熱の量
は多くなる。
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7	 右の図は， 9月１6日に日本に上陸した台風の進路を示したものです。図の
点線は，台風の進路を，数字は台風の中心が通過した時刻を表しています。

次の問いに答えなさい。

⑴　台風の中心付近の最大風速は，秒速何ｍ以上ですか。

� （　　　　　　）

⑵　次の文は，図の台風の進路について説明したものです。 にあては

まる方位とことばを，それぞれ答えなさい。

� ①（　　　　　　）　②（　　　　　　）

　・�図の台風は，日本付近では，北から ① よりに進路が変わりました。

これは，日本付近の上空にふいている ② という強い西風のえいきょ

うを受けたためです。

⑶　台風の中心が，図の 9時の位置にあるとき，アの地点とイの地点では，どちらにより強い風がふいて
いると考えられますか。ア，イの記号で答えなさい。
� （　　　　　）

⑷　台風の中心が，図の 9時の位置にあるとき，イの地点での風向きは，どうだったと考えられますか。
次から選び，記号で答えなさい。� （　　　　　）

　ア　東　　　イ　西　　　ウ　南　　　エ　北

8	 次の図１は，天気予報に見られる台風の進路予想図です。また，図２は日本に近づいた台風の風をせな
かで受けるようにして立ったときの図です。次の問いに答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑴　図１で，台風の中心が移動すると予想されるはんいを示している予報円はどれですか。あ～えのうち
から選び，記号で答えなさい。

� （　　　　　）

⑵　台風の中心付近を「台風の目」といいますが，この場所の雲や天気はどうなっていますか。次から選

び，記号で答えなさい。� （　　　　　）

　ア　あつい雲があり，もっとも強い風と雨がふっている。
　イ　雲や風はなく，晴れている。
⑶　図 2のとき，台風の中心はどの方向にありますか。ア～エのうちから選び，記号で答えなさい。
� （　　　　　）

⑷　台風による災害のうち，大雨によって引き起こされるものはどれか。次からすべて選び，記号で答え

なさい。� （　　　　　）

　ア　なだれ　　　イ　こう水　　　ウ　土砂くずれ　　　エ　高潮

イ

0

ア

図

3
6

15

9
12

あ
う え

い

図１図１ 図２

ア

風

イ
ウ エ

図２
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9

天気と気温の変化　13

・3⑵太陽高度と地
面のあたたまり方

4�〈太陽の高さと地温〉　右の図は，

太陽の高さと地面が太陽からの熱を

受ける面積との関係を表したもので

す。この図について説明した，次の

文の①〜③の｛　　｝の中から正しい

ことばを選び，それぞれ記号で答え

なさい。

� ①（　　　）　②（　　　）　③（　　　）

　　太陽の高さが高いほど，一定量の光のたばが地面をてらす面積が ①｛ア　大き

く　　イ　小さく｝�なる。そのため，一定の面積の地面が受ける熱の量が ②｛ウ　

多く　　エ　少なく｝�なり，温度も ③｛オ　高く　　カ　低く｝�なる。

5�〈気温と地温のグラフ〉

　　ある晴れた日に，太陽の高さ，

気温，地温を１時間おきにはかっ

てグラフにしました。次の問いに

答えなさい。

　⑴�　太陽が南
なん

中
ちゅう

したときの高さは

およそ何度ですか。次から選び，

記号で答えなさい。�（　　　）

　　ア　４０度　　　イ　４８度　　　ウ　５０度　　　エ　５５度　　　オ　６２度

　⑵�　地温の変化を表すグラフは，ア，イのどちらですか。� （　　　）

　⑶�　気温がもっとも高くなっているのは何時ごろですか。�（　　　　　　　　）

　⑷�　地温がもっとも高くなったとき，地面が受ける熱の量と地面から出ていく熱

の量には，どのような関係がありますか。かんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6�〈天気と気温の変化〉

　　ある連続する２日間の気温

の変化を調べたところ，右の

図のようなグラフになりまし

た。この２日間のうち，１日

は晴れ，もう１日は雨だった

ことがわかっています。

　⑴�　晴れていたのは１日目，

２日目のどちらですか。

� （　　　　　　　　）

　⑵�　⑴で，そのように答えた

のはなぜですか。理由をかんたんに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�）

・南中…真南にくる
こと。

・地温は１３時ごろに，
気温はそのあと１
時間後くらいにも
っとも高くなる。

・4天気と１日の気
温の変化
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1�〈雲と天気〉　雲と天気について説
せつ

明
めい

した次の文のうち，正しいものをすべて選
えら

び，記号で答えなさい。� （　　　　）

　ア　雲
うん

量
りょう

が８のとき，天気は晴れである。

　イ　快晴とは，空にまったく雲がないときだけである。

　ウ　くもりとは，空全体が雲におおわれているときだけである。

　エ　雲量を決めるときには，雲のあつみは考えなくてもよい。

2�〈気温のはかり方〉　右の図は，気温などを正しくはか

るためのそう置
ち

です。次の問いに答えなさい。

　⑴　このそう置を何といいますか。�（　　　　　　　）

　⑵�　このそう置の中に温度計を入れるとき，温度計の球

部は，地面から何くらいの高さにすればよいですか。

� （　　　　　　　）

　⑶�　このそう置は，どのような場所に置
お

かれていますか。

次から選び，記号で答えなさい。� （　　　）

　　ア　コンクリートの上　　　イ　砂
すな

場
ば

の上　　　ウ　しばふの上

　⑷�　このそう置のとびらは，どの向きについていますか。次から選び，記号で答

えなさい。� （　　　）

　　ア　東向き　　　イ　西向き　　　ウ　南向き　　　エ　北向き

　⑸�　このそう置全体が白色にぬられているのはなぜですか。理由をかんたんに書

きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑹�　このそう置のまわりがよろいどになっているのはなぜですか。理由をかんた

んに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3�〈太陽の高さと地温〉　右の図のように，２つ

の温度計の球部に同じ量の土を同じあつさ，同

じ面積になるようにおおい，日光にあてて温度

の変
へん

化
か

を調べました。折
お

れ線
せん

グラフは，その結
けっ

果
か

を表したものです。次の問いに答えなさい。

　⑴�　太陽から受ける熱の量は，ア，イのどちら

が多いですか。

� （　　　）

　⑵�　折れ線グラフのＡは，ア，イのどちらの結

果を表したものですか。

� （　　　）

・雲量によって天気
は決められている。

・とびらを開けたと
き，日光がさしこ
まないようにつく
られている。

・日光に直角に置い
たほうが，熱の量
は多くなる。
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次の文は，台風に関する気象情報についての用語についての説明です。

（ ）にあてはまる数字や語句を、それぞれアア～～エエから選びなさい。

台風と防災

上上 9977

新新規規作作成成

（1）（ ）…台風の中心が動いていくと考えられるはんい。予報には，誤差があるため，台風がこの

円の中心を結ぶ線の上を通るわけではない。

ア 予想円 イ 予報円 ウ 予想進路 エ 台風の目

（2）暴風いき…風速（ ）ｍ（秒速）以上の風がふいているところ，ふく可能性があるところ。

ア 10 イ 15 ウ 25 エ 35

（3）強風いき…風速（ ）ｍ（秒速）以上の風がふいているところ，ふく可能性があるところ。

ア 10 イ 15 ウ 25 エ 35

（4）暴風けいかいいき…台風の（ ）が予報円内に進んだときに，5日（120時間）先までに暴風いき

に入るおそれのあるはんい全体

ア 半径 イ 中心 ウ 目 エ 強風いき

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（5）台風の大きさと強さ…台風の大きさは強風いきの（ ）で，台風の強さは中心付近の最大風速

で表される。

ア 秒速 イ 半径 ウ 風速 エ 直径

（ ）

上上 110011⑦⑦
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　　台風と防災5



7	 右の図は， 9月１6日に日本に上陸した台風の進路を示したものです。図の
点線は，台風の進路を，数字は台風の中心が通過した時刻を表しています。

次の問いに答えなさい。

⑴　台風の中心付近の最大風速は，秒速何ｍ以上ですか。

� （　　　　　　）

⑵　次の文は，図の台風の進路について説明したものです。 にあては

まる方位とことばを，それぞれ答えなさい。

� ①（　　　　　　）　②（　　　　　　）

　・�図の台風は，日本付近では，北から ① よりに進路が変わりました。

これは，日本付近の上空にふいている ② という強い西風のえいきょ

うを受けたためです。

⑶　台風の中心が，図の 9時の位置にあるとき，アの地点とイの地点では，どちらにより強い風がふいて
いると考えられますか。ア，イの記号で答えなさい。
� （　　　　　）

⑷　台風の中心が，図の 9時の位置にあるとき，イの地点での風向きは，どうだったと考えられますか。
次から選び，記号で答えなさい。� （　　　　　）

　ア　東　　　イ　西　　　ウ　南　　　エ　北

8	 次の図１は，天気予報に見られる台風の進路予想図です。また，図２は日本に近づいた台風の風をせな
かで受けるようにして立ったときの図です。次の問いに答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑴　図１で，台風の中心が移動すると予想されるはんいを示している予報円はどれですか。あ～えのうち
から選び，記号で答えなさい。

� （　　　　　）

⑵　台風の中心付近を「台風の目」といいますが，この場所の雲や天気はどうなっていますか。次から選

び，記号で答えなさい。� （　　　　　）

　ア　あつい雲があり，もっとも強い風と雨がふっている。
　イ　雲や風はなく，晴れている。
⑶　図 2のとき，台風の中心はどの方向にありますか。ア～エのうちから選び，記号で答えなさい。
� （　　　　　）

⑷　台風による災害のうち，大雨によって引き起こされるものはどれか。次からすべて選び，記号で答え

なさい。� （　　　　　）

　ア　なだれ　　　イ　こう水　　　ウ　土砂くずれ　　　エ　高潮
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　⑸�　このそう置全体が白色にぬられているのはなぜですか。理由をかんたんに書

きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑹�　このそう置のまわりがよろいどになっているのはなぜですか。理由をかんた

んに書きなさい。

� （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3�〈太陽の高さと地温〉　右の図のように，２つ

の温度計の球部に同じ量の土を同じあつさ，同

じ面積になるようにおおい，日光にあてて温度

の変
へん

化
か

を調べました。折
お

れ線
せん

グラフは，その結
けっ

果
か

を表したものです。次の問いに答えなさい。

　⑴�　太陽から受ける熱の量は，ア，イのどちら

が多いですか。

� （　　　）

　⑵�　折れ線グラフのＡは，ア，イのどちらの結

果を表したものですか。

� （　　　）

・雲量によって天気
は決められている。

・とびらを開けたと
き，日光がさしこ
まないようにつく
られている。

・日光に直角に置い
たほうが，熱の量
は多くなる。

白いペンキ

よろい戸

日光に直角
に置く

温度計
フォーム
ポリスチレン

水平に置く

土

Ａ

Ｂ

ア

イ

温
度（
℃
）
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3 〈流れる水のはたらき〉　右の図の

ような板でつくったそう置に，すな

とどろをのせてみぞをつくり，板を

かたむけて水を流しました。これに

ついて，次の問いに答えなさい。

　⑴ 　流す水の量は変えずに，板のか

たむきを急にすると，流れの速さはどうなりますか。 （　　　）

　　ア　速くなる。　　イ　おそくなる。　　ウ　速さは変わらない。

　⑵　板のかたむきは変えずに，流す水の量をふやすと，みぞはどうなりますか。

 （　　　）

　　ア　はばがせまく，浅くなる。

　　イ　はばがせまく，深くなる。

　　ウ　はばが広く，浅くなる。

　　エ　はばが広く，深くなる。

　⑶　⑵のとき， のところに積もるどろの量はどうなりますか。 （　　　）

　　ア　多くなる。　　イ　少なくなる。　　ウ　変わらない。

　⑷ 　水を流しつづけると，みぞの曲がっている部分はどうなっていきますか。次

の①，②にあてはまることばをそれぞれ答えなさい。

 ①（　　　　），②（　　　　）

　　 「曲がっている部分の（　①　）側から少しずつけずられ，（　②　）側にすなや

どろが積もっていくため，曲がり方が少しずつ大きくなっていく。」

4 〈川の曲がり角のようす〉　右

の図１のような曲がった川があ

ります。これについて，次の問

いに答えなさい。

　⑴ 　図１の①と②で，流れの速

さが最も速いところをそれぞ

れ選びなさい。

 ①（　　　），②（　　　）

　⑵ 　図１の①，②について，下

流から見た川底のようすを，

図２からそれぞれ選びなさい。

 ①（　　　），②（　　　）

　⑶ 　川底のようすを調べたとき，つぶの大きい石が多く見られるのはどこですか。

図１の①と②について，それぞれア～ウから選びなさい。

 ①（　　　），②（　　　）

　⑷ 　図１の②で，運ばれてきたすなや小石などが積もって川原になっているのは

どこですか。ア～ウから選びなさい。

 （　　　）

・流れが速くなった
り，水の量がふえ
ると，しん食作用，
運ぱん作用は大き
くなる。

・流れの速いところ
ほど，川底をけず
るはたらきも大き
い。

みぞ 水

台

すなとどろをのせた板

図１

②

①

図２
上流

川

川

川

ア

ア

ア

イイ

イ

ウ

ウ

ウ

下流
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1 〈雨水の流れとはたらき〉　右の図１は，

雨のふる日に，地面を流れる雨水をコッ

プにくみ取ったもので，雨水は茶色くに

ごっていました。また，図２は，くみ取

った雨水をしばらく置いたもので，底に

すなやどろがたまっていました。これに

ついて，次の問いに答えなさい。

　⑴ 　図１では，雨水は茶色くにごっていましたが，図２では，雨水はどのように

なっていましたか。次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　にごりはそのままだったが，色が茶色から青色に変わっていた。

　　イ　にごりがなくなって，青色の水になっていた。

　　ウ　にごりがなくなって，ほぼとうめいな水になっていた。

　　エ　茶色くにごったままだった。

　⑵ 　図２のＡ，Ｂ，Ｃには，どのようなものがたまりましたか。次から選び，記

号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　Ａ－大きいつぶのすな，Ｂ－小さいつぶのすな，Ｃ－どろ

　　イ　Ａ－小さいつぶのすな，Ｂ－大きいつぶのすな，Ｃ－どろ

　　ウ　Ａ－どろ，Ｂ－大きいつぶのすな，Ｃ－小さいつぶのすな

　　エ　Ａ－どろ，Ｂ－小さいつぶのすな，Ｃ－大きいつぶのすな

　⑶ 　図１，図２から，次のようなことがわかりました。①，②にあてはまること

ばをそれぞれ答えなさい。 ①（　　　　　），②（　　　　　）

　　 「流れる雨水には，地面をけずり，けずったすな・どろを（　①　）はたらきが

あり，流れのおそいところでは，それらを（　②　）はたらきがある。」

2 〈雨水のはたらき〉　右の図は，雨水がひいた

あとの水たまりで，すなやどろの積もり方をス

ケッチしたものです。これについて，次の問い

に答えなさい。

　⑴ 　すなとどろでは，どちらのつぶが小さいで

すか。

 （　　　　）

　⑵ 　水たまりのはじの方（Ａ）に積もっているの

は，すなとどろのどちらですか。

 （　　　　）

　⑶ 　図からわかることを，次のようにまとめました。①，②にあてはまることば

をそれぞれ答えなさい。 ①（　　　　　），②（　　　　　）

　　 「すなやどろが図のようになったのは，流れてきた雨水が水たまりに来て流れ

なくなり，（　①　）きたものを，（　②　）からです。」

・流れがゆるやかに
なり始めたときは，
つぶの大きいもの
から積もるように
なる。

・雨水は地面を流れ
るときに地面をけ
ずって，すなやど
ろを運ぶ。そのた
めに茶色くにごっ
ている。

A

B

C

図2

雨水

茶色くにご
っている

図1

水たまり

Ａ

Ａ

雨水
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9 〈川の上流・中流・下流のようす〉　次の各文は，川の上流・中流・下流のどの

ようすを表していますか。それぞれ，上・中・下のことばで答えなさい。

　⑴　川底に，角のとれた丸い石が多く見られる。 （　　　）

　⑵　川の水が，岩に当たってしぶきを上げている。 （　　　）

　⑶　川底に，どろやすなが積もっている。 （　　　）

　⑷　角ばった大きな岩が見られる。 （　　　）

　⑸　せんじょう地とよばれる平らな土地がひらけている。 （　　　）

　⑹　両岸は，広々とした平野がひらけている。 （　　　）

　⑺　急ながけの下を川が流れている。 （　　　）

　⑻　三角州とよばれる，水の便がよい土地がひらけている。 （　　　）

　⑼　川の水の流れがひじょうに速い。 （　　　）

　⑽　川の水の流れがおそく，水の量はひじょうに多い。 （　　　）

　⑾　水の流れの速さが急におそくなり，まっすぐに流れにくくなる。 （　　　）

　⑿　Ｖ字谷とよばれる深い谷が見られる。 （　　　）

10 〈川原の石のようす〉　ある川にそって，上流からＡ，Ｂ，Ｃの３地点を選ん

で，それぞれの地点の川原の小石を100個ずつ取り，それを大きさによって分け

た結果，下のグラフのようになりました。これについて，あとの問いに答えなさ

い。

　⑴　上の①～③のグラフは，Ａ～Ｃのどの地点のものですか。

 ①（　　　），②（　　　），③（　　　）

　⑵ 　小石の形を調べてみると，角ばったものが一つもない地点がありました。Ａ

～Ｃのどの地点ですか。

 （　　　）

　⑶ 　どの地点で取った小石にも，同じような白っぽいやわらかい小石が混ざって

いました。このことからどのようなことが考えられますか。かんたんに説明し

なさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・下流になるにした
がって，石の形は
丸みをおびてくる。
また，つぶの大き
さもしだいに小さ
くなってゆく。

・大きな石のしめる
割
わり

合
あい

の変化に注目
してみる。

・ある地点の岩石は
けずられて，下流
へ運ばれる。

①
Ａ

（海）

Ｂ

Ｃ

②

③

大
16

中
53

小
31

大
50

中
35

小
15

大
63

中
30

小
7
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　⑵　河
か

口
こう

付近の川

　　 　川が海に注ぎこむ河口では，流れがとてもおそくなるので，たい積

作用が最も大きくはたらく。そのため，運んできたすなやどろをたく

さん積もらせる。流れの速さが毎秒10 よりおそくなるとすなが積も

り始め，さらに毎秒１ よりおそくなるとどろが積もるようになる。

　　① 　三
さん

角
かく

州
す

（デルタ）……三角形の平らな土地。水の便がよいので，

水田が多くつくられる。また，交通の便のよいところは，大きな都

市になることが多い。

　　②　三角州のでき方

　　　1.   河口付近では，川の中央を流れている水と岸に近いところを流

れている水は，海に出るとき，それぞれが別の方向に広がって流

れていく。

　　　2.　川の流れが海に入ると，流れは急におそくなって，流れの両側にすなやどろを積もらせる。

　　　3.　すなやどろがさらに積もると，それが陸上にあらわれ，自然ていぼうのようになる。

　　　4. 　陸上にあらわれた自然ていぼうの間にすなやどろが積もっていくと三角形の平らな土地ができる。

　　③ 　せんじょう地の河口……急なかたむきの山地がすぐに海に面しているようなところでは，せんじょ

う地が河口につくられることもある。静岡県の富
ふ

士
じ

川，大
おお

井
い

川，天
てん

竜
りゅう

川など。

　　④ 　三角州のできない河口……注ぎこむ海がとても深いところでは，積もったすなやどろが陸上にあら

われる前に海流にけずられてしまうので，三角州はできない。紀
き

伊
い

半島の熊
くま

野
の

川や四国の四
し

万
まん

十
と

川など。

6　川のすがた
　 　これまでのことから，山地から河口に注ぎこむまでの川の流れや

地形をまとめると，右の図のようになる。

　⑴　上流

　　 　山地を流れる上流は流れが速いので，しん食作用が大きく，Ｖ

字谷や滝
たき

，早せといった地形をつくる。

　⑵　中流

　　 　山地から平地へ出るところでは流れが急におそくなり，せんじ

ょう地をつくる。また，平野をだ行する川は，三日月湖をつくる

こともある。

　⑶　下流

　　　流れがさらにおそくなる河口付近では，三角州ができる。

1．

A B

A B
A B

A B

２．

A B

A B

３． ４．

A B

A B

三角州のでき方

だんめん

断面のようす

V字谷 せんじょう地

三日月湖

三角州海

川のすがた

三角州
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1	〈豆電球とかん電池〉　次の文の にあてはまることばや数字，記号を，そ

れぞれ答えなさい。

⑴　豆電球やかん電池などを，電気が流れるように導
どう

線
せん

でつなぐことを す

るという。� （　　　　　）

⑵　⑴をしたとき，電気の通り道を ① といい，電気はかん電池の ② 極か

ら ③ 極へ向かって流れる。　

　①（　　　　　）　②（　　　　　）　③（　　　　　）

⑶　電気の流れのことを ① といい，けん流計で ② や大きさをはかること

ができる。� ①（　　　　　）　②（　　　　　）

⑷　ソケットを使わずに豆電球に明かりをつけることができるのは，下のＡ，Ｂ

のうち， である。� （　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑸　豆電球につながず，かん電池の＋極と－極を導線で直
ちょく

接
せつ

つなぐと， し

て，かん電池がすぐだめになる。� （　　　　　）

2	〈豆電球のつなぎ方と電流〉　右の図を見て，次の問い
に答えなさい。

⑴　図１の豆電球のつなぎ方は，何つなぎといいますか。

� （　　　　　）

⑵　図２の豆電球のつなぎ方は，何つなぎといいますか。

� （　　　　　）

⑶　図１と図２の豆電球１個
こ

の明るさをくらべると，ど

ちらのほうが明るくなっていますか。

� （　　　　　）

⑷　図１と図２で，１個の豆電球が切れると，もう１個

の豆電球も消えてしまうのはどちらですか。

� （　　　　　）

⑸　図１と図２のかん電池をくらべると，どちらのかん

電池がはやく使えなくなりますか。

� （　　　　　）

電
流
の
は
た
ら
き
と
光
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②
�　
回
路
図
…
…
決
め
ら
れ
た
記
号
（
配
線
記
号
）
を
使
っ
て
，
配
線
の

よ
う
す
を
表
し
た
図
を
，
回
路
図
（
配
線
図
）
と
い
う
。

　
　
③
�　
豆
電
球
が
つ
く
配
線
と
，
豆
電
球
が
つ
か
な
い
配
線
…
…
豆
電
球
の

口
金
と
口
金
の
先
の
つ
き
出
た
部
分
が
，
そ
れ
ぞ
れ
か
ん
電
池
の
＋
極

と
−
極
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
，
豆
電
球
は
つ
か
な
い
。

　
　
④
�　
シ
ョ
ー
ト
（
短
ら
く
）
…
…
か
ん
電
池
の
＋
極
と
−
極
を
導
線
で
直

接 せ
つつ
な
ぐ
と
，
た
く
さ
ん
の
電
気
が
一
度
に
流
れ
て
，
か
ん
電
池
が
す

ぐ
使
え
な
く
な
る
。
ま
た
，
は
げ
し
く
熱
を
出
す
の
で
危 き

険 け
んで
あ
る
。

　
　
⑤
�　
電
流
…
…
電
気
の
流
れ
の
こ
と
を
，
電
流
と
い
う
。
回
路
に
流
れ
る
電
流
の
大
き
さ
や
流
れ
る
向
き
は
，
け
ん
流
計

で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
豆
電
球
の
つ
な
ぎ
方

　
⑴
�　
直 ちょく列 れ

つつ
な
ぎ
…
…
右
の
図
の
よ
う
に
，
回
路
が
１
つ
に
な
る
つ

な
ぎ
方
を
，
豆
電
球
の
直
列
つ
な
ぎ
と
い
う
。
２
個
の
豆
電
球
を

直
列
に
つ
な
ぐ
と
，
ど
ち
ら
も
１
個
の
と
き
よ
り
も
暗
く
つ
く
。

こ
れ
は
，
豆
電
球
が
電
気
を
流
し
に
く
い
の
で
，
豆
電
球
の
数
が

ふ
え
る
と
，
回
路
に
流
れ
る
電
流
の
大
き
さ
が
小
さ
く
な
る
か
ら

で
あ
る
。

　
　
�　
直
列
つ
な
ぎ
で
は
，
豆
電
球
が
１
個
で
も
切
れ
る
と
，
回
路
が

と
ぎ
れ
て
し
ま
う
の
で
，
ほ
か
の
豆
電
球
も
消
え
て
し
ま
う
。

　
⑵
�　
へ
い
列
つ
な
ぎ
…
…
右
の
図
の
よ
う
に
，
回
路
が
２
つ
以
上
あ

る
つ
な
ぎ
方
を
，
豆
電
球
の
へ
い
列
つ
な
ぎ
と
い
う
。
２
個
の
豆

電
球
を
へ
い
列
に
つ
な
ぐ
と
，
ど
ち
ら
も
１
個
の
と
き
と
同
じ
明

る
さ
で
つ
く
。
こ
れ
は
，
ど
ち
ら
の
回
路
に
も
同
じ
大
き
さ
の
電

流
が
流
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
，
か
ん
電
池
か
ら
２
つ
の
回
路

に
電
流
が
流
れ
出
す
の
で
，
か
ん
電
池
は
は
や
く
使
え
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。

　
　
�　
へ
い
列
つ
な
ぎ
で
は
，
１
個
の
豆
電
球
が
切
れ
て
も
，
ほ
か
の

豆
電
球
は
同
じ
明
る
さ
の
ま
ま
つ
い
て
い
る
。

豆
電
球

つ
な
が
っ
て
い
る
導
線
つ
な
が
っ
て
い
な
い
導
線

か
ん
電
池

ス
イ
ッ
チ

回
路
図
と
配
線
記
号

＋
極
－
極

前
ペ
ー
ジ
の

回
路
図

豆
電
球
が
つ
く

豆
電
球
が
つ
か
な
い

シ
ョ
ー
ト

直
列
つ
な
ぎ

〈
回
路
図
〉

アイ

へ
い
列
つ
な
ぎ

〈
回
路
図
〉

ア
と
イ
は
同
じ

つ
な
ぎ
方

A

電
流
の
は
た
ら
き
と
光
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②
�　
回
路
図
…
…
決
め
ら
れ
た
記
号
（
配
線
記
号
）
を
使
っ
て
，
配
線
の

よ
う
す
を
表
し
た
図
を
，
回
路
図
（
配
線
図
）
と
い
う
。

　
　
③
�　
豆
電
球
が
つ
く
配
線
と
，
豆
電
球
が
つ
か
な
い
配
線
…
…
豆
電
球
の

口
金
と
口
金
の
先
の
つ
き
出
た
部
分
が
，
そ
れ
ぞ
れ
か
ん
電
池
の
＋
極

と
−
極
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
，
豆
電
球
は
つ
か
な
い
。

　
　
④
�　
シ
ョ
ー
ト
（
短
ら
く
）
…
…
か
ん
電
池
の
＋
極
と
−
極
を
導
線
で
直

接 せ
つつ
な
ぐ
と
，
た
く
さ
ん
の
電
気
が
一
度
に
流
れ
て
，
か
ん
電
池
が
す

ぐ
使
え
な
く
な
る
。
ま
た
，
は
げ
し
く
熱
を
出
す
の
で
危 き

険 け
んで
あ
る
。

　
　
⑤
�　
電
流
…
…
電
気
の
流
れ
の
こ
と
を
，
電
流
と
い
う
。
回
路
に
流
れ
る
電
流
の
大
き
さ
や
流
れ
る
向
き
は
，
け
ん
流
計

で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
豆
電
球
の
つ
な
ぎ
方

　
⑴
�　
直 ちょく列 れ

つつ
な
ぎ
…
…
右
の
図
の
よ
う
に
，
回
路
が
１
つ
に
な
る
つ

な
ぎ
方
を
，
豆
電
球
の
直
列
つ
な
ぎ
と
い
う
。
２
個
の
豆
電
球
を

直
列
に
つ
な
ぐ
と
，
ど
ち
ら
も
１
個
の
と
き
よ
り
も
暗
く
つ
く
。

こ
れ
は
，
豆
電
球
が
電
気
を
流
し
に
く
い
の
で
，
豆
電
球
の
数
が

ふ
え
る
と
，
回
路
に
流
れ
る
電
流
の
大
き
さ
が
小
さ
く
な
る
か
ら

で
あ
る
。

　
　
�　
直
列
つ
な
ぎ
で
は
，
豆
電
球
が
１
個
で
も
切
れ
る
と
，
回
路
が

と
ぎ
れ
て
し
ま
う
の
で
，
ほ
か
の
豆
電
球
も
消
え
て
し
ま
う
。

　
⑵
�　
へ
い
列
つ
な
ぎ
…
…
右
の
図
の
よ
う
に
，
回
路
が
２
つ
以
上
あ

る
つ
な
ぎ
方
を
，
豆
電
球
の
へ
い
列
つ
な
ぎ
と
い
う
。
２
個
の
豆

電
球
を
へ
い
列
に
つ
な
ぐ
と
，
ど
ち
ら
も
１
個
の
と
き
と
同
じ
明

る
さ
で
つ
く
。
こ
れ
は
，
ど
ち
ら
の
回
路
に
も
同
じ
大
き
さ
の
電

流
が
流
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
，
か
ん
電
池
か
ら
２
つ
の
回
路

に
電
流
が
流
れ
出
す
の
で
，
か
ん
電
池
は
は
や
く
使
え
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。

　
　
�　
へ
い
列
つ
な
ぎ
で
は
，
１
個
の
豆
電
球
が
切
れ
て
も
，
ほ
か
の

豆
電
球
は
同
じ
明
る
さ
の
ま
ま
つ
い
て
い
る
。

豆
電
球

つ
な
が
っ
て
い
る
導
線
つ
な
が
っ
て
い
な
い
導
線

か
ん
電
池

ス
イ
ッ
チ

回
路
図
と
配
線
記
号

＋
極
－
極

前
ペ
ー
ジ
の

回
路
図

豆
電
球
が
つ
く

豆
電
球
が
つ
か
な
い

シ
ョ
ー
ト

直
列
つ
な
ぎ

〈
回
路
図
〉

アイ

へ
い
列
つ
な
ぎ

〈
回
路
図
〉

ア
と
イ
は
同
じ

つ
な
ぎ
方
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1��〈豆電球とかん電池〉　次の文の 　 にあてはまることばや数字を，それぞれ

答えなさい。

　⑴　豆電球は，ガラス球と 　 の部分からできている。� （　　　　　）

　⑵　豆電球の明るく光る部分を 　 という。� （　　　　　）

　⑶　⑵は， 　 という金
きん

属
ぞく

でできていて，電流が流れると強い光を出す。

� （　　　　　）

　⑷　ガラス球の中は，⑵の明るく光る部分がもえないように， 　 にしてある。

� （　　　　　）

　⑸�　マンガン電池は，キャップがしてある真ん中の ① ぼうが＋極
きょく

で，金属の

ブリキ板でつつまれている ② のつつが−極になっている。

� ①（　　　　　），②（　　　　　）

　⑹�　かん電池には，単１・単２・単３などの大きさのものがあるが，電圧はどれ

も 　 Ｖ（ボルト）である。� （　　　　　）

　⑺�　豆電球やかん電池などを，電気が流れるように導
どう

線
せん

でつなぐことを， 　

するという。� （　　　　　）

　⑻�　⑺をしたとき，電気の通り道を ① といい，電気はかん電池の ② 極か

ら ③ 極へ向かって流れる。

� ①（　　　　　），②（　　　　　），③（　　　　　）

　⑼�　豆電球につながず，かん電池の＋極と−極を導線で直接
せつ

つなぐと， 　 して，

かん電池がすぐにだめになる。

� （　　　　　）

2�〈豆電球のつなぎ方と電流〉　右の図を見て，次の問いに

答えなさい。

　⑴　図１の豆電球のつなぎ方は，何つなぎといいますか。

� （　　　　　）

　⑵　図２の豆電球のつなぎ方は，何つなぎといいますか。

� （　　　　　）

　⑶�　図１と図２の豆電球１個
こ

の明るさをくらべると，どち

らのほうが明るくなっていますか。

� （　　　　　）

　⑷�　図１と図２で，１個の豆電球が切れると，もう１個の

豆電球も消えてしまうのはどちらですか。

� （　　　　　）

　⑸�　図１と図２のかん電池をくらべると，どちらのかん電

池がはやく使えなくなりますか。

� （　　　　　）

・電気は，「かん電
池の＋極→……か
ん電池の−極」と
流れる。

・豆電球１個が切れ
ると回路がとぎれ
てしまうもの。

・たくさんの電気が
一度に流れすぎて
しまう。

図1

図2

　　問題基本

・豆電球の中にも電

気の通り道がある。

・たくさんの電気が

一度に流れすぎて

しまう。

・豆電球１個が切れ

てしまうと回路が

とぎれてしまう。

基　本　問　題
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　　流れる水のはたらき6

花と実　59

9	 右の図は，アサガオの花を示しています。これについて，次の問いに答えなさ

い。

　⑴　おしべは何本ありますか。

	 （　　　　　　）

　⑵　アサガオのように，花のもとのほうがつつのようになってくっついている花

を何といいますか。

	 （　　　　　　　　　　）

10	 次の図１は，植物を花のつくりの特ちょうによって分類したものです。また，下の 　 は，植物群
ぐん

をまとめたものです。これについて，あとの問いに答えなさい。

　ａ　コムギ，イネ　　ｂ　カボチャ，ヘチマ　　ｃ　ウメ，サクラ　　ｄ　ダイコン，アブラナ

　ｅ　マツ，スギ　　　ｆ　タンポポ，ノゲシ

　⑴　図１の①にあてはまる植物群を， 　 のａ〜ｆから選びなさい。	 （　　　）

　⑵　図１の②，④で「花びらとがくがない」以外の共通点を，次から選びなさい。	 （　　　）

　　ア　発芽するとき，子葉が１まいである。

　　イ　みつせんがある。

　　ウ　子ぼうがある。

　　エ　はいしゅがある。

　⑶　図２は，図１の③にあてはまる花を示しています。図２のＡの

部分は何ですか。次から選びなさい。	 （　　　）

　　ア　１まいの花びら

　　イ　何まいかの花びらがくっついたもの

　　ウ　１つの花

　　エ　がく

　⑷　図２の花と，同じつくりをもつものを， 　 のａ〜ｆから選

びなさい。	 （　　　）

図１ め花とお花の
区別がある

花びらやがくがある……（ 　①　 ）

花びらとがくがない……（ 　②　 ）
花びらやがくがある

花びらとがくがなく，えいがある……（ 　④　 ）

花びらは全体がくっついてろうと
じょう

状

花びらは５まいではなればなれ

花びらは４まいではなればなれ

１つの花がたくさん集まっている……（ 　③　 ）

１つの花にめ
しべとおしべ
がある

Ａ
図２

58

6 右の図１，２は，ある花のつくりをスケッチした

ものです。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　花粉は，図１のア～オのどの部分でつくられま

すか。

 （　　　）

　⑵　図２のつくりは，図１のア～オのどの部分が変

わったものですか。

 （　　　）

　⑶　種子ができるために，花のはたらきで最も大切なはたらきは何ですか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7 右の図は，タンポポの花のつくりを観察してかいたものです。

これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　おしべは，図のＡ～Ｅのどれですか。 （　　　）

　⑵　タンポポの花のつくりについて，正しく説明したものを，次

から選びなさい。 （　　　）

　　ア　タンポポは，小さな多数の花が集まってできている。

　　イ　10本のおしべがある。

　　ウ　がくはない。

　　エ　花びらは１まいである。

　⑶　次のア～オから，花のつくりがタンポポと同じようなものを，

２つ選びなさい。 （　　　）（　　　）

　　ア　ヒマワリ　　イ　サクラ　　ウ　コスモス　　エ　ツツジ　　オ　アジサイ

8 次の図１はトウモロコシのお花とめ花，図２はマツのお花とめ花を示しています。これについて，あと

の問いに答えなさい。

　⑴　図１，２で，お花はそれぞれどれですか。次から選びなさい。 （　　　）

　　ア　ＡとＣ　　イ　ＡとＤ

　　ウ　ＢとＣ　　エ　ＢとＤ

　⑵　図のＡ～Ｄのうち，子ぼうをもっているのはどれですか。 （　　　）

図１ 図２ア

イ

ウ
エ

オ

種子

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｄ

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｄ

図１ 図２
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9	 右の図は，アサガオの花を示しています。これについて，次の問いに答えなさ

い。

　⑴　おしべは何本ありますか。

	 （　　　　　　）

　⑵　アサガオのように，花のもとのほうがつつのようになってくっついている花

を何といいますか。

	 （　　　　　　　　　　）

10	 次の図１は，植物を花のつくりの特ちょうによって分類したものです。また，下の 　 は，植物群
ぐん

をまとめたものです。これについて，あとの問いに答えなさい。

　ａ　コムギ，イネ　　ｂ　カボチャ，ヘチマ　　ｃ　ウメ，サクラ　　ｄ　ダイコン，アブラナ

　ｅ　マツ，スギ　　　ｆ　タンポポ，ノゲシ

　⑴　図１の①にあてはまる植物群を， 　 のａ〜ｆから選びなさい。	 （　　　）

　⑵　図１の②，④で「花びらとがくがない」以外の共通点を，次から選びなさい。	 （　　　）

　　ア　発芽するとき，子葉が１まいである。

　　イ　みつせんがある。

　　ウ　子ぼうがある。

　　エ　はいしゅがある。

　⑶　図２は，図１の③にあてはまる花を示しています。図２のＡの

部分は何ですか。次から選びなさい。	 （　　　）

　　ア　１まいの花びら

　　イ　何まいかの花びらがくっついたもの

　　ウ　１つの花

　　エ　がく

　⑷　図２の花と，同じつくりをもつものを， 　 のａ〜ｆから選

びなさい。	 （　　　）

図１ め花とお花の
区別がある

花びらやがくがある……（ 　①　 ）

花びらとがくがない……（ 　②　 ）
花びらやがくがある

花びらとがくがなく，えいがある……（ 　④　 ）

花びらは全体がくっついてろうと
じょう

状

花びらは５まいではなればなれ

花びらは４まいではなればなれ

１つの花がたくさん集まっている……（ 　③　 ）

１つの花にめ
しべとおしべ
がある

Ａ
図２
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6 右の図１，２は，ある花のつくりをスケッチした

ものです。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　花粉は，図１のア～オのどの部分でつくられま

すか。

 （　　　）

　⑵　図２のつくりは，図１のア～オのどの部分が変

わったものですか。

 （　　　）

　⑶　種子ができるために，花のはたらきで最も大切なはたらきは何ですか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7 右の図は，タンポポの花のつくりを観察してかいたものです。

これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　おしべは，図のＡ～Ｅのどれですか。 （　　　）

　⑵　タンポポの花のつくりについて，正しく説明したものを，次

から選びなさい。 （　　　）

　　ア　タンポポは，小さな多数の花が集まってできている。

　　イ　10本のおしべがある。

　　ウ　がくはない。

　　エ　花びらは１まいである。

　⑶　次のア～オから，花のつくりがタンポポと同じようなものを，

２つ選びなさい。 （　　　）（　　　）

　　ア　ヒマワリ　　イ　サクラ　　ウ　コスモス　　エ　ツツジ　　オ　アジサイ

8 次の図１はトウモロコシのお花とめ花，図２はマツのお花とめ花を示しています。これについて，あと

の問いに答えなさい。

　⑴　図１，２で，お花はそれぞれどれですか。次から選びなさい。 （　　　）

　　ア　ＡとＣ　　イ　ＡとＤ

　　ウ　ＢとＣ　　エ　ＢとＤ

　⑵　図のＡ～Ｄのうち，子ぼうをもっているのはどれですか。 （　　　）
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3 〈流れる水のはたらき〉　右の図の

ような板でつくったそう置に，すな

とどろをのせてみぞをつくり，板を

かたむけて水を流しました。これに

ついて，次の問いに答えなさい。

　⑴ 　流す水の量は変えずに，板のか

たむきを急にすると，流れの速さはどうなりますか。 （　　　）

　　ア　速くなる。　　イ　おそくなる。　　ウ　速さは変わらない。

　⑵　板のかたむきは変えずに，流す水の量をふやすと，みぞはどうなりますか。

 （　　　）

　　ア　はばがせまく，浅くなる。

　　イ　はばがせまく，深くなる。

　　ウ　はばが広く，浅くなる。

　　エ　はばが広く，深くなる。

　⑶　⑵のとき， のところに積もるどろの量はどうなりますか。 （　　　）

　　ア　多くなる。　　イ　少なくなる。　　ウ　変わらない。

　⑷ 　水を流しつづけると，みぞの曲がっている部分はどうなっていきますか。次

の①，②にあてはまることばをそれぞれ答えなさい。

 ①（　　　　），②（　　　　）

　　 「曲がっている部分の（　①　）側から少しずつけずられ，（　②　）側にすなや

どろが積もっていくため，曲がり方が少しずつ大きくなっていく。」

4 〈川の曲がり角のようす〉　右

の図１のような曲がった川があ

ります。これについて，次の問

いに答えなさい。

　⑴ 　図１の①と②で，流れの速

さが最も速いところをそれぞ

れ選びなさい。

 ①（　　　），②（　　　）

　⑵ 　図１の①，②について，下

流から見た川底のようすを，

図２からそれぞれ選びなさい。

 ①（　　　），②（　　　）

　⑶ 　川底のようすを調べたとき，つぶの大きい石が多く見られるのはどこですか。

図１の①と②について，それぞれア～ウから選びなさい。

 ①（　　　），②（　　　）

　⑷ 　図１の②で，運ばれてきたすなや小石などが積もって川原になっているのは

どこですか。ア～ウから選びなさい。

 （　　　）

・流れが速くなった
り，水の量がふえ
ると，しん食作用，
運ぱん作用は大き
くなる。

・流れの速いところ
ほど，川底をけず
るはたらきも大き
い。

みぞ 水

台

すなとどろをのせた板

図１

②

①

図２
上流

川

川

川

ア

ア

ア

イイ

イ

ウ

ウ

ウ

下流
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1 〈雨水の流れとはたらき〉　右の図１は，

雨のふる日に，地面を流れる雨水をコッ

プにくみ取ったもので，雨水は茶色くに

ごっていました。また，図２は，くみ取

った雨水をしばらく置いたもので，底に

すなやどろがたまっていました。これに

ついて，次の問いに答えなさい。

　⑴ 　図１では，雨水は茶色くにごっていましたが，図２では，雨水はどのように

なっていましたか。次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　にごりはそのままだったが，色が茶色から青色に変わっていた。

　　イ　にごりがなくなって，青色の水になっていた。

　　ウ　にごりがなくなって，ほぼとうめいな水になっていた。

　　エ　茶色くにごったままだった。

　⑵ 　図２のＡ，Ｂ，Ｃには，どのようなものがたまりましたか。次から選び，記

号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　Ａ－大きいつぶのすな，Ｂ－小さいつぶのすな，Ｃ－どろ

　　イ　Ａ－小さいつぶのすな，Ｂ－大きいつぶのすな，Ｃ－どろ

　　ウ　Ａ－どろ，Ｂ－大きいつぶのすな，Ｃ－小さいつぶのすな

　　エ　Ａ－どろ，Ｂ－小さいつぶのすな，Ｃ－大きいつぶのすな

　⑶ 　図１，図２から，次のようなことがわかりました。①，②にあてはまること

ばをそれぞれ答えなさい。 ①（　　　　　），②（　　　　　）

　　 「流れる雨水には，地面をけずり，けずったすな・どろを（　①　）はたらきが

あり，流れのおそいところでは，それらを（　②　）はたらきがある。」

2 〈雨水のはたらき〉　右の図は，雨水がひいた

あとの水たまりで，すなやどろの積もり方をス

ケッチしたものです。これについて，次の問い

に答えなさい。

　⑴ 　すなとどろでは，どちらのつぶが小さいで

すか。

 （　　　　）

　⑵ 　水たまりのはじの方（Ａ）に積もっているの

は，すなとどろのどちらですか。

 （　　　　）

　⑶ 　図からわかることを，次のようにまとめました。①，②にあてはまることば

をそれぞれ答えなさい。 ①（　　　　　），②（　　　　　）

　　 「すなやどろが図のようになったのは，流れてきた雨水が水たまりに来て流れ

なくなり，（　①　）きたものを，（　②　）からです。」

・流れがゆるやかに
なり始めたときは，
つぶの大きいもの
から積もるように
なる。

・雨水は地面を流れ
るときに地面をけ
ずって，すなやど
ろを運ぶ。そのた
めに茶色くにごっ
ている。

A

B

C

図2

雨水

茶色くにご
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3 〈流れる水のはたらき〉　右の図の

ような板でつくったそう置に，すな

とどろをのせてみぞをつくり，板を

かたむけて水を流しました。これに

ついて，次の問いに答えなさい。

　⑴ 　流す水の量は変えずに，板のか

たむきを急にすると，流れの速さはどうなりますか。 （　　　）

　　ア　速くなる。　　イ　おそくなる。　　ウ　速さは変わらない。

　⑵　板のかたむきは変えずに，流す水の量をふやすと，みぞはどうなりますか。

 （　　　）
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　　ウ　はばが広く，浅くなる。

　　エ　はばが広く，深くなる。

　⑶　⑵のとき， のところに積もるどろの量はどうなりますか。 （　　　）
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　⑷ 　水を流しつづけると，みぞの曲がっている部分はどうなっていきますか。次

の①，②にあてはまることばをそれぞれ答えなさい。

 ①（　　　　），②（　　　　）

　　 「曲がっている部分の（　①　）側から少しずつけずられ，（　②　）側にすなや

どろが積もっていくため，曲がり方が少しずつ大きくなっていく。」

4 〈川の曲がり角のようす〉　右

の図１のような曲がった川があ

ります。これについて，次の問

いに答えなさい。

　⑴ 　図１の①と②で，流れの速

さが最も速いところをそれぞ

れ選びなさい。

 ①（　　　），②（　　　）

　⑵ 　図１の①，②について，下

流から見た川底のようすを，

図２からそれぞれ選びなさい。

 ①（　　　），②（　　　）

　⑶ 　川底のようすを調べたとき，つぶの大きい石が多く見られるのはどこですか。

図１の①と②について，それぞれア～ウから選びなさい。

 ①（　　　），②（　　　）

　⑷ 　図１の②で，運ばれてきたすなや小石などが積もって川原になっているのは

どこですか。ア～ウから選びなさい。

 （　　　）

・流れが速くなった
り，水の量がふえ
ると，しん食作用，
運ぱん作用は大き
くなる。

・流れの速いところ
ほど，川底をけず
るはたらきも大き
い。
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1 〈雨水の流れとはたらき〉　右の図１は，
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2 次の文章を読んで，あとの問いに答えなさい。

　台風は南の暖
あたた

かい海で発生し，（　①　）低気圧ともよばれています。その台風は，日本の四季の

（　②　）から（　③　）にかけて日本に近づくものが多く，また，上陸することがあります。発達

した台風の中心付近は，入道雲ともよばれている（　④　）雲が空高く成長し，巨大な雲のかたまり

となっています。また気象衛星の写真を見ると，大きな台風には中心に穴
あな

があいたように黒く見える

部分があります。これを台風の（　⑤　）といい，地上からは青空が見えることがあります。

　台風は，雨や風が強く，大きな台風では，ふく風の最大 ⑥ 風速が秒速60 をこえることがあり

ます。秒速60 の風のエネルギーは，秒速30 の風の約 ⑦ 倍以上，秒速15 の風の約 ⑧ 倍以

上あり，大きな木がたおれることがあります。

　台風が近づくと，気象庁
ちょう

は ⑨ 風警
けい

報
ほう

や大雨警報などを発表し注意をうながします。しかし，い

ろいろな被
ひ

害
がい

がおこります。港や海岸では高
たか

潮
しお

による被害があります。これは強い風によって大きな

波がふきよせたり，台風の ⑩ ために海面が上しょうすることによっておこります。高潮によって

多くの死者が出ることがあります。

　⑴　文中の①～⑤にあてはまる語を，それぞれ答えなさい。

 ①（　　　　　），②（　　　　　），③（　　　　　），④（　　　　　），⑤（　　　　　）

　⑵　文中の⑥にあてはまる正しい語を次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　最強　　　イ　最高　　　ウ　平均　　　エ　しゅん間

　⑶　文中の下線部の秒速60 は，時速では何 になりますか。 （　　　　　　　）

　⑷　文中の⑦，⑧にあてはまる数を次からそれぞれ選びなさい。

 ⑦（　　　　　），⑧（　　　　　）

　　２，　４，　６，　８，　12，　15，　16，　24，　30，　32

　⑸　文中の⑨にあてはまる語を次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　暴　　　イ　大　　　ウ　多　　　エ　激
げき

　　　オ　強

　⑹　文中の⑩にあてはまる文を次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　雨の量が多い　　イ　気圧が低い　　ウ　空気が重い　　エ　熱の量が多い　　オ　体積が大きい

　⑺　台風が通過するときの雨のふり方について，最も適切なものを次から選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　　ア 　台風の雨は，近づくにつれて弱い雨から強い雨へと変化し，台風の雲が通過するまで休みなくふり

続く。

　　イ　台風の通過中，雨はほぼ同じ強さでふり，ふる量は時間とともにふえる。

　　ウ　台風の外側の雲から強い雨が多くふるが，内側の雲からは弱い雨がふる。

　　エ　台風の雨は，中心が近づくにつれて強くなり，断続してふる。

　⑻ 　台風の風は，地上ではどのようにふいていますか。正しい風のふき方を示す図を次から選び，記号で

答えなさい。 （　　　）

ア イ ウ エ オ カ
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1 次の文章を読んで，あとの問いに答えなさい。

　川は三つの作用がバランスをとりながら，上流から下流へと流れていきます。人間が手を加えなけ

れば川は左右にゆるやかに，それぞれの作用の大きさによって蛇
だ

行していきます。日本の川は災害防

止を考えて，特に Ａ の地いきでは川の流れにより自然にできた堤
てい

防
ぼう

とコンクリートでつくられた

堤防とが見られます。しかし，川は本来自然に蛇行することで災害の規
き

模
ぼ

を軽減します。また，生物

による水質浄
じょう

化
か

作用なども有用とされています。そのため最近では，人工的なコンクリートの堤防を

やめて，自然のままの川の流れにまかせるような運動がヨーロッパを中心に起きています。

　川の風景を上流から順に見ていくと，上流では強い ① 作用によって深い谷がつくられます。山

地から低地に出る中流では急げきに流れの速さが変化します。中流から下流にかけて川はばが広くな

り，流れる水の量も多くなります。中流の河原で見られる化石はその川の上流から ② 作用によっ

て流れて来た可能性があります。下流では流れがとてもおそくなるために，河口付近には新しい陸地

がつくられます。関東平野は多
た

摩
ま

川をはじめ多くの川の ③ 作用によりつくられました。また，河

原に見られる石も大きさが変化します。

　⑴　 ① ～ ③ に入ることばをそれぞれ答えなさい。

 ①（　　　　　），②（　　　　　），③（　　　　　）

　⑵　 Ａ には，川の上流・中流・下流のどのことばが入りますか。

 （　　　　　）

　⑶ 　右の図のように，どろ・すな・小石が混ざり合った土を200 の水とと

もにビーカー内に入れ，初めはゆっくりと，それからだんだん速くガラ

スぼうでかき混ぜました。ビーカーの中のどろ・すな・小石すべてが動

き出したところでかき混ぜるのをやめ，そのまま放置しました。上ずみ

液がとう明になったとき，ビーカーの中はどのようになりますか。適切

なものを次のア～カからすべて選び，記号で答えなさい。 （　　　　　）

　　ア　どろはしずまない。

　　イ　小石がいちばん下になっている。

　　ウ　すなは小石のすぐ上にある。

　　エ　どろよりすなが上になっている。

　　オ　小石よりどろが上になっている。

　　カ　どろ・すな・小石は混ざり合っている。

　⑷　どろ・すな・小石を区別する基準は次のうちどれですか。適切なものを選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　　ア　つぶの大きさ

　　イ　つぶの成分

　　ウ　つぶができた場所

　　エ　つぶの色

ガラスぼう

どろ・すな・
小石の混ざ
ったもの

 3 天気の変化，川の流れと土地のようす

8
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・へい列につないだ

かん電池のうち，

1個をはずすと，

かん電池1個がは

たらく。

・かん電池の＋極と

－極の向きをかえ

ると，電流の向き

が反対になる。

・電気がおおく流れ

るほど，モーター

ははやくまわる。

3	〈かん電池のつなぎ方と電流〉　次の図をみて，あとの問いに答えなさい。

　

⑴　ＢとＣのかん電池のつなぎ方を，それぞれ何といいますか。

� Ｂ（　　　　　）　Ｃ（　　　　　）

⑵　Ａ～Ｃのうち，豆電球がいちばん明るくつくのはどれですか。

� （　　　　　）

⑶　Ｂで，かん電池を１個はずすと，豆電球はどうなりますか。次から選びなさ

い。� （　　　　　）

　ア　消えてしまう　　　イ　同じ明るさでついている　　
　ウ　明るくなる
⑷　Ｃのつなぎ方を変えないで，かん電池を１個ふやすと，豆電球の明るさはど

うなりますか。次から選びなさい。� （　　　　　）

　ア　暗くなる　　　　　イ　同じ明るさである　　　ウ　明るくなる

4	〈電流の向きとモーター〉　次の図のように，プロペラをつけたモーター，けん
流計，かん電池をつなぐと，プロペラは→の向きに回り，けん流計のはりは右に

ふれました。次の問いに答えなさい。

⑴　図とかん電池の＋極と－極の向きをかえる

と，プロペラの回る向きは，図と同じ向きで

すか，逆向きですか。

� （　　　　　　）

⑵　⑴のとき，検流計のふれる向きは，右と左

のどちらですか。� （　　　　　　）

5	〈電流の強さとモーター〉　次の図のよう
に，プロペラをつけたモーターに，かん電池

をつないで，モーターをまわしました。次の

問いに答えなさい。

⑴　プロペラＡとＢでは，どちらの方が強い

風がえられますか。� （　　　　　）

⑵　モーターをまわす力のもとになっている

ものは，かん電池から出る何ですか。�

� （　　　　　）
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3�〈かん電池のつなぎ方と電流〉　次の図を見て，あとの問いに答えなさい。

　⑴　ＢとＣのかん電池のつなぎ方を，それぞれ何といいますか。

� Ｂ（　　　　　　　）　Ｃ（　　　　　　　）

　⑵　Ａ〜Ｃのうち，豆電球がいちばん明るくつくのはどれですか。

� （　　　　）

　⑶�　Ｂで，かん電池を１個はずすと，豆電球はどうなりますか。次から選びなさ

い。� （　　　　）

　　ア　消えてしまう　　　イ　同じ明るさでついている

　　ウ　明るくなる

　⑷�　Ｃのつなぎ方を変えないで，かん電池を１個ふやすと，豆電球の明るさはど

うなりますか。次から選びなさい。� （　　　　）

　　ア　暗くなる　　　　　イ　同じ明るさである

　　ウ　明るくなる

4�〈電流の強さとモーター〉　次の図のように，プロペラをつけたモーターに，か

ん電池をつないで，モーターをまわしました。次の問いに答えなさい。

　⑴�　プロペラＡとＢで

は，どちらのほうが

強い風がえられます

か。

� （　　　　）

　⑵�　モーターをまわす

力のもとになってい

るものは，かん電池

から出る何ですか。

� （　　　　）

5�〈光電池と電流〉　光電池について，次の問いに答えなさい。

　⑴　光電池は，光を何に変える道具ですか。

� （　　　　）

　⑵�　光電池にあてる光を強くすると，⑴で答えたものはどうなりますか。次から

選びなさい。� （　　　　）

　　ア　多くなる　　　イ　少なくなる　　　ウ　変わらない

・電気が多く流れる
ほど，モーターは
はやくまわる。

・へい列につないだ
かん電池のうち，
１個をはずすと，
かん電池１個がは
たらく。

ＢＡ Ｃ

モーター
プロペラ

モーター
プロペラ

Ａ

Ｂ

プロペラのついた
モーター

けんりゅう

検流計
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選びなさい。� （　　　　）

　　ア　多くなる　　　イ　少なくなる　　　ウ　変わらない

・電気が多く流れる
ほど，モーターは
はやくまわる。

・へい列につないだ
かん電池のうち，
１個をはずすと，
かん電池１個がは
たらく。

ＢＡ Ｃ

モーター
プロペラ

モーター
プロペラ

Ａ

Ｂ
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2 次の文章を読んで，あとの問いに答えなさい。

　台風は南の暖
あたた

かい海で発生し，（　①　）低気圧ともよばれています。その台風は，日本の四季の

（　②　）から（　③　）にかけて日本に近づくものが多く，また，上陸することがあります。発達

した台風の中心付近は，入道雲ともよばれている（　④　）雲が空高く成長し，巨大な雲のかたまり

となっています。また気象衛星の写真を見ると，大きな台風には中心に穴
あな

があいたように黒く見える

部分があります。これを台風の（　⑤　）といい，地上からは青空が見えることがあります。

　台風は，雨や風が強く，大きな台風では，ふく風の最大 ⑥ 風速が秒速60 をこえることがあり

ます。秒速60 の風のエネルギーは，秒速30 の風の約 ⑦ 倍以上，秒速15 の風の約 ⑧ 倍以

上あり，大きな木がたおれることがあります。

　台風が近づくと，気象庁
ちょう

は ⑨ 風警
けい

報
ほう

や大雨警報などを発表し注意をうながします。しかし，い

ろいろな被
ひ

害
がい

がおこります。港や海岸では高
たか

潮
しお

による被害があります。これは強い風によって大きな

波がふきよせたり，台風の ⑩ ために海面が上しょうすることによっておこります。高潮によって

多くの死者が出ることがあります。

　⑴　文中の①～⑤にあてはまる語を，それぞれ答えなさい。

 ①（　　　　　），②（　　　　　），③（　　　　　），④（　　　　　），⑤（　　　　　）

　⑵　文中の⑥にあてはまる正しい語を次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　最強　　　イ　最高　　　ウ　平均　　　エ　しゅん間

　⑶　文中の下線部の秒速60 は，時速では何 になりますか。 （　　　　　　　）

　⑷　文中の⑦，⑧にあてはまる数を次からそれぞれ選びなさい。

 ⑦（　　　　　），⑧（　　　　　）

　　２，　４，　６，　８，　12，　15，　16，　24，　30，　32

　⑸　文中の⑨にあてはまる語を次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　暴　　　イ　大　　　ウ　多　　　エ　激
げき

　　　オ　強

　⑹　文中の⑩にあてはまる文を次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　雨の量が多い　　イ　気圧が低い　　ウ　空気が重い　　エ　熱の量が多い　　オ　体積が大きい

　⑺　台風が通過するときの雨のふり方について，最も適切なものを次から選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　　ア 　台風の雨は，近づくにつれて弱い雨から強い雨へと変化し，台風の雲が通過するまで休みなくふり

続く。

　　イ　台風の通過中，雨はほぼ同じ強さでふり，ふる量は時間とともにふえる。

　　ウ　台風の外側の雲から強い雨が多くふるが，内側の雲からは弱い雨がふる。

　　エ　台風の雨は，中心が近づくにつれて強くなり，断続してふる。

　⑻ 　台風の風は，地上ではどのようにふいていますか。正しい風のふき方を示す図を次から選び，記号で

答えなさい。 （　　　）

ア イ ウ エ オ カ
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1 次の文章を読んで，あとの問いに答えなさい。

　川は三つの作用がバランスをとりながら，上流から下流へと流れていきます。人間が手を加えなけ

れば川は左右にゆるやかに，それぞれの作用の大きさによって蛇
だ

行していきます。日本の川は災害防

止を考えて，特に Ａ の地いきでは川の流れにより自然にできた堤
てい

防
ぼう

とコンクリートでつくられた

堤防とが見られます。しかし，川は本来自然に蛇行することで災害の規
き

模
ぼ

を軽減します。また，生物

による水質浄
じょう

化
か

作用なども有用とされています。そのため最近では，人工的なコンクリートの堤防を

やめて，自然のままの川の流れにまかせるような運動がヨーロッパを中心に起きています。

　川の風景を上流から順に見ていくと，上流では強い ① 作用によって深い谷がつくられます。山

地から低地に出る中流では急げきに流れの速さが変化します。中流から下流にかけて川はばが広くな

り，流れる水の量も多くなります。中流の河原で見られる化石はその川の上流から ② 作用によっ

て流れて来た可能性があります。下流では流れがとてもおそくなるために，河口付近には新しい陸地

がつくられます。関東平野は多
た

摩
ま

川をはじめ多くの川の ③ 作用によりつくられました。また，河

原に見られる石も大きさが変化します。

　⑴　 ① ～ ③ に入ることばをそれぞれ答えなさい。

 ①（　　　　　），②（　　　　　），③（　　　　　）

　⑵　 Ａ には，川の上流・中流・下流のどのことばが入りますか。

 （　　　　　）

　⑶ 　右の図のように，どろ・すな・小石が混ざり合った土を200 の水とと

もにビーカー内に入れ，初めはゆっくりと，それからだんだん速くガラ

スぼうでかき混ぜました。ビーカーの中のどろ・すな・小石すべてが動

き出したところでかき混ぜるのをやめ，そのまま放置しました。上ずみ

液がとう明になったとき，ビーカーの中はどのようになりますか。適切

なものを次のア～カからすべて選び，記号で答えなさい。 （　　　　　）

　　ア　どろはしずまない。

　　イ　小石がいちばん下になっている。

　　ウ　すなは小石のすぐ上にある。

　　エ　どろよりすなが上になっている。

　　オ　小石よりどろが上になっている。

　　カ　どろ・すな・小石は混ざり合っている。

　⑷　どろ・すな・小石を区別する基準は次のうちどれですか。適切なものを選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　　ア　つぶの大きさ

　　イ　つぶの成分

　　ウ　つぶができた場所

　　エ　つぶの色

ガラスぼう

どろ・すな・
小石の混ざ
ったもの

 3 天気の変化，川の流れと土地のようす

8

上巻の復習
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2 次の文章を読んで，あとの問いに答えなさい。

　台風は南の暖
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かい海で発生し，（　①　）低気圧ともよばれています。その台風は，日本の四季の

（　②　）から（　③　）にかけて日本に近づくものが多く，また，上陸することがあります。発達

した台風の中心付近は，入道雲ともよばれている（　④　）雲が空高く成長し，巨大な雲のかたまり

となっています。また気象衛星の写真を見ると，大きな台風には中心に穴
あな

があいたように黒く見える

部分があります。これを台風の（　⑤　）といい，地上からは青空が見えることがあります。

　台風は，雨や風が強く，大きな台風では，ふく風の最大 ⑥ 風速が秒速60 をこえることがあり

ます。秒速60 の風のエネルギーは，秒速30 の風の約 ⑦ 倍以上，秒速15 の風の約 ⑧ 倍以

上あり，大きな木がたおれることがあります。

　台風が近づくと，気象庁
ちょう

は ⑨ 風警
けい

報
ほう

や大雨警報などを発表し注意をうながします。しかし，い

ろいろな被
ひ

害
がい

がおこります。港や海岸では高
たか

潮
しお

による被害があります。これは強い風によって大きな

波がふきよせたり，台風の ⑩ ために海面が上しょうすることによっておこります。高潮によって

多くの死者が出ることがあります。

　⑴　文中の①～⑤にあてはまる語を，それぞれ答えなさい。

 ①（　　　　　），②（　　　　　），③（　　　　　），④（　　　　　），⑤（　　　　　）

　⑵　文中の⑥にあてはまる正しい語を次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　最強　　　イ　最高　　　ウ　平均　　　エ　しゅん間

　⑶　文中の下線部の秒速60 は，時速では何 になりますか。 （　　　　　　　）

　⑷　文中の⑦，⑧にあてはまる数を次からそれぞれ選びなさい。

 ⑦（　　　　　），⑧（　　　　　）

　　２，　４，　６，　８，　12，　15，　16，　24，　30，　32

　⑸　文中の⑨にあてはまる語を次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　暴　　　イ　大　　　ウ　多　　　エ　激
げき

　　　オ　強

　⑹　文中の⑩にあてはまる文を次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　雨の量が多い　　イ　気圧が低い　　ウ　空気が重い　　エ　熱の量が多い　　オ　体積が大きい

　⑺　台風が通過するときの雨のふり方について，最も適切なものを次から選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　　ア 　台風の雨は，近づくにつれて弱い雨から強い雨へと変化し，台風の雲が通過するまで休みなくふり

続く。

　　イ　台風の通過中，雨はほぼ同じ強さでふり，ふる量は時間とともにふえる。

　　ウ　台風の外側の雲から強い雨が多くふるが，内側の雲からは弱い雨がふる。

　　エ　台風の雨は，中心が近づくにつれて強くなり，断続してふる。

　⑻ 　台風の風は，地上ではどのようにふいていますか。正しい風のふき方を示す図を次から選び，記号で

答えなさい。 （　　　）
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れば川は左右にゆるやかに，それぞれの作用の大きさによって蛇
だ

行していきます。日本の川は災害防

止を考えて，特に Ａ の地いきでは川の流れにより自然にできた堤
てい

防
ぼう

とコンクリートでつくられた

堤防とが見られます。しかし，川は本来自然に蛇行することで災害の規
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作用なども有用とされています。そのため最近では，人工的なコンクリートの堤防を

やめて，自然のままの川の流れにまかせるような運動がヨーロッパを中心に起きています。

　川の風景を上流から順に見ていくと，上流では強い ① 作用によって深い谷がつくられます。山

地から低地に出る中流では急げきに流れの速さが変化します。中流から下流にかけて川はばが広くな

り，流れる水の量も多くなります。中流の河原で見られる化石はその川の上流から ② 作用によっ

て流れて来た可能性があります。下流では流れがとてもおそくなるために，河口付近には新しい陸地

がつくられます。関東平野は多
た

摩
ま

川をはじめ多くの川の ③ 作用によりつくられました。また，河

原に見られる石も大きさが変化します。

　⑴　 ① ～ ③ に入ることばをそれぞれ答えなさい。
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 （　　　　　）

　⑶ 　右の図のように，どろ・すな・小石が混ざり合った土を200 の水とと

もにビーカー内に入れ，初めはゆっくりと，それからだんだん速くガラ

スぼうでかき混ぜました。ビーカーの中のどろ・すな・小石すべてが動

き出したところでかき混ぜるのをやめ，そのまま放置しました。上ずみ

液がとう明になったとき，ビーカーの中はどのようになりますか。適切

なものを次のア～カからすべて選び，記号で答えなさい。 （　　　　　）

　　ア　どろはしずまない。

　　イ　小石がいちばん下になっている。

　　ウ　すなは小石のすぐ上にある。

　　エ　どろよりすなが上になっている。

　　オ　小石よりどろが上になっている。

　　カ　どろ・すな・小石は混ざり合っている。

　⑷　どろ・すな・小石を区別する基準は次のうちどれですか。適切なものを選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　　ア　つぶの大きさ
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2 次の文章を読んで，あとの問いに答えなさい。

　台風は南の暖
あたた

かい海で発生し，（　①　）低気圧ともよばれています。その台風は，日本の四季の

（　②　）から（　③　）にかけて日本に近づくものが多く，また，上陸することがあります。発達

した台風の中心付近は，入道雲ともよばれている（　④　）雲が空高く成長し，巨大な雲のかたまり

となっています。また気象衛星の写真を見ると，大きな台風には中心に穴
あな

があいたように黒く見える

部分があります。これを台風の（　⑤　）といい，地上からは青空が見えることがあります。

　台風は，雨や風が強く，大きな台風では，ふく風の最大 ⑥ 風速が秒速60 をこえることがあり

ます。秒速60 の風のエネルギーは，秒速30 の風の約 ⑦ 倍以上，秒速15 の風の約 ⑧ 倍以

上あり，大きな木がたおれることがあります。

　台風が近づくと，気象庁
ちょう

は ⑨ 風警
けい

報
ほう

や大雨警報などを発表し注意をうながします。しかし，い

ろいろな被
ひ

害
がい

がおこります。港や海岸では高
たか

潮
しお

による被害があります。これは強い風によって大きな

波がふきよせたり，台風の ⑩ ために海面が上しょうすることによっておこります。高潮によって

多くの死者が出ることがあります。

　⑴　文中の①～⑤にあてはまる語を，それぞれ答えなさい。

 ①（　　　　　），②（　　　　　），③（　　　　　），④（　　　　　），⑤（　　　　　）

　⑵　文中の⑥にあてはまる正しい語を次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　最強　　　イ　最高　　　ウ　平均　　　エ　しゅん間

　⑶　文中の下線部の秒速60 は，時速では何 になりますか。 （　　　　　　　）

　⑷　文中の⑦，⑧にあてはまる数を次からそれぞれ選びなさい。

 ⑦（　　　　　），⑧（　　　　　）

　　２，　４，　６，　８，　12，　15，　16，　24，　30，　32

　⑸　文中の⑨にあてはまる語を次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　暴　　　イ　大　　　ウ　多　　　エ　激
げき

　　　オ　強

　⑹　文中の⑩にあてはまる文を次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　雨の量が多い　　イ　気圧が低い　　ウ　空気が重い　　エ　熱の量が多い　　オ　体積が大きい

　⑺　台風が通過するときの雨のふり方について，最も適切なものを次から選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　　ア 　台風の雨は，近づくにつれて弱い雨から強い雨へと変化し，台風の雲が通過するまで休みなくふり

続く。

　　イ　台風の通過中，雨はほぼ同じ強さでふり，ふる量は時間とともにふえる。

　　ウ　台風の外側の雲から強い雨が多くふるが，内側の雲からは弱い雨がふる。

　　エ　台風の雨は，中心が近づくにつれて強くなり，断続してふる。

　⑻ 　台風の風は，地上ではどのようにふいていますか。正しい風のふき方を示す図を次から選び，記号で

答えなさい。 （　　　）
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川をはじめ多くの川の ③ 作用によりつくられました。また，河

原に見られる石も大きさが変化します。
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　⑵　 Ａ には，川の上流・中流・下流のどのことばが入りますか。

 （　　　　　）

　⑶ 　右の図のように，どろ・すな・小石が混ざり合った土を200 の水とと

もにビーカー内に入れ，初めはゆっくりと，それからだんだん速くガラ

スぼうでかき混ぜました。ビーカーの中のどろ・すな・小石すべてが動

き出したところでかき混ぜるのをやめ，そのまま放置しました。上ずみ

液がとう明になったとき，ビーカーの中はどのようになりますか。適切

なものを次のア～カからすべて選び，記号で答えなさい。 （　　　　　）

　　ア　どろはしずまない。

　　イ　小石がいちばん下になっている。

　　ウ　すなは小石のすぐ上にある。

　　エ　どろよりすなが上になっている。

　　オ　小石よりどろが上になっている。

　　カ　どろ・すな・小石は混ざり合っている。

　⑷　どろ・すな・小石を区別する基準は次のうちどれですか。適切なものを選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　　ア　つぶの大きさ

　　イ　つぶの成分

　　ウ　つぶができた場所

　　エ　つぶの色

ガラスぼう

どろ・すな・
小石の混ざ
ったもの

 3 天気の変化，川の流れと土地のようす

8

上巻の復習
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9	 右の図は，アサガオの花を示しています。これについて，次の問いに答えなさ

い。

　⑴　おしべは何本ありますか。

	 （　　　　　　）

　⑵　アサガオのように，花のもとのほうがつつのようになってくっついている花

を何といいますか。

	 （　　　　　　　　　　）

10	 次の図１は，植物を花のつくりの特ちょうによって分類したものです。また，下の 　 は，植物群
ぐん

をまとめたものです。これについて，あとの問いに答えなさい。

　ａ　コムギ，イネ　　ｂ　カボチャ，ヘチマ　　ｃ　ウメ，サクラ　　ｄ　ダイコン，アブラナ

　ｅ　マツ，スギ　　　ｆ　タンポポ，ノゲシ

　⑴　図１の①にあてはまる植物群を， 　 のａ〜ｆから選びなさい。	 （　　　）

　⑵　図１の②，④で「花びらとがくがない」以外の共通点を，次から選びなさい。	 （　　　）

　　ア　発芽するとき，子葉が１まいである。

　　イ　みつせんがある。

　　ウ　子ぼうがある。

　　エ　はいしゅがある。

　⑶　図２は，図１の③にあてはまる花を示しています。図２のＡの

部分は何ですか。次から選びなさい。	 （　　　）

　　ア　１まいの花びら

　　イ　何まいかの花びらがくっついたもの

　　ウ　１つの花

　　エ　がく

　⑷　図２の花と，同じつくりをもつものを， 　 のａ〜ｆから選

びなさい。	 （　　　）

図１ め花とお花の
区別がある

花びらやがくがある……（ 　①　 ）

花びらとがくがない……（ 　②　 ）
花びらやがくがある

花びらとがくがなく，えいがある……（ 　④　 ）

花びらは全体がくっついてろうと
じょう

状

花びらは５まいではなればなれ

花びらは４まいではなればなれ

１つの花がたくさん集まっている……（ 　③　 ）

１つの花にめ
しべとおしべ
がある

Ａ
図２
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6 右の図１，２は，ある花のつくりをスケッチした

ものです。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　花粉は，図１のア～オのどの部分でつくられま

すか。

 （　　　）

　⑵　図２のつくりは，図１のア～オのどの部分が変

わったものですか。

 （　　　）

　⑶　種子ができるために，花のはたらきで最も大切なはたらきは何ですか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7 右の図は，タンポポの花のつくりを観察してかいたものです。

これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　おしべは，図のＡ～Ｅのどれですか。 （　　　）

　⑵　タンポポの花のつくりについて，正しく説明したものを，次

から選びなさい。 （　　　）

　　ア　タンポポは，小さな多数の花が集まってできている。

　　イ　10本のおしべがある。

　　ウ　がくはない。

　　エ　花びらは１まいである。

　⑶　次のア～オから，花のつくりがタンポポと同じようなものを，

２つ選びなさい。 （　　　）（　　　）

　　ア　ヒマワリ　　イ　サクラ　　ウ　コスモス　　エ　ツツジ　　オ　アジサイ

8 次の図１はトウモロコシのお花とめ花，図２はマツのお花とめ花を示しています。これについて，あと

の問いに答えなさい。

　⑴　図１，２で，お花はそれぞれどれですか。次から選びなさい。 （　　　）

　　ア　ＡとＣ　　イ　ＡとＤ

　　ウ　ＢとＣ　　エ　ＢとＤ

　⑵　図のＡ～Ｄのうち，子ぼうをもっているのはどれですか。 （　　　）

図１ 図２ア

イ

ウ
エ

オ

種子

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

Ｄ

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｄ

図１ 図２

去年のめ花
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5 いろいろな温度の100 の水にホウ酸を何 までとかすこ

とができるかを調べたところ，おおよそ右の表のようになり

ました。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　60℃の水100 にホウ酸を12 とかしました。この水よう液には，あと何 のホウ酸をとかすことが

できますか。 （　　　　）

　⑵　80℃の水100 にホウ酸をとけるだけとかしました。水温を20℃まで下げると，とけきれなくなって

出てくるホウ酸の重さは何 ですか。 （　　　　）

　⑶　⑵で，出てきたホウ酸のつぶは，どんな形をしていますか。次から選び，記号で答えなさい。 （　　）

　⑷　20℃の水100 にホウ酸を20 加えました。このホウ酸を全部とかすには，少なくとも何 の同じ温

度の水を加えたらよいですか。 （　　　　　）

　⑸　40℃の水500 には，ホウ酸を何 までとかすことができますか。 （　　　　　）

　⑹　20℃で，ホウ酸をとけるだけとかしてつくったホウ酸水が630 あります。とけているホウ酸の重さ

は何 ですか。ただし，水１ の重さは１ です。 （　　　　　）

6 右のグラフは，固体Ａ，Ｂが水100 にとける限度量と温

度（水温）との関係を表したものです。このグラフについて，

次の問いに答えなさい。ただし，ＡとＢを同じ水に同時にと

かしても，それぞれの水にとける限度量に変わりはありませ

ん。

　⑴　ＡとＢでは，同じ量の水にどちらが多くとけますか。次

から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　水の温度にかかわらず，Ａのほうがよくとける。

　　イ　水の温度にかかわらず，Ｂのほうがよくとける。

　　ウ　水の温度によって，よくとけるほうはちがう。

　⑵　０℃の水100 にＡは何 までとけますか。 （　　　　）

　⑶　80℃の水300 にＢは何 までとけますか。 （　　　　）

　⑷　80℃の水200 にＢをとけるだけとかしました。温度を０℃に下げると，Ｂのつぶは何 出てきますか。

 （　　　　　）

　⑸　20℃の水200 にＡを40 とかしてあります。温度を40℃にすると，さらに何 とかすことができま

すか。 （　　　　　）

　⑹　40℃の水50 に，ＡとＢをそれぞれ20 ずつ入れてよくかき混ぜると，どうなりますか。次から選び，

記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　Ａだけが一部とけずに残る。

　　イ　Ｂだけが一部とけずに残る。

　　ウ　ＡとＢの両方とも一部とけずに残る。

　　エ　ＡとＢの両方とも全部とける。

ア イ ウ エ

180

160

140

120

100

80

60

40

20

00　　　20　　  40　  　60　　  80　　 100

AA

BB

水
100

に
と
け
る
限
度
量（

）

温  度（℃）

温度（℃） ０ 20 40 60 80 100

ホウ酸（ ） ３ ５ ９ 15 24 38
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4 もののとけ方について，次の問いに答えなさい。

　⑴　次の文は，水よう液について述べたものです。正しいものを２つ選び，記号で答えなさい。

 （　　　）（　　　）

　　ア　水よう液は，無色である。

　　イ　水よう液は，色のついたものもある。

　　ウ　水よう液は，とうめいである。

　　エ　水よう液は，白くにごっているものもある。

　⑵　図１のように，一方の皿には食塩水，もう一方の皿には水と食塩を

のせ，上皿てんびんをつり合わせました。この状
じょう

態
たい

で，右の皿の食塩

をビーカーの水の中に入れてとかすと，上皿てんびんはどうなります

か。次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　左が下がる。

　　イ　右が下がる。

　　ウ　つり合ったままになっている。

　⑶　300 の水に200 の食塩をとかすと，食塩は全部とけずにとけ残りができました。

図２は，この状態を示したものです。このときのａ～ｃの部分のこさについて，次か

ら正しいものを選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　ａの部分がいちばんこい。

　　イ　ｂの部分がいちばんこい。

　　ウ　ｃの部分がいちばんこい。

　　エ　ａ～ｃのどの部分もこさは同じである。

　⑷　⑶の状態のまま，ビーカーにふたをして，２，３日置いておくと，ａ～ｃの部分のこさはどうなりま

すか。⑶のア～エから選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　⑸　⑷のとき，とけ残った食塩の量はどうなりますか。次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　ふえる。　　　イ　減る。　　　ウ　変わらない。

　⑹　⑶で，とけ残った食塩をとかすには，どうすればよいですか。次から選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　　ア　ビーカーを氷で冷やす。

　　イ　水を加える。

　　ウ　アルコールランプで熱して，水をじょう発させる。

　　エ　かき混ぜる。

　⑺　水よう液をゆっくりじょう発させていくと，とけていたものがいくつかの平面でつくられたきれいな

つぶになって出てきます。このようなつぶを何といいますか。

 （　　　　　）

　⑻　ものをとけるだけとかして，それ以上とかすことができなくなった水よう液を何といいますか。

 （　　　　　）

食
塩
水

食
塩

水

図1

食
塩

ａ
ｂ
ｃ

図2
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1 〈さとうのとけ方〉　右の図のように，さとう

を包んだ和紙を，ビーカーに入れた水の中につ

るしました。数時間後のビーカーの中の変化の

ようすはどうなりますか。正しいものを，次か

ら選びなさい。 （　　　）

　ア　さとうはとけて，水の表面にうかんでいる。

　イ　さとうはとけて，水全体に広がっている。

　ウ　さとうはとけて，ビーカーの底のほうにたまっている。

　エ　さとうはとけないで，和紙の中に入ったままである。

2 〈ホウ酸のとける量〉　次のような３つのビーカーを用意しました。また，下の

表は，水100 にとけるホウ酸の量と水の温度の関係を表しています。これにつ

いて，あとの問いに答えなさい。

　　Ａ…40℃の水100 に，ホウ酸を12 入れた。

　　Ｂ…60℃の水100 に，ホウ酸を６ 入れた。

　　Ｃ…80℃の水100 に，ホウ酸を14 入れた。

　⑴ 　ビーカーＡでは，とけ残

るホウ酸の量は何 ですか。

 （　　　　）

　⑵　ビーカーＢでは，あと何 のホウ酸をとかすことができますか。

 （　　　　）

　⑶ 　ビーカーＣの水の温度を40℃に下げました。結しょうとして出てくるホウ酸

の量は何 ですか。 （　　　　）

3 〈食塩の取り出し方〉　右の図のようなそう置

を使って，食塩水を熱しました。これについて，

次の問いに答えなさい。

　⑴ 　しばらくしてから，ガラス板についた水て

きをなめてみました。どんな味がしますか。

かんたんに答えなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑵ 　⑴から，わかることは何ですか。かんたん

に答えなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑶　食塩水を熱し続けると，食塩水のこさはどうなりますか。 （　　　）

　　ア　こくなる。　　　イ　うすくなる。

　⑷ 　しばらくしてから，ビーカーの底に食塩の白いつぶが残りました。このよう

なつぶを何といいますか。 （　　　　　　）

・さとうのつぶは，
和紙のすき間から
水の中に出てくる。

・40℃では，ホウ酸
は8.9 しかとけ
ない。

・食塩水を熱すると
水だけがじょう発
する。

・じょう発によって
水の量が減ってい
く。

⎡

｜
⎣

さとうを包
んだ和紙

水 

あな きれいに
洗った
ガラス板

食塩水 

　　問題基本

温度（℃） ０ 20 40 60 80 100

とける量（ ） 2.8 4.9 8.9 14.9 23.5 38.0
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　　③ 　取り出せるホウ酸の量……80℃の水100 にホウ酸を12.0 とかして20℃まで冷やす。20℃の水100

にとけるホウ酸の限度量は4.9 だから，取り出せるホウ酸の量は，12.0－4.9＝7.1（ ）となる。

取り出せる量 ＝ とけている量 － その温度にとける限度量

　⑵　食塩水から食塩を取り出す

　　 　食塩は，水の温度が上がってもとける量はそれほど変化しない。そのため，水温を下げてもとけきれ

なくなって出てくる食塩のつぶは多くない。食塩水から食塩のつぶを取り出すには，とかしている水の

量を減らすとよい。

　　① 　水をじょう発させる……食塩水をじょう発皿に入れてアルコールラン

プで熱する。水をじょう発させると，少なくなった水にとけきれなくな

った食塩のつぶが出てくる。じょう発するのは水だけで，食塩はじょう

発しない。

　　② 　取り出せる食塩の量……80℃の水100 に食塩をとけるだけとかすと

38.0 とける。この食塩水から水を半分の50 じょう発させると，とか

した食塩の半分の19.0 の食塩が取り出せる。

5　結しょう
　 　ホウ酸水や食塩水を冷やしたときに出てくるホウ酸

や食塩のつぶは，それぞれ決まった形をしている。こ

れらをホウ酸や食塩の結しょうという。結しょうは，

種類によって形が決まっている。

　・ミョウバンの大きな結しょうをつくる

　　⒈ 　ミョウバンの結しょうを１～２つぶ選び，種
たね

に

する。

　　⒉ 　ミョウバンのほう和水よう液を40℃くらいに冷

やして，①の種を入れてゆっくり冷やす。

　　⒊　数日後に大きな結しょうが育っている。

ろ紙の折り方 ろ過のし方

２つに折る。 4つに折る。円すい形に開く。

ろうとの８分目くらいになる
大きさのろ紙を使う。

少量の水を注ぎ
ろ紙をろうとに
ぴったりつける。

ろ紙が
重なるところにぼうの先をあてる。

ガラスぼう
を伝わらせ
て液を注ぐ。

ろうとの先はビーカーの
かべにつける。

ろ
液

じょう発皿

セラミック
金あみ

アルコール
ランプ

三きゃく

食塩水のじょう発

いろいろなものの結しょう

食塩 ホウ酸  硫酸銅 ミョウバン

ふたをする

発ぽうポリスチレンの箱

わりばし
糸 ミョウバン

のほう和
水よう液

口の小さい
よう器

ミョウバン
の小さな
結しょう
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3	〈アブラナの花〉　右の図は，アブラナ

の花のつくりを調べているところです。

これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　花びらは何まいありますか。

	 （　　　　　）

　⑵	　花粉は，図のＡ〜Ｄのどこでできま

すか。	 （　　　）

　⑶	　アブラナの花のつくりと，同じ花のつくりをしているものを，次から選びな

さい。	 （　　　）

　　ア　ナシ　　イ　サクラ　　ウ　キク　　エ　ダイコン

4	〈エンドウの花〉　右の図は，エンドウの

花のつくりを示しています。これについて，

次の問いに答えなさい。

　⑴　おしべは何本ありますか。

	 （　　　　　　）

　⑵	　やがて実になるところは，図のＡ〜Ｇ

のどこですか。

	 （　　　）

5	〈花のつくり〉　右の表は，花のつくりについてまとめたものです。これについ

て，次の問いに答えなさい。

　⑴	　表の植物名の空らんに，

イネ，サクラ，タンポポ，

アサガオ，エンドウの中

から選び，書き入れなさ

い。

　⑵	　表のアブラナの空らん

に，数字を書き入れなさ

い。

　⑶	　くきが長くのび，つる

やまきひげで長くのびて

育っていくものはどれですか。番号で答えなさい。	 （　　　）と（　　　）

　⑷	　花びらが１まいずつとりはずすことのできないものはどれですか。番号で答

えなさい。	 （　　　）と（　　　）

　⑸　表の④の花のつくりで，からのようなものを何といいますか。

	 （　　　　　　）

・アブラナの花には，
おしべが６本，め
しべが１本ある。

・エンドウの花は，
おしべが１０本あり，
そのうち１本はは
なれていて短い。

・お花とめ花の区別
があるのは，単性
花である。ヘチマ
のお花には，おし
べが５本ある。

・イネの花のおしべ
やめしべは，えい
によって守られて
いる。

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ
ＤＥ

Ｇ（Ｂのもとの部分）

Ｆ
（Ｄのもとの部分）

植物名 がく 花びら おしべ めしべ

①アブラナ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

② ５ ５ 多数 １

③ 毛のよう ５ ５ １

④ なし なし ６ １

⑤ ５ ５ ５ １

⑥ ５ ５ １０ １
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1 〈花のつくり〉　右の図は，花のつくりを

示したものです。これについて，次の問い

に答えなさい

　⑴ 　図の中で，めしべにあたる部分をすべ

て選び，記号で答えなさい。

 （　　　　　　　　　　　）

　⑵ 　図の中で，おしべにあたる部分をすべ

て選び，記号で答えなさい。

 （　　　　　　　　　　　）

　⑶　図のオの中に入っている粉を，何といいますか。 （　　　　　）

　⑷　⑶の粉は，やがて，図のア～エのどの部分につきますか。 （　　　）

　⑸　図のア～エのうち，やがて，実になるところはどこですか。 （　　　）

　⑹　図のア～エのうち，やがて，種子になるところはどこですか。 （　　　）

2 〈ヘチマとカボチャの花〉

　　右の図Ａ，Ｂはカボチャ

の花，Ｃ，Ｄはヘチマの花

のつくりを示したものです。

これについて，次の問いに

答えなさい。

　⑴ 　図のＡ～Ｄのうち，め

花はどれですか。

 （　　　　　　　）

　⑵　図のアは，どんなはたらきをしますか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑶　⑵と同じはたらきをするものは，ア以外には，図のどれですか。

 （　　　）

　⑷　図のイを，何といいますか。 （　　　　　　）

　⑸　⑷と同じはたらきをするものは，イ以外には，図のどれですか。

 （　　　）

　⑹ 　カボチャやヘチマのように，めしべとおしべが別べつの花についているもの

を，そのつくりから，何花といいますか。

 （　　　　　　）

　⑺　⑹のような花のつくりをしているものを，次から選びなさい。

 （　　　）

　　ア　キャベツ　　イ　アサガオ

　　ウ　メロン　　　エ　リンゴ

・おしべは，やくと
花糸からできてい
る。

・おしべがあって，
めしべのない花を
お花という。

・めしべがあって，
おしべのない花を
め花という。

・カボチャやヘチマ
はウリのなかまで
ある。

・めしべは，柱頭，花
柱，子ぼう，はいし
ゅからできている。

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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3	〈アブラナの花〉　右の図は，アブラナ

の花のつくりを調べているところです。

これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　花びらは何まいありますか。

	 （　　　　　）

　⑵	　花粉は，図のＡ〜Ｄのどこでできま

すか。	 （　　　）

　⑶	　アブラナの花のつくりと，同じ花のつくりをしているものを，次から選びな

さい。	 （　　　）

　　ア　ナシ　　イ　サクラ　　ウ　キク　　エ　ダイコン

4	〈エンドウの花〉　右の図は，エンドウの

花のつくりを示しています。これについて，

次の問いに答えなさい。

　⑴　おしべは何本ありますか。

	 （　　　　　　）

　⑵	　やがて実になるところは，図のＡ〜Ｇ

のどこですか。

	 （　　　）

5	〈花のつくり〉　右の表は，花のつくりについてまとめたものです。これについ

て，次の問いに答えなさい。

　⑴	　表の植物名の空らんに，

イネ，サクラ，タンポポ，

アサガオ，エンドウの中

から選び，書き入れなさ

い。

　⑵	　表のアブラナの空らん

に，数字を書き入れなさ

い。

　⑶	　くきが長くのび，つる

やまきひげで長くのびて

育っていくものはどれですか。番号で答えなさい。	 （　　　）と（　　　）

　⑷	　花びらが１まいずつとりはずすことのできないものはどれですか。番号で答

えなさい。	 （　　　）と（　　　）

　⑸　表の④の花のつくりで，からのようなものを何といいますか。

	 （　　　　　　）

・アブラナの花には，
おしべが６本，め
しべが１本ある。

・エンドウの花は，
おしべが１０本あり，
そのうち１本はは
なれていて短い。

・お花とめ花の区別
があるのは，単性
花である。ヘチマ
のお花には，おし
べが５本ある。

・イネの花のおしべ
やめしべは，えい
によって守られて
いる。

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ
ＤＥ

Ｇ（Ｂのもとの部分）

Ｆ
（Ｄのもとの部分）

植物名 がく 花びら おしべ めしべ

①アブラナ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

② ５ ５ 多数 １

③ 毛のよう ５ ５ １

④ なし なし ６ １

⑤ ５ ５ ５ １

⑥ ５ ５ １０ １
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1 〈花のつくり〉　右の図は，花のつくりを
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を，そのつくりから，何花といいますか。
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　　もののとけ方7

1	〈豆電球とかん電池〉　次の文の にあてはまることばや数字，記号を，そ

れぞれ答えなさい。

⑴　豆電球やかん電池などを，電気が流れるように導
どう

線
せん

でつなぐことを す

るという。� （　　　　　）

⑵　⑴をしたとき，電気の通り道を ① といい，電気はかん電池の ② 極か

ら ③ 極へ向かって流れる。　

　①（　　　　　）　②（　　　　　）　③（　　　　　）

⑶　電気の流れのことを ① といい，けん流計で ② や大きさをはかること

ができる。� ①（　　　　　）　②（　　　　　）

⑷　ソケットを使わずに豆電球に明かりをつけることができるのは，下のＡ，Ｂ

のうち， である。� （　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑸　豆電球につながず，かん電池の＋極と－極を導線で直
ちょく

接
せつ

つなぐと， し

て，かん電池がすぐだめになる。� （　　　　　）

2	〈豆電球のつなぎ方と電流〉　右の図を見て，次の問い
に答えなさい。

⑴　図１の豆電球のつなぎ方は，何つなぎといいますか。

� （　　　　　）

⑵　図２の豆電球のつなぎ方は，何つなぎといいますか。

� （　　　　　）

⑶　図１と図２の豆電球１個
こ

の明るさをくらべると，ど

ちらのほうが明るくなっていますか。

� （　　　　　）

⑷　図１と図２で，１個の豆電球が切れると，もう１個

の豆電球も消えてしまうのはどちらですか。

� （　　　　　）

⑸　図１と図２のかん電池をくらべると，どちらのかん

電池がはやく使えなくなりますか。

� （　　　　　）

電
流
の
は
た
ら
き
と
光
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②
�　
回
路
図
…
…
決
め
ら
れ
た
記
号
（
配
線
記
号
）
を
使
っ
て
，
配
線
の

よ
う
す
を
表
し
た
図
を
，
回
路
図
（
配
線
図
）
と
い
う
。

　
　
③
�　
豆
電
球
が
つ
く
配
線
と
，
豆
電
球
が
つ
か
な
い
配
線
…
…
豆
電
球
の

口
金
と
口
金
の
先
の
つ
き
出
た
部
分
が
，
そ
れ
ぞ
れ
か
ん
電
池
の
＋
極

と
−
極
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
，
豆
電
球
は
つ
か
な
い
。

　
　
④
�　
シ
ョ
ー
ト
（
短
ら
く
）
…
…
か
ん
電
池
の
＋
極
と
−
極
を
導
線
で
直

接 せ
つつ
な
ぐ
と
，
た
く
さ
ん
の
電
気
が
一
度
に
流
れ
て
，
か
ん
電
池
が
す

ぐ
使
え
な
く
な
る
。
ま
た
，
は
げ
し
く
熱
を
出
す
の
で
危 き

険 け
んで
あ
る
。

　
　
⑤
�　
電
流
…
…
電
気
の
流
れ
の
こ
と
を
，
電
流
と
い
う
。
回
路
に
流
れ
る
電
流
の
大
き
さ
や
流
れ
る
向
き
は
，
け
ん
流
計

で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
豆
電
球
の
つ
な
ぎ
方

　
⑴
�　
直 ちょく列 れ

つつ
な
ぎ
…
…
右
の
図
の
よ
う
に
，
回
路
が
１
つ
に
な
る
つ

な
ぎ
方
を
，
豆
電
球
の
直
列
つ
な
ぎ
と
い
う
。
２
個
の
豆
電
球
を

直
列
に
つ
な
ぐ
と
，
ど
ち
ら
も
１
個
の
と
き
よ
り
も
暗
く
つ
く
。

こ
れ
は
，
豆
電
球
が
電
気
を
流
し
に
く
い
の
で
，
豆
電
球
の
数
が

ふ
え
る
と
，
回
路
に
流
れ
る
電
流
の
大
き
さ
が
小
さ
く
な
る
か
ら

で
あ
る
。

　
　
�　
直
列
つ
な
ぎ
で
は
，
豆
電
球
が
１
個
で
も
切
れ
る
と
，
回
路
が

と
ぎ
れ
て
し
ま
う
の
で
，
ほ
か
の
豆
電
球
も
消
え
て
し
ま
う
。

　
⑵
�　
へ
い
列
つ
な
ぎ
…
…
右
の
図
の
よ
う
に
，
回
路
が
２
つ
以
上
あ

る
つ
な
ぎ
方
を
，
豆
電
球
の
へ
い
列
つ
な
ぎ
と
い
う
。
２
個
の
豆

電
球
を
へ
い
列
に
つ
な
ぐ
と
，
ど
ち
ら
も
１
個
の
と
き
と
同
じ
明

る
さ
で
つ
く
。
こ
れ
は
，
ど
ち
ら
の
回
路
に
も
同
じ
大
き
さ
の
電

流
が
流
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
，
か
ん
電
池
か
ら
２
つ
の
回
路

に
電
流
が
流
れ
出
す
の
で
，
か
ん
電
池
は
は
や
く
使
え
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。

　
　
�　
へ
い
列
つ
な
ぎ
で
は
，
１
個
の
豆
電
球
が
切
れ
て
も
，
ほ
か
の

豆
電
球
は
同
じ
明
る
さ
の
ま
ま
つ
い
て
い
る
。

豆
電
球

つ
な
が
っ
て
い
る
導
線
つ
な
が
っ
て
い
な
い
導
線

か
ん
電
池

ス
イ
ッ
チ

回
路
図
と
配
線
記
号

＋
極
－
極

前
ペ
ー
ジ
の

回
路
図

豆
電
球
が
つ
く

豆
電
球
が
つ
か
な
い

シ
ョ
ー
ト

直
列
つ
な
ぎ

〈
回
路
図
〉

アイ

へ
い
列
つ
な
ぎ

〈
回
路
図
〉

ア
と
イ
は
同
じ

つ
な
ぎ
方

A

電
流
の
は
た
ら
き
と
光
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1��〈豆電球とかん電池〉　次の文の 　 にあてはまることばや数字を，それぞれ

答えなさい。

　⑴　豆電球は，ガラス球と 　 の部分からできている。� （　　　　　）

　⑵　豆電球の明るく光る部分を 　 という。� （　　　　　）

　⑶　⑵は， 　 という金
きん

属
ぞく

でできていて，電流が流れると強い光を出す。

� （　　　　　）

　⑷　ガラス球の中は，⑵の明るく光る部分がもえないように， 　 にしてある。

� （　　　　　）

　⑸�　マンガン電池は，キャップがしてある真ん中の ① ぼうが＋極
きょく

で，金属の

ブリキ板でつつまれている ② のつつが−極になっている。

� ①（　　　　　），②（　　　　　）

　⑹�　かん電池には，単１・単２・単３などの大きさのものがあるが，電圧はどれ

も 　 Ｖ（ボルト）である。� （　　　　　）

　⑺�　豆電球やかん電池などを，電気が流れるように導
どう

線
せん

でつなぐことを， 　

するという。� （　　　　　）

　⑻�　⑺をしたとき，電気の通り道を ① といい，電気はかん電池の ② 極か

ら ③ 極へ向かって流れる。

� ①（　　　　　），②（　　　　　），③（　　　　　）

　⑼�　豆電球につながず，かん電池の＋極と−極を導線で直接
せつ

つなぐと， 　 して，

かん電池がすぐにだめになる。

� （　　　　　）

2�〈豆電球のつなぎ方と電流〉　右の図を見て，次の問いに

答えなさい。

　⑴　図１の豆電球のつなぎ方は，何つなぎといいますか。

� （　　　　　）

　⑵　図２の豆電球のつなぎ方は，何つなぎといいますか。

� （　　　　　）

　⑶�　図１と図２の豆電球１個
こ

の明るさをくらべると，どち

らのほうが明るくなっていますか。

� （　　　　　）

　⑷�　図１と図２で，１個の豆電球が切れると，もう１個の

豆電球も消えてしまうのはどちらですか。

� （　　　　　）

　⑸�　図１と図２のかん電池をくらべると，どちらのかん電

池がはやく使えなくなりますか。

� （　　　　　）

・電気は，「かん電
池の＋極→……か
ん電池の−極」と
流れる。

・豆電球１個が切れ
ると回路がとぎれ
てしまうもの。

・たくさんの電気が
一度に流れすぎて
しまう。

図1

図2

　　問題基本

・豆電球の中にも電

気の通り道がある。

・たくさんの電気が

一度に流れすぎて

しまう。

・豆電球１個が切れ

てしまうと回路が

とぎれてしまう。
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3	〈アブラナの花〉　右の図は，アブラナ

の花のつくりを調べているところです。

これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　花びらは何まいありますか。

	 （　　　　　）

　⑵	　花粉は，図のＡ〜Ｄのどこでできま

すか。	 （　　　）

　⑶	　アブラナの花のつくりと，同じ花のつくりをしているものを，次から選びな

さい。	 （　　　）

　　ア　ナシ　　イ　サクラ　　ウ　キク　　エ　ダイコン

4	〈エンドウの花〉　右の図は，エンドウの

花のつくりを示しています。これについて，

次の問いに答えなさい。

　⑴　おしべは何本ありますか。

	 （　　　　　　）

　⑵	　やがて実になるところは，図のＡ〜Ｇ

のどこですか。

	 （　　　）

5	〈花のつくり〉　右の表は，花のつくりについてまとめたものです。これについ

て，次の問いに答えなさい。

　⑴	　表の植物名の空らんに，

イネ，サクラ，タンポポ，

アサガオ，エンドウの中

から選び，書き入れなさ

い。

　⑵	　表のアブラナの空らん

に，数字を書き入れなさ

い。

　⑶	　くきが長くのび，つる

やまきひげで長くのびて

育っていくものはどれですか。番号で答えなさい。	 （　　　）と（　　　）

　⑷	　花びらが１まいずつとりはずすことのできないものはどれですか。番号で答

えなさい。	 （　　　）と（　　　）

　⑸　表の④の花のつくりで，からのようなものを何といいますか。

	 （　　　　　　）

・アブラナの花には，
おしべが６本，め
しべが１本ある。

・エンドウの花は，
おしべが１０本あり，
そのうち１本はは
なれていて短い。

・お花とめ花の区別
があるのは，単性
花である。ヘチマ
のお花には，おし
べが５本ある。

・イネの花のおしべ
やめしべは，えい
によって守られて
いる。

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ
ＤＥ

Ｇ（Ｂのもとの部分）

Ｆ
（Ｄのもとの部分）

植物名 がく 花びら おしべ めしべ

①アブラナ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

② ５ ５ 多数 １

③ 毛のよう ５ ５ １

④ なし なし ６ １

⑤ ５ ５ ５ １

⑥ ５ ５ １０ １
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1 〈花のつくり〉　右の図は，花のつくりを

示したものです。これについて，次の問い

に答えなさい

　⑴ 　図の中で，めしべにあたる部分をすべ

て選び，記号で答えなさい。

 （　　　　　　　　　　　）

　⑵ 　図の中で，おしべにあたる部分をすべ

て選び，記号で答えなさい。

 （　　　　　　　　　　　）

　⑶　図のオの中に入っている粉を，何といいますか。 （　　　　　）

　⑷　⑶の粉は，やがて，図のア～エのどの部分につきますか。 （　　　）

　⑸　図のア～エのうち，やがて，実になるところはどこですか。 （　　　）

　⑹　図のア～エのうち，やがて，種子になるところはどこですか。 （　　　）

2 〈ヘチマとカボチャの花〉

　　右の図Ａ，Ｂはカボチャ

の花，Ｃ，Ｄはヘチマの花

のつくりを示したものです。

これについて，次の問いに

答えなさい。

　⑴ 　図のＡ～Ｄのうち，め

花はどれですか。

 （　　　　　　　）

　⑵　図のアは，どんなはたらきをしますか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑶　⑵と同じはたらきをするものは，ア以外には，図のどれですか。

 （　　　）

　⑷　図のイを，何といいますか。 （　　　　　　）

　⑸　⑷と同じはたらきをするものは，イ以外には，図のどれですか。

 （　　　）

　⑹ 　カボチャやヘチマのように，めしべとおしべが別べつの花についているもの

を，そのつくりから，何花といいますか。

 （　　　　　　）

　⑺　⑹のような花のつくりをしているものを，次から選びなさい。

 （　　　）

　　ア　キャベツ　　イ　アサガオ

　　ウ　メロン　　　エ　リンゴ

・おしべは，やくと
花糸からできてい
る。

・おしべがあって，
めしべのない花を
お花という。

・めしべがあって，
おしべのない花を
め花という。

・カボチャやヘチマ
はウリのなかまで
ある。

・めしべは，柱頭，花
柱，子ぼう，はいし
ゅからできている。

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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5 いろいろな温度の100 の水にホウ酸を何 までとかすこ

とができるかを調べたところ，おおよそ右の表のようになり

ました。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　60℃の水100 にホウ酸を12 とかしました。この水よう液には，あと何 のホウ酸をとかすことが

できますか。 （　　　　）

　⑵　80℃の水100 にホウ酸をとけるだけとかしました。水温を20℃まで下げると，とけきれなくなって

出てくるホウ酸の重さは何 ですか。 （　　　　）

　⑶　⑵で，出てきたホウ酸のつぶは，どんな形をしていますか。次から選び，記号で答えなさい。 （　　）

　⑷　20℃の水100 にホウ酸を20 加えました。このホウ酸を全部とかすには，少なくとも何 の同じ温

度の水を加えたらよいですか。 （　　　　　）

　⑸　40℃の水500 には，ホウ酸を何 までとかすことができますか。 （　　　　　）

　⑹　20℃で，ホウ酸をとけるだけとかしてつくったホウ酸水が630 あります。とけているホウ酸の重さ

は何 ですか。ただし，水１ の重さは１ です。 （　　　　　）

6 右のグラフは，固体Ａ，Ｂが水100 にとける限度量と温

度（水温）との関係を表したものです。このグラフについて，

次の問いに答えなさい。ただし，ＡとＢを同じ水に同時にと

かしても，それぞれの水にとける限度量に変わりはありませ

ん。

　⑴　ＡとＢでは，同じ量の水にどちらが多くとけますか。次

から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　水の温度にかかわらず，Ａのほうがよくとける。

　　イ　水の温度にかかわらず，Ｂのほうがよくとける。

　　ウ　水の温度によって，よくとけるほうはちがう。

　⑵　０℃の水100 にＡは何 までとけますか。 （　　　　）

　⑶　80℃の水300 にＢは何 までとけますか。 （　　　　）

　⑷　80℃の水200 にＢをとけるだけとかしました。温度を０℃に下げると，Ｂのつぶは何 出てきますか。

 （　　　　　）

　⑸　20℃の水200 にＡを40 とかしてあります。温度を40℃にすると，さらに何 とかすことができま

すか。 （　　　　　）

　⑹　40℃の水50 に，ＡとＢをそれぞれ20 ずつ入れてよくかき混ぜると，どうなりますか。次から選び，

記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　Ａだけが一部とけずに残る。

　　イ　Ｂだけが一部とけずに残る。

　　ウ　ＡとＢの両方とも一部とけずに残る。

　　エ　ＡとＢの両方とも全部とける。

ア イ ウ エ

180

160

140

120

100

80

60

40

20

00　　　20　　  40　  　60　　  80　　 100

AA

BB

水
100

に
と
け
る
限
度
量（

）

温  度（℃）

温度（℃） ０ 20 40 60 80 100

ホウ酸（ ） ３ ５ ９ 15 24 38

84

4 もののとけ方について，次の問いに答えなさい。

　⑴　次の文は，水よう液について述べたものです。正しいものを２つ選び，記号で答えなさい。

 （　　　）（　　　）

　　ア　水よう液は，無色である。

　　イ　水よう液は，色のついたものもある。

　　ウ　水よう液は，とうめいである。

　　エ　水よう液は，白くにごっているものもある。

　⑵　図１のように，一方の皿には食塩水，もう一方の皿には水と食塩を

のせ，上皿てんびんをつり合わせました。この状
じょう

態
たい

で，右の皿の食塩

をビーカーの水の中に入れてとかすと，上皿てんびんはどうなります

か。次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　左が下がる。

　　イ　右が下がる。

　　ウ　つり合ったままになっている。

　⑶　300 の水に200 の食塩をとかすと，食塩は全部とけずにとけ残りができました。

図２は，この状態を示したものです。このときのａ～ｃの部分のこさについて，次か

ら正しいものを選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　ａの部分がいちばんこい。

　　イ　ｂの部分がいちばんこい。

　　ウ　ｃの部分がいちばんこい。

　　エ　ａ～ｃのどの部分もこさは同じである。

　⑷　⑶の状態のまま，ビーカーにふたをして，２，３日置いておくと，ａ～ｃの部分のこさはどうなりま

すか。⑶のア～エから選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　⑸　⑷のとき，とけ残った食塩の量はどうなりますか。次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　ふえる。　　　イ　減る。　　　ウ　変わらない。

　⑹　⑶で，とけ残った食塩をとかすには，どうすればよいですか。次から選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　　ア　ビーカーを氷で冷やす。

　　イ　水を加える。

　　ウ　アルコールランプで熱して，水をじょう発させる。

　　エ　かき混ぜる。

　⑺　水よう液をゆっくりじょう発させていくと，とけていたものがいくつかの平面でつくられたきれいな

つぶになって出てきます。このようなつぶを何といいますか。

 （　　　　　）

　⑻　ものをとけるだけとかして，それ以上とかすことができなくなった水よう液を何といいますか。

 （　　　　　）

食
塩
水

食
塩

水

図1

食
塩

ａ
ｂ
ｃ

図2
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5 いろいろな温度の100 の水にホウ酸を何 までとかすこ

とができるかを調べたところ，おおよそ右の表のようになり

ました。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　60℃の水100 にホウ酸を12 とかしました。この水よう液には，あと何 のホウ酸をとかすことが

できますか。 （　　　　）

　⑵　80℃の水100 にホウ酸をとけるだけとかしました。水温を20℃まで下げると，とけきれなくなって

出てくるホウ酸の重さは何 ですか。 （　　　　）

　⑶　⑵で，出てきたホウ酸のつぶは，どんな形をしていますか。次から選び，記号で答えなさい。 （　　）

　⑷　20℃の水100 にホウ酸を20 加えました。このホウ酸を全部とかすには，少なくとも何 の同じ温

度の水を加えたらよいですか。 （　　　　　）

　⑸　40℃の水500 には，ホウ酸を何 までとかすことができますか。 （　　　　　）

　⑹　20℃で，ホウ酸をとけるだけとかしてつくったホウ酸水が630 あります。とけているホウ酸の重さ

は何 ですか。ただし，水１ の重さは１ です。 （　　　　　）

6 右のグラフは，固体Ａ，Ｂが水100 にとける限度量と温

度（水温）との関係を表したものです。このグラフについて，

次の問いに答えなさい。ただし，ＡとＢを同じ水に同時にと

かしても，それぞれの水にとける限度量に変わりはありませ

ん。

　⑴　ＡとＢでは，同じ量の水にどちらが多くとけますか。次

から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　水の温度にかかわらず，Ａのほうがよくとける。

　　イ　水の温度にかかわらず，Ｂのほうがよくとける。

　　ウ　水の温度によって，よくとけるほうはちがう。

　⑵　０℃の水100 にＡは何 までとけますか。 （　　　　）

　⑶　80℃の水300 にＢは何 までとけますか。 （　　　　）

　⑷　80℃の水200 にＢをとけるだけとかしました。温度を０℃に下げると，Ｂのつぶは何 出てきますか。

 （　　　　　）

　⑸　20℃の水200 にＡを40 とかしてあります。温度を40℃にすると，さらに何 とかすことができま

すか。 （　　　　　）

　⑹　40℃の水50 に，ＡとＢをそれぞれ20 ずつ入れてよくかき混ぜると，どうなりますか。次から選び，

記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　Ａだけが一部とけずに残る。

　　イ　Ｂだけが一部とけずに残る。

　　ウ　ＡとＢの両方とも一部とけずに残る。

　　エ　ＡとＢの両方とも全部とける。
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ホウ酸（ ） ３ ５ ９ 15 24 38
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4 もののとけ方について，次の問いに答えなさい。

　⑴　次の文は，水よう液について述べたものです。正しいものを２つ選び，記号で答えなさい。

 （　　　）（　　　）

　　ア　水よう液は，無色である。

　　イ　水よう液は，色のついたものもある。

　　ウ　水よう液は，とうめいである。

　　エ　水よう液は，白くにごっているものもある。

　⑵　図１のように，一方の皿には食塩水，もう一方の皿には水と食塩を

のせ，上皿てんびんをつり合わせました。この状
じょう

態
たい

で，右の皿の食塩

をビーカーの水の中に入れてとかすと，上皿てんびんはどうなります

か。次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　左が下がる。

　　イ　右が下がる。

　　ウ　つり合ったままになっている。

　⑶　300 の水に200 の食塩をとかすと，食塩は全部とけずにとけ残りができました。

図２は，この状態を示したものです。このときのａ～ｃの部分のこさについて，次か

ら正しいものを選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　ａの部分がいちばんこい。

　　イ　ｂの部分がいちばんこい。

　　ウ　ｃの部分がいちばんこい。

　　エ　ａ～ｃのどの部分もこさは同じである。

　⑷　⑶の状態のまま，ビーカーにふたをして，２，３日置いておくと，ａ～ｃの部分のこさはどうなりま

すか。⑶のア～エから選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　⑸　⑷のとき，とけ残った食塩の量はどうなりますか。次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　ふえる。　　　イ　減る。　　　ウ　変わらない。

　⑹　⑶で，とけ残った食塩をとかすには，どうすればよいですか。次から選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　　ア　ビーカーを氷で冷やす。

　　イ　水を加える。

　　ウ　アルコールランプで熱して，水をじょう発させる。

　　エ　かき混ぜる。

　⑺　水よう液をゆっくりじょう発させていくと，とけていたものがいくつかの平面でつくられたきれいな

つぶになって出てきます。このようなつぶを何といいますか。

 （　　　　　）

　⑻　ものをとけるだけとかして，それ以上とかすことができなくなった水よう液を何といいますか。

 （　　　　　）
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3	〈アブラナの花〉　右の図は，アブラナ

の花のつくりを調べているところです。

これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　花びらは何まいありますか。

	 （　　　　　）

　⑵	　花粉は，図のＡ〜Ｄのどこでできま

すか。	 （　　　）

　⑶	　アブラナの花のつくりと，同じ花のつくりをしているものを，次から選びな

さい。	 （　　　）

　　ア　ナシ　　イ　サクラ　　ウ　キク　　エ　ダイコン

4	〈エンドウの花〉　右の図は，エンドウの

花のつくりを示しています。これについて，

次の問いに答えなさい。

　⑴　おしべは何本ありますか。

	 （　　　　　　）

　⑵	　やがて実になるところは，図のＡ〜Ｇ

のどこですか。

	 （　　　）

5	〈花のつくり〉　右の表は，花のつくりについてまとめたものです。これについ

て，次の問いに答えなさい。

　⑴	　表の植物名の空らんに，

イネ，サクラ，タンポポ，

アサガオ，エンドウの中

から選び，書き入れなさ

い。

　⑵	　表のアブラナの空らん

に，数字を書き入れなさ

い。

　⑶	　くきが長くのび，つる

やまきひげで長くのびて

育っていくものはどれですか。番号で答えなさい。	 （　　　）と（　　　）

　⑷	　花びらが１まいずつとりはずすことのできないものはどれですか。番号で答

えなさい。	 （　　　）と（　　　）

　⑸　表の④の花のつくりで，からのようなものを何といいますか。

	 （　　　　　　）

・アブラナの花には，
おしべが６本，め
しべが１本ある。

・エンドウの花は，
おしべが１０本あり，
そのうち１本はは
なれていて短い。

・お花とめ花の区別
があるのは，単性
花である。ヘチマ
のお花には，おし
べが５本ある。

・イネの花のおしべ
やめしべは，えい
によって守られて
いる。

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ
ＤＥ

Ｇ（Ｂのもとの部分）

Ｆ
（Ｄのもとの部分）

植物名 がく 花びら おしべ めしべ

①アブラナ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

② ５ ５ 多数 １

③ 毛のよう ５ ５ １

④ なし なし ６ １

⑤ ５ ５ ５ １

⑥ ５ ５ １０ １
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1 〈花のつくり〉　右の図は，花のつくりを

示したものです。これについて，次の問い

に答えなさい

　⑴ 　図の中で，めしべにあたる部分をすべ

て選び，記号で答えなさい。

 （　　　　　　　　　　　）

　⑵ 　図の中で，おしべにあたる部分をすべ

て選び，記号で答えなさい。

 （　　　　　　　　　　　）

　⑶　図のオの中に入っている粉を，何といいますか。 （　　　　　）

　⑷　⑶の粉は，やがて，図のア～エのどの部分につきますか。 （　　　）

　⑸　図のア～エのうち，やがて，実になるところはどこですか。 （　　　）

　⑹　図のア～エのうち，やがて，種子になるところはどこですか。 （　　　）

2 〈ヘチマとカボチャの花〉

　　右の図Ａ，Ｂはカボチャ

の花，Ｃ，Ｄはヘチマの花

のつくりを示したものです。

これについて，次の問いに

答えなさい。

　⑴ 　図のＡ～Ｄのうち，め

花はどれですか。

 （　　　　　　　）

　⑵　図のアは，どんなはたらきをしますか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑶　⑵と同じはたらきをするものは，ア以外には，図のどれですか。

 （　　　）

　⑷　図のイを，何といいますか。 （　　　　　　）

　⑸　⑷と同じはたらきをするものは，イ以外には，図のどれですか。

 （　　　）

　⑹ 　カボチャやヘチマのように，めしべとおしべが別べつの花についているもの

を，そのつくりから，何花といいますか。

 （　　　　　　）

　⑺　⑹のような花のつくりをしているものを，次から選びなさい。

 （　　　）

　　ア　キャベツ　　イ　アサガオ

　　ウ　メロン　　　エ　リンゴ

・おしべは，やくと
花糸からできてい
る。

・おしべがあって，
めしべのない花を
お花という。

・めしべがあって，
おしべのない花を
め花という。

・カボチャやヘチマ
はウリのなかまで
ある。

・めしべは，柱頭，花
柱，子ぼう，はいし
ゅからできている。
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5 いろいろな温度の100 の水にホウ酸を何 までとかすこ

とができるかを調べたところ，おおよそ右の表のようになり

ました。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　60℃の水100 にホウ酸を12 とかしました。この水よう液には，あと何 のホウ酸をとかすことが

できますか。 （　　　　）

　⑵　80℃の水100 にホウ酸をとけるだけとかしました。水温を20℃まで下げると，とけきれなくなって

出てくるホウ酸の重さは何 ですか。 （　　　　）

　⑶　⑵で，出てきたホウ酸のつぶは，どんな形をしていますか。次から選び，記号で答えなさい。 （　　）

　⑷　20℃の水100 にホウ酸を20 加えました。このホウ酸を全部とかすには，少なくとも何 の同じ温

度の水を加えたらよいですか。 （　　　　　）

　⑸　40℃の水500 には，ホウ酸を何 までとかすことができますか。 （　　　　　）

　⑹　20℃で，ホウ酸をとけるだけとかしてつくったホウ酸水が630 あります。とけているホウ酸の重さ

は何 ですか。ただし，水１ の重さは１ です。 （　　　　　）

6 右のグラフは，固体Ａ，Ｂが水100 にとける限度量と温

度（水温）との関係を表したものです。このグラフについて，

次の問いに答えなさい。ただし，ＡとＢを同じ水に同時にと

かしても，それぞれの水にとける限度量に変わりはありませ

ん。

　⑴　ＡとＢでは，同じ量の水にどちらが多くとけますか。次

から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　水の温度にかかわらず，Ａのほうがよくとける。

　　イ　水の温度にかかわらず，Ｂのほうがよくとける。

　　ウ　水の温度によって，よくとけるほうはちがう。

　⑵　０℃の水100 にＡは何 までとけますか。 （　　　　）

　⑶　80℃の水300 にＢは何 までとけますか。 （　　　　）

　⑷　80℃の水200 にＢをとけるだけとかしました。温度を０℃に下げると，Ｂのつぶは何 出てきますか。

 （　　　　　）

　⑸　20℃の水200 にＡを40 とかしてあります。温度を40℃にすると，さらに何 とかすことができま

すか。 （　　　　　）

　⑹　40℃の水50 に，ＡとＢをそれぞれ20 ずつ入れてよくかき混ぜると，どうなりますか。次から選び，

記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　Ａだけが一部とけずに残る。

　　イ　Ｂだけが一部とけずに残る。

　　ウ　ＡとＢの両方とも一部とけずに残る。

　　エ　ＡとＢの両方とも全部とける。
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4 もののとけ方について，次の問いに答えなさい。

　⑴　次の文は，水よう液について述べたものです。正しいものを２つ選び，記号で答えなさい。

 （　　　）（　　　）

　　ア　水よう液は，無色である。

　　イ　水よう液は，色のついたものもある。

　　ウ　水よう液は，とうめいである。

　　エ　水よう液は，白くにごっているものもある。

　⑵　図１のように，一方の皿には食塩水，もう一方の皿には水と食塩を

のせ，上皿てんびんをつり合わせました。この状
じょう

態
たい

で，右の皿の食塩

をビーカーの水の中に入れてとかすと，上皿てんびんはどうなります

か。次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　左が下がる。

　　イ　右が下がる。

　　ウ　つり合ったままになっている。

　⑶　300 の水に200 の食塩をとかすと，食塩は全部とけずにとけ残りができました。

図２は，この状態を示したものです。このときのａ～ｃの部分のこさについて，次か

ら正しいものを選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　ａの部分がいちばんこい。

　　イ　ｂの部分がいちばんこい。

　　ウ　ｃの部分がいちばんこい。

　　エ　ａ～ｃのどの部分もこさは同じである。

　⑷　⑶の状態のまま，ビーカーにふたをして，２，３日置いておくと，ａ～ｃの部分のこさはどうなりま

すか。⑶のア～エから選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　⑸　⑷のとき，とけ残った食塩の量はどうなりますか。次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　ふえる。　　　イ　減る。　　　ウ　変わらない。

　⑹　⑶で，とけ残った食塩をとかすには，どうすればよいですか。次から選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　　ア　ビーカーを氷で冷やす。

　　イ　水を加える。

　　ウ　アルコールランプで熱して，水をじょう発させる。

　　エ　かき混ぜる。

　⑺　水よう液をゆっくりじょう発させていくと，とけていたものがいくつかの平面でつくられたきれいな

つぶになって出てきます。このようなつぶを何といいますか。

 （　　　　　）

　⑻　ものをとけるだけとかして，それ以上とかすことができなくなった水よう液を何といいますか。

 （　　　　　）
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3	〈アブラナの花〉　右の図は，アブラナ

の花のつくりを調べているところです。

これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　花びらは何まいありますか。

	 （　　　　　）

　⑵	　花粉は，図のＡ〜Ｄのどこでできま

すか。	 （　　　）

　⑶	　アブラナの花のつくりと，同じ花のつくりをしているものを，次から選びな

さい。	 （　　　）

　　ア　ナシ　　イ　サクラ　　ウ　キク　　エ　ダイコン

4	〈エンドウの花〉　右の図は，エンドウの

花のつくりを示しています。これについて，

次の問いに答えなさい。

　⑴　おしべは何本ありますか。

	 （　　　　　　）

　⑵	　やがて実になるところは，図のＡ〜Ｇ

のどこですか。

	 （　　　）

5	〈花のつくり〉　右の表は，花のつくりについてまとめたものです。これについ

て，次の問いに答えなさい。

　⑴	　表の植物名の空らんに，

イネ，サクラ，タンポポ，

アサガオ，エンドウの中

から選び，書き入れなさ

い。

　⑵	　表のアブラナの空らん

に，数字を書き入れなさ

い。

　⑶	　くきが長くのび，つる

やまきひげで長くのびて

育っていくものはどれですか。番号で答えなさい。	 （　　　）と（　　　）

　⑷	　花びらが１まいずつとりはずすことのできないものはどれですか。番号で答

えなさい。	 （　　　）と（　　　）

　⑸　表の④の花のつくりで，からのようなものを何といいますか。

	 （　　　　　　）

・アブラナの花には，
おしべが６本，め
しべが１本ある。

・エンドウの花は，
おしべが１０本あり，
そのうち１本はは
なれていて短い。

・お花とめ花の区別
があるのは，単性
花である。ヘチマ
のお花には，おし
べが５本ある。

・イネの花のおしべ
やめしべは，えい
によって守られて
いる。

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ
ＤＥ

Ｇ（Ｂのもとの部分）

Ｆ
（Ｄのもとの部分）

植物名 がく 花びら おしべ めしべ

①アブラナ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

② ５ ５ 多数 １

③ 毛のよう ５ ５ １

④ なし なし ６ １

⑤ ５ ５ ５ １

⑥ ５ ５ １０ １

56

1 〈花のつくり〉　右の図は，花のつくりを

示したものです。これについて，次の問い

に答えなさい

　⑴ 　図の中で，めしべにあたる部分をすべ

て選び，記号で答えなさい。

 （　　　　　　　　　　　）

　⑵ 　図の中で，おしべにあたる部分をすべ

て選び，記号で答えなさい。

 （　　　　　　　　　　　）

　⑶　図のオの中に入っている粉を，何といいますか。 （　　　　　）

　⑷　⑶の粉は，やがて，図のア～エのどの部分につきますか。 （　　　）

　⑸　図のア～エのうち，やがて，実になるところはどこですか。 （　　　）

　⑹　図のア～エのうち，やがて，種子になるところはどこですか。 （　　　）

2 〈ヘチマとカボチャの花〉

　　右の図Ａ，Ｂはカボチャ

の花，Ｃ，Ｄはヘチマの花

のつくりを示したものです。

これについて，次の問いに

答えなさい。

　⑴ 　図のＡ～Ｄのうち，め

花はどれですか。

 （　　　　　　　）

　⑵　図のアは，どんなはたらきをしますか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑶　⑵と同じはたらきをするものは，ア以外には，図のどれですか。

 （　　　）

　⑷　図のイを，何といいますか。 （　　　　　　）

　⑸　⑷と同じはたらきをするものは，イ以外には，図のどれですか。

 （　　　）

　⑹ 　カボチャやヘチマのように，めしべとおしべが別べつの花についているもの

を，そのつくりから，何花といいますか。

 （　　　　　　）

　⑺　⑹のような花のつくりをしているものを，次から選びなさい。

 （　　　）

　　ア　キャベツ　　イ　アサガオ

　　ウ　メロン　　　エ　リンゴ

・おしべは，やくと
花糸からできてい
る。

・おしべがあって，
めしべのない花を
お花という。

・めしべがあって，
おしべのない花を
め花という。

・カボチャやヘチマ
はウリのなかまで
ある。

・めしべは，柱頭，花
柱，子ぼう，はいし
ゅからできている。
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5 いろいろな温度の100 の水にホウ酸を何 までとかすこ

とができるかを調べたところ，おおよそ右の表のようになり

ました。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　60℃の水100 にホウ酸を12 とかしました。この水よう液には，あと何 のホウ酸をとかすことが

できますか。 （　　　　）

　⑵　80℃の水100 にホウ酸をとけるだけとかしました。水温を20℃まで下げると，とけきれなくなって

出てくるホウ酸の重さは何 ですか。 （　　　　）

　⑶　⑵で，出てきたホウ酸のつぶは，どんな形をしていますか。次から選び，記号で答えなさい。 （　　）

　⑷　20℃の水100 にホウ酸を20 加えました。このホウ酸を全部とかすには，少なくとも何 の同じ温

度の水を加えたらよいですか。 （　　　　　）

　⑸　40℃の水500 には，ホウ酸を何 までとかすことができますか。 （　　　　　）

　⑹　20℃で，ホウ酸をとけるだけとかしてつくったホウ酸水が630 あります。とけているホウ酸の重さ

は何 ですか。ただし，水１ の重さは１ です。 （　　　　　）

6 右のグラフは，固体Ａ，Ｂが水100 にとける限度量と温

度（水温）との関係を表したものです。このグラフについて，

次の問いに答えなさい。ただし，ＡとＢを同じ水に同時にと

かしても，それぞれの水にとける限度量に変わりはありませ

ん。

　⑴　ＡとＢでは，同じ量の水にどちらが多くとけますか。次

から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　水の温度にかかわらず，Ａのほうがよくとける。

　　イ　水の温度にかかわらず，Ｂのほうがよくとける。

　　ウ　水の温度によって，よくとけるほうはちがう。

　⑵　０℃の水100 にＡは何 までとけますか。 （　　　　）

　⑶　80℃の水300 にＢは何 までとけますか。 （　　　　）

　⑷　80℃の水200 にＢをとけるだけとかしました。温度を０℃に下げると，Ｂのつぶは何 出てきますか。

 （　　　　　）

　⑸　20℃の水200 にＡを40 とかしてあります。温度を40℃にすると，さらに何 とかすことができま

すか。 （　　　　　）

　⑹　40℃の水50 に，ＡとＢをそれぞれ20 ずつ入れてよくかき混ぜると，どうなりますか。次から選び，

記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　Ａだけが一部とけずに残る。

　　イ　Ｂだけが一部とけずに残る。

　　ウ　ＡとＢの両方とも一部とけずに残る。

　　エ　ＡとＢの両方とも全部とける。
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4 もののとけ方について，次の問いに答えなさい。

　⑴　次の文は，水よう液について述べたものです。正しいものを２つ選び，記号で答えなさい。

 （　　　）（　　　）

　　ア　水よう液は，無色である。

　　イ　水よう液は，色のついたものもある。

　　ウ　水よう液は，とうめいである。

　　エ　水よう液は，白くにごっているものもある。

　⑵　図１のように，一方の皿には食塩水，もう一方の皿には水と食塩を

のせ，上皿てんびんをつり合わせました。この状
じょう

態
たい

で，右の皿の食塩

をビーカーの水の中に入れてとかすと，上皿てんびんはどうなります

か。次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　左が下がる。

　　イ　右が下がる。

　　ウ　つり合ったままになっている。

　⑶　300 の水に200 の食塩をとかすと，食塩は全部とけずにとけ残りができました。

図２は，この状態を示したものです。このときのａ～ｃの部分のこさについて，次か

ら正しいものを選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　ａの部分がいちばんこい。

　　イ　ｂの部分がいちばんこい。

　　ウ　ｃの部分がいちばんこい。

　　エ　ａ～ｃのどの部分もこさは同じである。

　⑷　⑶の状態のまま，ビーカーにふたをして，２，３日置いておくと，ａ～ｃの部分のこさはどうなりま

すか。⑶のア～エから選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　⑸　⑷のとき，とけ残った食塩の量はどうなりますか。次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　ふえる。　　　イ　減る。　　　ウ　変わらない。

　⑹　⑶で，とけ残った食塩をとかすには，どうすればよいですか。次から選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　　ア　ビーカーを氷で冷やす。

　　イ　水を加える。

　　ウ　アルコールランプで熱して，水をじょう発させる。

　　エ　かき混ぜる。

　⑺　水よう液をゆっくりじょう発させていくと，とけていたものがいくつかの平面でつくられたきれいな

つぶになって出てきます。このようなつぶを何といいますか。

 （　　　　　）

　⑻　ものをとけるだけとかして，それ以上とかすことができなくなった水よう液を何といいますか。

 （　　　　　）

食
塩
水

食
塩

水

図1

食
塩

ａ
ｂ
ｃ

図2

練習問題

172

練　習　問　題

MJ小学理科まとめ_上巻_本体_初校.indd			172 2021/02/15			9:09

花と実　59

9	 右の図は，アサガオの花を示しています。これについて，次の問いに答えなさ

い。

　⑴　おしべは何本ありますか。

	 （　　　　　　）

　⑵　アサガオのように，花のもとのほうがつつのようになってくっついている花

を何といいますか。

	 （　　　　　　　　　　）

10	 次の図１は，植物を花のつくりの特ちょうによって分類したものです。また，下の 　 は，植物群
ぐん

をまとめたものです。これについて，あとの問いに答えなさい。

　ａ　コムギ，イネ　　ｂ　カボチャ，ヘチマ　　ｃ　ウメ，サクラ　　ｄ　ダイコン，アブラナ

　ｅ　マツ，スギ　　　ｆ　タンポポ，ノゲシ

　⑴　図１の①にあてはまる植物群を， 　 のａ〜ｆから選びなさい。	 （　　　）

　⑵　図１の②，④で「花びらとがくがない」以外の共通点を，次から選びなさい。	 （　　　）

　　ア　発芽するとき，子葉が１まいである。

　　イ　みつせんがある。

　　ウ　子ぼうがある。

　　エ　はいしゅがある。

　⑶　図２は，図１の③にあてはまる花を示しています。図２のＡの

部分は何ですか。次から選びなさい。	 （　　　）

　　ア　１まいの花びら

　　イ　何まいかの花びらがくっついたもの

　　ウ　１つの花

　　エ　がく

　⑷　図２の花と，同じつくりをもつものを， 　 のａ〜ｆから選

びなさい。	 （　　　）

図１ め花とお花の
区別がある

花びらやがくがある……（ 　①　 ）

花びらとがくがない……（ 　②　 ）
花びらやがくがある

花びらとがくがなく，えいがある……（ 　④　 ）

花びらは全体がくっついてろうと
じょう

状

花びらは５まいではなればなれ

花びらは４まいではなればなれ

１つの花がたくさん集まっている……（ 　③　 ）

１つの花にめ
しべとおしべ
がある

Ａ
図２
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6 右の図１，２は，ある花のつくりをスケッチした

ものです。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　花粉は，図１のア～オのどの部分でつくられま

すか。

 （　　　）

　⑵　図２のつくりは，図１のア～オのどの部分が変

わったものですか。

 （　　　）

　⑶　種子ができるために，花のはたらきで最も大切なはたらきは何ですか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

7 右の図は，タンポポの花のつくりを観察してかいたものです。

これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　おしべは，図のＡ～Ｅのどれですか。 （　　　）

　⑵　タンポポの花のつくりについて，正しく説明したものを，次

から選びなさい。 （　　　）

　　ア　タンポポは，小さな多数の花が集まってできている。

　　イ　10本のおしべがある。

　　ウ　がくはない。

　　エ　花びらは１まいである。

　⑶　次のア～オから，花のつくりがタンポポと同じようなものを，

２つ選びなさい。 （　　　）（　　　）

　　ア　ヒマワリ　　イ　サクラ　　ウ　コスモス　　エ　ツツジ　　オ　アジサイ

8 次の図１はトウモロコシのお花とめ花，図２はマツのお花とめ花を示しています。これについて，あと

の問いに答えなさい。

　⑴　図１，２で，お花はそれぞれどれですか。次から選びなさい。 （　　　）

　　ア　ＡとＣ　　イ　ＡとＤ

　　ウ　ＢとＣ　　エ　ＢとＤ

　⑵　図のＡ～Ｄのうち，子ぼうをもっているのはどれですか。 （　　　）
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9	 右の図は，アサガオの花を示しています。これについて，次の問いに答えなさ
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ぐん
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　　イ　みつせんがある。

　　ウ　子ぼうがある。

　　エ　はいしゅがある。
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　⑵　タンポポの花のつくりについて，正しく説明したものを，次

から選びなさい。 （　　　）

　　ア　タンポポは，小さな多数の花が集まってできている。

　　イ　10本のおしべがある。
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　　エ　花びらは１まいである。

　⑶　次のア～オから，花のつくりがタンポポと同じようなものを，

２つ選びなさい。 （　　　）（　　　）
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8 次の図１はトウモロコシのお花とめ花，図２はマツのお花とめ花を示しています。これについて，あと

の問いに答えなさい。

　⑴　図１，２で，お花はそれぞれどれですか。次から選びなさい。 （　　　）

　　ア　ＡとＣ　　イ　ＡとＤ
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5 いろいろな温度の100 の水にホウ酸を何 までとかすこ

とができるかを調べたところ，おおよそ右の表のようになり

ました。これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴　60℃の水100 にホウ酸を12 とかしました。この水よう液には，あと何 のホウ酸をとかすことが

できますか。 （　　　　）

　⑵　80℃の水100 にホウ酸をとけるだけとかしました。水温を20℃まで下げると，とけきれなくなって

出てくるホウ酸の重さは何 ですか。 （　　　　）

　⑶　⑵で，出てきたホウ酸のつぶは，どんな形をしていますか。次から選び，記号で答えなさい。 （　　）

　⑷　20℃の水100 にホウ酸を20 加えました。このホウ酸を全部とかすには，少なくとも何 の同じ温

度の水を加えたらよいですか。 （　　　　　）

　⑸　40℃の水500 には，ホウ酸を何 までとかすことができますか。 （　　　　　）

　⑹　20℃で，ホウ酸をとけるだけとかしてつくったホウ酸水が630 あります。とけているホウ酸の重さ

は何 ですか。ただし，水１ の重さは１ です。 （　　　　　）

6 右のグラフは，固体Ａ，Ｂが水100 にとける限度量と温

度（水温）との関係を表したものです。このグラフについて，

次の問いに答えなさい。ただし，ＡとＢを同じ水に同時にと

かしても，それぞれの水にとける限度量に変わりはありませ

ん。

　⑴　ＡとＢでは，同じ量の水にどちらが多くとけますか。次

から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　水の温度にかかわらず，Ａのほうがよくとける。

　　イ　水の温度にかかわらず，Ｂのほうがよくとける。

　　ウ　水の温度によって，よくとけるほうはちがう。

　⑵　０℃の水100 にＡは何 までとけますか。 （　　　　）

　⑶　80℃の水300 にＢは何 までとけますか。 （　　　　）

　⑷　80℃の水200 にＢをとけるだけとかしました。温度を０℃に下げると，Ｂのつぶは何 出てきますか。

 （　　　　　）

　⑸　20℃の水200 にＡを40 とかしてあります。温度を40℃にすると，さらに何 とかすことができま

すか。 （　　　　　）

　⑹　40℃の水50 に，ＡとＢをそれぞれ20 ずつ入れてよくかき混ぜると，どうなりますか。次から選び，

記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　Ａだけが一部とけずに残る。

　　イ　Ｂだけが一部とけずに残る。

　　ウ　ＡとＢの両方とも一部とけずに残る。

　　エ　ＡとＢの両方とも全部とける。
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4 もののとけ方について，次の問いに答えなさい。

　⑴　次の文は，水よう液について述べたものです。正しいものを２つ選び，記号で答えなさい。

 （　　　）（　　　）

　　ア　水よう液は，無色である。

　　イ　水よう液は，色のついたものもある。

　　ウ　水よう液は，とうめいである。

　　エ　水よう液は，白くにごっているものもある。

　⑵　図１のように，一方の皿には食塩水，もう一方の皿には水と食塩を

のせ，上皿てんびんをつり合わせました。この状
じょう

態
たい

で，右の皿の食塩

をビーカーの水の中に入れてとかすと，上皿てんびんはどうなります

か。次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　左が下がる。

　　イ　右が下がる。

　　ウ　つり合ったままになっている。

　⑶　300 の水に200 の食塩をとかすと，食塩は全部とけずにとけ残りができました。

図２は，この状態を示したものです。このときのａ～ｃの部分のこさについて，次か

ら正しいものを選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　ａの部分がいちばんこい。

　　イ　ｂの部分がいちばんこい。

　　ウ　ｃの部分がいちばんこい。

　　エ　ａ～ｃのどの部分もこさは同じである。

　⑷　⑶の状態のまま，ビーカーにふたをして，２，３日置いておくと，ａ～ｃの部分のこさはどうなりま

すか。⑶のア～エから選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　⑸　⑷のとき，とけ残った食塩の量はどうなりますか。次から選び，記号で答えなさい。 （　　　）

　　ア　ふえる。　　　イ　減る。　　　ウ　変わらない。

　⑹　⑶で，とけ残った食塩をとかすには，どうすればよいですか。次から選び，記号で答えなさい。

 （　　　）

　　ア　ビーカーを氷で冷やす。

　　イ　水を加える。

　　ウ　アルコールランプで熱して，水をじょう発させる。

　　エ　かき混ぜる。

　⑺　水よう液をゆっくりじょう発させていくと，とけていたものがいくつかの平面でつくられたきれいな

つぶになって出てきます。このようなつぶを何といいますか。

 （　　　　　）

　⑻　ものをとけるだけとかして，それ以上とかすことができなくなった水よう液を何といいますか。

 （　　　　　）
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ステップアップシート　理科５
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・へい列につないだ

かん電池のうち，

1個をはずすと，

かん電池1個がは

たらく。

・かん電池の＋極と

－極の向きをかえ

ると，電流の向き

が反対になる。

・電気がおおく流れ

るほど，モーター

ははやくまわる。

3	〈かん電池のつなぎ方と電流〉　次の図をみて，あとの問いに答えなさい。

　

⑴　ＢとＣのかん電池のつなぎ方を，それぞれ何といいますか。

� Ｂ（　　　　　）　Ｃ（　　　　　）

⑵　Ａ～Ｃのうち，豆電球がいちばん明るくつくのはどれですか。

� （　　　　　）

⑶　Ｂで，かん電池を１個はずすと，豆電球はどうなりますか。次から選びなさ

い。� （　　　　　）

　ア　消えてしまう　　　イ　同じ明るさでついている　　
　ウ　明るくなる
⑷　Ｃのつなぎ方を変えないで，かん電池を１個ふやすと，豆電球の明るさはど

うなりますか。次から選びなさい。� （　　　　　）

　ア　暗くなる　　　　　イ　同じ明るさである　　　ウ　明るくなる

4	〈電流の向きとモーター〉　次の図のように，プロペラをつけたモーター，けん
流計，かん電池をつなぐと，プロペラは→の向きに回り，けん流計のはりは右に

ふれました。次の問いに答えなさい。

⑴　図とかん電池の＋極と－極の向きをかえる

と，プロペラの回る向きは，図と同じ向きで

すか，逆向きですか。

� （　　　　　　）

⑵　⑴のとき，検流計のふれる向きは，右と左

のどちらですか。� （　　　　　　）

5	〈電流の強さとモーター〉　次の図のよう
に，プロペラをつけたモーターに，かん電池

をつないで，モーターをまわしました。次の

問いに答えなさい。

⑴　プロペラＡとＢでは，どちらの方が強い

風がえられますか。� （　　　　　）

⑵　モーターをまわす力のもとになっている

ものは，かん電池から出る何ですか。�

� （　　　　　）

電流のはたらきと光　21

3�〈かん電池のつなぎ方と電流〉　次の図を見て，あとの問いに答えなさい。

　⑴　ＢとＣのかん電池のつなぎ方を，それぞれ何といいますか。

� Ｂ（　　　　　　　）　Ｃ（　　　　　　　）

　⑵　Ａ〜Ｃのうち，豆電球がいちばん明るくつくのはどれですか。

� （　　　　）

　⑶�　Ｂで，かん電池を１個はずすと，豆電球はどうなりますか。次から選びなさ

い。� （　　　　）

　　ア　消えてしまう　　　イ　同じ明るさでついている

　　ウ　明るくなる

　⑷�　Ｃのつなぎ方を変えないで，かん電池を１個ふやすと，豆電球の明るさはど

うなりますか。次から選びなさい。� （　　　　）

　　ア　暗くなる　　　　　イ　同じ明るさである

　　ウ　明るくなる

4�〈電流の強さとモーター〉　次の図のように，プロペラをつけたモーターに，か

ん電池をつないで，モーターをまわしました。次の問いに答えなさい。

　⑴�　プロペラＡとＢで

は，どちらのほうが

強い風がえられます

か。

� （　　　　）

　⑵�　モーターをまわす

力のもとになってい

るものは，かん電池

から出る何ですか。

� （　　　　）

5�〈光電池と電流〉　光電池について，次の問いに答えなさい。

　⑴　光電池は，光を何に変える道具ですか。

� （　　　　）

　⑵�　光電池にあてる光を強くすると，⑴で答えたものはどうなりますか。次から

選びなさい。� （　　　　）

　　ア　多くなる　　　イ　少なくなる　　　ウ　変わらない

・電気が多く流れる
ほど，モーターは
はやくまわる。

・へい列につないだ
かん電池のうち，
１個をはずすと，
かん電池１個がは
たらく。
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3�〈かん電池のつなぎ方と電流〉　次の図を見て，あとの問いに答えなさい。

　⑴　ＢとＣのかん電池のつなぎ方を，それぞれ何といいますか。

� Ｂ（　　　　　　　）　Ｃ（　　　　　　　）

　⑵　Ａ〜Ｃのうち，豆電球がいちばん明るくつくのはどれですか。

� （　　　　）

　⑶�　Ｂで，かん電池を１個はずすと，豆電球はどうなりますか。次から選びなさ

い。� （　　　　）

　　ア　消えてしまう　　　イ　同じ明るさでついている

　　ウ　明るくなる

　⑷�　Ｃのつなぎ方を変えないで，かん電池を１個ふやすと，豆電球の明るさはど

うなりますか。次から選びなさい。� （　　　　）

　　ア　暗くなる　　　　　イ　同じ明るさである

　　ウ　明るくなる

4�〈電流の強さとモーター〉　次の図のように，プロペラをつけたモーターに，か

ん電池をつないで，モーターをまわしました。次の問いに答えなさい。

　⑴�　プロペラＡとＢで

は，どちらのほうが

強い風がえられます

か。

� （　　　　）

　⑵�　モーターをまわす

力のもとになってい

るものは，かん電池

から出る何ですか。
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5�〈光電池と電流〉　光電池について，次の問いに答えなさい。

　⑴　光電池は，光を何に変える道具ですか。
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　⑵�　光電池にあてる光を強くすると，⑴で答えたものはどうなりますか。次から

選びなさい。� （　　　　）
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・へい列につないだ

かん電池のうち，

1個をはずすと，

かん電池1個がは

たらく。

・かん電池の＋極と

－極の向きをかえ

ると，電流の向き

が反対になる。

・電気がおおく流れ

るほど，モーター

ははやくまわる。

3	〈かん電池のつなぎ方と電流〉　次の図をみて，あとの問いに答えなさい。

　

⑴　ＢとＣのかん電池のつなぎ方を，それぞれ何といいますか。

� Ｂ（　　　　　）　Ｃ（　　　　　）

⑵　Ａ～Ｃのうち，豆電球がいちばん明るくつくのはどれですか。

� （　　　　　）

⑶　Ｂで，かん電池を１個はずすと，豆電球はどうなりますか。次から選びなさ

い。� （　　　　　）

　ア　消えてしまう　　　イ　同じ明るさでついている　　
　ウ　明るくなる
⑷　Ｃのつなぎ方を変えないで，かん電池を１個ふやすと，豆電球の明るさはど

うなりますか。次から選びなさい。� （　　　　　）

　ア　暗くなる　　　　　イ　同じ明るさである　　　ウ　明るくなる

4	〈電流の向きとモーター〉　次の図のように，プロペラをつけたモーター，けん
流計，かん電池をつなぐと，プロペラは→の向きに回り，けん流計のはりは右に
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5	〈電流の強さとモーター〉　次の図のよう
に，プロペラをつけたモーターに，かん電池

をつないで，モーターをまわしました。次の

問いに答えなさい。

⑴　プロペラＡとＢでは，どちらの方が強い

風がえられますか。� （　　　　　）

⑵　モーターをまわす力のもとになっている

ものは，かん電池から出る何ですか。�

� （　　　　　）
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ふりこの動きとはたらき　97

3 〈ふりこ運動とブランコ〉　下の図１のブランコには45 の人がのっていて，図

２のブランコには50 の人がのっています。いま，同じ高さからブランコをゆり

動かしました。ブランコの長さは同じものとして，あとの問いに答えなさい。

　⑴ 　図１と図２とで，ブランコが１往復する時間はどうなりますか。次から選び

なさい。 （　　　）

　　ア　図１のほうが長い。

　　イ　図２のほうが長い。

　　ウ　同じ長さである。

　⑵　⑴で答えた理由を，次から選びなさい。 （　　　）

　　ア　体重が重い人がのったほうが，ブランコは速く動くから。

　　イ　体重が軽い人がのったほうが，ブランコは速く動くから。

　　ウ　ブランコの長さが同じだから。

4 〈ふりこを動かす力〉　右の図は，

ふりこが動いているときのようすを

示しています。これについて，次の

問いに答えなさい。

　⑴ 　図の①の位置におもりがあると

き，おもりにかかる重力の方向は，

Ａ～Ｃのどれですか。

 （　　　）

　⑵ 　⑴で，おもりを動かそうとする

力の方向は，Ａ～Ｃのどれですか。

 （　　　）

　⑶ 　図の②の位置におもりがあるとき，①の位置にあるときと力の方向が同じで

あるものは，Ａ～Ｃのどれですか。ただし，②の位置にあるおもりは，①の位

置の方向にもどっていくところを示しています。

 （　　　）

・ブランコにのる人
の体重は，ブラン
コが１往復する時
間に関係がない。

・物体にはたらく重

力は，いつも真下

の方向にはたらい

ている。

・おもりには重力と，

糸が引く力の２つ

がはたらいている。

図１

45

図２

50

① ② 
Ａ

Ｂ

Ｃ

糸 

おもり 
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1 〈ふりこの周期〉　右の図は，ふりこの

動きを示しています。Ａはいちばん左側

にきたとき，Ｂは真下にきたとき，Ｃは

いちばん右側にきたときを示しています。

これについて，次の問いに答えなさい。

　⑴ 　ふりこの１往復する時間をはかるに

は，図のどこからどこまでをはかるの

が正しいですか。次から選びなさい。 （　　　）

　　ア　Ａ→Ｂ→Ａ　　　イ　Ａ→Ｂ→Ｃ　　　ウ　Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｂ→Ａ

　⑵ 　ふりこが１往復する時間と糸の長さの関係はどうなっていますか。かんたん

に説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2 〈ふりこの動き〉　右の図は，ふり

このおもりの位置がわかるように，

ふりこのうしろに目もりをかいた台

紙を置いて，おもりをＡの位置では

なしたときと，おもりをＢの位置で

はなしたときのふりこの動きを調べ

る実験を示しています。ただし，ふ

りこは，台紙の面に平行に動いてい

るものとします。これについて，次

の問いに答えなさい。

　⑴ 　おもりをＡの位置ではなしたと

きと，おもりをＢの位置ではなし

たときとでは，１往復する時間は

どうなりますか。次から選びなさ

い。 （　　　）

　　ア　おもりをＡの位置ではなしたほうが，１往復する時間は長い。

　　イ　おもりをＢの位置ではなしたほうが，１往復する時間は長い。

　　ウ　どちらも，１往復する時間は同じである。

　⑵ 　同じ大きさで，より重いおもりを使って同じ実験をしました。おもりの位置

をＡにしてはなしたとき，１往復する時間は，最初の実験と比べてどうなりま

すか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　⑶ 　おもりがＡの位置から真下のＣの位置にくる時間と，おもりがＢの位置から

真下のＣの位置にくる時間はどうなりますか。かんたんに説明しなさい。

 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・おもりの位置がも
との位置にもどる
までが１往復であ
る。

・糸の長さによって

のみ，１往復の時

間は決まる。

・１往復の４分の１

の時間になる。

Ａ

Ｂ

糸

おもり Ｃ

Ａ

Ｂ

糸

くぎ

おもり

Ｃ

目もりをかいた台紙
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　１２ページ　　基本問題
1		 ア，エ
　 かい説

　　イ…雲
うん

量
りょう

が０〜１のとき快晴となる。

　　ウ…雲量が９〜１０のときくもりとなる。

2		 ⑴　百葉箱　　⑵　１．２〜１．５

　⑶　ウ　　⑷　エ　　⑸　太陽の熱を反しゃす
るため。　　⑹　風通しをよくするため。

　 かい説

　　⑴百葉箱は，風通しがよく直しゃ日光が当た

らないなど，気温などを正しくはかるのに

つごうのよいつくりとなっている。

　　⑶地面による太陽からの熱の反しゃをふせぐ

ため，しばふの上に置く。

　　⑷とびらを開けたときに日光がさしこまない

ように，北向きにつけてある。

3		 ⑴　ア　　⑵　ア
　 かい説

　　⑴日光に対して直角に置いたほうが，同じ面

積の土が受け取る熱の量は多くなる。

　　⑵同じ面積の土が受け取る熱の量の多いほう

が土はよくあたたまるので，温度の変化は

大きくなる。

　１３ページ　

4		 ①　イ　　②　ウ　　③　オ
　 かい説

　　	　図にあるように，真上から光がさすときの

ほうが，ななめから光がさしこむときより，

一定量の光がてらす面積は小さくなるので，

一定の面積の地面が受ける熱の量は多くなる。

5		 ⑴　オ　　⑵　ア　　⑶　１４時ごろ
　⑷　ほとんど同じである。

　 かい説

　　⑴南中するとき，太陽高度はもっとも高くな

る。したがって，太陽の高さを表すグラフ

の１２時ころの数字を読む。

　　⑷地面が太陽から受ける熱の量は，南中する

ころもっとも多くなる。その後，１３時ごろ

までは，地面が受ける熱の量が，地面から

出ていく熱の量より多くなるので，地温は

上がり続ける。そして，地面が受ける熱の

量と出ていく熱の量がほぼ同じになる１３時

ころをさかいにして，地温は下がり始める。

6		 ⑴　１日目　　⑵　１日目のほうが２日目よ

りも気温の変化が大きいから。

　 かい説

　　⑴，⑵晴れた日の気温の変化は，雨の日やく

もりの日の気温の変化よりも大きくなる。

それは，雨やくもりの日は，太陽が雲によ

ってさえぎられるので，地温や気温の変化

が小さくなるからである。

　１４ページ　　練習問題
7		 ⑴　百葉箱　　⑵　ア　　⑶　エ
　⑷　とびらを開けたとき，日光がさしこまない

ようにするため。　　⑸　イ　　⑹　①太陽　
　②風通し

　 かい説

　　⑵太陽からの光や熱を反しゃするためである。

　　⑸気温をはかるのによい高さである。

8		 ⑴　エ　　⑵　ウ
　 かい説

　　⑴電球の光が箱の中の土に直角に当たるとき，

土が受ける電球の光による熱の量はもっと

も多くなり，温度が高くなる。したがって，

水平に置いた土がもっとも高くなる。

　　⑵南にある太陽の高さは６０°なので，北に３０°

かたむけて置いた箱が太陽と直角に向き合

うことになる。

　１５ページ　

9		 ⑴　ア　　⑵　太陽からの熱を直せつ受ける
から。

　 かい説

　　⑴地中深くなるほど，太陽からの熱がとどき

にくくなるので，温度の変化はゆるやかに

なる。

　　⑵太陽がかたむいて，受け取る熱の量が少な

くなると，温度は急に下がり始める。

10	　⑴　Ａ　　⑵　ウ　　⑶　１５℃　　⑷　ア
　⑸　イ　　⑹　イ　　⑺　ア
　 かい説

　　⑴太陽は南中するとき，すなわち１２時ごろに

高度はもっとも高くなる。よって，１２時ご

ろにもっとも高くなるグラフを選ぶ。

　　⑵，⑶地温は１３時ごろにもっとも高くなり，
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

─ 20─

13 植物の発芽と成長
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３
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13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽

104 ページ 　基本問題
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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1 種子（たね）のつくりと発芽
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３
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1 種子（たね）のつくりと発芽
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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気温は１４時ごろにもっとも高くなる。した

がって，Ｂが地温のグラフで，Ｃが気温の

グラフである。Ｃのグラフから１０時の気温

を読み取る。

　　⑹太陽からの熱が空気を直せつあたためるこ

とはほとんどない。

　２０ページ　　基本問題
1		 ⑴　口金　　⑵　フィラメント　　⑶　タン

グステン　　⑷　真
しん

空
くう

　　⑸　①炭
たん

素
そ

　②あえ

ん　　⑹　１．５　　⑺　配
はい

線
せん

　　⑻　①回
かい

路
ろ

　

②＋　　③−　　⑼　ショート

　 かい説

　　⑶タングステンには，電気を流すと強い光を

出すという性
せい

質
しつ

があるので，電球のフィラ

メントとして用いられている。

　　⑷電流が流れると，タングステンは強い光を

出すとともに高温になるので，もえないよ

うに真空にしてある。

　　⑼たくさんの電気が一度に流れすぎてしまう

と，かん電池はだめになってしまう。

2		 ⑴　直
ちょく

列
れつ

つなぎ　　⑵　へい列つなぎ　　　

⑶　図２　　⑷　図１　　⑸　図２

　 かい説

　　⑶２個
こ

の豆電球を直列につなぐと電気が流れ

にくくなるので，豆電球１個のときより暗

くつく。

　　⑷１個の豆電球が切れると回路に電気が流れ

なくなるので，もう１個も消えてしまう。

　　⑸へい列つなぎでは，どちらの回路にも豆電

球１個のときと同じ大きさの電気が流れ出

すので，かん電池ははやく使えなくなる。

　２１ページ　

3		 ⑴　Ｂ…へい列つなぎ，Ｃ…直列つなぎ　　

⑵　Ｃ　　⑶　イ　　⑷　ウ
　 かい説

　　⑶残る１個のかん電池がはたらくので，同じ

明るさでつく。

　　⑷かん電池３個の直列つなぎになるので，流

れる電気は２個のときの１．５倍にふえる。

したがって，豆電球は明るくつく。

4		 ⑴　Ａ　　⑵　電気

　 かい説

　　⑴かん電池を直列につなぐほうが強い電気が

流れ，モーターの回転数はふえ，強い風が

えられる。

　　⑵電気はモーターをまわすはたらきをしてい

る。

電流のはたらきと光3
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2

１

105 ページ

─ �─

き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2

１

─ �─

　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽

104 ページ 　基本問題
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

2 種子が発芽する条件

110 ページ 　基本問題

─ �─

　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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1 種子（たね）のつくりと発芽
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

─ 20─

13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

2 種子が発芽する条件

110 ページ 　基本問題

─ �─

　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

111 ページ
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３
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15 花から実へ

1 花のつくり

132 ページ 　基本問題

─ �─

6		 ⑴　ア　　⑵　子宮　　⑶　羊
よう

水
すい

　　⑷　ウ
　 解説

　　⑴	１個の卵子と結びつくのは１個の精子であ

る。

　　⑶	たい児は厚くてじょうぶな羊まくに包まれ

て成長する。羊まくの中は，羊水という液

体でみたされている。

　　⑷	たい児はへそのおを通して母親から酸素を

受け取り，こきゅうしている。

7		 ⑴　養分，酸素　　⑵　へそのお

　 解説

　　⑵	へそのおにはたい児の動脈と静脈が通って

いて，たいばんの毛細血管とつながってい

る。

　５３ページ　

8		 ①　カ　　②　エ　　③　ア　　④　オ　　
⑤　イ　　⑥　ウ
　 解説

　　	　受精後３０日目くらいのときには，たい児に

は魚のえらや，動物のしっぽのようなものが

見られる。

9		 ⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　約３８週後
　 解説

　　⑴	子宮がちぢこまることで，たい児をおし出

そうとしている。

　　⑵	母親のからだの外へ出たたい児は，うぶ声

をあげることで肺に空気が出入りし，肺こ

きゅうを始める。また，母親の体内にいる

ときでも，自分で手足を動かしていること

に注意する。

	 花のつくり

　５６ページ　　基本問題
1		 ⑴　ア，イ，ウ，エ　　⑵　オ，カ
　⑶　花粉　　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　エ
　 解説

　　⑷	花粉はやがてめしべの柱頭につく。このこ

とを受
じゅ

粉
ふん

という。

　　⑸子ぼうは受粉後，しばらくして実となる。

　　⑹はいしゅは受粉後，種子となる。

2		 ⑴　Ｂ，Ｄ　　⑵　花粉を出す。　　⑶　エ
　⑷　子ぼう　　⑸　カ　　⑹　単性花
　⑺　ウ
　 解説

　　⑴	花びらの下あたりにある子ぼうがふくらん

でいるのがめ花である。

　　⑵	，⑶Ａはカボチャのお花，Ｃはヘチマのお

花で，アとエはそれぞれおしべである。
　　⑺	単性花には，ウリ，キュウリ，マツ，トウ

モロコシなどもある。

　５７ページ　

3		 ⑴　４まい　　⑵　Ｂ　　⑶　エ
　 解説

　　⑴アブラナの花びらは４まい。

　　⑵おしべはＢで，めしべはＣである。

　　⑶	アブラナと同じ花のつくりをしているもの

には，ダイコン，キャベツ，ハクサイ，ナ

ズナなどがある。

4		 ⑴　１０本　　⑵　Ｇ

　 解説

　　⑵Ｂのめしべのもとが子ぼうである。

5		 ⑴　②サクラ　③タンポポ　④イネ　⑤アサ

ガオ　⑥エンドウ　　⑵　⑦４　⑧４　⑨６　

⑩１　　⑶　⑤，⑥　　⑷　③，⑤

　⑸　えい

　 解説

　　⑸	タンポポの花びらは５まいあるが，おたが

いにくっついていて，１まいの舌
した

のような

形になっている。

　５８ページ　　練習問題
6		 ⑴　オ　　⑵　エ　　⑶　花粉がめしべの柱

１

花と実5

133 ページ
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6		 ⑴　ア　　⑵　子宮　　⑶　羊
よう

水
すい

　　⑷　ウ
　 解説

　　⑴	１個の卵子と結びつくのは１個の精子であ

る。

　　⑶	たい児は厚くてじょうぶな羊まくに包まれ

て成長する。羊まくの中は，羊水という液

体でみたされている。

　　⑷	たい児はへそのおを通して母親から酸素を

受け取り，こきゅうしている。

7		 ⑴　養分，酸素　　⑵　へそのお

　 解説

　　⑵	へそのおにはたい児の動脈と静脈が通って

いて，たいばんの毛細血管とつながってい

る。

　５３ページ　

8		 ①　カ　　②　エ　　③　ア　　④　オ　　
⑤　イ　　⑥　ウ
　 解説

　　	　受精後３０日目くらいのときには，たい児に

は魚のえらや，動物のしっぽのようなものが

見られる。

9		 ⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　約３８週後
　 解説

　　⑴	子宮がちぢこまることで，たい児をおし出

そうとしている。

　　⑵	母親のからだの外へ出たたい児は，うぶ声

をあげることで肺に空気が出入りし，肺こ

きゅうを始める。また，母親の体内にいる

ときでも，自分で手足を動かしていること

に注意する。

	 花のつくり

　５６ページ　　基本問題
1		 ⑴　ア，イ，ウ，エ　　⑵　オ，カ
　⑶　花粉　　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　エ
　 解説

　　⑷	花粉はやがてめしべの柱頭につく。このこ

とを受
じゅ

粉
ふん

という。

　　⑸子ぼうは受粉後，しばらくして実となる。

　　⑹はいしゅは受粉後，種子となる。

2		 ⑴　Ｂ，Ｄ　　⑵　花粉を出す。　　⑶　エ
　⑷　子ぼう　　⑸　カ　　⑹　単性花
　⑺　ウ
　 解説

　　⑴	花びらの下あたりにある子ぼうがふくらん

でいるのがめ花である。

　　⑵	，⑶Ａはカボチャのお花，Ｃはヘチマのお

花で，アとエはそれぞれおしべである。
　　⑺	単性花には，ウリ，キュウリ，マツ，トウ

モロコシなどもある。

　５７ページ　

3		 ⑴　４まい　　⑵　Ｂ　　⑶　エ
　 解説

　　⑴アブラナの花びらは４まい。

　　⑵おしべはＢで，めしべはＣである。

　　⑶	アブラナと同じ花のつくりをしているもの

には，ダイコン，キャベツ，ハクサイ，ナ

ズナなどがある。

4		 ⑴　１０本　　⑵　Ｇ

　 解説

　　⑵Ｂのめしべのもとが子ぼうである。

5		 ⑴　②サクラ　③タンポポ　④イネ　⑤アサ

ガオ　⑥エンドウ　　⑵　⑦４　⑧４　⑨６　

⑩１　　⑶　⑤，⑥　　⑷　③，⑤

　⑸　えい

　 解説

　　⑸	タンポポの花びらは５まいあるが，おたが

いにくっついていて，１まいの舌
した

のような

形になっている。

　５８ページ　　練習問題
6		 ⑴　オ　　⑵　エ　　⑶　花粉がめしべの柱

１

花と実5

134 ページ 　練習問題

─ �─

6		 ⑴　ア　　⑵　子宮　　⑶　羊
よう

水
すい

　　⑷　ウ
　 解説

　　⑴	１個の卵子と結びつくのは１個の精子であ

る。

　　⑶	たい児は厚くてじょうぶな羊まくに包まれ

て成長する。羊まくの中は，羊水という液

体でみたされている。

　　⑷	たい児はへそのおを通して母親から酸素を

受け取り，こきゅうしている。

7		 ⑴　養分，酸素　　⑵　へそのお

　 解説

　　⑵	へそのおにはたい児の動脈と静脈が通って

いて，たいばんの毛細血管とつながってい

る。

　５３ページ　

8		 ①　カ　　②　エ　　③　ア　　④　オ　　
⑤　イ　　⑥　ウ
　 解説

　　	　受精後３０日目くらいのときには，たい児に

は魚のえらや，動物のしっぽのようなものが

見られる。

9		 ⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　約３８週後
　 解説

　　⑴	子宮がちぢこまることで，たい児をおし出

そうとしている。

　　⑵	母親のからだの外へ出たたい児は，うぶ声

をあげることで肺に空気が出入りし，肺こ

きゅうを始める。また，母親の体内にいる

ときでも，自分で手足を動かしていること

に注意する。

	 花のつくり

　５６ページ　　基本問題
1		 ⑴　ア，イ，ウ，エ　　⑵　オ，カ
　⑶　花粉　　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　エ
　 解説

　　⑷	花粉はやがてめしべの柱頭につく。このこ

とを受
じゅ

粉
ふん

という。

　　⑸子ぼうは受粉後，しばらくして実となる。

　　⑹はいしゅは受粉後，種子となる。

2		 ⑴　Ｂ，Ｄ　　⑵　花粉を出す。　　⑶　エ
　⑷　子ぼう　　⑸　カ　　⑹　単性花
　⑺　ウ
　 解説

　　⑴	花びらの下あたりにある子ぼうがふくらん

でいるのがめ花である。

　　⑵	，⑶Ａはカボチャのお花，Ｃはヘチマのお

花で，アとエはそれぞれおしべである。
　　⑺	単性花には，ウリ，キュウリ，マツ，トウ

モロコシなどもある。

　５７ページ　

3		 ⑴　４まい　　⑵　Ｂ　　⑶　エ
　 解説

　　⑴アブラナの花びらは４まい。

　　⑵おしべはＢで，めしべはＣである。

　　⑶	アブラナと同じ花のつくりをしているもの

には，ダイコン，キャベツ，ハクサイ，ナ

ズナなどがある。

4		 ⑴　１０本　　⑵　Ｇ

　 解説

　　⑵Ｂのめしべのもとが子ぼうである。

5		 ⑴　②サクラ　③タンポポ　④イネ　⑤アサ

ガオ　⑥エンドウ　　⑵　⑦４　⑧４　⑨６　

⑩１　　⑶　⑤，⑥　　⑷　③，⑤

　⑸　えい

　 解説

　　⑸	タンポポの花びらは５まいあるが，おたが

いにくっついていて，１まいの舌
した

のような

形になっている。

　５８ページ　　練習問題
6		 ⑴　オ　　⑵　エ　　⑶　花粉がめしべの柱

１

花と実5

─ 10─

頭につくこと。

　 解説

　　⑴おしべはオである。
　　⑵図２は実で，中に種子が入っている。

　　⑶�受粉後，子ぼうは実に，はいしゅは種子に

なる。

7�� ⑴　Ｄ　　⑵　ア　　⑶　ア，ウ
　 解説

　　⑵�タンポポのおしべは５本，がくは毛のよう

になっていて，花びらは５まいである。

　　⑶�タンポポ，ヒマワリ，コスモスなどはキク

のなかまで，花のつくりが似ている。

8�� ⑴　イ　　⑵　Ｂ
　 解説

　　⑵�子ぼうをもっているのはトウモロコシのめ

花である。マツの花のように，子ぼうをも

たないものを裸
ら

子
し

植物という。

　５９ページ　

9�� ⑴　５本　　⑵　合弁花

　 解説

　　⑵�花のもとのほうがつつのようにくっついて

いる花を合弁花，花びらがはなればなれに

なっている花を離
り

弁
べん

花という。

10�　⑴　ｂ　　⑵　エ　　⑶　イ　　⑷　ｆ
　 解説

　　⑴単性花である。

　　⑵�②はマツ，スギ，④はコムギ，イネである。

どちらも種子になるはいしゅをもっている。

　　⑶�③はキクのなかまの花である。Ａは１まい

の花びらのように見えるが，何まいかの花

びらがくっついたもの。

　　⑷キクのなかまの花。

	 実のでき方

　６２ページ　　基本問題
11�　⑴　花粉管　　⑵　受精　　⑶　Ｂ…実

（果実）　　Ｃ…種子（たね）

　 解説

　　⑵�花粉の中の核
かく

とはいしゅの中の核とがいっ

しょになることを受
じゅ

精
せい

という。

　　⑶�受精のあと，子ぼうは実になり，はいしゅ

は種子になる。

12�　虫ばい花…ア，オ，カ　風ばい花…ウ，キ，

ク
　 解説

　　�　イネは自花受粉するが，もともとは風ばい

花である。

13�　⑴　Ｂ　　⑵　他花受粉

　 解説

　　⑴Ａ，Ｃ，Ｄは自花受粉を示している。

　６３ページ　

14�　⑴　子ぼう　　⑵　真果　　⑶　ア
　 解説

　　⑵�カキやモモのように，子ぼうが発達してで

きる実を真果という。

　　⑶�ナシやリンゴは，花たくがいっしょに発達

してできたぎ果である。

15�　⑴　イ　　⑵　人工受粉　　⑶　こん虫　
⑷　実験Ⅰ　　⑸　め花に実ができるためには，

お花の花粉がめ花につくことが必要なことを確

かめるため。　　⑹　Ｃ

　 解説

　　⑴ヘチマの花がさく７月ごろが適している。

　　⑸�実験Ⅱは，受粉したもの（実験Ⅰ）は確かに

実を結ぶが，受粉しないものは実を結ばな

いことを確かめるためのものである。

　６４ページ　　練習問題
16�　⑴　イ，ウ　　⑵　ア，エ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑵�自花受粉するイネやアサガオはふくろをか

ぶせても，自分の花粉がめしべの柱頭につ

くから実ができる。しかし，花が開く前の

ヘチマやカボチャのめ花にふくろをかぶせ

ておくと，お花からの花粉がめ花のめしべ

の先につくことができないので，実はでき

ない。

17�　⑴　③　　⑵　他のアサガオの花の花粉が

つくのをふせぐため。　　⑶　３個ともすべて

実ができる。　　⑷　４個

　 解説

　　⑶�アサガオは花が開くとすぐにおしべがのび

て，こん虫の活動がなくても，めしべの先

に花粉がついてしまう。

　　⑷�１個のはいしゅが受精するためには，１個

の花粉が必要である。

２
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頭につくこと。

　 解説

　　⑴おしべはオである。
　　⑵図２は実で，中に種子が入っている。

　　⑶�受粉後，子ぼうは実に，はいしゅは種子に

なる。

7�� ⑴　Ｄ　　⑵　ア　　⑶　ア，ウ
　 解説

　　⑵�タンポポのおしべは５本，がくは毛のよう

になっていて，花びらは５まいである。

　　⑶�タンポポ，ヒマワリ，コスモスなどはキク

のなかまで，花のつくりが似ている。

8�� ⑴　イ　　⑵　Ｂ
　 解説

　　⑵�子ぼうをもっているのはトウモロコシのめ

花である。マツの花のように，子ぼうをも

たないものを裸
ら

子
し

植物という。

　５９ページ　

9�� ⑴　５本　　⑵　合弁花

　 解説

　　⑵�花のもとのほうがつつのようにくっついて

いる花を合弁花，花びらがはなればなれに

なっている花を離
り

弁
べん

花という。

10�　⑴　ｂ　　⑵　エ　　⑶　イ　　⑷　ｆ
　 解説

　　⑴単性花である。

　　⑵�②はマツ，スギ，④はコムギ，イネである。

どちらも種子になるはいしゅをもっている。

　　⑶�③はキクのなかまの花である。Ａは１まい

の花びらのように見えるが，何まいかの花

びらがくっついたもの。

　　⑷キクのなかまの花。

	 実のでき方

　６２ページ　　基本問題
11�　⑴　花粉管　　⑵　受精　　⑶　Ｂ…実

（果実）　　Ｃ…種子（たね）

　 解説

　　⑵�花粉の中の核
かく

とはいしゅの中の核とがいっ

しょになることを受
じゅ

精
せい

という。

　　⑶�受精のあと，子ぼうは実になり，はいしゅ

は種子になる。

12�　虫ばい花…ア，オ，カ　風ばい花…ウ，キ，

ク
　 解説

　　�　イネは自花受粉するが，もともとは風ばい

花である。

13�　⑴　Ｂ　　⑵　他花受粉

　 解説

　　⑴Ａ，Ｃ，Ｄは自花受粉を示している。

　６３ページ　

14�　⑴　子ぼう　　⑵　真果　　⑶　ア
　 解説

　　⑵�カキやモモのように，子ぼうが発達してで

きる実を真果という。

　　⑶�ナシやリンゴは，花たくがいっしょに発達

してできたぎ果である。

15�　⑴　イ　　⑵　人工受粉　　⑶　こん虫　
⑷　実験Ⅰ　　⑸　め花に実ができるためには，

お花の花粉がめ花につくことが必要なことを確

かめるため。　　⑹　Ｃ

　 解説

　　⑴ヘチマの花がさく７月ごろが適している。

　　⑸�実験Ⅱは，受粉したもの（実験Ⅰ）は確かに

実を結ぶが，受粉しないものは実を結ばな

いことを確かめるためのものである。

　６４ページ　　練習問題
16�　⑴　イ，ウ　　⑵　ア，エ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑵�自花受粉するイネやアサガオはふくろをか

ぶせても，自分の花粉がめしべの柱頭につ

くから実ができる。しかし，花が開く前の

ヘチマやカボチャのめ花にふくろをかぶせ

ておくと，お花からの花粉がめ花のめしべ

の先につくことができないので，実はでき

ない。

17�　⑴　③　　⑵　他のアサガオの花の花粉が

つくのをふせぐため。　　⑶　３個ともすべて

実ができる。　　⑷　４個

　 解説

　　⑶�アサガオは花が開くとすぐにおしべがのび

て，こん虫の活動がなくても，めしべの先

に花粉がついてしまう。

　　⑷�１個のはいしゅが受精するためには，１個

の花粉が必要である。

２2 実のでき方
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頭につくこと。

　 解説

　　⑴おしべはオである。
　　⑵図２は実で，中に種子が入っている。

　　⑶�受粉後，子ぼうは実に，はいしゅは種子に

なる。

7�� ⑴　Ｄ　　⑵　ア　　⑶　ア，ウ
　 解説

　　⑵�タンポポのおしべは５本，がくは毛のよう

になっていて，花びらは５まいである。

　　⑶�タンポポ，ヒマワリ，コスモスなどはキク

のなかまで，花のつくりが似ている。

8�� ⑴　イ　　⑵　Ｂ
　 解説

　　⑵�子ぼうをもっているのはトウモロコシのめ

花である。マツの花のように，子ぼうをも

たないものを裸
ら

子
し

植物という。

　５９ページ　

9�� ⑴　５本　　⑵　合弁花

　 解説

　　⑵�花のもとのほうがつつのようにくっついて

いる花を合弁花，花びらがはなればなれに

なっている花を離
り

弁
べん

花という。

10�　⑴　ｂ　　⑵　エ　　⑶　イ　　⑷　ｆ
　 解説

　　⑴単性花である。

　　⑵�②はマツ，スギ，④はコムギ，イネである。

どちらも種子になるはいしゅをもっている。

　　⑶�③はキクのなかまの花である。Ａは１まい

の花びらのように見えるが，何まいかの花

びらがくっついたもの。

　　⑷キクのなかまの花。

	 実のでき方

　６２ページ　　基本問題
11�　⑴　花粉管　　⑵　受精　　⑶　Ｂ…実

（果実）　　Ｃ…種子（たね）

　 解説

　　⑵�花粉の中の核
かく

とはいしゅの中の核とがいっ

しょになることを受
じゅ

精
せい

という。

　　⑶�受精のあと，子ぼうは実になり，はいしゅ

は種子になる。

12�　虫ばい花…ア，オ，カ　風ばい花…ウ，キ，

ク
　 解説

　　�　イネは自花受粉するが，もともとは風ばい

花である。

13�　⑴　Ｂ　　⑵　他花受粉

　 解説

　　⑴Ａ，Ｃ，Ｄは自花受粉を示している。

　６３ページ　

14�　⑴　子ぼう　　⑵　真果　　⑶　ア
　 解説

　　⑵�カキやモモのように，子ぼうが発達してで

きる実を真果という。

　　⑶�ナシやリンゴは，花たくがいっしょに発達

してできたぎ果である。

15�　⑴　イ　　⑵　人工受粉　　⑶　こん虫　
⑷　実験Ⅰ　　⑸　め花に実ができるためには，

お花の花粉がめ花につくことが必要なことを確

かめるため。　　⑹　Ｃ

　 解説

　　⑴ヘチマの花がさく７月ごろが適している。

　　⑸�実験Ⅱは，受粉したもの（実験Ⅰ）は確かに

実を結ぶが，受粉しないものは実を結ばな

いことを確かめるためのものである。

　６４ページ　　練習問題
16�　⑴　イ，ウ　　⑵　ア，エ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑵�自花受粉するイネやアサガオはふくろをか

ぶせても，自分の花粉がめしべの柱頭につ

くから実ができる。しかし，花が開く前の

ヘチマやカボチャのめ花にふくろをかぶせ

ておくと，お花からの花粉がめ花のめしべ

の先につくことができないので，実はでき

ない。

17�　⑴　③　　⑵　他のアサガオの花の花粉が

つくのをふせぐため。　　⑶　３個ともすべて

実ができる。　　⑷　４個

　 解説

　　⑶�アサガオは花が開くとすぐにおしべがのび

て，こん虫の活動がなくても，めしべの先

に花粉がついてしまう。

　　⑷�１個のはいしゅが受精するためには，１個

の花粉が必要である。
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14 メダカのたんじょう

1 メダカの育ち方

124 ページ 　基本問題
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　３０ページ　

1　⑴　（右図）
　⑵　オ
　 解説

　　⑵	実験の結果

の表より，

各部分とも

上側よりも

下側のほうがよくのびていることがわかる。

下側のほうがよくのびるということは，く

きは上に向かって曲がってのびていること

になる。また，Ｂの部分の差が最も大きい

ので，Ｂの部分が最もよく曲がっているこ

ともわかる。

　３１ページ　

2　⑴　ａ　　⑵　光合成を始めて，養分をつく
り出したから。

　 解説

　　⑴	図１のａは子葉，ｂははいを表している。

ダイズの種子は，発芽に必要な養分が子葉

にふくまれているので，発芽後，日数がた

つにつれて，子葉の養分は使われて，軽く

なっていく。これに対してｂのはいは，発

芽後成長するので，重くなっていく。

　　⑵	発芽後，本葉が大きく成長すると，さかん

に光合成が行われて養分がつくられるので，

全体の重さはふえていく。

3　イ
　 解説

　　	　実験２から，Ａの部分がないと，光に向か

って曲がらないことがわかる。実験４，５か

ら，Ａの部分が光を感じないと，光に向かっ

て曲がらないことがわかる。実験６から，曲

がる部分はＢの部分であることがわかる。以

上のことから，Ａの部分に光を当てると，Ａ

の部分からＢの部分に，光の方向へ曲がれと

いうような指令が伝わり，Ｂの部分が曲がる

というように考えることができる。

	 メダカの育ち方

　３４ページ　　基本問題
1		 ⑴　ア…目，イ…むなびれ，ウ…えら（えら
ぶた），エ…背

せ

びれ，オ…おびれ，カ…しりびれ，
キ…はらびれ　　⑵　ウ　　⑶　エ，カ

　 解説

　　⑵	メダカなどの魚はえらを使って，水中にと

けた酸素を体内に取り入れる。

　　⑶	メダカのおすとめすの区別は，背びれとし

りびれのちがいではんだんする。

2		 ⑴　ウ　　⑵　空気（酸素）の交かんがしやす
いように，口が広く大きい水そうがよいから。

　⑶　１日ほどくみ置いて，塩
えん

素
そ

を取りのぞいて

から使う。　　⑷　水草，小石やすな

　⑸　エ
　 解説

　　⑶	水道水にはメダカに有害な塩素がふくまれ

ている。

　　⑷	小石やすななどを入れて自然のかんきょう

に近くするとともに，水草は光合成によっ

て酸素をつくるので，メダカのこきゅうを

助ける。

　　⑸	メダカは，水の流れのある場所では，水の

流れてくるほうに頭を向けて泳ぐ。

3		 イ
　 解説

　　　おすのしりびれは平行四辺形に近い形。

　３５ページ　

4		 ⑴　Ｃ　　⑵　明け方　　⑶　ウ　　⑷　水
草　　⑸　親メダカがたまごをえさとして食べ

てしまうから。

　 解説

　　⑴おすだけ，めすだけではたまごを産まない。

　　⑶しりびれの前あたり。

5		 イ→オ→ア→ウ→エ
　 解説

　　	　おすの体から出された精
せい

子
し

は，水中を泳い

でたまごに達し，受精が行われる。

6		 ⑴　ウ→イ→ア→エ　　⑵　１〜１．５　　
⑶　たまごを水草などにからみつかせるときに

０
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　コーナー1 植物の発芽と成長 メダカのたんじょう3
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　３０ページ　

1　⑴　（右図）
　⑵　オ
　 解説

　　⑵	実験の結果

の表より，

各部分とも

上側よりも

下側のほうがよくのびていることがわかる。

下側のほうがよくのびるということは，く

きは上に向かって曲がってのびていること

になる。また，Ｂの部分の差が最も大きい

ので，Ｂの部分が最もよく曲がっているこ

ともわかる。

　３１ページ　

2　⑴　ａ　　⑵　光合成を始めて，養分をつく
り出したから。

　 解説

　　⑴	図１のａは子葉，ｂははいを表している。

ダイズの種子は，発芽に必要な養分が子葉

にふくまれているので，発芽後，日数がた

つにつれて，子葉の養分は使われて，軽く

なっていく。これに対してｂのはいは，発

芽後成長するので，重くなっていく。

　　⑵	発芽後，本葉が大きく成長すると，さかん

に光合成が行われて養分がつくられるので，

全体の重さはふえていく。

3　イ
　 解説

　　	　実験２から，Ａの部分がないと，光に向か

って曲がらないことがわかる。実験４，５か

ら，Ａの部分が光を感じないと，光に向かっ

て曲がらないことがわかる。実験６から，曲

がる部分はＢの部分であることがわかる。以

上のことから，Ａの部分に光を当てると，Ａ

の部分からＢの部分に，光の方向へ曲がれと

いうような指令が伝わり，Ｂの部分が曲がる

というように考えることができる。

	 メダカの育ち方

　３４ページ　　基本問題
1		 ⑴　ア…目，イ…むなびれ，ウ…えら（えら
ぶた），エ…背

せ

びれ，オ…おびれ，カ…しりびれ，
キ…はらびれ　　⑵　ウ　　⑶　エ，カ
　 解説

　　⑵	メダカなどの魚はえらを使って，水中にと

けた酸素を体内に取り入れる。

　　⑶	メダカのおすとめすの区別は，背びれとし

りびれのちがいではんだんする。

2		 ⑴　ウ　　⑵　空気（酸素）の交かんがしやす
いように，口が広く大きい水そうがよいから。

　⑶　１日ほどくみ置いて，塩
えん

素
そ

を取りのぞいて

から使う。　　⑷　水草，小石やすな

　⑸　エ
　 解説

　　⑶	水道水にはメダカに有害な塩素がふくまれ

ている。

　　⑷	小石やすななどを入れて自然のかんきょう

に近くするとともに，水草は光合成によっ

て酸素をつくるので，メダカのこきゅうを

助ける。

　　⑸	メダカは，水の流れのある場所では，水の

流れてくるほうに頭を向けて泳ぐ。

3		 イ
　 解説

　　　おすのしりびれは平行四辺形に近い形。

　３５ページ　

4		 ⑴　Ｃ　　⑵　明け方　　⑶　ウ　　⑷　水
草　　⑸　親メダカがたまごをえさとして食べ

てしまうから。

　 解説

　　⑴おすだけ，めすだけではたまごを産まない。

　　⑶しりびれの前あたり。

5		 イ→オ→ア→ウ→エ
　 解説

　　	　おすの体から出された精
せい

子
し

は，水中を泳い

でたまごに達し，受精が行われる。

6		 ⑴　ウ→イ→ア→エ　　⑵　１〜１．５　　
⑶　たまごを水草などにからみつかせるときに
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役立つ。　　⑷　たまごからかえってしばらく

は，おなかのふくろに入った養分を使って生き

ているから。

　 解説

　　⑴	たまごには，数時間後，からだのもとにな

るはいばんができる。２〜３日後には目に

レンズができ，心ぞうが動き始める。６日

後には血管ができあがり，血液が流れ始め

る。８〜１０日後には動くようすが見え，お

よそ１１日後にうまれる。

　３６ページ　　練習問題
7		 ⑴　①イ　②エ　③ウ　④ア　　⑵　水そう
に入れる水…ア，水そうを置く場所…イ
　⑶　イ　　⑷　子葉　　⑸　Ｂ→Ｃ→Ａ→Ｅ→
Ｄ

　 解説

　　⑶	メダカのたまごを観察するのには２０倍くら

いがよい。

　　⑷	たまごからかえってすぐの養分（卵黄）が入

っている部分だから，インゲンマメの子葉

に相当する。

　　⑸	養分の入ったふくろは２〜３日後にはしぼ

み，子メダカはえさを食べるようになる。

　３７ページ　

8		 ⑴　①Ｂ　②背
せ

びれに切れこみがなく，しり

びれが三角形に近い形をしているから。

　⑵　ア　　⑶　①Ｃ　②Ｂ　　⑷　かえったば
かりの子メダカがしばらく成長するのに必要な

養分が入っている。　　⑸　高，２４　　⑹　ひ

れ　　⑺　くみ置きの２５℃くらいの温度の水と，

半分くらいずつ取りかえる。

　 解説

　　⑶	目がつくられるのは２〜３日後，心ぞうに

血液が流れ始めるのは５〜６日後くらい。

　　⑸	メダカのたまごは，水温が高いほうが早く

育つが，高すぎると産卵数は減り，ふ化の

割
わり

合
あい

もよくない。水温は２４℃前後が適切と

考えられる。

　　⑹	ひれを前後，左右に動かして泳いだり，方

向を変えつつ，止まったりする。

　　⑺半分くらいずつ取りかえる。

	 水中の生物

　４０ページ　　基本問題
9		 ⑴　ウ，エ　　⑵　植物プランクトン
　⑶　ア，イ，オ　　⑷　動物プランクトン
　 解説

　　⑴	葉緑体を持っていて，光合成によって養分

をつくれるのはウのアオミドロとエのミカ
ヅキモである。

　　⑶	アのミジンコ，イのアメーバ，オのゾウリ
ムシはじぶんで動くことができる。

10	　⑴　緑色がこくなっている　　⑵　ふえる

から。　　⑶　しばらくふえ続ける。

　⑷　しばらく減り続ける。

　 解説

　　⑴	，⑵緑色をしている葉緑体を持ったミカヅ

キモやハネケイソウが光合成をしてふえる

ので，緑色がこくなる。

　　⑶	ミジンコはミカヅキモやハネケイソウをえ

さとして食べ，ふえ続ける。

　　⑷	食べられるミカヅキモやハネケイソウは減

り続ける。

　４１ページ　

11	　⑴　ウ　　⑵　エ　　⑶　食物連さ
　⑷　しばらくの間，ミジンコの数は減り続ける。

　 解説

　　⑴	植物プランクトンであるケイソウは，動物

プランクトンやメダカに食べられる。

　　⑵メダカは大きな魚に食べられる。

　　⑷	メダカのえさとなるミジンコの数は減る。

12	　⑴　オ→エ→ウ→ア→イ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵大きな魚であるサケは小さな魚を食べる。

　４２ページ　　練習問題
13	　⑴　ウ　　⑵　植物プランクトンでもあり
動物プランクトンでもある。　　⑶　Ｃ

　⑷　Ｂ

　 解説

　　⑵	ミドリムシは植物，動物の両方の性
せい

質
しつ

を持

っている。

　　⑶	食物連さでは，ふつう，食べられるものほ

ど数が多い。

　　⑷ミジンコはゾウリムシの約５倍の大きさ。

２
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役立つ。　　⑷　たまごからかえってしばらく

は，おなかのふくろに入った養分を使って生き

ているから。

　 解説

　　⑴	たまごには，数時間後，からだのもとにな

るはいばんができる。２〜３日後には目に

レンズができ，心ぞうが動き始める。６日

後には血管ができあがり，血液が流れ始め

る。８〜１０日後には動くようすが見え，お

よそ１１日後にうまれる。

　３６ページ　　練習問題
7		 ⑴　①イ　②エ　③ウ　④ア　　⑵　水そう
に入れる水…ア，水そうを置く場所…イ

　⑶　イ　　⑷　子葉　　⑸　Ｂ→Ｃ→Ａ→Ｅ→
Ｄ

　 解説

　　⑶	メダカのたまごを観察するのには２０倍くら

いがよい。

　　⑷	たまごからかえってすぐの養分（卵黄）が入

っている部分だから，インゲンマメの子葉

に相当する。

　　⑸	養分の入ったふくろは２〜３日後にはしぼ

み，子メダカはえさを食べるようになる。

　３７ページ　

8		 ⑴　①Ｂ　②背
せ

びれに切れこみがなく，しり

びれが三角形に近い形をしているから。

　⑵　ア　　⑶　①Ｃ　②Ｂ　　⑷　かえったば
かりの子メダカがしばらく成長するのに必要な

養分が入っている。　　⑸　高，２４　　⑹　ひ

れ　　⑺　くみ置きの２５℃くらいの温度の水と，

半分くらいずつ取りかえる。

　 解説

　　⑶	目がつくられるのは２〜３日後，心ぞうに

血液が流れ始めるのは５〜６日後くらい。

　　⑸	メダカのたまごは，水温が高いほうが早く

育つが，高すぎると産卵数は減り，ふ化の

割
わり

合
あい

もよくない。水温は２４℃前後が適切と

考えられる。

　　⑹	ひれを前後，左右に動かして泳いだり，方

向を変えつつ，止まったりする。

　　⑺半分くらいずつ取りかえる。

	 水中の生物

　４０ページ　　基本問題
9		 ⑴　ウ，エ　　⑵　植物プランクトン
　⑶　ア，イ，オ　　⑷　動物プランクトン
　 解説

　　⑴	葉緑体を持っていて，光合成によって養分

をつくれるのはウのアオミドロとエのミカ
ヅキモである。

　　⑶	アのミジンコ，イのアメーバ，オのゾウリ
ムシはじぶんで動くことができる。

10	　⑴　緑色がこくなっている　　⑵　ふえる

から。　　⑶　しばらくふえ続ける。

　⑷　しばらく減り続ける。

　 解説

　　⑴	，⑵緑色をしている葉緑体を持ったミカヅ

キモやハネケイソウが光合成をしてふえる

ので，緑色がこくなる。

　　⑶	ミジンコはミカヅキモやハネケイソウをえ

さとして食べ，ふえ続ける。

　　⑷	食べられるミカヅキモやハネケイソウは減

り続ける。

　４１ページ　

11	　⑴　ウ　　⑵　エ　　⑶　食物連さ
　⑷　しばらくの間，ミジンコの数は減り続ける。

　 解説

　　⑴	植物プランクトンであるケイソウは，動物

プランクトンやメダカに食べられる。

　　⑵メダカは大きな魚に食べられる。

　　⑷	メダカのえさとなるミジンコの数は減る。

12	　⑴　オ→エ→ウ→ア→イ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵大きな魚であるサケは小さな魚を食べる。

　４２ページ　　練習問題
13	　⑴　ウ　　⑵　植物プランクトンでもあり
動物プランクトンでもある。　　⑶　Ｃ

　⑷　Ｂ

　 解説

　　⑵	ミドリムシは植物，動物の両方の性
せい

質
しつ

を持

っている。

　　⑶	食物連さでは，ふつう，食べられるものほ

ど数が多い。

　　⑷ミジンコはゾウリムシの約５倍の大きさ。

２
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役立つ。　　⑷　たまごからかえってしばらく

は，おなかのふくろに入った養分を使って生き

ているから。

　 解説

　　⑴	たまごには，数時間後，からだのもとにな

るはいばんができる。２〜３日後には目に

レンズができ，心ぞうが動き始める。６日

後には血管ができあがり，血液が流れ始め

る。８〜１０日後には動くようすが見え，お

よそ１１日後にうまれる。

　３６ページ　　練習問題
7		 ⑴　①イ　②エ　③ウ　④ア　　⑵　水そう
に入れる水…ア，水そうを置く場所…イ
　⑶　イ　　⑷　子葉　　⑸　Ｂ→Ｃ→Ａ→Ｅ→
Ｄ

　 解説

　　⑶	メダカのたまごを観察するのには２０倍くら

いがよい。

　　⑷	たまごからかえってすぐの養分（卵黄）が入

っている部分だから，インゲンマメの子葉

に相当する。

　　⑸	養分の入ったふくろは２〜３日後にはしぼ

み，子メダカはえさを食べるようになる。

　３７ページ　

8		 ⑴　①Ｂ　②背
せ

びれに切れこみがなく，しり

びれが三角形に近い形をしているから。

　⑵　ア　　⑶　①Ｃ　②Ｂ　　⑷　かえったば
かりの子メダカがしばらく成長するのに必要な

養分が入っている。　　⑸　高，２４　　⑹　ひ

れ　　⑺　くみ置きの２５℃くらいの温度の水と，

半分くらいずつ取りかえる。

　 解説

　　⑶	目がつくられるのは２〜３日後，心ぞうに

血液が流れ始めるのは５〜６日後くらい。

　　⑸	メダカのたまごは，水温が高いほうが早く

育つが，高すぎると産卵数は減り，ふ化の

割
わり

合
あい

もよくない。水温は２４℃前後が適切と

考えられる。

　　⑹	ひれを前後，左右に動かして泳いだり，方

向を変えつつ，止まったりする。

　　⑺半分くらいずつ取りかえる。

	 水中の生物

　４０ページ　　基本問題
9		 ⑴　ウ，エ　　⑵　植物プランクトン
　⑶　ア，イ，オ　　⑷　動物プランクトン
　 解説

　　⑴	葉緑体を持っていて，光合成によって養分

をつくれるのはウのアオミドロとエのミカ
ヅキモである。

　　⑶	アのミジンコ，イのアメーバ，オのゾウリ
ムシはじぶんで動くことができる。

10	　⑴　緑色がこくなっている　　⑵　ふえる

から。　　⑶　しばらくふえ続ける。

　⑷　しばらく減り続ける。

　 解説

　　⑴	，⑵緑色をしている葉緑体を持ったミカヅ

キモやハネケイソウが光合成をしてふえる

ので，緑色がこくなる。

　　⑶	ミジンコはミカヅキモやハネケイソウをえ

さとして食べ，ふえ続ける。

　　⑷	食べられるミカヅキモやハネケイソウは減

り続ける。

　４１ページ　

11	　⑴　ウ　　⑵　エ　　⑶　食物連さ
　⑷　しばらくの間，ミジンコの数は減り続ける。

　 解説

　　⑴	植物プランクトンであるケイソウは，動物

プランクトンやメダカに食べられる。

　　⑵メダカは大きな魚に食べられる。

　　⑷	メダカのえさとなるミジンコの数は減る。

12	　⑴　オ→エ→ウ→ア→イ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵大きな魚であるサケは小さな魚を食べる。

　４２ページ　　練習問題
13	　⑴　ウ　　⑵　植物プランクトンでもあり
動物プランクトンでもある。　　⑶　Ｃ

　⑷　Ｂ

　 解説

　　⑵	ミドリムシは植物，動物の両方の性
せい

質
しつ

を持

っている。

　　⑶	食物連さでは，ふつう，食べられるものほ

ど数が多い。

　　⑷ミジンコはゾウリムシの約５倍の大きさ。

２
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6		 ⑴　ア　　⑵　子宮　　⑶　羊
よう

水
すい

　　⑷　ウ
　 解説

　　⑴	１個の卵子と結びつくのは１個の精子であ

る。

　　⑶	たい児は厚くてじょうぶな羊まくに包まれ

て成長する。羊まくの中は，羊水という液

体でみたされている。

　　⑷	たい児はへそのおを通して母親から酸素を

受け取り，こきゅうしている。

7		 ⑴　養分，酸素　　⑵　へそのお

　 解説

　　⑵	へそのおにはたい児の動脈と静脈が通って

いて，たいばんの毛細血管とつながってい

る。

　５３ページ　

8		 ①　カ　　②　エ　　③　ア　　④　オ　　
⑤　イ　　⑥　ウ
　 解説

　　	　受精後３０日目くらいのときには，たい児に

は魚のえらや，動物のしっぽのようなものが

見られる。

9		 ⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　約３８週後
　 解説

　　⑴	子宮がちぢこまることで，たい児をおし出

そうとしている。

　　⑵	母親のからだの外へ出たたい児は，うぶ声

をあげることで肺に空気が出入りし，肺こ

きゅうを始める。また，母親の体内にいる

ときでも，自分で手足を動かしていること

に注意する。

	 花のつくり

　５６ページ　　基本問題
1		 ⑴　ア，イ，ウ，エ　　⑵　オ，カ
　⑶　花粉　　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　エ
　 解説

　　⑷	花粉はやがてめしべの柱頭につく。このこ

とを受
じゅ

粉
ふん

という。

　　⑸子ぼうは受粉後，しばらくして実となる。

　　⑹はいしゅは受粉後，種子となる。

2		 ⑴　Ｂ，Ｄ　　⑵　花粉を出す。　　⑶　エ
　⑷　子ぼう　　⑸　カ　　⑹　単性花
　⑺　ウ
　 解説

　　⑴	花びらの下あたりにある子ぼうがふくらん

でいるのがめ花である。

　　⑵	，⑶Ａはカボチャのお花，Ｃはヘチマのお

花で，アとエはそれぞれおしべである。
　　⑺	単性花には，ウリ，キュウリ，マツ，トウ

モロコシなどもある。

　５７ページ　

3		 ⑴　４まい　　⑵　Ｂ　　⑶　エ
　 解説

　　⑴アブラナの花びらは４まい。

　　⑵おしべはＢで，めしべはＣである。

　　⑶	アブラナと同じ花のつくりをしているもの

には，ダイコン，キャベツ，ハクサイ，ナ

ズナなどがある。

4		 ⑴　１０本　　⑵　Ｇ

　 解説

　　⑵Ｂのめしべのもとが子ぼうである。

5		 ⑴　②サクラ　③タンポポ　④イネ　⑤アサ

ガオ　⑥エンドウ　　⑵　⑦４　⑧４　⑨６　

⑩１　　⑶　⑤，⑥　　⑷　③，⑤

　⑸　えい

　 解説

　　⑸	タンポポの花びらは５まいあるが，おたが

いにくっついていて，１まいの舌
した

のような

形になっている。

　５８ページ　　練習問題
6		 ⑴　オ　　⑵　エ　　⑶　花粉がめしべの柱

１
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6		 ⑴　ア　　⑵　子宮　　⑶　羊
よう

水
すい

　　⑷　ウ
　 解説

　　⑴	１個の卵子と結びつくのは１個の精子であ

る。

　　⑶	たい児は厚くてじょうぶな羊まくに包まれ

て成長する。羊まくの中は，羊水という液

体でみたされている。

　　⑷	たい児はへそのおを通して母親から酸素を

受け取り，こきゅうしている。

7		 ⑴　養分，酸素　　⑵　へそのお

　 解説

　　⑵	へそのおにはたい児の動脈と静脈が通って

いて，たいばんの毛細血管とつながってい

る。

　５３ページ　

8		 ①　カ　　②　エ　　③　ア　　④　オ　　
⑤　イ　　⑥　ウ
　 解説

　　	　受精後３０日目くらいのときには，たい児に

は魚のえらや，動物のしっぽのようなものが

見られる。

9		 ⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　約３８週後
　 解説

　　⑴	子宮がちぢこまることで，たい児をおし出

そうとしている。

　　⑵	母親のからだの外へ出たたい児は，うぶ声

をあげることで肺に空気が出入りし，肺こ

きゅうを始める。また，母親の体内にいる

ときでも，自分で手足を動かしていること

に注意する。

	 花のつくり

　５６ページ　　基本問題
1		 ⑴　ア，イ，ウ，エ　　⑵　オ，カ
　⑶　花粉　　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　エ
　 解説

　　⑷	花粉はやがてめしべの柱頭につく。このこ

とを受
じゅ

粉
ふん

という。

　　⑸子ぼうは受粉後，しばらくして実となる。

　　⑹はいしゅは受粉後，種子となる。

2		 ⑴　Ｂ，Ｄ　　⑵　花粉を出す。　　⑶　エ
　⑷　子ぼう　　⑸　カ　　⑹　単性花
　⑺　ウ
　 解説

　　⑴	花びらの下あたりにある子ぼうがふくらん

でいるのがめ花である。

　　⑵	，⑶Ａはカボチャのお花，Ｃはヘチマのお

花で，アとエはそれぞれおしべである。
　　⑺	単性花には，ウリ，キュウリ，マツ，トウ

モロコシなどもある。

　５７ページ　

3		 ⑴　４まい　　⑵　Ｂ　　⑶　エ
　 解説

　　⑴アブラナの花びらは４まい。

　　⑵おしべはＢで，めしべはＣである。

　　⑶	アブラナと同じ花のつくりをしているもの

には，ダイコン，キャベツ，ハクサイ，ナ

ズナなどがある。

4		 ⑴　１０本　　⑵　Ｇ

　 解説

　　⑵Ｂのめしべのもとが子ぼうである。

5		 ⑴　②サクラ　③タンポポ　④イネ　⑤アサ

ガオ　⑥エンドウ　　⑵　⑦４　⑧４　⑨６　

⑩１　　⑶　⑤，⑥　　⑷　③，⑤

　⑸　えい

　 解説

　　⑸	タンポポの花びらは５まいあるが，おたが

いにくっついていて，１まいの舌
した

のような

形になっている。

　５８ページ　　練習問題
6		 ⑴　オ　　⑵　エ　　⑶　花粉がめしべの柱

１

花と実5
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6		 ⑴　ア　　⑵　子宮　　⑶　羊
よう

水
すい

　　⑷　ウ
　 解説

　　⑴	１個の卵子と結びつくのは１個の精子であ

る。

　　⑶	たい児は厚くてじょうぶな羊まくに包まれ

て成長する。羊まくの中は，羊水という液

体でみたされている。

　　⑷	たい児はへそのおを通して母親から酸素を

受け取り，こきゅうしている。

7		 ⑴　養分，酸素　　⑵　へそのお

　 解説

　　⑵	へそのおにはたい児の動脈と静脈が通って

いて，たいばんの毛細血管とつながってい

る。

　５３ページ　

8		 ①　カ　　②　エ　　③　ア　　④　オ　　
⑤　イ　　⑥　ウ
　 解説

　　	　受精後３０日目くらいのときには，たい児に

は魚のえらや，動物のしっぽのようなものが

見られる。

9		 ⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　約３８週後
　 解説

　　⑴	子宮がちぢこまることで，たい児をおし出

そうとしている。

　　⑵	母親のからだの外へ出たたい児は，うぶ声

をあげることで肺に空気が出入りし，肺こ

きゅうを始める。また，母親の体内にいる

ときでも，自分で手足を動かしていること

に注意する。

	 花のつくり

　５６ページ　　基本問題
1		 ⑴　ア，イ，ウ，エ　　⑵　オ，カ
　⑶　花粉　　⑷　ア　　⑸　ウ　　⑹　エ
　 解説

　　⑷	花粉はやがてめしべの柱頭につく。このこ

とを受
じゅ

粉
ふん

という。

　　⑸子ぼうは受粉後，しばらくして実となる。

　　⑹はいしゅは受粉後，種子となる。

2		 ⑴　Ｂ，Ｄ　　⑵　花粉を出す。　　⑶　エ
　⑷　子ぼう　　⑸　カ　　⑹　単性花
　⑺　ウ
　 解説

　　⑴	花びらの下あたりにある子ぼうがふくらん

でいるのがめ花である。

　　⑵	，⑶Ａはカボチャのお花，Ｃはヘチマのお

花で，アとエはそれぞれおしべである。
　　⑺	単性花には，ウリ，キュウリ，マツ，トウ

モロコシなどもある。

　５７ページ　

3		 ⑴　４まい　　⑵　Ｂ　　⑶　エ
　 解説

　　⑴アブラナの花びらは４まい。

　　⑵おしべはＢで，めしべはＣである。

　　⑶	アブラナと同じ花のつくりをしているもの

には，ダイコン，キャベツ，ハクサイ，ナ

ズナなどがある。

4		 ⑴　１０本　　⑵　Ｇ

　 解説

　　⑵Ｂのめしべのもとが子ぼうである。

5		 ⑴　②サクラ　③タンポポ　④イネ　⑤アサ

ガオ　⑥エンドウ　　⑵　⑦４　⑧４　⑨６　

⑩１　　⑶　⑤，⑥　　⑷　③，⑤

　⑸　えい

　 解説

　　⑸	タンポポの花びらは５まいあるが，おたが

いにくっついていて，１まいの舌
した

のような

形になっている。

　５８ページ　　練習問題
6		 ⑴　オ　　⑵　エ　　⑶　花粉がめしべの柱

１

花と実5
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頭につくこと。

　 解説

　　⑴おしべはオである。
　　⑵図２は実で，中に種子が入っている。

　　⑶�受粉後，子ぼうは実に，はいしゅは種子に

なる。

7�� ⑴　Ｄ　　⑵　ア　　⑶　ア，ウ
　 解説

　　⑵�タンポポのおしべは５本，がくは毛のよう

になっていて，花びらは５まいである。

　　⑶�タンポポ，ヒマワリ，コスモスなどはキク

のなかまで，花のつくりが似ている。

8�� ⑴　イ　　⑵　Ｂ
　 解説

　　⑵�子ぼうをもっているのはトウモロコシのめ

花である。マツの花のように，子ぼうをも

たないものを裸
ら

子
し

植物という。

　５９ページ　

9�� ⑴　５本　　⑵　合弁花

　 解説

　　⑵�花のもとのほうがつつのようにくっついて

いる花を合弁花，花びらがはなればなれに

なっている花を離
り

弁
べん

花という。

10�　⑴　ｂ　　⑵　エ　　⑶　イ　　⑷　ｆ
　 解説

　　⑴単性花である。

　　⑵�②はマツ，スギ，④はコムギ，イネである。

どちらも種子になるはいしゅをもっている。

　　⑶�③はキクのなかまの花である。Ａは１まい

の花びらのように見えるが，何まいかの花

びらがくっついたもの。

　　⑷キクのなかまの花。

	 実のでき方

　６２ページ　　基本問題
11�　⑴　花粉管　　⑵　受精　　⑶　Ｂ…実

（果実）　　Ｃ…種子（たね）

　 解説

　　⑵�花粉の中の核
かく

とはいしゅの中の核とがいっ

しょになることを受
じゅ

精
せい

という。

　　⑶�受精のあと，子ぼうは実になり，はいしゅ

は種子になる。

12�　虫ばい花…ア，オ，カ　風ばい花…ウ，キ，

ク
　 解説

　　�　イネは自花受粉するが，もともとは風ばい

花である。

13�　⑴　Ｂ　　⑵　他花受粉

　 解説

　　⑴Ａ，Ｃ，Ｄは自花受粉を示している。

　６３ページ　

14�　⑴　子ぼう　　⑵　真果　　⑶　ア
　 解説

　　⑵�カキやモモのように，子ぼうが発達してで

きる実を真果という。

　　⑶�ナシやリンゴは，花たくがいっしょに発達

してできたぎ果である。

15�　⑴　イ　　⑵　人工受粉　　⑶　こん虫　
⑷　実験Ⅰ　　⑸　め花に実ができるためには，

お花の花粉がめ花につくことが必要なことを確

かめるため。　　⑹　Ｃ

　 解説

　　⑴ヘチマの花がさく７月ごろが適している。

　　⑸�実験Ⅱは，受粉したもの（実験Ⅰ）は確かに

実を結ぶが，受粉しないものは実を結ばな

いことを確かめるためのものである。

　６４ページ　　練習問題
16�　⑴　イ，ウ　　⑵　ア，エ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑵�自花受粉するイネやアサガオはふくろをか

ぶせても，自分の花粉がめしべの柱頭につ

くから実ができる。しかし，花が開く前の

ヘチマやカボチャのめ花にふくろをかぶせ

ておくと，お花からの花粉がめ花のめしべ

の先につくことができないので，実はでき

ない。

17�　⑴　③　　⑵　他のアサガオの花の花粉が

つくのをふせぐため。　　⑶　３個ともすべて

実ができる。　　⑷　４個

　 解説

　　⑶�アサガオは花が開くとすぐにおしべがのび

て，こん虫の活動がなくても，めしべの先

に花粉がついてしまう。

　　⑷�１個のはいしゅが受精するためには，１個

の花粉が必要である。

２
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頭につくこと。

　 解説

　　⑴おしべはオである。
　　⑵図２は実で，中に種子が入っている。

　　⑶�受粉後，子ぼうは実に，はいしゅは種子に

なる。

7�� ⑴　Ｄ　　⑵　ア　　⑶　ア，ウ
　 解説

　　⑵�タンポポのおしべは５本，がくは毛のよう

になっていて，花びらは５まいである。

　　⑶�タンポポ，ヒマワリ，コスモスなどはキク

のなかまで，花のつくりが似ている。

8�� ⑴　イ　　⑵　Ｂ
　 解説

　　⑵�子ぼうをもっているのはトウモロコシのめ

花である。マツの花のように，子ぼうをも

たないものを裸
ら

子
し

植物という。

　５９ページ　

9�� ⑴　５本　　⑵　合弁花

　 解説

　　⑵�花のもとのほうがつつのようにくっついて

いる花を合弁花，花びらがはなればなれに

なっている花を離
り

弁
べん

花という。

10�　⑴　ｂ　　⑵　エ　　⑶　イ　　⑷　ｆ
　 解説

　　⑴単性花である。

　　⑵�②はマツ，スギ，④はコムギ，イネである。

どちらも種子になるはいしゅをもっている。

　　⑶�③はキクのなかまの花である。Ａは１まい

の花びらのように見えるが，何まいかの花

びらがくっついたもの。

　　⑷キクのなかまの花。

	 実のでき方

　６２ページ　　基本問題
11�　⑴　花粉管　　⑵　受精　　⑶　Ｂ…実

（果実）　　Ｃ…種子（たね）

　 解説

　　⑵�花粉の中の核
かく

とはいしゅの中の核とがいっ

しょになることを受
じゅ

精
せい

という。

　　⑶�受精のあと，子ぼうは実になり，はいしゅ

は種子になる。

12�　虫ばい花…ア，オ，カ　風ばい花…ウ，キ，

ク
　 解説

　　�　イネは自花受粉するが，もともとは風ばい

花である。

13�　⑴　Ｂ　　⑵　他花受粉

　 解説

　　⑴Ａ，Ｃ，Ｄは自花受粉を示している。

　６３ページ　

14�　⑴　子ぼう　　⑵　真果　　⑶　ア
　 解説

　　⑵�カキやモモのように，子ぼうが発達してで

きる実を真果という。

　　⑶�ナシやリンゴは，花たくがいっしょに発達

してできたぎ果である。

15�　⑴　イ　　⑵　人工受粉　　⑶　こん虫　
⑷　実験Ⅰ　　⑸　め花に実ができるためには，

お花の花粉がめ花につくことが必要なことを確

かめるため。　　⑹　Ｃ

　 解説

　　⑴ヘチマの花がさく７月ごろが適している。

　　⑸�実験Ⅱは，受粉したもの（実験Ⅰ）は確かに

実を結ぶが，受粉しないものは実を結ばな

いことを確かめるためのものである。

　６４ページ　　練習問題
16�　⑴　イ，ウ　　⑵　ア，エ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑵�自花受粉するイネやアサガオはふくろをか

ぶせても，自分の花粉がめしべの柱頭につ

くから実ができる。しかし，花が開く前の

ヘチマやカボチャのめ花にふくろをかぶせ

ておくと，お花からの花粉がめ花のめしべ

の先につくことができないので，実はでき

ない。

17�　⑴　③　　⑵　他のアサガオの花の花粉が

つくのをふせぐため。　　⑶　３個ともすべて

実ができる。　　⑷　４個

　 解説

　　⑶�アサガオは花が開くとすぐにおしべがのび

て，こん虫の活動がなくても，めしべの先

に花粉がついてしまう。

　　⑷�１個のはいしゅが受精するためには，１個

の花粉が必要である。

２2 実のでき方
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頭につくこと。

　 解説

　　⑴おしべはオである。
　　⑵図２は実で，中に種子が入っている。

　　⑶�受粉後，子ぼうは実に，はいしゅは種子に

なる。

7�� ⑴　Ｄ　　⑵　ア　　⑶　ア，ウ
　 解説

　　⑵�タンポポのおしべは５本，がくは毛のよう

になっていて，花びらは５まいである。

　　⑶�タンポポ，ヒマワリ，コスモスなどはキク

のなかまで，花のつくりが似ている。

8�� ⑴　イ　　⑵　Ｂ
　 解説

　　⑵�子ぼうをもっているのはトウモロコシのめ

花である。マツの花のように，子ぼうをも

たないものを裸
ら

子
し

植物という。

　５９ページ　

9�� ⑴　５本　　⑵　合弁花

　 解説

　　⑵�花のもとのほうがつつのようにくっついて

いる花を合弁花，花びらがはなればなれに

なっている花を離
り

弁
べん

花という。

10�　⑴　ｂ　　⑵　エ　　⑶　イ　　⑷　ｆ
　 解説

　　⑴単性花である。

　　⑵�②はマツ，スギ，④はコムギ，イネである。

どちらも種子になるはいしゅをもっている。

　　⑶�③はキクのなかまの花である。Ａは１まい

の花びらのように見えるが，何まいかの花

びらがくっついたもの。

　　⑷キクのなかまの花。

	 実のでき方

　６２ページ　　基本問題
11�　⑴　花粉管　　⑵　受精　　⑶　Ｂ…実

（果実）　　Ｃ…種子（たね）

　 解説

　　⑵�花粉の中の核
かく

とはいしゅの中の核とがいっ

しょになることを受
じゅ

精
せい

という。

　　⑶�受精のあと，子ぼうは実になり，はいしゅ

は種子になる。

12�　虫ばい花…ア，オ，カ　風ばい花…ウ，キ，

ク
　 解説

　　�　イネは自花受粉するが，もともとは風ばい

花である。

13�　⑴　Ｂ　　⑵　他花受粉

　 解説

　　⑴Ａ，Ｃ，Ｄは自花受粉を示している。

　６３ページ　

14�　⑴　子ぼう　　⑵　真果　　⑶　ア
　 解説

　　⑵�カキやモモのように，子ぼうが発達してで

きる実を真果という。

　　⑶�ナシやリンゴは，花たくがいっしょに発達

してできたぎ果である。

15�　⑴　イ　　⑵　人工受粉　　⑶　こん虫　
⑷　実験Ⅰ　　⑸　め花に実ができるためには，

お花の花粉がめ花につくことが必要なことを確

かめるため。　　⑹　Ｃ

　 解説

　　⑴ヘチマの花がさく７月ごろが適している。

　　⑸�実験Ⅱは，受粉したもの（実験Ⅰ）は確かに

実を結ぶが，受粉しないものは実を結ばな

いことを確かめるためのものである。

　６４ページ　　練習問題
16�　⑴　イ，ウ　　⑵　ア，エ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑵�自花受粉するイネやアサガオはふくろをか

ぶせても，自分の花粉がめしべの柱頭につ

くから実ができる。しかし，花が開く前の

ヘチマやカボチャのめ花にふくろをかぶせ

ておくと，お花からの花粉がめ花のめしべ

の先につくことができないので，実はでき

ない。

17�　⑴　③　　⑵　他のアサガオの花の花粉が

つくのをふせぐため。　　⑶　３個ともすべて

実ができる。　　⑷　４個

　 解説

　　⑶�アサガオは花が開くとすぐにおしべがのび

て，こん虫の活動がなくても，めしべの先

に花粉がついてしまう。

　　⑷�１個のはいしゅが受精するためには，１個

の花粉が必要である。

２
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13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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1 種子（たね）のつくりと発芽
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３
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1 種子（たね）のつくりと発芽
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

2 種子が発芽する条件

110 ページ 　基本問題

─ �─

　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　　⑵	コイルの巻
ま

き数を少なくすると，コイルの

磁
じ

力
りょく

は弱くなる。また，コイルからはなれ

るほど磁力は弱くなる。図１で，コイルか

ら１０はなれた場所での磁力と同じ強さに

なるのは，コイルの巻き数を半分にしたと

きでは，コイルから１０よりも近い場所に

なる。

　　⑶	電池の向きを逆にすると，コイルにできる

磁界の向きが変わり，できる極が変わる。

極が図１と逆になるので，コイルと台車は

反発し合うため，台車は斜面上で静止しな

い。

　　⑷	コイルに流れる電流の向きからコイルのＰ

点側はＳ極。台車はコイルに引きつけられ

ているので，棒
ぼう

磁石のコイル側はＮ極，Ｐ

点側はＳ極である。

　　⑸	Ｘはコイルに引きつけられているのでＳ極

である。よって，Ａが南，Ｃが北である。

	 種子の発芽と成長，花と実

　１２０ページ　

1　⑴　ア，ウ　　⑵　空気（酸素）　　⑶　Ａ
　⑷　オ
　 解説

　　⑴	，⑵種子の発芽に必要な条件は，水，空気

（酸素），適当な温度である。発芽に日光は

必要ない。

　　⑶	バーミキュライトは肥料をふくまない土。

水道水にも肥料はふくまれない。

　　⑷	日光に当てないと光合成ができないため，

葉は緑色がぬけて黄色になり，やがてかれ

てしまう。

　１２１ページ　

2　⑴　①帰化植物　②ウ，エ　　⑵　オ
　⑶　①ｃ　②ｆ　③エ　④ウ　　⑷　ア
　 解説

　　⑴	②セイタカアワダチソウは北米原産の帰化

植物である。あれ地などに大群落をつくっ

て群生する。ブタクサは，道ばたや畑には

える雑草の一種で，明治時代に日本にわた

ってきた。

　　⑶	タンポポの花のめしべはｂでａは柱頭，ｃ

はおしべ，ｄは花びら，ｆは子ぼうである。

　　⑷	花が散ったあと，タンポポのたねはかん毛

とともに，風に飛ばされて運ばれる。

	 動物のたんじょう

　１２２ページ　

1　⑴　イ　　⑵　Ａ…精子，Ｂ…卵子，Ｃ…羊
水　　⑶　ａ…たいばん，ｂ…へそのお　　

　⑷　ウ→エ→ア→イ
　 解説

　　⑶	たい児はたいばんで母親の血液から養分や

酸素を受け取り，不要物を出す。へそのお

にはたい児の血管が通っていて，たいばん

の毛細血管につながっている。

　　⑷	ウ…受精後３０日ごろに心ぞうが動き始める。
エ…３か月ごろにたい児としての形がほぼ
できあがる。ア…５か月ごろにからだを動
かし始める。イ…７か月ごろに髪

かみ

の毛がは

●５年生のまとめ１

●５年生のまとめ２
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　　⑵	コイルの巻
ま

き数を少なくすると，コイルの

磁
じ

力
りょく

は弱くなる。また，コイルからはなれ

るほど磁力は弱くなる。図１で，コイルか

ら１０はなれた場所での磁力と同じ強さに

なるのは，コイルの巻き数を半分にしたと

きでは，コイルから１０よりも近い場所に

なる。

　　⑶	電池の向きを逆にすると，コイルにできる

磁界の向きが変わり，できる極が変わる。

極が図１と逆になるので，コイルと台車は

反発し合うため，台車は斜面上で静止しな

い。

　　⑷	コイルに流れる電流の向きからコイルのＰ

点側はＳ極。台車はコイルに引きつけられ

ているので，棒
ぼう

磁石のコイル側はＮ極，Ｐ

点側はＳ極である。

　　⑸	Ｘはコイルに引きつけられているのでＳ極

である。よって，Ａが南，Ｃが北である。

	 種子の発芽と成長，花と実

　１２０ページ　

1　⑴　ア，ウ　　⑵　空気（酸素）　　⑶　Ａ
　⑷　オ
　 解説

　　⑴	，⑵種子の発芽に必要な条件は，水，空気

（酸素），適当な温度である。発芽に日光は

必要ない。

　　⑶	バーミキュライトは肥料をふくまない土。

水道水にも肥料はふくまれない。

　　⑷	日光に当てないと光合成ができないため，

葉は緑色がぬけて黄色になり，やがてかれ

てしまう。

　１２１ページ　

2　⑴　①帰化植物　②ウ，エ　　⑵　オ
　⑶　①ｃ　②ｆ　③エ　④ウ　　⑷　ア
　 解説

　　⑴	②セイタカアワダチソウは北米原産の帰化

植物である。あれ地などに大群落をつくっ

て群生する。ブタクサは，道ばたや畑には

える雑草の一種で，明治時代に日本にわた

ってきた。

　　⑶	タンポポの花のめしべはｂでａは柱頭，ｃ

はおしべ，ｄは花びら，ｆは子ぼうである。

　　⑷	花が散ったあと，タンポポのたねはかん毛

とともに，風に飛ばされて運ばれる。

	 動物のたんじょう

　１２２ページ　

1　⑴　イ　　⑵　Ａ…精子，Ｂ…卵子，Ｃ…羊
水　　⑶　ａ…たいばん，ｂ…へそのお　　

　⑷　ウ→エ→ア→イ
　 解説

　　⑶	たい児はたいばんで母親の血液から養分や

酸素を受け取り，不要物を出す。へそのお

にはたい児の血管が通っていて，たいばん

の毛細血管につながっている。

　　⑷	ウ…受精後３０日ごろに心ぞうが動き始める。
エ…３か月ごろにたい児としての形がほぼ
できあがる。ア…５か月ごろにからだを動
かし始める。イ…７か月ごろに髪

かみ

の毛がは

●５年生のまとめ１

●５年生のまとめ２
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　　⑵	コイルの巻
ま

き数を少なくすると，コイルの

磁
じ

力
りょく

は弱くなる。また，コイルからはなれ

るほど磁力は弱くなる。図１で，コイルか

ら１０はなれた場所での磁力と同じ強さに

なるのは，コイルの巻き数を半分にしたと

きでは，コイルから１０よりも近い場所に

なる。

　　⑶	電池の向きを逆にすると，コイルにできる

磁界の向きが変わり，できる極が変わる。

極が図１と逆になるので，コイルと台車は

反発し合うため，台車は斜面上で静止しな

い。

　　⑷	コイルに流れる電流の向きからコイルのＰ

点側はＳ極。台車はコイルに引きつけられ

ているので，棒
ぼう

磁石のコイル側はＮ極，Ｐ

点側はＳ極である。

　　⑸	Ｘはコイルに引きつけられているのでＳ極

である。よって，Ａが南，Ｃが北である。

	 種子の発芽と成長，花と実

　１２０ページ　

1　⑴　ア，ウ　　⑵　空気（酸素）　　⑶　Ａ
　⑷　オ
　 解説

　　⑴	，⑵種子の発芽に必要な条件は，水，空気

（酸素），適当な温度である。発芽に日光は

必要ない。

　　⑶	バーミキュライトは肥料をふくまない土。

水道水にも肥料はふくまれない。

　　⑷	日光に当てないと光合成ができないため，

葉は緑色がぬけて黄色になり，やがてかれ

てしまう。

　１２１ページ　

2　⑴　①帰化植物　②ウ，エ　　⑵　オ
　⑶　①ｃ　②ｆ　③エ　④ウ　　⑷　ア
　 解説

　　⑴	②セイタカアワダチソウは北米原産の帰化

植物である。あれ地などに大群落をつくっ

て群生する。ブタクサは，道ばたや畑には

える雑草の一種で，明治時代に日本にわた

ってきた。

　　⑶	タンポポの花のめしべはｂでａは柱頭，ｃ

はおしべ，ｄは花びら，ｆは子ぼうである。

　　⑷	花が散ったあと，タンポポのたねはかん毛

とともに，風に飛ばされて運ばれる。

	 動物のたんじょう

　１２２ページ　

1　⑴　イ　　⑵　Ａ…精子，Ｂ…卵子，Ｃ…羊
水　　⑶　ａ…たいばん，ｂ…へそのお　　

　⑷　ウ→エ→ア→イ
　 解説

　　⑶	たい児はたいばんで母親の血液から養分や

酸素を受け取り，不要物を出す。へそのお

にはたい児の血管が通っていて，たいばん

の毛細血管につながっている。

　　⑷	ウ…受精後３０日ごろに心ぞうが動き始める。
エ…３か月ごろにたい児としての形がほぼ
できあがる。ア…５か月ごろにからだを動
かし始める。イ…７か月ごろに髪

かみ

の毛がは

●５年生のまとめ１

●５年生のまとめ２
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えてくる。

2　①　ウ　　②　ア　　③　イ
　 解説

　　②	ニワトリのたまごでも，イネの種子でも，

成長してからだになる部分は，はいとよば

れる。

　　③	たまごの卵
らん

白
ぱく

・卵
らん

黄
おう

，種子のはいにゅうに

は，成長のための養分がたくわえられてい

る。

　１２３ページ　

3　⑴　記号…イ，理由…背
せ

びれに切れこみがあ

り，しりびれが平行四辺形に近いから。　　

　⑵　エ　　⑶　えら　　⑷　イ　　⑸　水草な
どにからみつく。　　⑹　心ぞう　　⑺　イ　
⑻　ウ
　 解説

　　⑶	魚類は，からだの左右にあるえらから水中

の酸素を取り入れてこきゅうしている。

　　⑸	たまごの内部には卵黄がはいっており，育

つための養分となる。

　　⑻	ふ化してからも腹に卵黄が残っているので，

２〜３日はえさをとらずに底のほうでじっ

としている。

	 天気の変化，川の流れと土地のようす

　１２４ページ　

1　⑴　①しん食　②運ぱん　③たい積　　
　⑵　下流　　⑶　イ，ウ，オ　　⑷　ア
　 解説

　　⑴	川の上流ではしん食作用や運ぱん作用が，

下流ではたい積作用がさかんになる。

　　⑶	大きくて重いつぶほど先にしずむので，下

から小石→すな→どろの順に積もる。

　　⑷	直径２以上のつぶをレキ，０．０６以下の

つぶをどろ（ねん土），２〜０．０６のつぶ

をすなという。

　１２５ページ　

2　⑴　①熱帯（性）　②夏　③秋　④積乱　⑤目
　⑵　エ　　⑶　時速２１６　　⑷　⑦４　⑧１６
　⑸　ア　　⑹　イ　　⑺　エ　　⑻　カ
　 解説

　　⑴	台風（熱帯低気圧）は温帯低気圧のような前

線をともなわない。

　　⑶６０×６０×６０＝２１６０００（）＝２１６（）

　　⑷	風の強さがn倍になると，風のエネルギー
の強さは（n×n）倍になる。

　　⑹	台風周辺の気圧が低いため，台風が近づく

と海面は上しょうする。

　　⑻	北半球では，低気圧の中心に向かって，時

計の針とは逆回りに風がふきこむ。

	 もののとけ方

　１２６ページ　

1　⑴　１００　　⑵　ほう和水よう液
　⑶　ア　　⑷　エ
　 解説

　　⑴	ものが水にとけて見えなくなっても，もの

の重さがなくなることはない。水よう液の

重さは，「水の重さ＋とけたものの重さ」に

なる。５０＋５０＝１００（）

　　⑶	水よう液はどの部分も同じこさになってい

る。

　　⑷	さとうや食塩などは，水の温度が高くなる

と，とける限度量は大きくなる。しかし，

食塩がとける限度量はあまり変化しないの

で，水の量をふやすのがよい。

2　⑴　４　　⑵　５　　⑶　①ろ過　②エ
　⑷　７．５　　⑸　２１．５

　 解説

　　⑴９−５＝４（）

　　⑵	２０℃の水１００には５しかホウ酸はとけ

ないので，１０−５＝５（）

　　⑶	②ろ過するときは，こぼれたりしないよう

に液はガラスぼうを伝わらせて注ぎ，ろ液

がはねないようにろうとのあしのとがった

ほうをビーカーのかべにつける。

　　⑷	水を全部じょう発させると，とけていたホ

ウ酸がすべて出てくる。６０℃の水５０には，

７．５とけるから，７．５出てくる。

　　⑸	２０℃の水５０には，２．５しかとけないの

で，２４−２．５＝２１．５（）

　１２７ページ　

3　⑴　ウ　　⑵　６０℃　　⑶　６０
　⑷　２０　　⑸　４４％
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　　⑸	２０℃の水５０には，２．５しかとけないの

で，２４−２．５＝２１．５（）
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　　⑵	コイルの巻
ま

き数を少なくすると，コイルの

磁
じ

力
りょく

は弱くなる。また，コイルからはなれ

るほど磁力は弱くなる。図１で，コイルか

ら１０はなれた場所での磁力と同じ強さに

なるのは，コイルの巻き数を半分にしたと

きでは，コイルから１０よりも近い場所に

なる。

　　⑶	電池の向きを逆にすると，コイルにできる

磁界の向きが変わり，できる極が変わる。

極が図１と逆になるので，コイルと台車は

反発し合うため，台車は斜面上で静止しな

い。

　　⑷	コイルに流れる電流の向きからコイルのＰ

点側はＳ極。台車はコイルに引きつけられ

ているので，棒
ぼう

磁石のコイル側はＮ極，Ｐ

点側はＳ極である。

　　⑸	Ｘはコイルに引きつけられているのでＳ極

である。よって，Ａが南，Ｃが北である。

	 種子の発芽と成長，花と実

　１２０ページ　

1　⑴　ア，ウ　　⑵　空気（酸素）　　⑶　Ａ
　⑷　オ
　 解説

　　⑴	，⑵種子の発芽に必要な条件は，水，空気

（酸素），適当な温度である。発芽に日光は

必要ない。

　　⑶	バーミキュライトは肥料をふくまない土。

水道水にも肥料はふくまれない。

　　⑷	日光に当てないと光合成ができないため，

葉は緑色がぬけて黄色になり，やがてかれ

てしまう。

　１２１ページ　

2　⑴　①帰化植物　②ウ，エ　　⑵　オ
　⑶　①ｃ　②ｆ　③エ　④ウ　　⑷　ア
　 解説

　　⑴	②セイタカアワダチソウは北米原産の帰化

植物である。あれ地などに大群落をつくっ

て群生する。ブタクサは，道ばたや畑には

える雑草の一種で，明治時代に日本にわた

ってきた。

　　⑶	タンポポの花のめしべはｂでａは柱頭，ｃ

はおしべ，ｄは花びら，ｆは子ぼうである。

　　⑷	花が散ったあと，タンポポのたねはかん毛

とともに，風に飛ばされて運ばれる。

	 動物のたんじょう

　１２２ページ　

1　⑴　イ　　⑵　Ａ…精子，Ｂ…卵子，Ｃ…羊
水　　⑶　ａ…たいばん，ｂ…へそのお　　

　⑷　ウ→エ→ア→イ
　 解説

　　⑶	たい児はたいばんで母親の血液から養分や

酸素を受け取り，不要物を出す。へそのお

にはたい児の血管が通っていて，たいばん

の毛細血管につながっている。

　　⑷	ウ…受精後３０日ごろに心ぞうが動き始める。
エ…３か月ごろにたい児としての形がほぼ
できあがる。ア…５か月ごろにからだを動
かし始める。イ…７か月ごろに髪

かみ

の毛がは

●５年生のまとめ１

●５年生のまとめ２

③たまごの卵
らん

白
ぱく

・卵
らん

黄
おう

，種子のはいにゅうには，

成長のための養分がたくわえられている。
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16 流れる水のはたらき

1 川の流れとはたらき
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生き物どうしの数のつり合いがくずれてし

まうことがあるので，注意しなければなら

ない。もともとその地域にはすんでおらず，

他の地域からもちこまれた生物を帰化生物

という。帰化生物によって，その地域にも

ともとすんでいる生物の食物連さのバラン

スがくずれるなどのおそれがある。帰化動

物にはブラックバス，帰化植物にはセイヨ

ウタンポポなどがあげられる。

　　⑵	①ミジンコは植物プランクトンを食べるの

で，Ｂにあてはまる。メダカは植物プラン

クトンや動物プランクトンを食べるので，

Ｃにあてはまる。Ａにはケイソウなどがあ

てはまり，Ｄにはヤゴやタガメなどがあて

はまる。

　　　②Ｄの数が減ると，Ｃは食べられる数が少

なくなるので数はふえる。しかし，ふえす

ぎると，Ｃのえさが少なくなり，Ｃの数は

減ってくる。

	 川の流れとはたらき

　７０ページ　　基本問題
1		 ⑴　ウ　　⑵　エ　　⑶　①運ぶ　②積もら
せる

　 解説

　　⑴	雨水が茶色くにごっていたのは，すなやど

ろが混じり合っているから。

　　⑵	つぶの大きいものほど速くしずむので，下

のほうに積もる。

2		 ⑴　どろ　　⑵　すな　　⑶　①運んで　②

積もらせる

　 解説

　　⑵つぶの大きいすなから先に積もり始める。

　　⑶	運ぶはたらきを運ぱん作用，積もらせるは

たらきをたい積（堆積）作用という。

　７１ページ　

3		 ⑴　ア　　⑵　エ　　⑶　イ　　⑷　①外　
②内

　 解説

　　⑴	板のかたむきを急にすればするほど，流れ

の速さは速くなる。

　　⑵	，⑶流す水の量をふやすと，流れは速くな

り，けずるはたらきと運ぶはたらきが大き

くなる。したがってみぞは大きく，深くな

る。また，つぶの小さいどろはより遠くに

流されるので，そう置のすぐ近くに積もる

どろの量は少なくなる。

　　⑷	曲がっている部分では内側より外側のほう

が流れは速く，外側はけずられ，内側は土

しゃが積もる。

4		 ⑴　①イ　②ア　　⑵　①ア　②ウ
　⑶　①イ　②ア　　⑷　ウ
　 解説

　　⑴	まっすぐ流れているところでは中央付近が

速く，曲がって流れているところでは外側

のほうが速くなっている。

　　⑵	，⑶流れが速くなっているところの川底が

深くなり，つぶの大きい石も運ばれてくる。

　　⑷	流れがおそい内側でたい積作用が大きく，

川原ができることが多い。

流れる水のはたらき6

１
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生き物どうしの数のつり合いがくずれてし

まうことがあるので，注意しなければなら

ない。もともとその地域にはすんでおらず，

他の地域からもちこまれた生物を帰化生物

という。帰化生物によって，その地域にも

ともとすんでいる生物の食物連さのバラン

スがくずれるなどのおそれがある。帰化動

物にはブラックバス，帰化植物にはセイヨ

ウタンポポなどがあげられる。

　　⑵	①ミジンコは植物プランクトンを食べるの

で，Ｂにあてはまる。メダカは植物プラン

クトンや動物プランクトンを食べるので，

Ｃにあてはまる。Ａにはケイソウなどがあ

てはまり，Ｄにはヤゴやタガメなどがあて

はまる。

　　　②Ｄの数が減ると，Ｃは食べられる数が少

なくなるので数はふえる。しかし，ふえす

ぎると，Ｃのえさが少なくなり，Ｃの数は

減ってくる。

	 川の流れとはたらき

　７０ページ　　基本問題
1		 ⑴　ウ　　⑵　エ　　⑶　①運ぶ　②積もら
せる

　 解説

　　⑴	雨水が茶色くにごっていたのは，すなやど

ろが混じり合っているから。

　　⑵	つぶの大きいものほど速くしずむので，下

のほうに積もる。

2		 ⑴　どろ　　⑵　すな　　⑶　①運んで　②

積もらせる

　 解説

　　⑵つぶの大きいすなから先に積もり始める。

　　⑶	運ぶはたらきを運ぱん作用，積もらせるは

たらきをたい積（堆積）作用という。

　７１ページ　

3		 ⑴　ア　　⑵　エ　　⑶　イ　　⑷　①外　
②内

　 解説

　　⑴	板のかたむきを急にすればするほど，流れ

の速さは速くなる。

　　⑵	，⑶流す水の量をふやすと，流れは速くな

り，けずるはたらきと運ぶはたらきが大き

くなる。したがってみぞは大きく，深くな

る。また，つぶの小さいどろはより遠くに

流されるので，そう置のすぐ近くに積もる

どろの量は少なくなる。

　　⑷	曲がっている部分では内側より外側のほう

が流れは速く，外側はけずられ，内側は土

しゃが積もる。

4		 ⑴　①イ　②ア　　⑵　①ア　②ウ
　⑶　①イ　②ア　　⑷　ウ
　 解説

　　⑴	まっすぐ流れているところでは中央付近が

速く，曲がって流れているところでは外側

のほうが速くなっている。

　　⑵	，⑶流れが速くなっているところの川底が

深くなり，つぶの大きい石も運ばれてくる。

　　⑷	流れがおそい内側でたい積作用が大きく，

川原ができることが多い。

流れる水のはたらき6

１
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　７２ページ　　練習問題
5		 ⑴　イ　　⑵　カ　　⑶　図１…イ，図２…
ウ　　⑷　Ｄ　　⑸　ア，ウ
　 解説

　　⑶	流れの速いところの川底は深く，大きな石

が積もる。

　　⑷	，⑸流れが速くなっている外側で，しん食

作用と運ぱん作用が大きく，がけになって

いることが多い。

6		 ⑴　ア　　⑵　イ　　⑶　エ
　 解説

　　⑴	，⑵川のかたむきが急になっている上流は，

流れが速く，しん食作用と運ぱん作用が大

きい。

　　⑶	　上流から下流にいくにつれて，支流が集

まって水の量は多くなり，川はばも広くな

っていく。

　７３ページ　

7		 ⑴　運ぱん作用　　⑵　ウ　　⑶　イ
　⑷　ウ
　 解説

　　⑵つぶの小さいものほど多くの量が運ばれる。

　　⑶	，⑷流れが速いところほど，運ぱん作用は

大きくなる。

8		 ⑴　ウ　　⑵　図１…イ，図２…ア，図３…
ウ　　⑶　ア
　 解説

　　⑴	，⑵流れる水のはたらきで運ばれてくる石

は，流れのと中でぶつかり合ったりして，

角がとれていく。したがって，下流の石ほ

ど丸みをおびて小さいものになる。

　　⑶	流れる水のはたらきで石がおしたおされ，

図のようにならんだと考えられる。

	 川と土地のようす

　７７ページ　　基本問題
9		 ⑴　中　　⑵　上　　⑶　下　　⑷　上　　

⑸　中　　⑹　下　　⑺　上　　⑻　下

　⑼　上　　⑽　下　　⑾　中　　⑿　上

　 解説

　　⑴	上流には角ばった大きな石が多く見られ，

下流の川底にはどろやすなが積もっている。

　　⑵上流ほど水の流れは速い。

　　⑹広々とした平野を流れるのは下流の川。

　　⑺	，⑼上流の速い流れが，しん食作用で急な

がけをつくる。

　　⑾	山地から平地に出る中流で，川の流れは急

におそくなる。

10	　⑴　①Ｃ　②Ｂ　③Ａ　　⑵　Ｃ

　⑶	　この川の上流に，白っぽいやわらかい石が

取れる場所があると考えられる。

　 解説

　　⑴	川の上流に行くほど，川原や川底にある石

は大きく，角ばっている。したがって，グ

ラフで大きな石がしめる割
わり

合
あい

が大きいもの

ほど，上流のグラフであると考えられる。

　　⑵	川の石は下流に流されるほど，角がとれて

丸みをおびてくる。

　７８ページ　　練習問題
11	　⑴　①せんじょう地　②三角州　③Ｖ字谷

　⑵　①イ　②エ　③ア　　⑶　①，②
　⑷　イ
　 解説

　　⑶	①のせんじょう地は，川が山地から平地に

出て流れが急におそくなり，たい積作用が

さかんになってつくられる。また，②の三

角州は，海に注ぎこむ河口で川の流れがい

きおいを失い，たい積作用がさかんになっ

てつくられる。

　　⑷	せんじょう地では，小石やつぶの大きなす

ながたい積しているので水はけがよく，果
か

樹
じゅ

園
えん

などに利用される。

12	　⑴　Ａ…イ，Ｂ…エ　　⑵　しん食作用　
⑶　ア
　 解説

　　⑴	Ａは，川底をはなれることなくいきおいよ

く流れているので早せ。Ｂは，川底をはな

れて落ちているので滝
たき

である。

　　⑵	早せや滝は，大きな岩などがあったりする

とできるので，上流に多く見られる。

　７９ページ　

13	　⑴　三日月湖　　⑵　エ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	，⑵三日月湖は，平野を大きくだ行してい

た川がつくった地形で，こう水などで川の

流れが変わったときに，曲がっていた部分

２
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　７２ページ　　練習問題
5		 ⑴　イ　　⑵　カ　　⑶　図１…イ，図２…
ウ　　⑷　Ｄ　　⑸　ア，ウ
　 解説

　　⑶	流れの速いところの川底は深く，大きな石

が積もる。

　　⑷	，⑸流れが速くなっている外側で，しん食

作用と運ぱん作用が大きく，がけになって

いることが多い。

6		 ⑴　ア　　⑵　イ　　⑶　エ
　 解説

　　⑴	，⑵川のかたむきが急になっている上流は，

流れが速く，しん食作用と運ぱん作用が大

きい。

　　⑶	　上流から下流にいくにつれて，支流が集

まって水の量は多くなり，川はばも広くな

っていく。

　７３ページ　

7		 ⑴　運ぱん作用　　⑵　ウ　　⑶　イ
　⑷　ウ
　 解説

　　⑵つぶの小さいものほど多くの量が運ばれる。

　　⑶	，⑷流れが速いところほど，運ぱん作用は

大きくなる。

8		 ⑴　ウ　　⑵　図１…イ，図２…ア，図３…
ウ　　⑶　ア
　 解説

　　⑴	，⑵流れる水のはたらきで運ばれてくる石

は，流れのと中でぶつかり合ったりして，

角がとれていく。したがって，下流の石ほ

ど丸みをおびて小さいものになる。

　　⑶	流れる水のはたらきで石がおしたおされ，

図のようにならんだと考えられる。

	 川と土地のようす

　７７ページ　　基本問題
9		 ⑴　中　　⑵　上　　⑶　下　　⑷　上　　

⑸　中　　⑹　下　　⑺　上　　⑻　下

　⑼　上　　⑽　下　　⑾　中　　⑿　上

　 解説

　　⑴	上流には角ばった大きな石が多く見られ，

下流の川底にはどろやすなが積もっている。

　　⑵上流ほど水の流れは速い。

　　⑹広々とした平野を流れるのは下流の川。

　　⑺	，⑼上流の速い流れが，しん食作用で急な

がけをつくる。

　　⑾	山地から平地に出る中流で，川の流れは急

におそくなる。

10	　⑴　①Ｃ　②Ｂ　③Ａ　　⑵　Ｃ

　⑶	　この川の上流に，白っぽいやわらかい石が

取れる場所があると考えられる。

　 解説

　　⑴	川の上流に行くほど，川原や川底にある石

は大きく，角ばっている。したがって，グ

ラフで大きな石がしめる割
わり

合
あい

が大きいもの

ほど，上流のグラフであると考えられる。

　　⑵	川の石は下流に流されるほど，角がとれて

丸みをおびてくる。

　７８ページ　　練習問題
11	　⑴　①せんじょう地　②三角州　③Ｖ字谷

　⑵　①イ　②エ　③ア　　⑶　①，②
　⑷　イ
　 解説

　　⑶	①のせんじょう地は，川が山地から平地に

出て流れが急におそくなり，たい積作用が

さかんになってつくられる。また，②の三

角州は，海に注ぎこむ河口で川の流れがい

きおいを失い，たい積作用がさかんになっ

てつくられる。

　　⑷	せんじょう地では，小石やつぶの大きなす

ながたい積しているので水はけがよく，果
か

樹
じゅ

園
えん

などに利用される。

12	　⑴　Ａ…イ，Ｂ…エ　　⑵　しん食作用　
⑶　ア
　 解説

　　⑴	Ａは，川底をはなれることなくいきおいよ

く流れているので早せ。Ｂは，川底をはな

れて落ちているので滝
たき

である。

　　⑵	早せや滝は，大きな岩などがあったりする

とできるので，上流に多く見られる。

　７９ページ　

13	　⑴　三日月湖　　⑵　エ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	，⑵三日月湖は，平野を大きくだ行してい

た川がつくった地形で，こう水などで川の

流れが変わったときに，曲がっていた部分

２2 川と土地のようす
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　７２ページ　　練習問題
5		 ⑴　イ　　⑵　カ　　⑶　図１…イ，図２…
ウ　　⑷　Ｄ　　⑸　ア，ウ
　 解説

　　⑶	流れの速いところの川底は深く，大きな石

が積もる。

　　⑷	，⑸流れが速くなっている外側で，しん食

作用と運ぱん作用が大きく，がけになって

いることが多い。

6		 ⑴　ア　　⑵　イ　　⑶　エ
　 解説

　　⑴	，⑵川のかたむきが急になっている上流は，

流れが速く，しん食作用と運ぱん作用が大

きい。

　　⑶	　上流から下流にいくにつれて，支流が集

まって水の量は多くなり，川はばも広くな

っていく。

　７３ページ　

7		 ⑴　運ぱん作用　　⑵　ウ　　⑶　イ
　⑷　ウ
　 解説

　　⑵つぶの小さいものほど多くの量が運ばれる。

　　⑶	，⑷流れが速いところほど，運ぱん作用は

大きくなる。

8		 ⑴　ウ　　⑵　図１…イ，図２…ア，図３…
ウ　　⑶　ア
　 解説

　　⑴	，⑵流れる水のはたらきで運ばれてくる石

は，流れのと中でぶつかり合ったりして，

角がとれていく。したがって，下流の石ほ

ど丸みをおびて小さいものになる。

　　⑶	流れる水のはたらきで石がおしたおされ，

図のようにならんだと考えられる。

	 川と土地のようす

　７７ページ　　基本問題
9		 ⑴　中　　⑵　上　　⑶　下　　⑷　上　　

⑸　中　　⑹　下　　⑺　上　　⑻　下

　⑼　上　　⑽　下　　⑾　中　　⑿　上

　 解説

　　⑴	上流には角ばった大きな石が多く見られ，

下流の川底にはどろやすなが積もっている。

　　⑵上流ほど水の流れは速い。

　　⑹広々とした平野を流れるのは下流の川。

　　⑺	，⑼上流の速い流れが，しん食作用で急な

がけをつくる。

　　⑾	山地から平地に出る中流で，川の流れは急

におそくなる。

10	　⑴　①Ｃ　②Ｂ　③Ａ　　⑵　Ｃ

　⑶	　この川の上流に，白っぽいやわらかい石が

取れる場所があると考えられる。

　 解説

　　⑴	川の上流に行くほど，川原や川底にある石

は大きく，角ばっている。したがって，グ

ラフで大きな石がしめる割
わり

合
あい

が大きいもの

ほど，上流のグラフであると考えられる。

　　⑵	川の石は下流に流されるほど，角がとれて

丸みをおびてくる。

　７８ページ　　練習問題
11	　⑴　①せんじょう地　②三角州　③Ｖ字谷

　⑵　①イ　②エ　③ア　　⑶　①，②
　⑷　イ
　 解説

　　⑶	①のせんじょう地は，川が山地から平地に

出て流れが急におそくなり，たい積作用が

さかんになってつくられる。また，②の三

角州は，海に注ぎこむ河口で川の流れがい

きおいを失い，たい積作用がさかんになっ

てつくられる。

　　⑷	せんじょう地では，小石やつぶの大きなす

ながたい積しているので水はけがよく，果
か

樹
じゅ

園
えん

などに利用される。

12	　⑴　Ａ…イ，Ｂ…エ　　⑵　しん食作用　
⑶　ア
　 解説

　　⑴	Ａは，川底をはなれることなくいきおいよ

く流れているので早せ。Ｂは，川底をはな

れて落ちているので滝
たき

である。

　　⑵	早せや滝は，大きな岩などがあったりする

とできるので，上流に多く見られる。

　７９ページ　

13	　⑴　三日月湖　　⑵　エ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	，⑵三日月湖は，平野を大きくだ行してい

た川がつくった地形で，こう水などで川の

流れが変わったときに，曲がっていた部分

２

─ 27─
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1 川の流れとはたらき
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生き物どうしの数のつり合いがくずれてし

まうことがあるので，注意しなければなら

ない。もともとその地域にはすんでおらず，

他の地域からもちこまれた生物を帰化生物

という。帰化生物によって，その地域にも

ともとすんでいる生物の食物連さのバラン

スがくずれるなどのおそれがある。帰化動

物にはブラックバス，帰化植物にはセイヨ

ウタンポポなどがあげられる。

　　⑵	①ミジンコは植物プランクトンを食べるの

で，Ｂにあてはまる。メダカは植物プラン

クトンや動物プランクトンを食べるので，

Ｃにあてはまる。Ａにはケイソウなどがあ

てはまり，Ｄにはヤゴやタガメなどがあて

はまる。

　　　②Ｄの数が減ると，Ｃは食べられる数が少

なくなるので数はふえる。しかし，ふえす

ぎると，Ｃのえさが少なくなり，Ｃの数は

減ってくる。

	 川の流れとはたらき

　７０ページ　　基本問題
1		 ⑴　ウ　　⑵　エ　　⑶　①運ぶ　②積もら
せる

　 解説

　　⑴	雨水が茶色くにごっていたのは，すなやど

ろが混じり合っているから。

　　⑵	つぶの大きいものほど速くしずむので，下

のほうに積もる。

2		 ⑴　どろ　　⑵　すな　　⑶　①運んで　②

積もらせる

　 解説

　　⑵つぶの大きいすなから先に積もり始める。

　　⑶	運ぶはたらきを運ぱん作用，積もらせるは

たらきをたい積（堆積）作用という。

　７１ページ　

3		 ⑴　ア　　⑵　エ　　⑶　イ　　⑷　①外　
②内

　 解説

　　⑴	板のかたむきを急にすればするほど，流れ

の速さは速くなる。

　　⑵	，⑶流す水の量をふやすと，流れは速くな

り，けずるはたらきと運ぶはたらきが大き

くなる。したがってみぞは大きく，深くな

る。また，つぶの小さいどろはより遠くに

流されるので，そう置のすぐ近くに積もる

どろの量は少なくなる。

　　⑷	曲がっている部分では内側より外側のほう

が流れは速く，外側はけずられ，内側は土

しゃが積もる。

4		 ⑴　①イ　②ア　　⑵　①ア　②ウ
　⑶　①イ　②ア　　⑷　ウ
　 解説

　　⑴	まっすぐ流れているところでは中央付近が

速く，曲がって流れているところでは外側

のほうが速くなっている。

　　⑵	，⑶流れが速くなっているところの川底が

深くなり，つぶの大きい石も運ばれてくる。

　　⑷	流れがおそい内側でたい積作用が大きく，

川原ができることが多い。

流れる水のはたらき6

１
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生き物どうしの数のつり合いがくずれてし

まうことがあるので，注意しなければなら

ない。もともとその地域にはすんでおらず，

他の地域からもちこまれた生物を帰化生物

という。帰化生物によって，その地域にも

ともとすんでいる生物の食物連さのバラン

スがくずれるなどのおそれがある。帰化動

物にはブラックバス，帰化植物にはセイヨ

ウタンポポなどがあげられる。

　　⑵	①ミジンコは植物プランクトンを食べるの

で，Ｂにあてはまる。メダカは植物プラン

クトンや動物プランクトンを食べるので，

Ｃにあてはまる。Ａにはケイソウなどがあ

てはまり，Ｄにはヤゴやタガメなどがあて

はまる。

　　　②Ｄの数が減ると，Ｃは食べられる数が少

なくなるので数はふえる。しかし，ふえす

ぎると，Ｃのえさが少なくなり，Ｃの数は

減ってくる。

	 川の流れとはたらき

　７０ページ　　基本問題
1		 ⑴　ウ　　⑵　エ　　⑶　①運ぶ　②積もら
せる

　 解説

　　⑴	雨水が茶色くにごっていたのは，すなやど

ろが混じり合っているから。

　　⑵	つぶの大きいものほど速くしずむので，下

のほうに積もる。

2		 ⑴　どろ　　⑵　すな　　⑶　①運んで　②

積もらせる

　 解説

　　⑵つぶの大きいすなから先に積もり始める。

　　⑶	運ぶはたらきを運ぱん作用，積もらせるは

たらきをたい積（堆積）作用という。

　７１ページ　

3		 ⑴　ア　　⑵　エ　　⑶　イ　　⑷　①外　
②内

　 解説

　　⑴	板のかたむきを急にすればするほど，流れ

の速さは速くなる。

　　⑵	，⑶流す水の量をふやすと，流れは速くな

り，けずるはたらきと運ぶはたらきが大き

くなる。したがってみぞは大きく，深くな

る。また，つぶの小さいどろはより遠くに

流されるので，そう置のすぐ近くに積もる

どろの量は少なくなる。

　　⑷	曲がっている部分では内側より外側のほう

が流れは速く，外側はけずられ，内側は土

しゃが積もる。

4		 ⑴　①イ　②ア　　⑵　①ア　②ウ
　⑶　①イ　②ア　　⑷　ウ
　 解説

　　⑴	まっすぐ流れているところでは中央付近が

速く，曲がって流れているところでは外側

のほうが速くなっている。

　　⑵	，⑶流れが速くなっているところの川底が

深くなり，つぶの大きい石も運ばれてくる。

　　⑷	流れがおそい内側でたい積作用が大きく，

川原ができることが多い。

流れる水のはたらき6

１
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　７２ページ　　練習問題
5		 ⑴　イ　　⑵　カ　　⑶　図１…イ，図２…
ウ　　⑷　Ｄ　　⑸　ア，ウ
　 解説

　　⑶	流れの速いところの川底は深く，大きな石

が積もる。

　　⑷	，⑸流れが速くなっている外側で，しん食

作用と運ぱん作用が大きく，がけになって

いることが多い。

6		 ⑴　ア　　⑵　イ　　⑶　エ
　 解説

　　⑴	，⑵川のかたむきが急になっている上流は，

流れが速く，しん食作用と運ぱん作用が大

きい。

　　⑶	　上流から下流にいくにつれて，支流が集

まって水の量は多くなり，川はばも広くな

っていく。

　７３ページ　

7		 ⑴　運ぱん作用　　⑵　ウ　　⑶　イ
　⑷　ウ
　 解説

　　⑵つぶの小さいものほど多くの量が運ばれる。

　　⑶	，⑷流れが速いところほど，運ぱん作用は

大きくなる。

8		 ⑴　ウ　　⑵　図１…イ，図２…ア，図３…
ウ　　⑶　ア
　 解説

　　⑴	，⑵流れる水のはたらきで運ばれてくる石

は，流れのと中でぶつかり合ったりして，

角がとれていく。したがって，下流の石ほ

ど丸みをおびて小さいものになる。

　　⑶	流れる水のはたらきで石がおしたおされ，

図のようにならんだと考えられる。

	 川と土地のようす

　７７ページ　　基本問題
9		 ⑴　中　　⑵　上　　⑶　下　　⑷　上　　

⑸　中　　⑹　下　　⑺　上　　⑻　下

　⑼　上　　⑽　下　　⑾　中　　⑿　上

　 解説

　　⑴	上流には角ばった大きな石が多く見られ，

下流の川底にはどろやすなが積もっている。

　　⑵上流ほど水の流れは速い。

　　⑹広々とした平野を流れるのは下流の川。

　　⑺	，⑼上流の速い流れが，しん食作用で急な

がけをつくる。

　　⑾	山地から平地に出る中流で，川の流れは急

におそくなる。

10	　⑴　①Ｃ　②Ｂ　③Ａ　　⑵　Ｃ

　⑶	　この川の上流に，白っぽいやわらかい石が

取れる場所があると考えられる。

　 解説

　　⑴	川の上流に行くほど，川原や川底にある石

は大きく，角ばっている。したがって，グ

ラフで大きな石がしめる割
わり

合
あい

が大きいもの

ほど，上流のグラフであると考えられる。

　　⑵	川の石は下流に流されるほど，角がとれて

丸みをおびてくる。

　７８ページ　　練習問題
11	　⑴　①せんじょう地　②三角州　③Ｖ字谷

　⑵　①イ　②エ　③ア　　⑶　①，②
　⑷　イ
　 解説

　　⑶	①のせんじょう地は，川が山地から平地に

出て流れが急におそくなり，たい積作用が

さかんになってつくられる。また，②の三

角州は，海に注ぎこむ河口で川の流れがい

きおいを失い，たい積作用がさかんになっ

てつくられる。

　　⑷	せんじょう地では，小石やつぶの大きなす

ながたい積しているので水はけがよく，果
か

樹
じゅ

園
えん

などに利用される。

12	　⑴　Ａ…イ，Ｂ…エ　　⑵　しん食作用　
⑶　ア
　 解説

　　⑴	Ａは，川底をはなれることなくいきおいよ

く流れているので早せ。Ｂは，川底をはな

れて落ちているので滝
たき

である。

　　⑵	早せや滝は，大きな岩などがあったりする

とできるので，上流に多く見られる。

　７９ページ　

13	　⑴　三日月湖　　⑵　エ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	，⑵三日月湖は，平野を大きくだ行してい

た川がつくった地形で，こう水などで川の

流れが変わったときに，曲がっていた部分

２
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　７２ページ　　練習問題
5		 ⑴　イ　　⑵　カ　　⑶　図１…イ，図２…
ウ　　⑷　Ｄ　　⑸　ア，ウ
　 解説

　　⑶	流れの速いところの川底は深く，大きな石

が積もる。

　　⑷	，⑸流れが速くなっている外側で，しん食

作用と運ぱん作用が大きく，がけになって

いることが多い。

6		 ⑴　ア　　⑵　イ　　⑶　エ
　 解説

　　⑴	，⑵川のかたむきが急になっている上流は，

流れが速く，しん食作用と運ぱん作用が大

きい。

　　⑶	　上流から下流にいくにつれて，支流が集

まって水の量は多くなり，川はばも広くな

っていく。

　７３ページ　

7		 ⑴　運ぱん作用　　⑵　ウ　　⑶　イ
　⑷　ウ
　 解説

　　⑵つぶの小さいものほど多くの量が運ばれる。

　　⑶	，⑷流れが速いところほど，運ぱん作用は

大きくなる。

8		 ⑴　ウ　　⑵　図１…イ，図２…ア，図３…
ウ　　⑶　ア
　 解説

　　⑴	，⑵流れる水のはたらきで運ばれてくる石

は，流れのと中でぶつかり合ったりして，

角がとれていく。したがって，下流の石ほ

ど丸みをおびて小さいものになる。

　　⑶	流れる水のはたらきで石がおしたおされ，

図のようにならんだと考えられる。

	 川と土地のようす

　７７ページ　　基本問題
9		 ⑴　中　　⑵　上　　⑶　下　　⑷　上　　

⑸　中　　⑹　下　　⑺　上　　⑻　下

　⑼　上　　⑽　下　　⑾　中　　⑿　上

　 解説

　　⑴	上流には角ばった大きな石が多く見られ，

下流の川底にはどろやすなが積もっている。

　　⑵上流ほど水の流れは速い。

　　⑹広々とした平野を流れるのは下流の川。

　　⑺	，⑼上流の速い流れが，しん食作用で急な

がけをつくる。

　　⑾	山地から平地に出る中流で，川の流れは急

におそくなる。

10	　⑴　①Ｃ　②Ｂ　③Ａ　　⑵　Ｃ

　⑶	　この川の上流に，白っぽいやわらかい石が

取れる場所があると考えられる。

　 解説

　　⑴	川の上流に行くほど，川原や川底にある石

は大きく，角ばっている。したがって，グ

ラフで大きな石がしめる割
わり

合
あい

が大きいもの

ほど，上流のグラフであると考えられる。

　　⑵	川の石は下流に流されるほど，角がとれて

丸みをおびてくる。

　７８ページ　　練習問題
11	　⑴　①せんじょう地　②三角州　③Ｖ字谷

　⑵　①イ　②エ　③ア　　⑶　①，②
　⑷　イ
　 解説

　　⑶	①のせんじょう地は，川が山地から平地に

出て流れが急におそくなり，たい積作用が

さかんになってつくられる。また，②の三

角州は，海に注ぎこむ河口で川の流れがい

きおいを失い，たい積作用がさかんになっ

てつくられる。

　　⑷	せんじょう地では，小石やつぶの大きなす

ながたい積しているので水はけがよく，果
か

樹
じゅ

園
えん

などに利用される。

12	　⑴　Ａ…イ，Ｂ…エ　　⑵　しん食作用　
⑶　ア
　 解説

　　⑴	Ａは，川底をはなれることなくいきおいよ

く流れているので早せ。Ｂは，川底をはな

れて落ちているので滝
たき

である。

　　⑵	早せや滝は，大きな岩などがあったりする

とできるので，上流に多く見られる。

　７９ページ　

13	　⑴　三日月湖　　⑵　エ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	，⑵三日月湖は，平野を大きくだ行してい

た川がつくった地形で，こう水などで川の

流れが変わったときに，曲がっていた部分

２2 川と土地のようす
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　７２ページ　　練習問題
5		 ⑴　イ　　⑵　カ　　⑶　図１…イ，図２…
ウ　　⑷　Ｄ　　⑸　ア，ウ
　 解説

　　⑶	流れの速いところの川底は深く，大きな石

が積もる。

　　⑷	，⑸流れが速くなっている外側で，しん食

作用と運ぱん作用が大きく，がけになって

いることが多い。

6		 ⑴　ア　　⑵　イ　　⑶　エ
　 解説

　　⑴	，⑵川のかたむきが急になっている上流は，

流れが速く，しん食作用と運ぱん作用が大

きい。

　　⑶	　上流から下流にいくにつれて，支流が集

まって水の量は多くなり，川はばも広くな

っていく。

　７３ページ　

7		 ⑴　運ぱん作用　　⑵　ウ　　⑶　イ
　⑷　ウ
　 解説

　　⑵つぶの小さいものほど多くの量が運ばれる。

　　⑶	，⑷流れが速いところほど，運ぱん作用は

大きくなる。

8		 ⑴　ウ　　⑵　図１…イ，図２…ア，図３…
ウ　　⑶　ア
　 解説

　　⑴	，⑵流れる水のはたらきで運ばれてくる石

は，流れのと中でぶつかり合ったりして，

角がとれていく。したがって，下流の石ほ

ど丸みをおびて小さいものになる。

　　⑶	流れる水のはたらきで石がおしたおされ，

図のようにならんだと考えられる。

	 川と土地のようす

　７７ページ　　基本問題
9		 ⑴　中　　⑵　上　　⑶　下　　⑷　上　　

⑸　中　　⑹　下　　⑺　上　　⑻　下

　⑼　上　　⑽　下　　⑾　中　　⑿　上

　 解説

　　⑴	上流には角ばった大きな石が多く見られ，

下流の川底にはどろやすなが積もっている。

　　⑵上流ほど水の流れは速い。

　　⑹広々とした平野を流れるのは下流の川。

　　⑺	，⑼上流の速い流れが，しん食作用で急な

がけをつくる。

　　⑾	山地から平地に出る中流で，川の流れは急

におそくなる。

10	　⑴　①Ｃ　②Ｂ　③Ａ　　⑵　Ｃ

　⑶	　この川の上流に，白っぽいやわらかい石が

取れる場所があると考えられる。

　 解説

　　⑴	川の上流に行くほど，川原や川底にある石

は大きく，角ばっている。したがって，グ

ラフで大きな石がしめる割
わり

合
あい

が大きいもの

ほど，上流のグラフであると考えられる。

　　⑵	川の石は下流に流されるほど，角がとれて

丸みをおびてくる。

　７８ページ　　練習問題
11	　⑴　①せんじょう地　②三角州　③Ｖ字谷

　⑵　①イ　②エ　③ア　　⑶　①，②
　⑷　イ
　 解説

　　⑶	①のせんじょう地は，川が山地から平地に

出て流れが急におそくなり，たい積作用が

さかんになってつくられる。また，②の三

角州は，海に注ぎこむ河口で川の流れがい

きおいを失い，たい積作用がさかんになっ

てつくられる。

　　⑷	せんじょう地では，小石やつぶの大きなす

ながたい積しているので水はけがよく，果
か

樹
じゅ

園
えん

などに利用される。

12	　⑴　Ａ…イ，Ｂ…エ　　⑵　しん食作用　
⑶　ア
　 解説

　　⑴	Ａは，川底をはなれることなくいきおいよ

く流れているので早せ。Ｂは，川底をはな

れて落ちているので滝
たき

である。

　　⑵	早せや滝は，大きな岩などがあったりする

とできるので，上流に多く見られる。

　７９ページ　

13	　⑴　三日月湖　　⑵　エ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	，⑵三日月湖は，平野を大きくだ行してい

た川がつくった地形で，こう水などで川の

流れが変わったときに，曲がっていた部分

２
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98 ページ 　基本問題
1 ⑴　台風　　⑵　台風の目　　⑶　イ
　 解説 　

⑵台風付近の雲は，Ａの「台風の目」に向かっ

て，時計のはりの回る向きと反対向きに，う

ずをまきながら流れこんでいる。

⑶アはけん雲，ウは積雲，エはらんそう雲で
ある。

2 ⑴　Ｂ→Ｄ→Ｃ→Ａ　　⑵　ウ　　⑶　ア　
⑷　①　西　②　北

　 解説 　

⑴⑷台風は，はじめは西の方に動くが，やが

て，北の方へ動き，日本付近では東の方へ

進むことが多い。

⑶台風は，熱帯地方の海上で発生した熱帯低

気圧が発達したものである。
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3 ⑴　エ　　⑵　エ　　⑶　右側
　 解説 　

⑶台風では，時計のはりの回る向きと反対向

きに，中心に向かって，強い風がふいてい

る。台風の進行方向に向かって右側は，こ

の風の向きと進む向きが同じになるので，

とくに強い風がふく。

4 ⑴　予報円　　⑵　ウ　　
⑶　Ｃ…ウ　Ｄ…ア　　⑷　イ，ウ，オ
　 解説 　

　Ａを予報円，Ｂを暴風けいかいいき，Ｃを

強風いき，Ｄを暴風いきという。強風いきで

は，風速15m（秒速）以上，暴風いきでは，風

速25m（秒速）以上の風がふいている。

100 ページ 　練習問題
5 ⑴　南　　⑵　低い　　⑶　積らん雲

⑷　イ　　⑸　強い風がふき，短時間に大雨が
ふる。　　⑹　弱くなる

　 解説 　

⑵台風は熱帯低気圧の発達したものである。

よって，まわりより中心の気圧が低い。

⑶台風は発達した積らん雲の集まりである。

⑹台風は，日本に上陸すると，水
すい

蒸
じょう

気
き

をさら

に吸
きゅう

収
しゅう

することができなくなって，おとろ

12 台風の接近
えていく。

6 ⑴　ウ　　⑵　熱帯低気圧　　
⑶　Ａ…ウ　Ｂ…エ　　⑷　エ　　⑸　イ
　 解説 　

⑶Ａは，台風の中心に近い場所なので，強い

雨がふり，はげしい風がふいている。この

あと，台風は，東の方へ動くため，Bは台

風が過ぎさり，やがて晴れてくる。

⑷台風は，日本に近づくとき，太平洋（小
お

笠
がさ

原
わら

）高気圧のへりにそって進み，はじめは

西の方に，やがて北の方へ動き，さらに日

本付近で東の方へ進む。

⑸夏から秋にかけて，日本に台風が近づくの

は，太平洋高気圧がおとろえてくるためで

ある。
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7 ⑴　秒速17.2m以上　

⑵　①東　②偏西風　　⑶　イ　
⑷　ウ　
　 解説 　

⑵台風が，日本付近で東の方へ進路を変える

のは，強い西風の偏西風のえいきょうであ

る。

⑶台風の進行方向に向かって右側は，とくに

強い風がふく。

⑷台風では，時計のはりの回る向きと反対向

きに，中心に向かって，強い風がふいてい

る。

8 ⑴　う　　⑵　イ　　⑶　イ　
⑷　イ，ウ
　 解説 　

⑵台風の目では，雲も風もなく，晴れ間が見

られる。

⑶台風では，時計のはりの回る向きと反対向

きに，中心に向かって，強い風がふいてい

るので，北半球では台風の風をせなかに受

けるようにして立つと，台風の中心は左な

なめ前方にある。

⑷高潮は，海水面が上しょうする現
げん

象
しょう

である。

台風などの低い気圧によって，海面がすい

上げられることと，強風によって海水がふ

きよせられることで起こる。

3
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13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽

104 ページ 　基本問題
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽

104 ページ 　基本問題
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

107 ページ

─ �─

　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽

104 ページ 　基本問題
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2

１

─ �─

　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

107 ページ
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

2 種子が発芽する条件

110 ページ 　基本問題
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

111 ページ
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

　　流れる水のはたらき6

─ 19─

98 ページ 　基本問題
1 ⑴　台風　　⑵　台風の目　　⑶　イ
　 解説 　

⑵台風付近の雲は，Ａの「台風の目」に向かっ

て，時計のはりの回る向きと反対向きに，う

ずをまきながら流れこんでいる。

⑶アはけん雲，ウは積雲，エはらんそう雲で
ある。

2 ⑴　Ｂ→Ｄ→Ｃ→Ａ　　⑵　ウ　　⑶　ア　
⑷　①　西　②　北

　 解説 　

⑴⑷台風は，はじめは西の方に動くが，やが

て，北の方へ動き，日本付近では東の方へ

進むことが多い。

⑶台風は，熱帯地方の海上で発生した熱帯低

気圧が発達したものである。

99 ページ 　

3 ⑴　エ　　⑵　エ　　⑶　右側
　 解説 　

⑶台風では，時計のはりの回る向きと反対向

きに，中心に向かって，強い風がふいてい

る。台風の進行方向に向かって右側は，こ

の風の向きと進む向きが同じになるので，

とくに強い風がふく。

4 ⑴　予報円　　⑵　ウ　　
⑶　Ｃ…ウ　Ｄ…ア　　⑷　イ，ウ，オ
　 解説 　

　Ａを予報円，Ｂを暴風けいかいいき，Ｃを

強風いき，Ｄを暴風いきという。強風いきで

は，風速15m（秒速）以上，暴風いきでは，風

速25m（秒速）以上の風がふいている。

100 ページ 　練習問題
5 ⑴　南　　⑵　低い　　⑶　積らん雲

⑷　イ　　⑸　強い風がふき，短時間に大雨が
ふる。　　⑹　弱くなる

　 解説 　

⑵台風は熱帯低気圧の発達したものである。

よって，まわりより中心の気圧が低い。

⑶台風は発達した積らん雲の集まりである。

⑹台風は，日本に上陸すると，水
すい

蒸
じょう

気
き

をさら

に吸
きゅう

収
しゅう

することができなくなって，おとろ

12 台風の接近
えていく。

6 ⑴　ウ　　⑵　熱帯低気圧　　
⑶　Ａ…ウ　Ｂ…エ　　⑷　エ　　⑸　イ
　 解説 　

⑶Ａは，台風の中心に近い場所なので，強い

雨がふり，はげしい風がふいている。この

あと，台風は，東の方へ動くため，Bは台

風が過ぎさり，やがて晴れてくる。

⑷台風は，日本に近づくとき，太平洋（小
お

笠
がさ

原
わら

）高気圧のへりにそって進み，はじめは

西の方に，やがて北の方へ動き，さらに日

本付近で東の方へ進む。

⑸夏から秋にかけて，日本に台風が近づくの

は，太平洋高気圧がおとろえてくるためで

ある。

101 ページ 　

7 ⑴　秒速17.2m以上　

⑵　①東　②偏西風　　⑶　イ　
⑷　ウ　
　 解説 　

⑵台風が，日本付近で東の方へ進路を変える

のは，強い西風の偏西風のえいきょうであ

る。

⑶台風の進行方向に向かって右側は，とくに

強い風がふく。

⑷台風では，時計のはりの回る向きと反対向

きに，中心に向かって，強い風がふいてい

る。

8 ⑴　う　　⑵　イ　　⑶　イ　
⑷　イ，ウ
　 解説 　

⑵台風の目では，雲も風もなく，晴れ間が見

られる。

⑶台風では，時計のはりの回る向きと反対向

きに，中心に向かって，強い風がふいてい

るので，北半球では台風の風をせなかに受

けるようにして立つと，台風の中心は左な

なめ前方にある。

⑷高潮は，海水面が上しょうする現
げん

象
しょう

である。

台風などの低い気圧によって，海面がすい

上げられることと，強風によって海水がふ

きよせられることで起こる。
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13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽

104 ページ 　基本問題

─ �─

き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2

１

105 ページ

─ �─

き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

107 ページ

─ �─

　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

2 種子が発芽する条件

110 ページ 　基本問題
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

111 ページ
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３
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98 ページ 　基本問題
1 ⑴　台風　　⑵　台風の目　　⑶　イ
　 解説 　

⑵台風付近の雲は，Ａの「台風の目」に向かっ

て，時計のはりの回る向きと反対向きに，う

ずをまきながら流れこんでいる。

⑶アはけん雲，ウは積雲，エはらんそう雲で
ある。

2 ⑴　Ｂ→Ｄ→Ｃ→Ａ　　⑵　ウ　　⑶　ア　
⑷　①　西　②　北

　 解説 　

⑴⑷台風は，はじめは西の方に動くが，やが

て，北の方へ動き，日本付近では東の方へ

進むことが多い。

⑶台風は，熱帯地方の海上で発生した熱帯低

気圧が発達したものである。

99 ページ 　

3 ⑴　エ　　⑵　エ　　⑶　右側
　 解説 　

⑶台風では，時計のはりの回る向きと反対向

きに，中心に向かって，強い風がふいてい

る。台風の進行方向に向かって右側は，こ

の風の向きと進む向きが同じになるので，

とくに強い風がふく。

4 ⑴　予報円　　⑵　ウ　　
⑶　Ｃ…ウ　Ｄ…ア　　⑷　イ，ウ，オ
　 解説 　

　Ａを予報円，Ｂを暴風けいかいいき，Ｃを

強風いき，Ｄを暴風いきという。強風いきで

は，風速15m（秒速）以上，暴風いきでは，風

速25m（秒速）以上の風がふいている。

100 ページ 　練習問題
5 ⑴　南　　⑵　低い　　⑶　積らん雲

⑷　イ　　⑸　強い風がふき，短時間に大雨が
ふる。　　⑹　弱くなる

　 解説 　

⑵台風は熱帯低気圧の発達したものである。

よって，まわりより中心の気圧が低い。

⑶台風は発達した積らん雲の集まりである。

⑹台風は，日本に上陸すると，水
すい

蒸
じょう

気
き

をさら

に吸
きゅう

収
しゅう

することができなくなって，おとろ

12 台風の接近
えていく。

6 ⑴　ウ　　⑵　熱帯低気圧　　
⑶　Ａ…ウ　Ｂ…エ　　⑷　エ　　⑸　イ
　 解説 　

⑶Ａは，台風の中心に近い場所なので，強い

雨がふり，はげしい風がふいている。この

あと，台風は，東の方へ動くため，Bは台

風が過ぎさり，やがて晴れてくる。

⑷台風は，日本に近づくとき，太平洋（小
お

笠
がさ

原
わら

）高気圧のへりにそって進み，はじめは

西の方に，やがて北の方へ動き，さらに日

本付近で東の方へ進む。

⑸夏から秋にかけて，日本に台風が近づくの

は，太平洋高気圧がおとろえてくるためで

ある。

101 ページ 　

7 ⑴　秒速17.2m以上　

⑵　①東　②偏西風　　⑶　イ　
⑷　ウ　
　 解説 　

⑵台風が，日本付近で東の方へ進路を変える

のは，強い西風の偏西風のえいきょうであ

る。

⑶台風の進行方向に向かって右側は，とくに

強い風がふく。

⑷台風では，時計のはりの回る向きと反対向

きに，中心に向かって，強い風がふいてい

る。

8 ⑴　う　　⑵　イ　　⑶　イ　
⑷　イ，ウ
　 解説 　

⑵台風の目では，雲も風もなく，晴れ間が見

られる。

⑶台風では，時計のはりの回る向きと反対向

きに，中心に向かって，強い風がふいてい

るので，北半球では台風の風をせなかに受

けるようにして立つと，台風の中心は左な

なめ前方にある。

⑷高潮は，海水面が上しょうする現
げん

象
しょう

である。

台風などの低い気圧によって，海面がすい

上げられることと，強風によって海水がふ

きよせられることで起こる。

─ 19─

98 ページ 　基本問題
1 ⑴　台風　　⑵　台風の目　　⑶　イ
　 解説 　

⑵台風付近の雲は，Ａの「台風の目」に向かっ

て，時計のはりの回る向きと反対向きに，う

ずをまきながら流れこんでいる。

⑶アはけん雲，ウは積雲，エはらんそう雲で
ある。

2 ⑴　Ｂ→Ｄ→Ｃ→Ａ　　⑵　ウ　　⑶　ア　
⑷　①　西　②　北

　 解説 　

⑴⑷台風は，はじめは西の方に動くが，やが

て，北の方へ動き，日本付近では東の方へ

進むことが多い。

⑶台風は，熱帯地方の海上で発生した熱帯低

気圧が発達したものである。

99 ページ 　

3 ⑴　エ　　⑵　エ　　⑶　右側
　 解説 　

⑶台風では，時計のはりの回る向きと反対向

きに，中心に向かって，強い風がふいてい

る。台風の進行方向に向かって右側は，こ

の風の向きと進む向きが同じになるので，

とくに強い風がふく。

4 ⑴　予報円　　⑵　ウ　　
⑶　Ｃ…ウ　Ｄ…ア　　⑷　イ，ウ，オ
　 解説 　

　Ａを予報円，Ｂを暴風けいかいいき，Ｃを

強風いき，Ｄを暴風いきという。強風いきで

は，風速15m（秒速）以上，暴風いきでは，風

速25m（秒速）以上の風がふいている。

100 ページ 　練習問題
5 ⑴　南　　⑵　低い　　⑶　積らん雲

⑷　イ　　⑸　強い風がふき，短時間に大雨が
ふる。　　⑹　弱くなる

　 解説 　

⑵台風は熱帯低気圧の発達したものである。

よって，まわりより中心の気圧が低い。

⑶台風は発達した積らん雲の集まりである。

⑹台風は，日本に上陸すると，水
すい

蒸
じょう

気
き

をさら

に吸
きゅう

収
しゅう

することができなくなって，おとろ

12 台風の接近
えていく。

6 ⑴　ウ　　⑵　熱帯低気圧　　
⑶　Ａ…ウ　Ｂ…エ　　⑷　エ　　⑸　イ
　 解説 　

⑶Ａは，台風の中心に近い場所なので，強い

雨がふり，はげしい風がふいている。この

あと，台風は，東の方へ動くため，Bは台

風が過ぎさり，やがて晴れてくる。

⑷台風は，日本に近づくとき，太平洋（小
お

笠
がさ

原
わら

）高気圧のへりにそって進み，はじめは

西の方に，やがて北の方へ動き，さらに日

本付近で東の方へ進む。

⑸夏から秋にかけて，日本に台風が近づくの

は，太平洋高気圧がおとろえてくるためで

ある。

101 ページ 　

7 ⑴　秒速17.2m以上　

⑵　①東　②偏西風　　⑶　イ　
⑷　ウ　
　 解説 　

⑵台風が，日本付近で東の方へ進路を変える

のは，強い西風の偏西風のえいきょうであ

る。
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⑷台風では，時計のはりの回る向きと反対向

きに，中心に向かって，強い風がふいてい

る。

8 ⑴　う　　⑵　イ　　⑶　イ　
⑷　イ，ウ
　 解説 　

⑵台風の目では，雲も風もなく，晴れ間が見

られる。

⑶台風では，時計のはりの回る向きと反対向

きに，中心に向かって，強い風がふいてい

るので，北半球では台風の風をせなかに受

けるようにして立つと，台風の中心は左な

なめ前方にある。

⑷高潮は，海水面が上しょうする現
げん

象
しょう

である。

台風などの低い気圧によって，海面がすい

上げられることと，強風によって海水がふ

きよせられることで起こる。
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　７２ページ　　練習問題
5		 ⑴　イ　　⑵　カ　　⑶　図１…イ，図２…
ウ　　⑷　Ｄ　　⑸　ア，ウ
　 解説

　　⑶	流れの速いところの川底は深く，大きな石

が積もる。

　　⑷	，⑸流れが速くなっている外側で，しん食

作用と運ぱん作用が大きく，がけになって

いることが多い。

6		 ⑴　ア　　⑵　イ　　⑶　エ
　 解説

　　⑴	，⑵川のかたむきが急になっている上流は，

流れが速く，しん食作用と運ぱん作用が大

きい。

　　⑶	　上流から下流にいくにつれて，支流が集

まって水の量は多くなり，川はばも広くな

っていく。

　７３ページ　

7		 ⑴　運ぱん作用　　⑵　ウ　　⑶　イ
　⑷　ウ
　 解説

　　⑵つぶの小さいものほど多くの量が運ばれる。

　　⑶	，⑷流れが速いところほど，運ぱん作用は

大きくなる。

8		 ⑴　ウ　　⑵　図１…イ，図２…ア，図３…
ウ　　⑶　ア
　 解説

　　⑴	，⑵流れる水のはたらきで運ばれてくる石

は，流れのと中でぶつかり合ったりして，

角がとれていく。したがって，下流の石ほ

ど丸みをおびて小さいものになる。

　　⑶	流れる水のはたらきで石がおしたおされ，

図のようにならんだと考えられる。

	 川と土地のようす

　７７ページ　　基本問題
9		 ⑴　中　　⑵　上　　⑶　下　　⑷　上　　

⑸　中　　⑹　下　　⑺　上　　⑻　下

　⑼　上　　⑽　下　　⑾　中　　⑿　上

　 解説

　　⑴	上流には角ばった大きな石が多く見られ，

下流の川底にはどろやすなが積もっている。

　　⑵上流ほど水の流れは速い。

　　⑹広々とした平野を流れるのは下流の川。

　　⑺	，⑼上流の速い流れが，しん食作用で急な

がけをつくる。

　　⑾	山地から平地に出る中流で，川の流れは急

におそくなる。

10	　⑴　①Ｃ　②Ｂ　③Ａ　　⑵　Ｃ

　⑶	　この川の上流に，白っぽいやわらかい石が

取れる場所があると考えられる。

　 解説

　　⑴	川の上流に行くほど，川原や川底にある石

は大きく，角ばっている。したがって，グ

ラフで大きな石がしめる割
わり

合
あい

が大きいもの

ほど，上流のグラフであると考えられる。

　　⑵	川の石は下流に流されるほど，角がとれて

丸みをおびてくる。

　７８ページ　　練習問題
11	　⑴　①せんじょう地　②三角州　③Ｖ字谷

　⑵　①イ　②エ　③ア　　⑶　①，②
　⑷　イ
　 解説

　　⑶	①のせんじょう地は，川が山地から平地に

出て流れが急におそくなり，たい積作用が

さかんになってつくられる。また，②の三

角州は，海に注ぎこむ河口で川の流れがい

きおいを失い，たい積作用がさかんになっ

てつくられる。

　　⑷	せんじょう地では，小石やつぶの大きなす

ながたい積しているので水はけがよく，果
か

樹
じゅ

園
えん

などに利用される。

12	　⑴　Ａ…イ，Ｂ…エ　　⑵　しん食作用　
⑶　ア
　 解説

　　⑴	Ａは，川底をはなれることなくいきおいよ

く流れているので早せ。Ｂは，川底をはな

れて落ちているので滝
たき

である。

　　⑵	早せや滝は，大きな岩などがあったりする

とできるので，上流に多く見られる。

　７９ページ　

13	　⑴　三日月湖　　⑵　エ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	，⑵三日月湖は，平野を大きくだ行してい

た川がつくった地形で，こう水などで川の

流れが変わったときに，曲がっていた部分

２

152 ページ 　練習問題
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出て流れが急におそくなり，たい積作用が

さかんになってつくられる。また，②の三

角州は，海に注ぎこむ河口で川の流れがい

きおいを失い，たい積作用がさかんになっ

てつくられる。

　　⑷	せんじょう地では，小石やつぶの大きなす

ながたい積しているので水はけがよく，果
か

樹
じゅ

園
えん

などに利用される。

12	　⑴　Ａ…イ，Ｂ…エ　　⑵　しん食作用　
⑶　ア
　 解説

　　⑴	Ａは，川底をはなれることなくいきおいよ

く流れているので早せ。Ｂは，川底をはな

れて落ちているので滝
たき

である。

　　⑵	早せや滝は，大きな岩などがあったりする

とできるので，上流に多く見られる。

　７９ページ　

13	　⑴　三日月湖　　⑵　エ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	，⑵三日月湖は，平野を大きくだ行してい

た川がつくった地形で，こう水などで川の

流れが変わったときに，曲がっていた部分

２
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　７２ページ　　練習問題
5		 ⑴　イ　　⑵　カ　　⑶　図１…イ，図２…
ウ　　⑷　Ｄ　　⑸　ア，ウ
　 解説

　　⑶	流れの速いところの川底は深く，大きな石

が積もる。

　　⑷	，⑸流れが速くなっている外側で，しん食

作用と運ぱん作用が大きく，がけになって

いることが多い。

6		 ⑴　ア　　⑵　イ　　⑶　エ
　 解説

　　⑴	，⑵川のかたむきが急になっている上流は，

流れが速く，しん食作用と運ぱん作用が大

きい。

　　⑶	　上流から下流にいくにつれて，支流が集

まって水の量は多くなり，川はばも広くな

っていく。

　７３ページ　

7		 ⑴　運ぱん作用　　⑵　ウ　　⑶　イ
　⑷　ウ
　 解説

　　⑵つぶの小さいものほど多くの量が運ばれる。

　　⑶	，⑷流れが速いところほど，運ぱん作用は

大きくなる。

8		 ⑴　ウ　　⑵　図１…イ，図２…ア，図３…
ウ　　⑶　ア
　 解説

　　⑴	，⑵流れる水のはたらきで運ばれてくる石

は，流れのと中でぶつかり合ったりして，

角がとれていく。したがって，下流の石ほ

ど丸みをおびて小さいものになる。

　　⑶	流れる水のはたらきで石がおしたおされ，

図のようにならんだと考えられる。

	 川と土地のようす

　７７ページ　　基本問題
9		 ⑴　中　　⑵　上　　⑶　下　　⑷　上　　

⑸　中　　⑹　下　　⑺　上　　⑻　下

　⑼　上　　⑽　下　　⑾　中　　⑿　上

　 解説

　　⑴	上流には角ばった大きな石が多く見られ，

下流の川底にはどろやすなが積もっている。

　　⑵上流ほど水の流れは速い。

　　⑹広々とした平野を流れるのは下流の川。

　　⑺	，⑼上流の速い流れが，しん食作用で急な

がけをつくる。

　　⑾	山地から平地に出る中流で，川の流れは急

におそくなる。

10	　⑴　①Ｃ　②Ｂ　③Ａ　　⑵　Ｃ

　⑶	　この川の上流に，白っぽいやわらかい石が

取れる場所があると考えられる。

　 解説

　　⑴	川の上流に行くほど，川原や川底にある石

は大きく，角ばっている。したがって，グ

ラフで大きな石がしめる割
わり

合
あい

が大きいもの

ほど，上流のグラフであると考えられる。

　　⑵	川の石は下流に流されるほど，角がとれて

丸みをおびてくる。

　７８ページ　　練習問題
11	　⑴　①せんじょう地　②三角州　③Ｖ字谷

　⑵　①イ　②エ　③ア　　⑶　①，②
　⑷　イ
　 解説

　　⑶	①のせんじょう地は，川が山地から平地に

出て流れが急におそくなり，たい積作用が

さかんになってつくられる。また，②の三

角州は，海に注ぎこむ河口で川の流れがい

きおいを失い，たい積作用がさかんになっ

てつくられる。

　　⑷	せんじょう地では，小石やつぶの大きなす

ながたい積しているので水はけがよく，果
か

樹
じゅ

園
えん

などに利用される。

12	　⑴　Ａ…イ，Ｂ…エ　　⑵　しん食作用　
⑶　ア
　 解説

　　⑴	Ａは，川底をはなれることなくいきおいよ

く流れているので早せ。Ｂは，川底をはな

れて落ちているので滝
たき

である。

　　⑵	早せや滝は，大きな岩などがあったりする

とできるので，上流に多く見られる。

　７９ページ　

13	　⑴　三日月湖　　⑵　エ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	，⑵三日月湖は，平野を大きくだ行してい

た川がつくった地形で，こう水などで川の

流れが変わったときに，曲がっていた部分

２
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。

もののとけ方7

１
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18 もののとけ方

1 もののとけ方と温度
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。

もののとけ方7
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。

もののとけ方7

１
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。

２
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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	 ふりこの運動

　９６ページ　　基本問題
1		 ⑴　ウ　　⑵　糸が長くなるほど，１往復す
る時間は長くなる。

　 解説

　　⑴	ふりこの１往復の時間（周期）とは，Ａから

Ｂを通ってＣに達し，ふたたびＢを通って

Ａまでもどってくるまでの時間である。

　　⑵	ふりこが１往復する時間は糸の長さによっ

てのみ決まり，糸が長いほど時間も長くか

かる。

2		 ⑴　ウ　　⑵　１往復する時間はおもりの重
さとは関係ないので，同じ時間がかかる。

　⑶　それぞれ１往復にかかる時間の１─４ずつかか

　るので，同じ時間である。

　 解説

　　⑴	糸の長さが同じなので，Ａではなしても，

Ｂではなしても，１往復する時間は同じで

ある。

　　⑵	糸の長さが同じなら，おもりが重くても軽

くても，１往復する時間は同じである。

　９７ページ　

3		 ⑴　ウ　　⑵　ウ
　 解説

　　	　ブランコは，ふりこの原
げん

理
り

を利用したもの

であるから，１往復する時間はブランコの長

さ（正確にはブランコの最上部からのってい

る人の重心までのきょり）によってのみ決ま

り，のった人の重さやふれはばには関係しな

い。

4		 ⑴　Ｃ　　⑵　Ｂ　　⑶　Ｃ

　 解説

　　⑵	おもりにはＣの重力と，Ａの糸がおもりを

引く力がはたらいている。この２つの力を

合わせるとＢのおもりを動かそうとする力

になる。

　　⑶	重力は地球が物体を引く力で，いつも真下

の方向にはたらく。

　９８ページ　　練習問題
5		 ⑴　イ　　⑵　１．２秒　　⑶　ふりこの長さ

が変わらないので，実験の結果は同じである。

　 解説

　　⑴	ふりこの糸の長さが長いＢのほうが，同じ

時間に往復する回数は少ない。グラフを見

ると，同じ時間に往復する回数が少ないの

はイのグラフである。
　　⑵	ふりこＢは，１分間（６０秒間）で５０往復して

いるので，６０÷５０＝１．２（秒）

6		 　⑴　イ　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	くぎがＡの高さより上にあるときは，とち

ゅうで糸がくぎにふれてふりこの長さが短

くなっても，おもりははじめのＡの高さま

で上がる。

　　⑵	図２では，糸がくぎにふれてからはふりこ

の糸の長さが短くなるので，その間の周期

は短くなる。

7		 ⑴　（例）ふりこが１０往復する時間をはかり，

その時間を１０でわる。

　⑵　４倍　　⑶　３　　⑷　４００

　 解説

　　⑵	表より，ひもの長さを１００にすると１往

復するのに２．０秒かかるから，１００÷２５＝４

（倍）とわかる。

　　⑶	ひもの長さは，２２５÷２５＝９（倍）なので，

９＝３×３より，１．０×３＝３．０（秒）

　　⑷	１往復する時間を２倍にするためには，ひ

もの長さを４倍にすればよいから，１００×

４＝４００（）

　９９ページ　

8		 ⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　重心の位置がいち
ばん上にあるので，ふりこの長さが最も短くな

るから。

　 解説

　　⑴	Ａ，Ｂ，Ｃともに重心はぼうの真ん中にあ

る。したがって，ＢとＣのふりこの長さは

同じになるので，１往復にかかる時間も同

じである。

　　⑵	，⑶ぼうの上のほうにねん土をつけたもの

ほど重心の位置が上になる。重心の位置が

上にあるものほど，糸の長さが短いふりこ

と考えてよいから，１往復にかかる時間が

短くなる。
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	 ふりこの運動

　９６ページ　　基本問題
1		 ⑴　ウ　　⑵　糸が長くなるほど，１往復す
る時間は長くなる。

　 解説

　　⑴	ふりこの１往復の時間（周期）とは，Ａから

Ｂを通ってＣに達し，ふたたびＢを通って

Ａまでもどってくるまでの時間である。

　　⑵	ふりこが１往復する時間は糸の長さによっ

てのみ決まり，糸が長いほど時間も長くか

かる。

2		 ⑴　ウ　　⑵　１往復する時間はおもりの重
さとは関係ないので，同じ時間がかかる。

　⑶　それぞれ１往復にかかる時間の１─４ずつかか

　るので，同じ時間である。

　 解説

　　⑴	糸の長さが同じなので，Ａではなしても，

Ｂではなしても，１往復する時間は同じで

ある。

　　⑵	糸の長さが同じなら，おもりが重くても軽

くても，１往復する時間は同じである。

　９７ページ　

3		 ⑴　ウ　　⑵　ウ
　 解説

　　	　ブランコは，ふりこの原
げん

理
り

を利用したもの

であるから，１往復する時間はブランコの長

さ（正確にはブランコの最上部からのってい

る人の重心までのきょり）によってのみ決ま

り，のった人の重さやふれはばには関係しな

い。

4		 ⑴　Ｃ　　⑵　Ｂ　　⑶　Ｃ

　 解説

　　⑵	おもりにはＣの重力と，Ａの糸がおもりを

引く力がはたらいている。この２つの力を

合わせるとＢのおもりを動かそうとする力

になる。

　　⑶	重力は地球が物体を引く力で，いつも真下

の方向にはたらく。

　９８ページ　　練習問題
5		 ⑴　イ　　⑵　１．２秒　　⑶　ふりこの長さ

が変わらないので，実験の結果は同じである。

　 解説

　　⑴	ふりこの糸の長さが長いＢのほうが，同じ

時間に往復する回数は少ない。グラフを見

ると，同じ時間に往復する回数が少ないの

はイのグラフである。
　　⑵	ふりこＢは，１分間（６０秒間）で５０往復して

いるので，６０÷５０＝１．２（秒）

6		 　⑴　イ　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	くぎがＡの高さより上にあるときは，とち

ゅうで糸がくぎにふれてふりこの長さが短

くなっても，おもりははじめのＡの高さま

で上がる。

　　⑵	図２では，糸がくぎにふれてからはふりこ

の糸の長さが短くなるので，その間の周期

は短くなる。

7		 ⑴　（例）ふりこが１０往復する時間をはかり，

その時間を１０でわる。

　⑵　４倍　　⑶　３　　⑷　４００

　 解説

　　⑵	表より，ひもの長さを１００にすると１往

復するのに２．０秒かかるから，１００÷２５＝４

（倍）とわかる。

　　⑶	ひもの長さは，２２５÷２５＝９（倍）なので，

９＝３×３より，１．０×３＝３．０（秒）

　　⑷	１往復する時間を２倍にするためには，ひ

もの長さを４倍にすればよいから，１００×

４＝４００（）

　９９ページ　

8		 ⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　重心の位置がいち
ばん上にあるので，ふりこの長さが最も短くな

るから。

　 解説

　　⑴	Ａ，Ｂ，Ｃともに重心はぼうの真ん中にあ

る。したがって，ＢとＣのふりこの長さは

同じになるので，１往復にかかる時間も同

じである。

　　⑵	，⑶ぼうの上のほうにねん土をつけたもの

ほど重心の位置が上になる。重心の位置が

上にあるものほど，糸の長さが短いふりこ

と考えてよいから，１往復にかかる時間が

短くなる。
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	 ふりこの運動

　９６ページ　　基本問題
1		 ⑴　ウ　　⑵　糸が長くなるほど，１往復す
る時間は長くなる。

　 解説

　　⑴	ふりこの１往復の時間（周期）とは，Ａから

Ｂを通ってＣに達し，ふたたびＢを通って

Ａまでもどってくるまでの時間である。

　　⑵	ふりこが１往復する時間は糸の長さによっ

てのみ決まり，糸が長いほど時間も長くか

かる。

2		 ⑴　ウ　　⑵　１往復する時間はおもりの重
さとは関係ないので，同じ時間がかかる。

　⑶　それぞれ１往復にかかる時間の１─４ずつかか

　るので，同じ時間である。

　 解説

　　⑴	糸の長さが同じなので，Ａではなしても，

Ｂではなしても，１往復する時間は同じで

ある。

　　⑵	糸の長さが同じなら，おもりが重くても軽

くても，１往復する時間は同じである。

　９７ページ　

3		 ⑴　ウ　　⑵　ウ
　 解説

　　	　ブランコは，ふりこの原
げん

理
り

を利用したもの

であるから，１往復する時間はブランコの長

さ（正確にはブランコの最上部からのってい

る人の重心までのきょり）によってのみ決ま

り，のった人の重さやふれはばには関係しな

い。

4		 ⑴　Ｃ　　⑵　Ｂ　　⑶　Ｃ

　 解説

　　⑵	おもりにはＣの重力と，Ａの糸がおもりを

引く力がはたらいている。この２つの力を

合わせるとＢのおもりを動かそうとする力

になる。

　　⑶	重力は地球が物体を引く力で，いつも真下

の方向にはたらく。

　９８ページ　　練習問題
5		 ⑴　イ　　⑵　１．２秒　　⑶　ふりこの長さ

が変わらないので，実験の結果は同じである。

　 解説

　　⑴	ふりこの糸の長さが長いＢのほうが，同じ

時間に往復する回数は少ない。グラフを見

ると，同じ時間に往復する回数が少ないの

はイのグラフである。
　　⑵	ふりこＢは，１分間（６０秒間）で５０往復して

いるので，６０÷５０＝１．２（秒）

6		 　⑴　イ　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	くぎがＡの高さより上にあるときは，とち

ゅうで糸がくぎにふれてふりこの長さが短

くなっても，おもりははじめのＡの高さま

で上がる。

　　⑵	図２では，糸がくぎにふれてからはふりこ

の糸の長さが短くなるので，その間の周期

は短くなる。

7		 ⑴　（例）ふりこが１０往復する時間をはかり，

その時間を１０でわる。

　⑵　４倍　　⑶　３　　⑷　４００

　 解説

　　⑵	表より，ひもの長さを１００にすると１往

復するのに２．０秒かかるから，１００÷２５＝４

（倍）とわかる。

　　⑶	ひもの長さは，２２５÷２５＝９（倍）なので，

９＝３×３より，１．０×３＝３．０（秒）

　　⑷	１往復する時間を２倍にするためには，ひ

もの長さを４倍にすればよいから，１００×

４＝４００（）

　９９ページ　

8		 ⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　重心の位置がいち
ばん上にあるので，ふりこの長さが最も短くな

るから。

　 解説

　　⑴	Ａ，Ｂ，Ｃともに重心はぼうの真ん中にあ

る。したがって，ＢとＣのふりこの長さは

同じになるので，１往復にかかる時間も同

じである。

　　⑵	，⑶ぼうの上のほうにねん土をつけたもの

ほど重心の位置が上になる。重心の位置が

上にあるものほど，糸の長さが短いふりこ

と考えてよいから，１往復にかかる時間が

短くなる。

ふりこの動きとはたらき8
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	 ふりこの運動

　９６ページ　　基本問題
1		 ⑴　ウ　　⑵　糸が長くなるほど，１往復す
る時間は長くなる。

　 解説

　　⑴	ふりこの１往復の時間（周期）とは，Ａから

Ｂを通ってＣに達し，ふたたびＢを通って

Ａまでもどってくるまでの時間である。

　　⑵	ふりこが１往復する時間は糸の長さによっ

てのみ決まり，糸が長いほど時間も長くか

かる。

2		 ⑴　ウ　　⑵　１往復する時間はおもりの重
さとは関係ないので，同じ時間がかかる。

　⑶　それぞれ１往復にかかる時間の１─４ずつかか

　るので，同じ時間である。

　 解説

　　⑴	糸の長さが同じなので，Ａではなしても，

Ｂではなしても，１往復する時間は同じで

ある。

　　⑵	糸の長さが同じなら，おもりが重くても軽

くても，１往復する時間は同じである。

　９７ページ　

3		 ⑴　ウ　　⑵　ウ
　 解説

　　	　ブランコは，ふりこの原
げん

理
り

を利用したもの

であるから，１往復する時間はブランコの長

さ（正確にはブランコの最上部からのってい

る人の重心までのきょり）によってのみ決ま

り，のった人の重さやふれはばには関係しな

い。

4		 ⑴　Ｃ　　⑵　Ｂ　　⑶　Ｃ

　 解説

　　⑵	おもりにはＣの重力と，Ａの糸がおもりを

引く力がはたらいている。この２つの力を

合わせるとＢのおもりを動かそうとする力

になる。

　　⑶	重力は地球が物体を引く力で，いつも真下

の方向にはたらく。

　９８ページ　　練習問題
5		 ⑴　イ　　⑵　１．２秒　　⑶　ふりこの長さ

が変わらないので，実験の結果は同じである。

　 解説

　　⑴	ふりこの糸の長さが長いＢのほうが，同じ

時間に往復する回数は少ない。グラフを見

ると，同じ時間に往復する回数が少ないの

はイのグラフである。
　　⑵	ふりこＢは，１分間（６０秒間）で５０往復して

いるので，６０÷５０＝１．２（秒）

6		 　⑴　イ　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	くぎがＡの高さより上にあるときは，とち

ゅうで糸がくぎにふれてふりこの長さが短

くなっても，おもりははじめのＡの高さま

で上がる。

　　⑵	図２では，糸がくぎにふれてからはふりこ

の糸の長さが短くなるので，その間の周期

は短くなる。

7		 ⑴　（例）ふりこが１０往復する時間をはかり，

その時間を１０でわる。

　⑵　４倍　　⑶　３　　⑷　４００

　 解説

　　⑵	表より，ひもの長さを１００にすると１往

復するのに２．０秒かかるから，１００÷２５＝４

（倍）とわかる。

　　⑶	ひもの長さは，２２５÷２５＝９（倍）なので，

９＝３×３より，１．０×３＝３．０（秒）

　　⑷	１往復する時間を２倍にするためには，ひ

もの長さを４倍にすればよいから，１００×

４＝４００（）

　９９ページ　

8		 ⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　重心の位置がいち
ばん上にあるので，ふりこの長さが最も短くな

るから。

　 解説

　　⑴	Ａ，Ｂ，Ｃともに重心はぼうの真ん中にあ

る。したがって，ＢとＣのふりこの長さは

同じになるので，１往復にかかる時間も同

じである。

　　⑵	，⑶ぼうの上のほうにねん土をつけたもの

ほど重心の位置が上になる。重心の位置が

上にあるものほど，糸の長さが短いふりこ

と考えてよいから，１往復にかかる時間が

短くなる。
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	 ふりこの運動

　９６ページ　　基本問題
1		 ⑴　ウ　　⑵　糸が長くなるほど，１往復す
る時間は長くなる。

　 解説

　　⑴	ふりこの１往復の時間（周期）とは，Ａから

Ｂを通ってＣに達し，ふたたびＢを通って

Ａまでもどってくるまでの時間である。

　　⑵	ふりこが１往復する時間は糸の長さによっ

てのみ決まり，糸が長いほど時間も長くか

かる。

2		 ⑴　ウ　　⑵　１往復する時間はおもりの重
さとは関係ないので，同じ時間がかかる。

　⑶　それぞれ１往復にかかる時間の１─４ずつかか

　るので，同じ時間である。

　 解説

　　⑴	糸の長さが同じなので，Ａではなしても，

Ｂではなしても，１往復する時間は同じで

ある。

　　⑵	糸の長さが同じなら，おもりが重くても軽

くても，１往復する時間は同じである。

　９７ページ　

3		 ⑴　ウ　　⑵　ウ
　 解説

　　	　ブランコは，ふりこの原
げん

理
り

を利用したもの

であるから，１往復する時間はブランコの長

さ（正確にはブランコの最上部からのってい

る人の重心までのきょり）によってのみ決ま

り，のった人の重さやふれはばには関係しな

い。

4		 ⑴　Ｃ　　⑵　Ｂ　　⑶　Ｃ

　 解説

　　⑵	おもりにはＣの重力と，Ａの糸がおもりを

引く力がはたらいている。この２つの力を

合わせるとＢのおもりを動かそうとする力

になる。

　　⑶	重力は地球が物体を引く力で，いつも真下

の方向にはたらく。

　９８ページ　　練習問題
5		 ⑴　イ　　⑵　１．２秒　　⑶　ふりこの長さ

が変わらないので，実験の結果は同じである。

　 解説

　　⑴	ふりこの糸の長さが長いＢのほうが，同じ

時間に往復する回数は少ない。グラフを見

ると，同じ時間に往復する回数が少ないの

はイのグラフである。
　　⑵	ふりこＢは，１分間（６０秒間）で５０往復して

いるので，６０÷５０＝１．２（秒）

6		 　⑴　イ　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	くぎがＡの高さより上にあるときは，とち

ゅうで糸がくぎにふれてふりこの長さが短

くなっても，おもりははじめのＡの高さま

で上がる。

　　⑵	図２では，糸がくぎにふれてからはふりこ

の糸の長さが短くなるので，その間の周期

は短くなる。

7		 ⑴　（例）ふりこが１０往復する時間をはかり，

その時間を１０でわる。

　⑵　４倍　　⑶　３　　⑷　４００

　 解説

　　⑵	表より，ひもの長さを１００にすると１往

復するのに２．０秒かかるから，１００÷２５＝４

（倍）とわかる。

　　⑶	ひもの長さは，２２５÷２５＝９（倍）なので，

９＝３×３より，１．０×３＝３．０（秒）

　　⑷	１往復する時間を２倍にするためには，ひ

もの長さを４倍にすればよいから，１００×

４＝４００（）

　９９ページ　

8		 ⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　重心の位置がいち
ばん上にあるので，ふりこの長さが最も短くな

るから。

　 解説

　　⑴	Ａ，Ｂ，Ｃともに重心はぼうの真ん中にあ

る。したがって，ＢとＣのふりこの長さは

同じになるので，１往復にかかる時間も同

じである。

　　⑵	，⑶ぼうの上のほうにねん土をつけたもの

ほど重心の位置が上になる。重心の位置が

上にあるものほど，糸の長さが短いふりこ

と考えてよいから，１往復にかかる時間が

短くなる。

ふりこの動きとはたらき8
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1 もののとけ方と温度
171 ページ 　基本問題
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。

２
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。

もののとけ方7
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。

２2 水よう液のこさ
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

2 種子が発芽する条件

110 ページ 　基本問題

─ �─

　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３
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18 もののとけ方

1 もののとけ方と温度
171 ページ 　基本問題
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。

もののとけ方7
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。

もののとけ方7
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。

２

─ 32─

18 もののとけ方

1 もののとけ方と温度
171 ページ 　基本問題

─ 1�─

がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。

２

173 ページ

─ 1�─

　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。

もののとけ方7

１

172 ページ 　練習問題

─ 1�─

がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。

もののとけ方7

１

─ 1�─

　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。

もののとけ方7
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。
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がとり残されてできた湖である。

　　⑶	川が曲がって流れているところの川底を考

えればよい。

14	　⑴　㋔　　⑵　三角州　　⑶　㋐

　⑷　Ｖ字谷　　⑸　㋑　　⑹　せんじょう地

　⑺　㋑　　⑻　イ　　⑼　しょう水路
　 解説

　　⑴	流れの速さは下流にいくほどおそくなり，

海に注ぎこむ河口で最もおそくなる。

　　⑶	上流は土地のかたむきが急なので，流れが

速い。

　　⑺	，⑻せんじょう地では，小石やつぶの大き

いすなが積もるので，川の水がしみこみや

すい。

　　⑼	はんらんをふせぐために，だ行している部

分を人工的にまっすぐにした川をしょう水

路という。

	 もののとけ方と温度

　８３ページ　　基本問題
1		 イ
　 解説

　　	　さとうは和紙からとけ出して，底のほうに

たまっていき，やがて全体に広がり，いちよ

うなこさになる。

2		 ⑴　３．１　　⑵　８．９　　⑶　５．１

　 解説

　　⑴	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１２−８．９＝３．１（）

　　⑵	６０℃の水１００にホウ酸は１４．９とけるの

で，１４．９−６＝８．９（）

　　⑶	４０℃の水１００にホウ酸は８．９しかとけな

いので，１４−８．９＝５．１（）出てくる。

3		 ⑴　味はしない。　　⑵　食塩はじょう発し

ないということ。　　⑶　ア　　⑷　結しょう
　 解説

　　⑴	，⑵水はじょう発するが，食塩はじょう発

しない。したがって，じょう発した水がガ

ラス板について冷やされ，再び水となった

ものに味はない。

　　⑶	じょう発して水だけが減っていくので，食

塩水はこくなる。

　　⑷	じょう発して水の量が減るので，とけきれ

なくなった食塩が結しょうとなって出てく

る。食塩の結しょうは立方体の形をしてい

る。

　８４ページ　　練習問題
4		 ⑴　イ，ウ　　⑵　ウ　　⑶　エ　　⑷　エ
　⑸　ウ　　⑹　イ　　⑺　結しょう
　⑻　ほう和水よう液

　 解説

　　⑴	水よう液は，ものが水にとけてとうめいに

なった液をいう。色のあるものとないもの

がある。たとえば，硫
りゅう

酸
さん

銅
どう

水よう液は青色，

さとうや食塩の水よう液は無色である。

　　⑵	食塩を水にとかしても，食塩の重さがなく

なるわけではないので，全体の重さは変わ

らない。

もののとけ方7
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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　　⑶，⑷水よう液のこさはどの部分でも同じ。

　　⑸	水の量は変わらないから，とけ残った食塩

の量も変わらない。

　８５ページ　

5		 ⑴　３　　⑵　１９　　⑶　ウ
　⑷　３００　　⑸　４５　　⑹　３０

　 解説

　　⑴１５−１２＝３（）

　　⑵２４−５＝１９（）

　　⑶	アはミョウバン，イは硫酸銅，エは食塩の
結しょうである。

　　⑷	２０÷５＝４（倍）だから，水の量も４倍必要

になる。したがって，１００×４＝４００（）よ

り，４００−１００＝３００（）の水を加える。

　　⑸９×５＝４５（）

　　⑹	２０℃で，１００の水に５のホウ酸がとけ

て，１０５（）のホウ酸水ができる。６３０÷

１０５＝６（倍）だから，６００の水に３０のホ

ウ酸をとかしたことになる。

6		 ⑴　ウ　　⑵　１０　　⑶　１２０
　⑷　２０　　⑸　８０　　⑹　イ
　 解説

　　⑴	グラフから，２５℃くらいまではＢのほうが

よくとけるが，それより温度が上がるとＡ

のほうがよくとけることがわかる。

　　⑶	８０℃の水１００にＢは４０とけるから，水

３００では，４０×３＝１２０（）とける。

　　⑷	８０℃の水２００にＢは８０とける。また，

０℃の水２００には６０とけるから，８０−

６０＝２０（）

　　⑸	４０℃の水２００にＡは１２０とける。したが

って，１２０−４０＝８０（）となる。

　　⑹	４０℃の水５０では，Ａは３０までとけるが，

Ｂは１８ぐらいしかとけない。

	 水よう液のこさ

　８８ページ　　基本問題
7		 ⑴　こくなる。　　⑵　重くなる。

　⑶　イ
　 解説

　　⑵加えた食塩の重さと同じだけ重くなる。

　　⑶	加えた食塩の体積分よりも小さいが，体積

も大きくなる。

8		 ⑴　イ　　⑵　エ　　⑶　Ｂのほうが下がる。
　 解説

　　⑴	食塩の量─水の量 で比べてみると，Ａは １０─１００，Ｂは

３０─２００＝
１５─１００でＢのほうがこい。よって，Ａ

に５の食塩を加えれば， 	１０＋５─１００ ＝
１５─１００と

　　　なってこさは同じになる。

　　⑵	Ｂの食塩の量─水の量 をＡと同じ １０─１００にする。Ｂ

に１００の水を加えると， 　３０　─２００＋１００＝
３０─３００

＝ １０─１００となって，こさは等しくなる。

　　⑶	Ｂの食塩水のほうがこいので，同じ体積で

比べるとＢのほうが重い。

　８９ページ　

9		 ⑴　５％　　⑵　３０　　⑶　ア
　 解説

　　⑴ ５─９５＋５×１００＝５（％）

　　⑵２００× １５─１００＝３０（）

　　⑶こさは重さで計算する。

10	　⑴　Ｃ→Ｂ→Ａ　　⑵　うき上がって，Ｃ

のようになる。

　 解説

　　⑴	食塩水がこいほど，たまごをうかす力は大

きい。

　　⑵	食塩水がこくなるので，たまごをうかす力

が大きくなる。

11	　⑴　フラスコから出てきた水じょう気を冷

やして，液体の水にするため。　　⑵じょう留

水　　⑶　できる

　 解説

　　⑵食塩をふくまないじゅんすいな水である。

　　⑶	どの水よう液もすべて，水だけがじょう発

するので，じゅんすいな水が取り出せる。

　９０ページ　　練習問題
12	　⑴　エ　　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑴	水よう液はどこもこさが同じである。
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13 植物の発芽と成長

1 種子（たね）のつくりと発芽

104 ページ 　基本問題

─ �─

き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ

植物の発芽と成長2
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。
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1 種子（たね）のつくりと発芽
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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き，晴れていると予想できる。

　 解説

　　⑴	シベリア大陸からの冷たい風によるすじ状

の雲が日本付近をおおっているので冬だと

いえる。

　　⑵	日本海側では雨や雪，太平洋側では晴れて

いると考えられる。

　　⑹	関東地方の西に，これから雨をふらせるよ

うな雲は見当たらないので。

	 種子のつくりと発芽

　１４ページ　　基本問題
1		 ⑴　はい　　⑵　ア　　⑶　Ｃ　　⑷　発芽
のときはふた葉となって地上に出るが，成長す

るにつれてしぼんで落ちる。

　 解説

　　⑴	Ａはよう芽，Ｂははいじく，Ｃは子葉。

　　⑵よう芽は成長して，本葉やくきになる。

　　⑶	子葉には発芽や発芽後の成長のための養分

がたくわえられている。

2		 ⑴　Ａ…種皮　Ｂ…はいにゅう　Ｃ…はい

　⑵　Ｂ　　⑶　ウ
　 解説

　　⑶	イネのたねの発芽では，子葉や根は同じ部

分から出てくる。

3		 ⑴　ウ，エ，オ　　⑵　ウ
　 解説

　　⑵	カキのたねの発芽では，子葉が２まい地上

に出てくる。

　１５ページ　

4		 ⑴　そう子葉植物　　⑵　ア
　 解説

　　⑴	子葉が１まい出てくる植物を単子葉植物，

２まい出てくる植物をそう子葉植物という。

5		 ⑴　でんぷん　　⑵　発芽後の成長のために

使われている。

　 解説

　　⑴	，⑵インゲンマメやイネのたねには，でん

ぷんが多くふくまれている。

　１６ページ　　練習問題
6		 ⑴　Ｃ…子葉　Ｄ…はいにゅう　　⑵　Ａ，

Ｂ，Ｃ　　⑶　Ｅ，Ｆ　　⑷　エ　　⑸　中の
養分が成長に使われて減ったため。

　 解説

　　⑴	インゲンマメは無はいにゅう種子なのでＣ

は子葉であり，カキは有はいにゅう種子な

のでＤははいにゅうである。

　　⑷	インゲンマメの子葉は地上に出てきて，芽

ばえの成長とともにしぼむ。

7		 ⑴　①でんぷん　②たんぱく質　　⑵　イ
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　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

107 ページ

─ �─

　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

2 種子が発芽する条件

110 ページ 　基本問題

─ �─

　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３

111 ページ

─ �─

　⑶　イネ…はいにゅう　ダイズ…子葉

　 解説

　　⑴	イネの種子に多くふくまれている養分はで

んぷん，ダイズの種子ではたんぱく質であ

る。

　　⑵	種子がたんぱく質を多くふくむ植物として

は，ダイズ・ムギ・ソバなどがある。

8		 ⑴　ア　　⑵　（右図）
　 解説

　　⑴	トウモロコシでは子葉

が１まい出てくるので

単子葉植物を選ぶ。

　　⑵はいの部分である。

　１７ページ　

9		 ①　ウ　　②　イ　　③　ア
　 解説

　　	　ダイズの種子の子葉には，発芽や発芽後し

ばらくの間成長するための養分がふくまれて

いるので，子葉を多く切り取ったものほど成

長が悪くなり，背
せ

も高くは育たない。

10	　⑴　エ　　⑵　子葉　　⑶　はいじく
　⑷　ア　　⑸　ウ
　 解説

　　⑴種皮には，養分はふくまれていない。

　　⑵養分を使い切った子葉は，落ちてしまう。

　　⑷ふつう，根のほうが芽より先に出る。

　　⑸	エンドウマメは無はいにゅう種子なので，

子葉に養分がたくわえられている。

	 種子が発芽する条件

　２０ページ　　基本問題
11	　⑴　水　　⑵　適当な温度

　⑶　いえない　　⑷　ア
　 解説

　　⑶	実験１と３から，適当な水分があれば土で

もだっし綿でも発芽することがわかる。

　２１ぺージ　

12	　⑴　ウ　　⑵　水の中には，種子の発芽に
必要な十分な空気（酸素）がないから。　⑶　光

（日光）

　 解説

　　⑴	水，空気（酸素），適当な温度の３つの条件

のうちどれか１つでも欠ければ種子は発芽

しない。

　　⑶	光は，種子の発芽には直接必要でない。

13	　⑴　ウ　　⑵　種子を水の中にひたして，
他の条件は②と同じにする。

　 解説

　　⑴	実験①〜④のそう置では，どれも十分な空

気があたえられているので，空気が必要で

あるかどうかを調べることはできない。

　　⑵水の中に酸素は十分にはとけていない。

　２２ページ　　練習問題
14	　⑴　Ａ…ウ，Ｃ…エ，Ｅ…ウ　　⑵　こき
ゅうに必要な空気（酸素）がたりないために種子

が死んだから。　　⑶　発芽後の芽ばえの成長

につれて，子葉の養分が使われてしまうから。

　⑷　インゲンマメは根が芽より先に出るが，イ

ネは芽が根より先に出る。

　 解説

　　⑵	種子もこきゅうをしている。そのため，酸

素がたりないと死んでしまう。

　　⑷	イネは，芽のほうが根よりも先に出る。

　２３ページ　

15	　⑴　Ｂ，Ｃ，Ｅ　　⑵　①肥料は必要でな

い。　②空気（酸素）が必要。　③光は必要でな

い。　④適当な温度が必要。

　 解説

　　⑴	Ａでは水分，Ｄでは空気（酸素），Ｆでは適

当な温度がそれぞれ不足する。

16	　⑴　イ　　⑵　ウ　　⑶　水，空気（酸素），
適当な温度

　 解説

　　⑴水以外の条件の○，×が同じもので比べる。

　　⑵土以外の条件の○，×が同じもので比べる。

	 植物の成長とかんきょう

　２６ページ　　基本問題
17	　⑴　実験１　　⑵　実験４　　⑶　実験３

　⑷　ウ　　⑸　すなとねん土が混じった土は，
空気や水をほどよくふくんでいるから。

　 解説

　　⑵	発芽後，植物がよく成長するためには，十

分な光が必要である。

　　⑸	すなは空気をふくみやすく，ねん土は水を

ふくみやすい。

２

３


